平安中期の文学における催馬楽・風俗歌の受容 -『うつほ物語』『源氏物語』を中心に- by 山﨑 薫
                                           
                      
平安中期
の文学における
催馬楽・風俗
歌の受容  
    
    
『うつほ物語』『源氏物語』を中心に
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山﨑  
薫  
          
                                           
1 
 
目次  
   
凡
例 
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
 
序
章 
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
 
 
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
 
 第一部  
『うつほ物語』と催馬楽・風俗歌   
  
  
 
  
  
  
  
   
 
 
第
一章 
『う
つほ
物
語
』
に
おけ
る
唐楽
・高
麗楽
・催
馬
楽
の
演奏
描写  
  
  
 
 
 
  
  
 
  
平
安
中
期
の
演
奏
記
録
と
の
比
較
を
通
し
て
 
 
第
二章 
「祭
の使
」
巻
と
「
菊の
宴
」巻
の催
馬楽
引用 
「
声
振
り
」
に
注
目
し
て
 
  
 
第
三章 
平安
中期
に
お
け
る
風俗
歌
「大
鳥」  
  
  
 
    
  
  
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
  
「
内
侍
の
か
み
」
巻
の
唱
和
歌
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
 
 
第
四章 
「蔵
開」
巻
に
お
け
る風
俗
歌「
名取
川」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
  
仲
忠
と
「
こ
れ
こ
そ
」
の
や
り
と
り
を
め
ぐ
っ
て
 
 第二部  
『源氏物語』と催馬楽・風俗歌                    
                    
 
   
 
第
一章 
『源
氏物
語
』
に
お
ける
唐
楽・
催馬
楽の
演奏
場
面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
  
「
呂
」「
律
」
の
分
類
と
の
か
か
わ
り
 
 
第
二章 
平安
中期
に
お
け
る
催馬
楽
「山
城」 
「
瓜
た
つ
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
 
  
 
第
三章 
「紅
葉賀
」
巻
の
催
馬楽
引
用 
  
  
  
 
  
源
典
侍
の
物
語
に
お
け
る
「
こ
ま
」
の
繋
が
り
 
 
第
四章 
「藤
裏葉
」
巻
に
お
ける
催
馬楽
「葦
垣」 
「
年
経
に
け
る
こ
の
家
の
」
考
 
 
 
 
第
五章 
『源
氏物
語
』
に
お
ける
風
俗歌 
「
若
紫
」
巻
の
光
源
氏
の
歌
唱
を
中
心
に
 
 
 
  
終
章 
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
 
 
初
出一
覧  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
    
  2 6 
 
１ ４ １ ５ 
 
４ ３ ６ １ 
 
８ ３ 
  
１ ０ ２ １ ０ ３ 
 
１ ２ ７ １ ４ １ 
 
１ ５ ９ １ ７ ５ 
 
１ ９ ９ ２ １ ０ 
                                           
2 
 
凡例  
 ・催
馬楽
の
詞章
は
、
鍋
島
家本
『催
馬
楽』（
鍋
島
報
效
会 
徴
古
館蔵 
上
野
学園
大
学日
本音
楽
史 
 
研
究所
蔵
の紙
焼き
〈カ
ラ
ー
〉
を
参
照
）
に
拠
った
。た
だ
し
、
鍋島
家本
にお
いて
詞章
を
欠く 
 
催
馬楽
「
山城」、「
葦垣
」
に
つ
い
て
は
天
治
本
『催
馬楽
抄
』（東
京国
立
博
物
館
蔵 
「e
国
宝
」 
  http://www.emuseum.jp/
）に拠
った
。い
ず
れ
も
、適
宜、
拍子
記
号
、注
記な
ど
を省
き
、通
行
の 
 
漢
字か
な
交じ
り文
に校
訂
し
た
。 
 ・本
論文
に
おい
て
引
用
、
もし
くは
参
照し
た催
馬楽
の古
注
釈
の
出典
は次
の通
りで
あり
、
いず 
 
れ
も［ 
］内
の略
号
で
示
し
た。 
［梁塵愚案抄］ 
一
条兼
良 
著 
康
正元
年（
一
四五
五
）以
前 
   
 
  
 
『
日
本歌
謡
集成
二 
中古
編 
改訂
版』（
高野
辰之 
編 
東
京
堂
出
版 
一九
六
〇） 
［催
馬楽
考
］ 
 
賀
茂真
淵 
著 
明和
六年
（
一七
六
九）
以前  
  
  
 
  
『
賀
茂真
淵
全集 
第
二』（
国学
院
編輯
部 
編 
賀
茂百
樹 
校
訂 
吉
川弘
文館 
一 
  
  
 
 
九
〇三
） 
［催
馬楽
譜
入文
］ 
橘守
部 
著 
天保
十二
年
（一
八
四一
） 
  
  
 
  
『
橘
守部
全
集七』（
橘
純
一 
編 
東京
美
術 
一
九
六七
） 
［梁
塵後
抄
］ 
熊谷
直好 
著 
安政
七
年（
一八
六
〇
） 
  
  
 
  
『
日
本歌
謡
集成
二 
中古
編 
改訂
版』（
高野
辰之 
編 
東
京
堂
出
版 
一九
六
〇） 
 ・現
存す
る
風俗
歌
の
譜
の
伝本
関係
は
、未
だ完
全に
明ら
か
に
さ
れて
いる
とは
言い
難い
が
、近 
 
年
、鍋
島
報效
会の
徴古
館
に
お
い
て
存
在
が
確
認さ
れた
鍋
島
家
本『
東遊
歌風
俗歌
』は
、
調査 
 
に
より
、鎌
倉
期を
下ら
ない
時期
に
書写
され
た
古
譜
で
あ
り
、そ
の
本文
は、『
楽章
類語
抄』巻 
 
之
三所
収
の「
風俗
譜」、『群
書
類従
』巻
三
百
五
十 
管絃
部十
所
収の「
風俗
」等
と
同
系
統
であ 
 
る
こと
が
明ら
かに
され
て
い
る
（
飯
島
一
彦
「
新出
の風
俗
歌
古
譜、
鍋島
本『
東遊
歌風
俗
歌』 
 
に
つい
て」〈『
國學
院
雑
誌』一一
〇
一
一 
二
〇
〇九・一
一〉、飯
島
一
彦・富田
紘次「
解
題
・ 
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翻
刻 
鍋
島家
本『
東遊
歌
風
俗
歌
』」〈『梁
塵
研究
と
資料
』二
九 
二
〇一
二
・
一二
〉。
また
、 
 
鍋
島家
本『
東
遊歌
風俗
歌』を軸
とし
た
風俗
歌の
譜の
伝本
関
係
に
つ
い
て
は
、田
林千
尋氏〈京 
 
都
造形
芸
術大
学非
常勤
講
師
〉にも
ご
教
示
を
賜
っ
た
）。こ
うし
た
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、本
論文 
 
に
おけ
る
風俗
歌の
詞章
は
、特に
断り
の
ない
場
合
、鍋
島
家
本『
東遊
歌
風俗
歌』（
鍋
島報
效会  
 
徴
古館
蔵 
上
野学
園大
学日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵の
紙焼
き〈
カ
ラ
〉ーを
参
照
）に
拠
り、適
宜
、 
 
拍
子記
号
、注
記な
どを
省
き
、
通
行
の
漢
字
か
な交
じり
文
に
校
訂し
た。
また
、鍋
島家
本
『東 
 
遊
歌風
俗
歌』
とは
異な
る
系
統
の
本
文
、
あ
る
いは
鍋島
家
本
『
東遊
歌風
俗歌
』に
は収
め
られ 
 
て
いな
い
風俗
歌を
引用
し
た
際
の
出
典
は
次
の
通り
であ
り
、
い
ずれ
も［ 
］
内の
略号
で
示し 
 
た
。 
［承
徳本
古
謡集
］ 
「『承
徳
本
古謡
集』注釈（前
編）」（『歌
謡 
研
究
と
資
料
』六 
一
九
九
三
・ 
  
  
 
 
一
〇）、「『承
徳本
古
謡
集
』注釈（後
編
）」（『歌
謡 
研
究
と
資
料
』八 
二
〇
〇
〇
・ 
  
  
 
 
一
〇） 
［文
治二
年
本］ 
『
日本
歌謡
集成
第
二巻 
中
古編
』（高
野辰
之 
編 
春
秋社 
一
九
二九
） 
［體
源抄
］ 
日
本古
典全
集『
體源
抄 
四』（正
宗
敦
夫 
編
纂・校
訂 
日
本
古
典
全
集
刊
行
会 
一 
  
  
 
 
九
三三
） 
［政
事要
略
］ 
日本
古典
文
学
大
系
３
『
古
代歌
謡集
』（土
橋寛 
小
西甚
一 
校
注 
岩
波
書
店 
一 
  
  
 
 
九
五七
） 
 ・神
楽歌
の
詞章
は
、
鍋
島
家本
『東
遊
歌神
楽歌
』（
鍋
島
報
效
会 
徴
古館
蔵 
古
典
保
存
会
に
よ
る 
 
複
製〈『
東
遊
歌
・
神
楽
歌
』 
古典
保
存会 
一
九三
八〉
を
参
照
）に
拠り
、適
宜、
拍子
記
号、 
 
注
記な
ど
を省
き、
通行
の
漢
字
か
な
交
じ
り
文
に校
訂し
た
。 
 ・『う
つほ
物
語』の
本
文
は
、尊
経閣
文庫
蔵
前田
家
本
の
影
印（
早
稲
田
大学
中央
図
書
館
蔵
紙
焼き 
 
写
真本
を
参照
）に
拠り
、
適
宜
漢
字
を
宛
て
、
濁点
、句
読
点
を
付し
、歴
史的
仮名
遣い
に
改め 
 
た
。ま
た明
ら
かに
誤脱
があ
ると
思
われ
る箇
所
に
つ
い
て
は
、想
定
され
る本
文を（ 
）内
に
傍 
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記
した
。参
考
と
し
て
、『
う
つ
ほ物
語
の総
合研
究１ 
本
文
編 
上・下
』（
室
城
秀
之
ほか 
共
編 
勉
誠出
版 
一九
九九
）
の頁
数
を記
し
た
。 
 ・『源
氏物
語
』の
本
文
は、新
編
日本
古
典文
学全
集『
源
氏
物
語
①
～
⑥
』（
阿
部
秋
生 
ほ
か 
校
注
・ 
 
訳 
小
学館 
一
九
九四
～一
九九
八
）に
拠り
、
適
宜
、
表記
を
改め
、頁
数を
記し
た。 
 ・本
論
文にお
い
て引
用、も
しく
は参
照
した『源
氏物
語』の古
注釈の
出
典
は
次
の
通
りで
あ
り、 
 
い
ずれ
も
［ 
］内
の略
号
で
示
し
た
。 
[
源氏
釈] 
世尊
寺伊
行 
著 
安
元元
年
（一
一七
五）
以
前 
  
  
 
 
源
氏物
語古
注集
成 
第十
六巻
『
源氏
釈
』（渋
谷
栄
一 
編 
お
う
ふ
う 
二〇
〇
〇） 
[
奥入]  
藤
原定
家 
著 
天福
元年
（
一二
三
三
）
以
降か
〈自
筆
本〉 
  
  
 
 
源
氏物
語古
註釈
叢
刊 
第
一巻『源
氏
釈 
奥
入 
光
源
氏
物
語
抄
』（
中野
幸一 
栗
山 
  
  
 
 
元
子 
編 
武
蔵野
書院 
二〇
〇九
） 
[
河海
抄] 
四辻
善成 
著 
貞治
元年
（
一三
六
二
）
以
降か
、
後
増
補 
  
『紫
明
抄 
河海
抄』（
玉上
琢彌 
編 
角
川
書店 
一九
六八
） 
[
花鳥
余
情] 
一
条兼
良 
著 
文
明八
年
（一
四七
六）〈
再
稿
本
系
統
〉 
  
 
源
氏
物語
古註
釈叢
刊 
第
二
巻『
花鳥
余
情 
源
氏和
秘抄 
源氏
物語
之内
不
審 
  
 
条
々 
源
語秘
訣 
口伝
抄』（武
蔵野
書
院 
一
九七
八） 
[
弄花
抄] 
牡丹
花肖
柏 
著
、三
条西
実
隆補 
永
正元
年（
一
五
〇
四）
か、
後増
補 
  
  
 
 
彰
考館
蔵七
冊本
『
弄
花
』（国
文
学研
究
資料
館
蔵
の
マイ
クロ
フィ
ルム
資
料
） 
  
源氏
物
語古
注集
成 
第
八巻
『弄
花
抄』（
伊
井
春
樹 
編 
桜
楓社 
一
九
八
三
） 
[
細流
抄] 
三条
西実
隆
・
公
条 
著 
永
正七
～
十年
（
一五
一〇
～
一五
一
三
）
頃
か 
  
  
 
源氏
物語
古
注
集
成 
第
七巻
『細
流
抄』（
伊井
春樹 
編 
桜
楓
社 
一
九八
〇） 
[
源氏
物
語新
釈] 
賀
茂真
淵 
著 
宝暦
八年
（
一七
五
八） 
  
  
 
 
『
賀茂
真淵
全集
』
第
十
三
巻
（
久
松潜
一 
ほ
か 
編 
続
群書
類
従
完
成
会 
一
九
七 
  
  
 
 
九
） 
[
源氏
物
語玉
の小
櫛] 
本
居宣
長 
著 
寛政
八
年（
一
七
九
六
） 
  
  
 
 
『
本居
宣長
全集
』
第
四
巻
（
大
野
晋 
ほ
か 
編 
筑摩
書房 
一九
六
九
） 
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 ・和歌・歌合
につ
い
ては、「
日本
文学WEB
図
書館
」（http://www.kotenlibrary.com/
）「
和歌
＆俳
諧 
 
 
ラ
イブ
ラ
リー
」内
の『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
り、
適宜
、
表
記
を改
めた
。た
だし
、私
家
集歌 
 
に
つい
て
は、同ラ
イブ
ラリ
内ー
の『
私
家集
大成
』に拠
り、引用
元
の
底
本
を
章末
に示
し
た。 
 ・漢
文日
記
につ
い
て
は
、
東京
大学
史
料編
纂所
「古
記録
フ
ル
テ
キス
トデ
ター
ベー
ス」（「
東京 
 
大
学史
料
編纂
所Ｈ
Ｐ」http://www.hi.u-tokyo.ac.jp/index-j.html
）収
録
の『
大日
本古
記録
』に 
 
拠
った
。 
 ・そ
の他
の
引用
に
つ
い
て
は、
章末
、
ある
いは
注に
出典
を
示
し
た。 
                                           
6 
 
序章 
 
 
   
  
 
一、
本論文の目的  
本論
文は
、
平安
期
の
宮
廷
歌謡
であ
る
催馬
楽・
風俗
歌が
、平
安
中
期
の
文
学
に
、
ど
のよ
う
に
取り
込ま
れ
、利
用さ
れて
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
する
こと
を目
的
とす
る。 
平安
期に
流
行し
た
宮
廷
歌
謡に
は、
神
楽歌
・催
馬楽
・東
遊歌
・風
俗
歌
・
朗
詠
・
今
様な
ど
が
ある
が、
そ
のう
ち、
神
楽
歌・
催馬
楽
・東
遊歌
・風
俗
歌
の譜
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に宮
廷に
お
いて
選定
され
た
とみ
ら
れ
、
古
くか
ら
平
安
期
の
宮
廷
歌謡
の代
表と
し
て捉
えら
れて
きた
。
中
で
も
、
催
馬
楽・風
俗
歌
に
関
し
て
は
、『源
氏物
語
』に非
常に
多く
の楽
曲
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
指摘
さ
れて
おり
、山
田
孝雄
⑴の
研究
を嚆
矢と
し
て、
そ
の
引
用
表現
がた
び
た
び
論じ
られ
てい
る。 
一
方
で
、『
源
氏
物語
』
以
外
の
文
学
に
み
ら
れ
る
催
馬
楽
・
風
俗
歌
の引
用
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
目が
向け
ら
れて
い
な
い
。特に
、催
馬楽
の
引用
につ
い
て
は、『
源
氏物
語』に
お
け
る
引
用
表
現が
、
物語
世界
に
かか
わる
、
非
常に
凝っ
た
もの
であ
るた
め、
あ
た
か
も『
源氏
物語
』特
有の
技
巧の
よう
に論
じ
られ
る傾
向
に
ある
。し
か
しな
が
ら
、『
源
氏物
語』
以
前の
作り
物
語
とし
ては
、『
う
つほ
物語
』
に様
々
な
引
用
表現
が
み
ら
れる
ほ
か
、平
安中
期に
詠
ま
れ
た多
くの
和歌
に
お
い
て、
催
馬
楽
・
風
俗
歌
の詞
章
が
踏
ま
えら
れ
てい
るこ
とは
看過
で
き
な
い。
催馬
楽が
取り
込
ま
れ
た和
歌に
つい
て
は、近
年、小
野
恭
靖
⑵、中田
幸司
⑶に
よ
る研
究成
果
があ
るが
、こ
う
し
た
和
歌
表現
と作
り物
語
にお
ける
引
用
表
現
との
か
かわ
りに
つい
ては
、十
分に
捉え
ら
れて
い
ない
と言
え
る
。 
 
さ
らに
、
従来
の『
源
氏
物語
』に
お
ける
催馬
楽
・
風
俗
歌の
引
用
研
究
に
お
い
ては
、こ
れ
らの
歌謡
が、
と
かく
上
代
的
な
もの
と
し
て
捉
え
ら
れ
がち
であ
るこ
と
も問
題点
とし
て指
摘
で
き
る
。
確
か
に、催
馬
楽・風
俗
歌
の研
究で
は、折口
信夫
⑷、志
田
延
義
⑸ら
に
よ
る
大
き
な
成
果
が
あ
るよ
うに
、
こ
れ
ら
の
歌
謡
の
成
り
立
ち
に
地
方
諸
国の
俗謡
がか
かわ
る
とい
う
こ
と
が
重
視
され
、
詞
章
の解
釈が
進
めら
れて
き
た
。し
かし
な
がら
、近
年、
様々
な見
地
か
ら
、
こ
う
し
た
従
来の
研
究に
対し
て批
判
が加
えら
れ
て
い
る
。例え
ば
、ス
テ
ィー
ヴン・Ｇ・ネ
ル
ソ
ン
⑹、本
塚亘
⑺は
、これ
まで
十分
に
なさ
れて
こ
な
かっ
た催
馬
楽の
古楽
譜
の
分
析
を
通
し
て、
その
成立
や
展
開に
つ
い
て
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再
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
飯
島
一
彦
⑻は
、
史
料
類
に
基
づ
い
て
歌
謡
史
を
捉
え
な
お
し
な
が
ら
、
時
代
に
伴
っ
て
変
容
す
る
歌
謡
の
様
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
藤
原
茂
樹
⑼は
、
文
学
の
面
か
ら
催
馬
楽
を
扱
う際
の
基
盤
研究
の
不
十
分
さを
指
摘し
、現
存す
る催
馬
楽
の
詞章
の異
同の
分析
を
試
み
てい
る。 
 
こ
れら
の
近年
の研
究
に
おい
て指
摘
され
てい
る
よ
う
に
、催
馬
楽
・
風
俗
歌
の
演奏
の形
態
や詞
章の
解釈
な
どに
は
、
時
代
とと
も
に
大
き
な
変
化
があ
った
こと
が
想定
され
る。
平安
中
期
の
作
り
物
語
にお
け
る催
馬楽
・
風
俗
歌
を論
じ
る上
では
、物
語が
成
立
し
た当
時の
歌謡
の有
り様
を
捉え
る必
要が
あ
ろう
。近
年
の
成果
とし
て
、宮
廷文
化
と
い
う
視
座
か
ら『
源氏
物語
』に
おけ
る
催
馬
楽
引
用
を
論
じ
た
植
田
恭
代
⑽の
研
究
が
あ
る
が
、
言
及
が
宇
治
十
帖
の
表
現
に
偏
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
うな
問題
点
が完
全に
克服
さ
れ
て
い
る
と
は
言い
難い
。 
 
そ
こで
、本
論
文で
は、こ
う
し
た問
題
意識
のも
と、歌謡
の歴
史
的・状
況
的
な
動
態
を重
視
し
、
同時
代の
和
歌表
現と
も
か
かわ
らせ
な
がら、『
う
つ
ほ
物語
』『
源氏
物語
』
に
お
け
る
催
馬
楽
・
風
俗歌
の引
用
表現
を中
心
に
考察
する
。
平安
中期
に
み
ら
れ
る
、
催
馬楽
・風
俗歌
が用
いら
れ
た表
現を
連関
的
に捉
え
る
こ
と
によ
り
、
文
学
に
お
け
る催
馬楽
・風
俗
歌の
受容
の
諸
相
を
解明
す
る
こ
と
が
本論
文
の狙
いで
ある
。 
   
  
 
二、
本論文で用いる音楽用
語  
 
音
楽用
語
には
多義
的
な
もの
が多
い
。ま
た、
現
行
の
日
本の
音
楽
と
、
平
安
中
期の
日本
の
音楽
の姿
に、
大
きな
隔
た
り
が
存在
す
る
こ
と
が
想
定
され
る以
上、
現
行の
もの
と平
安時
代
の
も
の
と
で
は
、た
と
え同
じ用
語
で
あ
っ
ても
意
味す
る内
容が
異な
る
可
能
性が
ある
。そ
こで
、本
論
文で
用い
る主
な
音楽
用語
に
つ
いて
、あ
ら
かじ
め定
義
を
示
す
こ
と
に
する
。本
論文
で用
いる
主
な
音
楽用
語
は
、
特
に
断
り
の
な
い限
り次
の
よう
に定
義す
る
⑾。 
 調子  
 
  
音階
の種
類
と
主
要
音
の
音
高を
指定
する
「調
」
の
総
称
。
現
行
の
唐
楽
に
お
い
て 
  
  
 
  
用い
られ
る「
壱
越
調
」「
双調
」「
太
食調
」「
平
調
」「
黄
鐘調
」「
盤
渉
調」につ
い 
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ては
、あ
わ
せ
て
「
六
調
子
」と
呼ぶ
。 
 
曲 きょく（
楽
曲
が
っ
きょく） 
音
楽
・歌
謡の
まと
まっ
た
一
段
や
作
品
を
指
す
。
た
だし
、
平安
中期
にお
いて
も 
  
  
 
  
用例
がみ
ら
れ
る
「
曲 ごく」、「
曲 ごくのも
の
」
に
つ
い
ては、
催馬
楽
な
ど
の
「
う
た」
に 
  
  
 
  
対し
て、
唐
楽
な
ど
の
器
楽
的な
もの
を特
に指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
 旋法  
 
  
音階
のあ
る
音
に
主
音
を
定
め、
一定
の音
域を
切
り
取
っ
た
も
の
。
現
行
の
日
本
の 
  
  
 
  
音楽
にお
い
て
は
、
唐
の
音
楽の
「宮
調」「
商
調
」
由
来
の
「呂
」
と
、「
羽
調」
由 
  
  
 
  
来の
「律
」
の
二
旋
法
が
あ
る。 
  
  
 
  
 
「呂
」「
律
」  
現行
の日
本
の
音
楽
に
お
け
る二
旋法
。「呂
」は、「
宮・商・角・変 徴
徴・羽・変 宮
宮」 
  
  
 
  
ある
いは
「
宮
・
商
・
角
嬰 角
・
徴・
羽
嬰 羽
・宮」、「律
」
は
「
宮
・
商
嬰 商
・
律 角
・
徴
・ 
  
  
 
  
羽
嬰 羽
・
宮」
と整
理さ
れ
てお
り、
六調
子は
「呂
」「律
」
に
二
分
類
され
（「
呂」 
  
  
 
  
は「
壱越
調
」「
双
調」「
太
食調
」、「
律」
は「
平
調
」「
黄
鐘調」「
盤
渉
調
」）、
調 
  
  
 
  
子に
応じ
て
唐
楽
・
催
馬
楽
の曲
も「
呂」「
律
」
に
分
け
ら
れて
い
る
。 
  
  
 
  
なお
、本
論
文
で
は
、
先
行
研究
を踏
まえ
、平
安
中
期
に
お
い
て
は
既
に
こ
の
よ
う 
  
  
 
  
な「
呂」「
律」
の分
類
概念
が成
立し
つつ
あっ
た
と
想
定
し
て
、『
う
つ
ほ物
語
』 
  
  
 
  
『源
氏物
語
』
の
唐
楽
・
催
馬楽
の演
奏例
を扱
う
際
に
は
、「呂」「
律
」
の
分
類
も 
  
  
 
  
共に
示す
。調
子
の「
呂」「
律」の
分
類
は、遠
藤徹『
平
安
朝
の
雅楽 
古
楽
譜
に 
  
  
 
  
よる
唐楽
曲
の
楽
理
的
研
究』（
東京
堂
出版 
二
〇
〇五
）に
基
づ
き、唐
楽曲
の調 
  
  
 
  
子に
つい
て
は
、
同
書
所
収
の「
資料
二 
平安
期
の
唐
楽
の
曲
目 
収
載曲
比
較
対 
  
  
 
  
照一
覧表
」
に
お
け
る
『
三
五要
録』『
仁智
要録
』
の
分
類
に
拠
っ
た
。 
  
  
 
  
ただ
し、「
太食
調
」に
つい
ては
、大
神基
政（一
〇七
九
一
一
三
八
）が著
わ
し 
  
  
 
  
た楽
書、『
龍鳴
抄』
⑿に
おい
て
、既
に
「
呂
」
に
分類
され
てい
るも
のの
、『
龍 
  
  
 
  
鳴抄
』に
は
「
あ
る
管
絃
者
これ
をう
たが
ふ。
平
調
の
聲
に
て
あ
る
に
。
か
け
た
る 
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こと
やは
あ
る
。な
に
の
故
に
大
じ
き
てう
をわ
け
た
る
ぞと
いふ
。」と
も記
述さ
れ 
  
  
 
  
てお
り、「
太食
調」と「
平調
」は
原
調
を別
とし
な
が
ら
も主
音が
一致
する
た
め、 
  
  
 
  
分類
に混
乱
が
生
じ
て
い
た
こと
がう
かが
える
。そ
の
た
め
か、『
龍鳴
抄』は、唐 
  
  
 
  
楽曲
を挙
げ
る
際
に
は、「太
食
調」
の
み「
呂」「
律
」の
分
類を
示
し
て
いな
い
。 
  
  
 
  
ゆえ
に、
当
時、「
太食
調」
の
曲は
「
呂」「
律
」
の
分類
に
は明
確
に
組
み入
れ
ら 
  
  
 
  
れて
いな
か
っ
た
と
み
て
、本
論
文
に
おい
ても
、「
太
食
調
」の
曲
に
つ
い
て
は「
呂」 
  
  
 
  
の用
例に
含
め
な
い
。 
  
  
 
  
また
、催
馬楽
の「
呂」「
律」の分
類
に
つ
い
て
は
、鍋
島
家
本『
催
馬
楽』及び
天 
  
  
 
  
治本
『催
馬
楽
抄
』
に
示
さ
れて
いる
分類
に従
う
。 
  
  
 
  
  
 
三、
本論文の構成  
 
本
論文
は
二部
構成
であ
る
。まず
、「第一部  
『うつほ
物語』と催馬楽・風俗歌」では、『
う
つほ
物語
』
にみ
られ
る
催
馬
楽
・風
俗
歌
に
つい
て扱
う。 
 
催
馬楽・風
俗歌
が
、宮
廷
で
演
奏さ
れ
る
に
あた
って
は
、雅
楽器
に
よる
演奏
が
付さ
れて
い
る。
特に
催馬
楽
の場
合
、
そ
の
旋律
に
は
、
唐
楽
・
高
麗楽
との
同音
関
係が
指摘
され
てお
り
、
御
遊
に
も
組
み込
ま
れて
演奏
さ
れ
て
い
たこ
と
が確
認で
きる
。ゆ
え
に
、
音楽
とし
ての
催馬
楽が
、
物語
内で
どの
よ
うに
捉え
ら
れ
てい
るの
か
を読
み取
る
に
は
、
歌
謡
の
引用
場面
のみ
なら
ず、
唐
楽
や
高麗
楽
の
演
奏
場
面
に
つ
い
ても
併せ
て
みて
いく
こと
が
不
可欠
で
あ
ろ
う
。そ
こ
で
、「
第一章  
『う
つほ物語』における唐楽・高麗楽・催馬楽の演奏描写  
平安中期の演奏記録との
比較を通
して
」では
、唐
楽・高麗
楽・催
馬
楽
の
演
奏
場
面の
描写
に
つい
て考
察
を
行う
。『う
つほ
物
語
』
にお
け
る音
楽の
演
奏
場面
は多
く
、そ
の重
要性
につ
いて
は
こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び論
じ
られ
てき
た。一方
で、『う
つ
ほ
物語
』に
おけ
る
音楽
描写
は、俊
蔭
一族
の
秘琴
伝授
と
い
う物
語
の
主
題
、
あ
る
い
は
、
物
語
が
持
つ
祝
祭
論
的
側
面
を支
える
もの
とし
て
の
み
捉
え
ら
れ
が
ち
であ
り
、
そ
こに
平安
中
期に
おけ
る
音
楽状
況の
反
映を
みる
とい
う
視
座に
は
欠
け
て
い
た
。
そ
こ
で、
本
章で
は、実
際
の
音
楽記
録
と照
らし
合わ
せ
なが
ら、『
うつ
ほ物
語』が、唐
楽・高麗
楽・催
馬
楽と
い
                                           
1 0 
 
う、
当時
盛
んに
演
奏
さ
れ
てい
た
現
実
の音
楽
を
、ど
のよ
うに
取
り
込
んで
用い
てい
る
の
か
につ
い
て
明
ら
か
に
し
てい
きた
い。 
 
第二章以降
は、『
う
つ
ほ
物語
』に
お
い
て
、催
馬楽・風
俗歌
が用
い
ら
れ
て
い
る個
の々
場
面に
焦点
を当
て
て考
察を
試
み
る
。『う
つほ
物
語
』におけ
る催
馬
楽・風
俗
歌
の詞
章
を
踏
まえ
た
表
現
は
、『源
氏物
語
』に先
行し
て、歌
謡の
持つ
特
性を
物
語の
中
へ
と
巧み
に取
り入
れた
もの
と
して
捉え
られ
る
ので
はな
いか
。
こ
のよ
う
な
見
通し
のも
と、「
第二章  
「祭の使」
巻と「菊の宴」
巻の催馬楽引用  
「声
振り
」に注
目して
」では
、「祭
の
使」巻
と「菊
の宴
」巻
にみ
ら
れる
催馬
楽
の引
用に
つ
い
て考
察す
る
。こ
れら
の
巻
で
は
、
登
場
人物
たち
が、
催馬
楽の
楽
曲の
「声
振り
」
を用
い
て
、
自
作の
和
歌
を
「
歌
う
」
とい
う、
他の
文
学作
品に
は
見
ら
れ
ない
催
馬
楽
の
用
いら
れ
方が
確認
でき
る。中
世の
楽書
な
ども
手
掛か
り
に
し
なが
ら、「声
振
り」と
はど
のよ
うな
もの
な
のか
、そ
し
て
、そ
れが
い
かに
し
て
物
語
の場
面
に
活
かさ
れて
いる
の
か
を明
ら
か
に
し
て
い
く
。 
 
続
い
て
、「
第三章  
平安中期
におけ
る風俗
歌「大鳥
」  
「
内
侍
のか
み
」巻
の
唱
和
歌
の
解
釈
を
め
ぐ
って
」、
及
び
「第
四章  
「蔵
開」
巻におけ
る風俗
歌「
名取川
」  
仲
忠
と「
こ
れ
こそ
」のや
りと
り
をめ
ぐ
っ
て
」では
、『
う
つ
ほ
物語
』に
み
られ
る
風
俗
歌
の
引
用
に
つ
い
て
検討
する
。第三
章で扱
う
風
俗
歌「大
鳥」は
、「
内
侍
のか
み
」巻
と「
蔵
開上
」巻に
おい
て
、第
四章で扱
う
風
俗
歌「
名取
川
」は、「
蔵
開上
」巻
、「
蔵開
中
」巻
、「蔵
開下
」巻
にお
いて
、そ
れ
ぞれ
用い
ら
れて
いる
こ
と
が指
摘さ
れ
てい
るも
のの
、
従
来、
こ
れ
ら
の
巻
で
、
なぜ
敢え
て
歌謡
の詞
章を
踏
まえ
た
表
現
が
とら
れ
て
い
るの
か
と
いう
こと
につ
い
て
は
十分
解明
され
て
こ
な
かっ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
風俗
歌の
詞章
の解
釈
につ
いて
検
討
し
な
が
ら
、
考察
を試
みて
い
き
た
い
。 
 
次
に、「第二部  
『源氏物
語』と
催馬楽・風俗
歌」では
、『
源
氏
物
語
』に
み
ら
れ
る
催
馬
楽
・
風俗
歌に
つ
いて
扱う
。 
 
「第
一章  
『源氏物
語』におけ
る唐楽・催馬
楽の
演奏
場面  
「呂
」「律
」
の
分
類
と
の
か
かわ
り
」は、平安
中
期に
は
、唐
楽・
催
馬楽
の
曲が「
呂
」「
律」と
いう
二
旋法
に分
類
され
て
い
たと
み
られ
るこ
とに
注目
し
、『
源
氏
物
語』に
お
ける
音楽
と
し
て
の
催
馬
楽
の
用
いら
れ
方に
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つい
て、唐楽
曲の
演
奏場
面
とか
かわ
ら
せな
がら
論じ
よ
う
と
す
る
もの
であ
る。催
馬楽
の曲
は
、
源雅
信
に
よ
っ
て
日
本
の
音
楽の
二旋
法
であ
る「
呂」「
律
」に分
類
され
た
と
さ
れ
るが
、「
若菜
下
」
巻
の
女
楽
の
場
面
に
お
け
る
光
源
氏
と
夕
霧
の
や
り
と
り
か
ら
は
、「
物
の
調
べ
」、
す
な
わ
ち
調
子
や
、
「曲
のも
の」、す
な
わち
歌
謡
で
はな
い
曲に
も、「呂
」「
律
」の
分
類
が
存在
して
いる
こ
と
が
うか
がえ
る。
こ
うし
た、
音
楽
に対
する
「
呂」「
律
」
の
分
類
意
識
が
、『
源
氏
物
語』
全
体の
音楽
描写
にど
のよ
う
に影
響
し
て
い
るの
かを
、
演奏
記
録
や
楽
書の
記述
と
比
較
しな
がら
明ら
か
に
し
てい
き
た
い
。 
 
第二章以降
は、『
源
氏
物
語』に
お
い
て
、催馬
楽・風俗
歌が
特
徴
的
に
用
い
ら
れて
いる
個
の々
場面
に焦
点
を当
てて
考
察
を
試
みる
。『
源
氏
物
語
』の
物
語
世界
に
お
け
る
催
馬
楽
の重
要性
は
、既
に多
く指
摘
され
て
い
る
が
、そ
の
引
用
表
現
の
解
明に
あた
って
は
、歌
謡の
詞
章
の
解
釈の
動
態
性
が
十
分に
踏
ま
え
られ
て
い
な
い
と言
え
る。
そこ
で、
本論
文で
は
、
平
安
期
の
用
例
に
絞っ
て
詞章
のこ
とば
を
検討
し、適
宜
、解
釈
を捉
え
な
お
し
な
が
ら、『源
氏
物
語
』におけ
る
催馬
楽・風
俗
歌
の引
用表
現
につ
いて
論じ
て
い
く。 
 
「第二章  
平安中期におけ
る催馬楽「山城」  
「瓜たつ」の解
釈をめぐ
って
」では
、
「紅
葉賀
」
巻に
おい
て
用
いら
れる
催
馬楽
「山
城」
の
詞
章
の
解
釈に
つい
て考
察す
る。
従
来の
研究
で解
釈
が大
き
く
分
か
れて
いる「
瓜
たつ
」と
い
う
表
現
の
解
明
を中
心と
し
て
、平安
期
以
降
、
特に
平安
中
期に
おい
て
、
当該
歌謡
が
踏ま
え
ら
れ
た
とお
ぼ
し
き
和歌
が多
数詠
ま
れ
てい
る
こ
と
を
手
掛
か
り
に
し
なが
ら
、
当
時
、
詞
章
が
ど
のよ
うに
捉え
られ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
にす
る
。
ま
た、
次の
「第
三章  
「紅葉賀
」巻の催馬楽引用  
源典侍の物語における
「
こま」
の繋がり
」では
、第二章の内
容と
かか
わ
らせ
なが
ら、「
紅葉
賀」巻
の催
馬楽
引用
につ
いて
検
討
す
る
。「
紅
葉賀
」巻
の
源典
侍
をめ
ぐる
物
語に
お
い
て
は
、「山
城」
の
他に
、催
馬楽
「
東
屋
」、「
石
川
」
を
含
め
た
計
三曲
も
の
催
馬
楽が
用
い
ら
れる
こと
が注
目
さ
れ
る。
平安
中期
にお
け
る
詞
章の
解釈
に留
意
しな
がら
、
従
来明
らか
に
され
てこ
なか
っ
た
、
こ
れ
ら三
曲の
繋が
りに
つい
て
考察
して
いく
。 
 
続
いて
、「第
四章  
「藤裏葉
」巻における催
馬楽「葦垣」
「年経にけるこの家の」考
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」では
、「
藤
裏
葉
」
巻
に
み
られ
る
催
馬楽
「
葦
垣」
の
引
用
に
つ
いて
考
察
する
。「
藤裏
葉
」
巻
にお
いて
、
内大
臣邸
で
催
され
た藤
花
の宴
では
、弁
の少
将が
「
葦
垣
」
を
歌
い
、
さ
らに
そ
こに
内大
臣が
声
を加
える
と
い
う場
面が
あ
る。
こ
こ
で
内
大臣
が歌
唱
す
る
「年
経に
ける
こ
の
家
の」
は
、
現
在
確
認
で
き
る
「
葦
垣
」
の
詞
章
と
一
致し
ない
とい
う
問
題
があ
り、
この
点に
つ
い
て
は、
古く
から
諸
注釈
にお
い
て
見解
が分
か
れて
いる
。本
章
で
は
、
こ
の内
大臣
の歌
唱に
つい
て
、催
馬楽
「葦
垣
」の
詞
章
の
内
容と
、「
少女
」巻
に
おけ
る
展開
との
照
応関
係
を
明
ら
かに
しな
が
ら
、
解
釈
を試
み
る。 
 
そ
し
て
、「
第五章  
『
源氏物
語』に
お
ける風俗
歌  
「
若
紫
」
巻
の
光
源
氏
の
歌
唱
を
中
心
に
」では
、『
源氏
物語
』に
お
け
る
風
俗歌
の引
用に
つい
て
扱
う
。風
俗
歌
の
引
用は
、催馬
楽
の
引
用
と比
較
する
と用
例
数
が少
ない
も
のの
、空
蝉、
軒端
の
荻
、
葵の
上、
玉鬘
とい
った
女
君た
ちと
光源
氏
との
かか
わ
り
の中
で用
い
られ
てい
る
こ
と
が
注
目
さ
れる
。中
でも
、「若
紫
」
巻
で
、
光源
氏
が
「
常陸
に
は
田
を
こそ
作
れ
」
と
歌
唱
す
る風
俗歌
「常
陸
」に
つい
ては
、従
来
、
葵
の
上
に
か
かわ
っ
て用
いら
れ
て
いる
こと
は
指摘
され
てい
るも
の
の
、
解釈
が定
まっ
てい
ない
。
風俗
歌「
常陸
」
の詞
章に
つ
い
て改
めて
捉
えな
おし
な
が
ら
、「
若
紫
」
巻
の
物
語に
お
いて
、「
常陸
に
は田
をこ
そ
作れ
」と
い
う
詞
章
が引
用
され
る意
味に
つい
て
考
察
する
。 
 
以
上の
構
成に
より
、
平
安中
期の
文
学に
おけ
る
催
馬
楽
・風
俗
歌
の
取
り
込
ま
れ方
につ
い
て捉
えて
いく
。
これ
ら
の
歌
謡
の多
く
は
、
そ
の
詞
章
に非
常に
性的
で
卑俗
な内
容を
含む
一
方
、
雅
楽
器
に
よる
演
奏が
付さ
れた
音楽
とし
て
、公
的
な
宴
や
行事
さえ
も
彩
る
。催
馬
楽・風
俗
歌
が
持
つ
、
「
俗
謡
」とし
ての
一
面と
、「宮
廷
歌
謡
」と
し
ての
一
面が、『う
つ
ほ
物
語』『
源
氏物
語』など
の
平安
中期
の
文学
にお
い
て
、そ
れぞ
れ
どの
よ
う
に
活
かさ
れて
い
る
の
かを
明ら
かに
し
て
い
きた
い
。 
    
注  
⑴ 
山田
孝
雄『
源氏
物
語
之
音
楽』（宝
文館 
一九
三
四）。 
⑵ 
小野
恭
靖『
韻文
文
学
と
芸
能の
往
還同』（
和泉
書
院 
二
〇
〇
七）、
同
『歌
謡
文学
の心
と
言 
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の葉
』（
和泉
書
院 
二
〇一
六）。 
⑶ 
中田
幸
司『
平安
宮
廷
文
学
と歌
謡』（笠
間
書院 
二
〇
一
二
）。 
⑷ 
折口
信
夫『
日本
芸
能
史
六
講』（三
教書
院 
一
九
四四
）な
ど。 
⑸ 
志田
延
義『
続日
本
歌
謡
圏
史』（至
文堂 
一九
六
八）
な
ど
。 
⑹ 
ステ
ィ
ヴー
ン・
Ｇ
・
ネ
ル
ソン
「
催馬
楽雑
考」（『日本
文
学誌
要』
七
一 
二
〇〇
五・
三
） 
  
など
。 
⑺ 
本塚
亘「
催
馬楽
成立
研究
の可
能
性 
「二
重
の同
音性
」を
手
が
か
り
に
」（『
日本
文 
  
学誌
要
』八
八 
二〇
一三
・
七
）
な
ど
。 
⑻ 
飯島
一
彦『
古代
歌
謡
の
終
焉と
変
容』（
お
うふ
う 
二
〇〇
七
）な
ど。 
⑼ 
藤原
茂
樹「
催
馬
楽
譜の内
と外 
鍋
島
家本『
催
馬
楽
』考
お
よ
び
催馬
楽
の基
盤研
究
にお 
  
ける
歌
詞の
異同
の
取
り
扱
いに
つ
いて
」（『
催馬
楽研
究
』 
藤原
茂樹 
編 
笠間
書
院 
 
  
二〇
一
一）
など
。 
⑽ 
植田
恭
代『
源氏
物
語
の
宮
廷文
化』（笠
間
書院 
二
〇
〇
九
）。 
⑾ 
定義
に
際し
ては
、『
日
本音
楽大
事
典』（
平
野
健
次 
上参
郷
祐
康 
蒲
生郷
昭 
監
修 
平凡
社 
 
  
一九
八
九）、
遠
藤徹
『
平安
朝の
雅
楽 
古楽
譜に
よ
る
唐楽
曲の楽
理
的
研
究
』（
東
京堂
出
版 
 
  
二〇
〇
五）
を参
照
し
た
。 
⑿ 
『群
書
類従 
第
十九
輯 
管
絃部 
蹴鞠
部 
鷹部 
遊
戯部 
飲
食
部
』（続
群
書類
従完
成
会 
  
 
一
九
三二
）所
収。 
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第一部  
『うつほ
物語』と催
馬楽・風
俗歌  
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第一章  
『うつほ物語』における唐楽・高麗楽
・催馬楽の演奏描写  
  
  
 
  
 
平安中期の演奏記録との比較を通して
  
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
一、
はじめに  
 
『
うつ
ほ
物語
』に
は
、
音楽
の演
奏
場面
が多
く
み
ら
れ
る。
そ
れ
ら
の
大
半
が
饗宴
の場
面
でも
ある
こと
か
ら、先行
研究
に
お
い
て
、『
うつ
ほ
物語
』の音
楽は
、し
ば
し
ば
祝
祭
の
論
理の
中
で捉
え
ら
れ
て
き
た
。
室
城
秀
之
⑴は
、『
う
つ
ほ
物
語
』
に
お
い
て
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
酒
宴
を
、「
日
常
の
秩序
を無
化
、逆
転し
得
る
〈祝
祭〉
の
時空
」で
ある
と
し
、
そ
こ
で催
され
る音
楽も
、非
日
常性
を
帯
び
て
い
る
と
読
み
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
神
田
龍
身
⑵は
、
秘
琴・
秘
曲
伝
授
が
語
ら
れ
る
俊
蔭
一
族
の
音
楽
を
、
紙
上
に
現
前
さ
せ
る
こ
と
が
不
可能
な「
エク
リチ
ュ
ー
ル
の
理
論
に
よ
る
構築
物
」
で
ある
と捉
え
る。
これ
に
対
し、
あて
宮
求婚
譚の
場に
お
け
る正
頼
主
催
の
音
楽
な
どは
「祝
祭
の音
楽・
宴の
音
楽」
で
あ
る
と
して
、
俊
蔭
一族
の
音
楽
と
は対
極的
な
、
音
の現
前に
拘っ
た
文
体
的試
み
が
な
さ
れ
て
い
ると
分析
して
いる
。こう
した
論
を
受け
て
、近
年
、伊
藤
禎
子
⑶が、「書
かれ
た」
音楽
であ
る
『う
つ
ほ
物
語
』の
音
楽
描
写の
虚
構
性
を
論じ
てい
る
。
伊
藤は
、十
世紀
ま
で
の
日本
の
音
楽
の
あ
り
方
を「
見せ
る音
楽
」と「
遊
び
の
音
楽
」に二
分
類し、『う
つほ
物
語』の
音
楽描
写
は、
その
い
ずれ
から
も
逸
脱し
てい
る
とみ
る。
俊蔭
一
族
の
七
絃
琴の
独奏
を中
心と
した
「
独演
奏会
」と、それ
を
成り
立
たせ
る「
聴衆」の
描
写
が
、「
現
実
の
パロ
ディ
」と
し
て
の「
奇
特な
音
楽世
界」
を
創り
上げ
て
い
る
と
捉え
て
いる
。 
 
一
方
で
、
飯
島
一
彦
⑷は
、
従
来
の
『
う
つ
ほ
物
語
』
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
音
楽
・
歌
謡
関
連
の
描
写
が
、物
語
の
主
題
に
奉
仕
する
話柄
と
して
のみ
扱わ
れ
が
ち
で
あ
るこ
とに
つい
て、「
あ
らか
じめ
予想
さ
れ
る
以前
に
体
系
と
して
持っ
て
いる
価値
観（
制度
と
い
っ
ても
良い
社会
性・共
同
性
）が
、
物語
に取
り
込ま
れ
る
段
階
で物
語
の
構
想
・
主
題
と切
り結
ぶあ
る
種の
緊張
、も
しく
は
共
鳴
の
関
係
を
無視
す
る
こ
とに
なり
はし
まい
か
」と
警鐘
を鳴
らし
てい
る
。『
う
つ
ほ物
語
』に
は
、平
安
中
期
に
は
廃
れ
か
か
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
琴
の
曲
の演
奏ば
かり
で
は
な
く、
当時
広く
演奏
さ
れ
て
いた
唐楽
や高
麗
楽、
そし
て
、
朗詠
・神
楽
歌・
催馬
楽・
風
俗
歌
な
ど
の宮
廷歌
謡の
演奏
もみ
え
る。
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飯島
論に
お
いて
も
指
摘
さ
れて
い
る
通
り、
こ
れ
らの
音楽
描写
は
、
琴
の演
奏場
面と
同
様
の
位相
で
論
じ
る
の
で
は
なく
、『
う
つほ
物語
』成
立
当時
の音
楽史
的
位
置
づけ
の中
で捉
える
と
い
う
試み
がな
され
る
べき
であ
ろう
。 
 
本
章で
は
、そ
うし
た
視
点
に
立っ
た
上で、『
うつ
ほ
物語
』の
唐
楽・高麗
楽・催馬
楽の
演
奏
描
写に
つい
て
考察
した
い
と
考え
る。
先
にも
触れ
た
よ
う
に
、
唐
楽
・高
麗楽
・催
馬楽
は盛
ん
に
演
奏さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
お
り
、
平安
中期
にお
いて
は
、そ
う
し
た
演
奏
の
中で
、
舞
わ
れ
る
舞、
あ
るい
は、
歌
わ
れる
詞章
だ
けで
はな
く、
音楽
の旋
法
が
注
目
さ
れ
て
い
っ
たと
み
られ
る
。
遠
藤
徹
⑸は
、
古
楽
譜
の
分
析
を
通
し
て
、
平
安
期
に
「
呂
」
に
分
類
さ
れ
る
調
子
の
音
程
体
系
に
変
容
が
み
ら
れ
る
こ
と
を指
摘し
、そ
の要
因
とし
て、「
呂」「
律
」の
対
照
性
の
創
出
を挙
げて
い
る。
遠藤
の研
究
につ
いて
は第
二部
の
第
一
章
で
詳
し
く取
り上
げる
が
、遠
藤
は
、今
日に
繋が
る「呂
」
「律」の
概念
の
成
立
に
は
、平安
中
期以
降に
盛
隆し
た
御
遊の
中
で
、「
呂
」と「
律
」の
組
み合
わ
せの
演奏
が
好ま
れた
こ
と
が
影
響し
て
いる
ので
はな
いか
とみ
て
い
る。『
源
氏
物
語
』に
も、唐
楽
や
高
麗
楽
、
催
馬
楽を
は
じ
め
と
する
宮
廷
歌
謡が
数多
く取
り
込
ま
れて
いる
が、
特に
唐
楽
と
催馬
楽に
つい
て
は、
その
曲
が
「呂」「
律
」
ど
ち
ら
の旋
法
に
属
し
て
い
るか
とい
うこ
とが
意識
さ
れ
、
場面
の
季
節
に
調
和
す
る曲
が選
択さ
れ
て用
いら
れて
い
る
。こ
れ
に
対
し
て、『う
つほ
物語
』にお
いて
は、『源
氏物
語
』に
み
られ
るよ
う
な「
呂」「
律
」
の
曲
の
場
面
に応
じた
使い
分け
はみ
ら
れ
ない
が、
や
はり
曲
の
旋
法
を意
識
し
た
描写
が
み
られ
、当
時の
音
楽観
の反
映
が
指
摘
でき
る
と
考
え
る
。また
、そ
の
一方
で、『う
つ
ほ物
語』に
は、当
時
の
演奏
記
録
や
他
の
物語
とは
合
致
し
ない
演奏
描
写
も
み
ら
れ
、
注目
され
る。 
 
本
章で
は
、従
来
あま
り
取り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た『
う
つ
ほ
物
語
』に
お
け
る唐
楽・高
麗
楽
・
催
馬
楽の
演
奏描
写に
光
を
当て
、物
語
の主
題な
どと
の問
題
と
は
一旦
切り
離し
、平
安中
期
の音
楽の
状況
と
照ら
し合
わ
せ
な
が
ら分
析
す
る
。そ
の
上
で
、改
めて
物語
の
文
脈
に
立
ち
返
り
、『
う
つ
ほ
物
語』が、現実
の音
楽
を
どの
よう
に
取り
込ん
で用
いて
いる
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
いき
た
い。 
  
  
 
 
  
  
 
二、『うつほ物語』
にみられる唐楽・高麗楽
・催馬楽 
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次
に掲
げ
る［表
一］は
、『
うつ
ほ
物語』の
音
楽
の
場
面
にお
い
て
、唐
楽・高
麗楽・催
馬
楽
の
曲
が
演奏
さ
れて
いる
用
例
をま
とめ
た
もの
であ
る。
全部
で三
十
一
例
が
見
出
さ
れ
た
。催
馬
楽に
つい
ては
、
曲名
では
なく
、
詞
章
を
引
用
し
てい
る箇
所も
含
め
て
いる
。 
 ［表
一］ 
祭の使 嵯峨の院 
嵯峨の院 
嵯峨の院 
嵯峨の院 
嵯峨の院 
俊蔭 
俊蔭 
俊蔭 
俊蔭 
巻名  
１ ０
夏（
五
月
五
日
）、正
頼
邸
に
お
け
る
騎
射
（
二
二
三
） 
９
右
同
（
二
〇
〇
） 
 ８
右
同
（
二
〇
〇
） 
 ７
右
同
（
一
九
九
） 
６
右
同
（
一
九
九
） 
５
冬
、
嵯
峨
の
院
大
后
の
六
十
賀
の
た
め
、童
た
ち
が
舞
を
習
う
（
一
九
九
） 
４
右
同
（
六
〇
） 
３
右
同
（
六
〇
） 
２
右
同
（
五
九
） 
１
秋
（
八
月
二
十
二
日
）、
正
頼
邸
に
お
け
る
相
撲
の
還
饗
（
五
九
） 
場面  
 
大
将
の
御
め
し
（御
ぬしカ
）、御
車
の
先
に
駒
形
舞
は
せ
つ
つ
遊
び
て
も
の
し
給
ふ
を
、
…
… 
 
弁
の
君
の
御
子
府
装
楽
な
ど
舞
ひ
給
ふ
。
 
大
殿
の
小
君
万
歳
楽
、
…
… 
 
我
が
御
子
採
桑
老
、
…
… 
 
い
ち
（家
カ
）あ
こ
君
陵
王
、
…
… 
 
宮
あ
こ
君
落
蹲
、
…
… 
 
仲
澄
の
侍
従
、落
蹲
舞
ひ
て
、御
階
の
も
と
に
舞
ひ
出
で
て
、
折
れ
返
り
舞
う
。 
 
仲
頼
、感
に
堪
ヘ
ず
、下
り
走
り
、万
歳
楽
を
折
れ
返
り
舞
ふ
に
、
…
… 
 
仲
頼
、感
に
堪
ヘ
で
、下
り
走
り
、万
歳
楽
を
舞
ひ
て
、
御
前
に
出
で
来
た
り
。 
 
か
ら
う
し
て
、万
歳
楽
、声
ほ
の
か
に
か
き
鳴
ら
し
て
弾
く
時
に
、
…
… 
本文  
駒形（
高
麗
楽
） 
府装
楽
〈太平楽〉
（
唐
楽
・
太
食
調
） 
 万歳
楽
（
唐
楽
・
平
調・律
） 
採桑
老
（唐楽・盤
渉調・律） 
 陵王（
唐
楽
・
沙
陀
調
・
呂
） 
落蹲（
高
麗
楽
） 
落蹲（
高
麗
楽
） 
万歳
楽
（
唐
楽
・
平
調・律
） 
 万歳
楽
（
唐
楽
・
平
調・律
） 
 万歳
楽
（
唐
楽
・
平
調・律
） 
 曲名  
 弁
の
君
の
御
子
（
舞
） 
小
君
（
舞
） 
民
部
卿
の
御
子
（
舞
） 
家
あ
こ
（
舞
） 
宮
あ
こ
（
舞
） 
仲
澄
（
舞
） 
右
同 
右
同 
仲
頼
（
舞
） 
舞・
歌唱  
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蔵開上 蔵開上 
 菊の宴 
 菊の宴 
 菊の宴 菊の宴 菊の宴 菊の宴 菊の宴 
 菊の宴 菊の宴 吹上上 祭の使 祭の使 
 
２ ４
冬（
十
月
）、正
頼
邸
に
お
け
る
産
養
の
七
日
目
の
宴
（
五
三
二
） 
２ ３
冬（
十
月
）、女
一
の
宮
、
い
ぬ
宮
を
出
産
（
五
一
七
） 
２ ２
秋
、
実
忠
、
志
賀
に
お
い
て
偶
然
妻
の
邸
の
前
を
通
り
か
か
る
（
三
七
七
） 
２ １
春
（
弥
生
の
十
余
日
）、
難
波
に
お
け
る
上
巳
の
祓
（
三
六
二
） 
２ ０
右
同
（
三
四
五
） 
１ ９
春
（
正
月
二
十
七
日
）、
嵯
峨
の
院
大
后
の
六
十
賀
（
三
四
五
） 
１ ８
右
同
（
三
三
六
） 
１ ７
右
同
（
三
三
六
） 
１ ６
右
同
（
三
三
六
） 
 
１ ５
右
同
（
三
三
六
） 
１ ４
冬
、
嵯
峨
の
院
大
后
の
六
十
賀
の
た
め
、童
た
ち
が
舞
を
習
う
（
三
三
六
） 
１ ３
夏
、
仲
忠
ら
吹
上
の
宮
を
発
つ
（
二
九
三
） 
１ ２
右
同
（
二
三
三
） 
１ １
夏（
六
月
十
七
日
）、夏
神
楽
が
行
わ
れる（二三三）  
あ
る
じ
の
お
と
ど
、「
侍
り
か
し
」と
て
、
輪
台
を
気
色
ば
か
り
、
立
ち
て
舞
ひ
給
へ
ば
、
…
… 
 
中
納
言
、万
歳
楽
折
れ
返
り
折
れ
返
り
舞
ひ
給
ふ
。 
 
「
妹
之
門
」の
声
振
り
に
、北
の
方
聞
き
給
ひ
て
、
…
…
…
… 
 
万
歳
楽
の
所
に
御
唱
歌
し
て
待
ち
た
て
ま
つ
る
。 
 
家
あ
こ
君
、
陵
王
舞
ひ
給
ふ
。 
 
大
将
殿
の
宮
あ
こ
、
落
蹲
舞
ひ
給
ふ
。 
 
［
…
…
中
将
殿
の
太
郎
の
君
、鳥
の
舞
…
…
］ 
 
［
…
…
中
務
の
御
子
太
郎
君
、万
歳
、五
常
楽
…
…
］ 
 
［
…
…
中
務
の
御
子
太
郎
君
、万
歳
、…
…
］ 
 
［
…
…
二
郎
君
皇
麞
、
…
…
］ 
 [
…
…
太
郎
君
太
平
楽
、
…
…
］ 
 [
…
…
鷹
ど
も
据
ゑ
て
、
鳥
の
舞
し
て
出
で
来
た
り
。
…
…] 
 
左
大
将
の
ぬ
し
、「
伊
勢
の
海
」
の
声
振
り
に
、
…
… 
 
「
大
君
来
ま
さ
ば
」
と
い
ふ
声
振
り
に
、
か
う
歌
ひ
給
ふ
。 
輪
台
（
唐
楽
・
盤
渉 
調
・
律
） 
万歳
楽
（
唐
楽
・
平
調・律
） 
妹之
門
（
催
馬
楽
・
呂
） 
万歳
楽
（
唐
楽
・
平
調・律
） 
陵王（
唐
楽
・
沙
陀
調
・
呂
） 
落蹲（
高
麗
楽
） 
鳥
（
唐
楽
・
壱
越
調
・
呂
） 
五常
楽
（
唐
楽
・
平
調・律
） 
万歳
楽
（
唐
楽
・
平
調・律
） 
皇麞 
（
唐
楽
・
平
調・律
） 
太平
楽
（
唐
楽
・
太
食
調
） 
 鳥
（
唐
楽
・
壱
越
調
・
呂
） 
伊勢
海
（
催
馬
楽
・
律
） 
我家（
催
馬
楽・呂
） 
  
正
頼
（
舞
） 
仲
忠
（
舞
） 
 実
忠
（
歌
唱
） 
受
領
ど
も（
歌
唱
） 
家
あ
こ
（
舞
） 
宮
あ
こ
（
舞
） 
中
将
殿
の
太
郎
の
君
（
舞
） 
中
務
の
宮
の
太
郎
君
（
舞
） 
中
務
の
宮
の
太
郎
君
（
舞
） 
式
部
卿
の
二
郎
君
（
舞
） 
式
部
卿
の
太
郎
君
（
舞
） 
 兼
雅
（
歌
唱
） 
正
頼
（
歌
唱
） 
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な
お、
例
えば
次の
「
祭
の使
」巻
の
場面
では
、
状
況
か
ら高
麗
楽
の
「
駒
形
」
や、
唐楽
の
太食
調曲
「打
毬
楽」
が
演
奏
さ
れて
い
る
可
能
性
が
高
いが
、明
確に
曲
名が
記さ
れて
いな
い
た
め
、
こ
の
よ
うな
場
面に
つい
ては
表に
含め
な
かっ
た
⑹。 
  
①
舎人
ど
も、
駒形
つき
て
舞
ひ
遊
ぶ
。
あ
る
じ
のお
とど
、
大
い
なる
毬を
、舎
人ど
もの
中
に投 
  
げ出
だ
し給
ふ。
舎
人
ど
も
、毬
杖
を持
ちて
、遊
びて
打
ち
、
勝ち
ては
舞ひ
遊ぶ
。 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
（祭
の
使 
二二
二
頁） 
  
ま
た
、
１ ３
～
１ ８
の用
例
は先
行
研究
にお
い
て、「絵
解
」な
ど
と
呼
ば
れ
、物
語
本文
と
は
区
別
さ
れる
とみ
な
され
て
き
た
箇
所で
ある
。
その
ため
、本
文を[ ]
内に
示し
て
い
る
。 
 
 
さ
て、［
表
一
］か
ら
、『
う
つほ
物語
』にお
い
て、唐
楽は
延
べ
二
十一
例
、高
麗
楽は
延べ
五
例、
催
馬
楽
は
延
べ
五
例の
演奏
場面
があ
る
こと
が分
か
る
。そ
の
う
ち
、唐楽
曲
は
、「
万歳
楽」が八
例
、
国
譲
下 
 国譲下 蔵開上 蔵開上 蔵開上 
 蔵開上 
 蔵開上 
３ １
右
同
（
八
五
四
） 
３ ０
秋
、
仲
忠
た
ち
、
水
尾
を
発
つ
（
八
五
四
） 
２ ９
産
養
の
七
日
目
の
宴 
後
、仲
忠
、女
一
の
宮
の
御
帳
の
中
へ
入
る
（
五
三
七
） 
２ ８
右
同
（
五
三
六
） 
２ ７
右
同
（
五
三
四
） 
２ ６
右
同
（
五
三
三
） 
 
２ ５
右
同
（
五
三
三
） 
 
松
方
、
近
正
は
御
前
に
立
ち
て
、
陵
王
、
落
蹲
舞
ひ
て
、
…
… 
 
松
方
、
近
正
は
御
前
に
立
ち
て
、
陵
王
、
…
… 
 
「
酒
を
た
た
べ
て
（
た
う
べ
て
カ
）た
べ
酔
ひ
て
」と
、い
と
面
白
き
声
に
歌
ひ
て
入
り
お
は
す
れ
ば
、
…
… 
 
良
中
将
下
り
て
、
陵
王
を
、
折
れ
返
り
、
な
き
手
を
舞
ふ
。 
 
鳥
の
舞
を
、
気
色
ば
か
り
舞
ふ
ほ
ど
に
、
…
… 
 
御
た
う
う
（た
らうカ
）の
大
納
言
、立
ち
て
、万
歳
楽
を
舞
ひ
給
ふ
。 
 
左
の
お
と
ど
、「
御
肴
に
せ
ん
（
なによけむカ）」と
、
箏
の
琴
に
い
と
面
白
く
か
い
弾
き
給
ふ
。 
落
蹲
（
高
麗
楽
） 
陵
王 
（
唐
楽・沙
陀
調
・
呂
） 
酒
飲
（
催
馬
楽
・
呂
） 
陵
王
（
唐
楽
・
沙
陀
調
・
呂
） 
鳥
（
唐
楽
・
壱
越
調
・
呂
） 
万
歳
楽 
（
唐
楽
・
平
調
・
律
） 
我
家
（
催
馬
楽
・
呂
） 
右
同 
松
方
（
舞
） 
近
正
（
舞
） 
 仲
忠
（
歌
唱
） 
行
政
（
舞
） 
兼
雅
（
舞
） 
忠
俊
（
舞） 
正
頼
（
歌
唱
） 
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「陵
王」が
四
例、「
鳥」が
三例
、「
採桑
老
」が
一例
、「太
平楽
」が二
例
⑺、「
皇
麞」が
一
例
、「五
常
楽
」が一
例、「
輪
台
」が
一例
、高麗
楽
曲は、「
落
蹲
」が
四
例
、「
駒形
」が
一例
用
い
ら
れ
て
い
る。
ま
た
、
催
馬
楽
は
、「
我
家」
が二
例、「伊
勢
海」
が
一例
、「
妹
之
門
」
が
一例
、「酒
飲
」
が
一
例
歌
わ
れ
て
い
る
。 
 
『
うつ
ほ
物語
』に
おけ
る
唐
楽
・
高
麗
楽
は
す
べて
舞楽
で
あ
り
、唐
楽に
おい
ては
、「
万歳
楽
」
と
「
陵王
」、
高
麗
楽
に
お
い
て
は、「
落蹲
」と
い
う特
定
の曲
が用
例
の
半
数
以
上
を
占め
てい
る
。 
 
「万
歳楽
」は
、平
調
の
唐
楽
曲で
あ
る
。藤
原
忠
平（
八八
〇
九
四
九
）の『
貞信
公記
』、藤
原
師輔
（九
〇
九
九
六
九
）
の『
九
暦
』、
藤原
実
資（
九
五七
一
〇
四六
）の
『小
右記
』、
藤原
道
長（
九六
六
一
〇二
八
）
の『
御堂
関
白記
』に
みら
れる
、延
喜
年
間
か
ら
寛
弘
年
間
まで
の
演奏
記録
を調
査
した
とこ
ろ
、「
万歳
楽
」は
六例
の演奏
例
が
あ
り
、様
々
な
行
事で
演
奏さ
れて
い
るこ
とが
確認
で
きる
（
後
掲
〈
三
九
頁
〉の
［表
二］）。 
同
様
に
、『
う
つ
ほ物
語
』
に
お
い
て
用
例
の
多
い
、
沙
陀
調
の
唐
楽
曲「
陵
王
」
に
つ
い
て
は
十
八
例、
高麗
楽
曲の
「
落
蹲
」
につ
い
て
は
、
九
例
の
演奏
例が
みら
れ
る。
万歳
楽
と
同
じ
く、
様
々
な
行
事
で舞
わ
れ
て
いる
が
、
特
に
賭弓
と
競馬
にお
いて
演奏
が恒
例
化
し
て
い
た
と
考
え
られ
る
。ま
た、「
陵
王
」
と「
落
蹲
」
は
組
み
合わ
さ
れて
演奏
され
る
こ
と
が
多
い曲
であ
り、『
うつ
ほ物
語
』
にお
いて
も、「
菊の
宴
」巻
の
１ ９
、
２ ０
の
用例
や「国
譲下
」巻
の
３ ０
、
３ １
の
用
例
に
、二
曲
が
番
えら
れて
い
る様
子
が
読
み
取れ
る。 
 
以
上の
よ
うに、「
万歳
楽
」、「
陵
王」、「落
蹲
」は
、い
ず
れも
平
安
中
期
に
お
い
て演
奏機
会
の多
い曲
で
あ
っ
たと
み
ら
れ
、
この
こ
と
が
反
映
さ
れ
て、
物語
の中
に
集中
的に
用い
られ
て
い
る
と
考
え
ら
れる
。 
 
一
方で
、
催馬
楽に
関
し
ては
、唐
楽
・高
麗楽
に
比
べ
、
平安
中
期
に
お
け
る
演
奏記
録が
ほ
とん
ど残
され
て
おら
ず
、
用
例
を照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
とが
難し
いが
、
催馬
楽「
伊勢
海」
は
、
延
喜
一
三
（
九一
三
）年
三月
一
三
日
に
行わ
れ
た『
亭子
院歌
合』
や
、
長
元八
（一
〇三
五）
年五
月
一六
日に
行わ
れ
た「
賀陽
院水
閣
歌
合
」
に
お
い
て演
奏さ
れて
いる
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 
 
2 1 
 
  
楽は
黄
鐘調
にて
伊
勢
海
と
いふ
う
たを
あそ
ぶ、
右の
洲
浜
は
午時
にた
てま
つる
、お
ほ
きな 
 
  
るわ
ら
は四
人、
み
づ
ら
ゆ
ひ、
し
がい
はき
てか
けり
、
楽
は
双調
にて
竹河
とい
ふう
た
をい 
  
とし
づ
やか
にあ
そ
び
て
、六
宮
たち
もて
は
やし
て
ま
ゐ
り
た
ま
ふ、…
…  
（『
亭子
院歌
合
』） 
  
 
  
申の
時
ばか
りに
、
左
の
方
の人
々
、色
の々
うす
物を
屋
形
に
はり
て、
金の
常夏
の花
押
した 
  
る船
二
つに
乗り
て
、
笛
け
しき
ば
かり
吹き
すさ
びて
、
伊
勢
の海
うた
ひて
、
…
… 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
 
（『
栄花
物
語
』
巻三
十二 
謌
合 
二四
六
頁） 
  
さ
らに
、
催馬
楽「
我
家」、「伊
勢
海」、「妹
之
門
」
は
、『源
氏
物語
』に
お
いて
も
引用
があ
り、
当
時
よ
く知
ら
れた
曲
だっ
た
可
能
性
が
高
い
。
一
方
で
、「蔵
開
上」
巻
の
２ ９
で歌
われ
てい
る
催馬
楽「
酒
飲」につ
い
ては
、演奏
記録
だ
けで
はな
く他
の物
語
に
お
い
て
も
用
例
が
な
い
。「
酒飲
」の
詞
章
は
、
次
に
掲
げる
よ
う
に
、
泥酔
状
態を
歌っ
た、
非常
に
滑
稽
で卑
俗な
内容
を持
つ
た
め
、演
奏さ
れる
場
が限
定的
であ
っ
た
の
で
は
な
い
かと
推察
でき
る。 
   
酒を
た
うべ
て 
たべ
酔 ゑ
うて 
た
ふ
とこ
りぞ 
ま
うで
来ぞ 
よ
ろ
ほ
ひ
ぞ 
まう
で来
る 
 
  
まう
で
来る 
ま
うで
来る  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
（
催馬
楽「
酒
飲
」） 
  
な
お
、
こ
の
曲
に
つ
い
て
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
⑻は
「
穏
座の
興
も
た
け
な
わ
を
過
ぎ
て
乱
れ
だ
し
た
こ
ろ
に
歌
っ
た
もの
だろ
う」と注
し
てい
る。『
うつ
ほ物
語
』に
お
い
ては
、次
の
本
文②
の
よう
に、
産
養の
七日
目の
宴
が
終
わ
っ
た
後
で、
仲忠
が一
人で
歌
唱
し
て
い
る
。 
  
②
かく
て
、み
な人
泥 でいのご
と
酔 ゑ
ひて
、
足
を
逆
さ
ま
に
倒 たふれよろ
ほひ
つ
つ、
御
方
々
に
おは
しま 
  
さむ
。
おの
おの
、
御
子
ど
も、
御
供の
人、
雲の
ごと
つ
き
て
入り
給ふ
。あ
るじ
のお
と
どの 
  
御
後 しりに、
いみ
じ
く
多
く
立ち
て入
り
給。
右大
将よ
ろほ
ひて
入
り
給
へ
ば
、
中
納
言
、し
ど
ろ 
  
もど
ろ
に
酔 ゑ
ひて
、西
の
御方
に御
送
りし
て、「
酒
を
たた
べて
（
た
う
べ
て
カ
）、た
べ
酔 ゑ
ひ
て
」と
、いと
面白 
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き声
に
歌ひ
て
入 い
りお
は
す
れ
ば
…
…  
  
  
  
  
 
  
 
（
蔵
開
上 
五
三七
頁） 
  
仲
忠は
、「
酒飲
」を
歌
い
なが
ら、女一
の
宮の
御帳
の中
へ
入
っ
てい
く
。本文
中に
は
直
接
引用
され
てい
な
いが
、仲
忠
は
、詞
章の
「
まう
で来
る
」
と
い
う
箇
所
を、
女一
の宮
のも
とへ
向
かう
自身
の
様
子
に当
て
は
め
な
がら
歌
っ
て
い
る
と
考
えら
れ、
宴席
の
歌と
いう
よ
り
も
、
男が
女
に
訪
問
を
知ら
せ
ると
いう
、色
恋に
かか
わ
る歌
と
し
て
用
いら
れて
い
る
と
みら
れる
。 
   
  
 
三、
曲の「呂」「律
」の旋法への意識 
 
 
 
続い
て、『う
つほ
物
語』に
お
いて
用
いら
れてい
る
唐
楽・催
馬
楽
の曲
の
旋法
に
つ
いて
確
認
し
てい
き
た
い
。『
う
つ
ほ
物語
』に
お
い
て、「
呂
」の調
子
の唐
楽曲
は
六
例
、「律」の
調子
の唐
楽
曲
は十
四例
、「
呂」
の
催馬
楽
の曲
は四
例、「
律
」
の
催
馬
楽の
曲は
一
例
み
ら
れ
る。
一
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、『源
氏物
語
』に
お
いて
は、
唐
楽と
催
馬
楽
の
曲が
「
呂
」「
律
」
ど
ちら
の
旋法
に属
し
て
い
る
かと
い
う
こ
とが
意
識
さ
れ、「
呂」
の
曲
は
春
の
場
面に
、「
律」
の曲
は
秋の
場
面に
、そ
れ
ぞ
れ
選
択さ
れ
て用
いら
れて
いる
こと
が
読み
取
れ
る
が
、『う
つ
ほ
物
語
』に
おい
て
は、場
面の
季
節
と「
呂」「
律
」の
対
応は
み
られ
ない
。しか
し
な
が
ら
、唐楽
に関
して
は
、用
例
の
多
い「
万
歳楽
」
が「律
」分
類さ
れ
る平
調
の曲
であ
る
こと
も影
響し
、「律」の
旋
法
の
曲
が「呂
」旋法
の
曲よ
り
も多
く用
い
られ
てい
る
。この
こと
は、『
源
氏物語
』にお
け
る
唐
楽の
用例
の傾
向
と
一致
し
て
お
り
、注
目
され
る。な
ぜ
な
ら
、平
安
期に
おい
て
は、「
呂」に
分
類
さ
れ
る
曲
が
、特
に
公
的
な
演奏
で重
要視
さ
れて
いた
で
あ
ろう
こと
が
推察
され
る
か
ら
で
ある
。
綾
小
路
家
の
源
有俊
（一
四
一九
？
）が
編纂
した『御
遊
抄』に
お
いて
は、「
律」に
分類
され
る
曲
名
が確
認さ
れる
のは
、寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
十
一
月
二
十
二
日
の
清
暑
堂の
御遊
の記
事
が
初
めて
であ
り、
これ
よ
り
前
には
「呂
」の
曲
しか
みら
れ
な
い（
後掲〈
四
〇
～
四
二
頁
〉の［
表
三
］）。それ
に
対
し
、『
うつ
ほ
物
語
』
や『
源氏
物
語』
に「
律
」
の唐
楽曲
が
より
多く
みら
れ
る
理由
の
一
つ
は
、
物
語
が
記
録と
は
異な
り、
私的
な
演奏
場面
を
多
く描
いて
い
るた
めだ
と捉
えら
れ
よ
う
。 
 
一
方で
、『
御
遊
抄
』
の
寛
治
元
年（
一
〇八
七）
以降
の
記
事
で
は
、い
ずれ
の行
事に
おい
て
も、
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概ね
唐楽・催
馬
楽
と
も
に「呂
」「
律
」双
方
の
曲
が
記
録さ
れ
て
い
る
。先
に
も
触
れた
遠藤
論
でも
示
唆
され
て
いる
よう
に
、
こう
した
御
遊の
形式
が整
う中
で
、
対
照的
な「
呂」
と「
律」
の
組み
合わ
せの
演
奏が
好ま
れ、この
こと
が
現在
に
繋
が
る「呂
」「
律
」の概
念の
形
成
に影
響
し
た
であ
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
、物
語
に「
律
」の
曲
が多
くみ
ら
れる
理由
と
して
挙げ
られ
るの
で
は
な
いか。
「
呂
」
か
ら
「
律」、
ある
い
は「
律」
か
ら「
呂
」
に
旋
法が
移り
変
わ
る
よう
に演
奏す
る
こ
と
で、
旋法
の対
照
性に
面白
さが
見
出
さ
れ
る
と
い
う当
時の
音楽
観
が
反
映さ
れて
おり
、「
呂
」の
曲
だ
け
では
な
く
、「
律」の
曲
に
も
焦点
が
当
て
られ
て
い
るこ
とが
考え
ら
れる
。こ
の
点
に
関
す
る『
源
氏
物語
』につ
いて
の考
察
は
、第
二
部
の
第一
章で
詳
し
く
扱
うが
、『
う
つほ
物語
』にお
いて
も
、こ
うし
た「
呂」「
律
」
の
旋
法
の
対
照
性
に
注
目
する
意識
が読
み
取
れ
る。 
 
例
えば
、「
祭
の使
」巻
の
１ １
、
１ ２
の用
例で
は
、催
馬楽「
我
家
」と「
伊勢
海
」が
続
けて
演
奏
され
るが
、「
我家
」
が「
呂
」の
曲な
の
に対
して
、「
伊
勢
海
」
は
「
律」
の曲
であ
り、
対照
的
な
旋法
を
持
つ
二
曲
が
選
択
さ
れて
用い
ら
れて
いる
とみ
ら
れ
る。ま
た
、「蔵
開上
」巻
の
２ ４
～
２ ８
の
用例
では
、
産養
の
七
日
目
の宴
が
催
さ
れる
中
、
管絃
の遊
びと
な
り
、
人々
が次
に々
舞
を
舞
って
い
く
。
こ
の
場
面
に
お
い
て
は
、
は
じ
め
、
盤
渉
調
の
唐
楽曲
「
輪
台
」
が演
奏
され
（
２ ４
）、次
に
、
催馬
楽「
我
家」（
２ ５
）、続
いて
、平
調の
唐
楽曲「万
歳
楽」（
２ ６
）、さ
らに
壱
越
調
の
唐
楽
曲「
鳥」
（
２ ７
）が
演奏
さ
れて
い
く。
これ
ら
の曲
の
旋法
は
「律
」「
呂
」「
律」「
呂
」
と
交
互
に
入
れ
替わ
って
おり
、舞
や歌
唱
だけ
で
なく、音
楽
の
旋
法
の
変化
が
楽
し
ま
れ
て
いる
場面
だと
捉え
られ
る
。
な
お
、「
鳥
」の
次
に演
奏
さ
れる
の
は、
沙
陀調
の
唐楽
曲「
陵
王」（
２ ８
）
で
あ
る
。「
呂」
に
分
類
され
る曲
が
連続
す
る
こ
と
にな
るが
、次の
よ
うに
、宴
終
盤
の明
け方に
舞
わ
れ
て
お
り
、２ ４
～
２ ７
の用
例と
は
時間
的
な
隔
た
りが
あ
る
こ
とが
示
さ
れて
いる
ため
、
間
に
別の
曲が
演奏
さ
れ
た
可能
性
も
想
定
さ
れ
る
。 
  
③ほ
のぼ
の
と明
け
離
る
る
ほ
ど
に
、
良
中
将下
りて
、陵
王を
、
折れ
返
り
、な
き手
を舞
ふ
。 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
（蔵
開
上 
五三
六
頁） 
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以
上の
よ
うに、『
うつ
ほ
物語
』には、『
源
氏
物
語
』に
み
ら
れ
る
よう
な
、場
面
の季
節
と
唐
楽
・
催馬
楽の
曲
の「
呂」「
律」と
を
対
応
さ
せ
る
と
いう
用い
方は
明
確
に
は読
み
取
れな
いも
のの
、「
呂」
「律
」
の
対
照性
に
注
目
し
、旋
法
の
移
り
変
わ
り
を意
識し
て唐
楽
・催
馬楽
の曲
を用
い
て
い
るこ
と
が
確認
で
きる
。 
   
  
 
四、「万歳楽」の演
奏描写  
 
次
に、個
々
の
曲
の
描
写
に
つ
い
て検
討
して
いき
たい
。『うつ
ほ
物語
』に
用い
ら
れ
る
曲
の
中
で
、
まず
注目
さ
れる
のは「
万
歳楽
」の描
写
で
あ
る
。二
節で
も述
べ
たよ
うに
、『
う
つほ
物語
』にお
いて
唐
楽
曲
が
演
奏
さ
れ
る
場
面
は
二
十
一
例
あ
る
が、
その
うち
八
例も
の用
例を
「万
歳
楽
」
が占
め
て
いる
。ま
た、「
蔵
開上
」巻
に
お
い
て
は
、次の
よ
うに、正
頼が「
万
歳
楽
」につ
いて
評
する
場
面
が
二
度
あ
り
、
こ
の曲
に対
する
関
心の
高さ
が
う
か
が
え
る
。 
 
 
 
④
中納
言
、万
歳楽
、折
れ
返
り
折
れ
返
り
舞
ひ
給ふ
。三
の
皇子
み
こ
、
い
た
く
笑ひ
給ひ
て、
皇子
み
こ
た 
  
ちの
、そ
の楽
を、高麗
こ
ま
笛 ぶえに
吹き
給ふ
。あ
るじ
の
お
と
ど
、「
な
ど
、か
くは
」と
聞
こえ
給へ 
  
ば、三
の
皇子
み
こ
、「中
納言
の
、こめ
舞
し給
ふな
め
り」。左大
将
（
右
大
将
カ
）、「た
だ
今
の好
きは
、あ
ぢ
き 
  
なく
ぞ
侍る
」。
ある
じ
のお
とど
、
御時
よく
うち
笑
ひ
給
へ
ば
、
一
度
ひ
と
た
びに、「
ほほ
」
と笑
ふ。 
  
いと
心
地よ
げな
り
。
あ
る
じの
お
とど
参り
給へ
ば、
笑
ひ
て
つい
居ぬ
。お
とど、「
万歳
は
、 
  
果た
し
てこ
そ。
半
ば
に
て
は、
悪
しか
らむ
」と
のた
ま
へ
は
は
（
の
た
ま
へ
ば
カ
）
、立
ちて
、
な
き
手
を
出
だ
し 
  
て舞
ひ
果て
つ。  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
（蔵
開上 
五
一
七
頁） 
  
⑤
御
たう
う
（
た
ら
う
カ
）の大
納言
、立
ちて
、万
歳
楽
を
舞
ひ
給
ふ。楽
、い
と
面
白く
す。右
のお
とど
、「万 
  
歳楽
は
、人
の御
し
て
心
な
りけ
り
。わ
いて
、一
日の
、
命
老
いに
見え
し」
との
たま
ふ
。 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
（蔵
開
上 
五三
三
頁） 
  
本
文④
は
、い
ぬ宮
誕
生
を聞
いた
仲
忠が「万
歳
楽
」を
舞
う
場
面（
２ ３
）で
あ
り、途
中で
舞を
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止め
た仲
忠
に、
正
頼
が
最
後ま
で
舞
う
よう
に
促
して
いる
。ま
た
、
本
文⑤
は、
産養
の
七
日
目の
宴
が
催
さ
れ
る
中
、忠
俊
が「万
歳楽
」を
舞
う場
面（
２ ６
）で
あり
、そ
れ
を見
た
正
頼が、本
文
④
にお
ける
仲
忠の
舞
を
思
い
返し
て
い
る
。な
お
、
本文
⑤の
、万
歳
楽
に
対す
る「
人の
御
し
て
心な
り
け
り
」
と
い
う
評
は
難
解
で
あ
り
、
諸
注
釈
で
も
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
。
校
注
古
典
叢
書
⑼は
「
御
し
て
」
を
「
さ
し
て
」
と
校
訂
し
て
「
特
に
人
の
心
を
よ
く
反
映
す
る
も
の
だ
」
と
訳
し
、
角
川
文
庫
⑽
は、「
して
」を「
ざ
え
」と
校訂
して
い
る。ま
た
、新
編日
本
古
典
文学
全集
⑾で
は「
し
て
」に「
仕
手」と
漢字
をあ
て、「舞
人
当人
の心
が
たい
せ
つ
だ
、の意
」と
注
して
いる。い
ずれ
の解
釈
にも
定
め
が
た
い
が
、
続く
「
わ
い
て
、
一
日
の
、
命老
いに
見え
し」
が
、
本
文
④
の
仲
忠
の
舞に
対
す
る
発言
であ
る
と捉
えら
れる
た
め、「
人の
御
し
て
心な
りけり
」も「
万
歳
楽
」の舞
の
様
子
、あ
る
い
は舞
い方
に
つい
ての
評だ
と推
察
さ
れ
よ
う。「万
歳
楽
」は
祝賀
性の
高
い
曲
で
あ
る
と
考え
ら
れる
が、
正頼
は
、過
日の
仲
忠
によ
る「
万
歳楽
」
の
舞
が
、と
りわ
け
、
曲
名通
りの
寿命
が
延
び
るよ
う
な
め
で
た
さ
で
あ
っ
たと
賛美
して
い
ると
みら
れ
る
。 
 
一
方、本文
⑤
の地
の文
にお
いて
、「
楽、い
と
面
白
くす
」と
評価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は看
過
で
き
ない
。二
節
でも
述べ
た
よ
うに、『
う
つ
ほ
物
語
』
に
み
られ
る唐
楽
・
高
麗
楽
は全
て
舞
楽
で
あ
り、
その
描
写
に
つい
て
も
、大
半は
舞に
焦
点が
当て
られ
たも
の
と
な
って
いる
。し
かし
なが
ら、「
万
歳楽
」の
す
べて
の用
例
に
関し
ては
、
舞だ
けで
は
な
く
そ
の音
楽
の
面
白
さ
に注
目し
た
描
写
がみ
られ
る
の
で
あ
る
。先
に
掲
げた
本文
④
につ
いて
も
、「
その
楽を
、高
麗
笛
に
吹
き
給
ふ
」と
、仲忠
の
舞
に対
し
て、
皇子
たち
が高
麗笛
で
即興
的
に
演
奏
を付
した
こ
と
が
描か
れて
いる
。「
万歳
楽
」
は
唐
楽
曲
で
あ
る
た
め
、
唐
楽
で
用
い
る
横
笛
では
なく
、高
麗
楽
で
用い
る高
麗笛
で演
奏
す
る
とい
うこ
とは
通
常で
はな
い
。
横笛
と高
麗
笛は
音色
が異
な
り
、
さ
ら
に音
域も
、高
麗笛
は、
横
笛よ
りも
一音
高
い。
当
該
場
面
で皇
子
た
ち
が、
高
麗
笛
を
、横
笛で
「
万歳
楽」
を
演
奏
す
るの
と
同
じ
指
使
い
で
演
奏
し
たと
す
れ
ば
、
敢え
て
音程
の外
れた
滑稽
な演
奏
を
し
た
と
読
み
取
れ
る。
い
ずれ
にし
ても
、
兼雅
の「
た
だ
今の
好き
は
、あ
ぢき
な
く
ぞ
侍
る」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら、
子ど
も
の誕
生に
際
し
て
の喜
び
の
表
現
とし
ては
、「
万
歳楽
」は大
仰で
、堅
す
ぎる
と
捉え
ら
れ
て
いる
こ
とが
推察
され
よ
う。
高
麗
笛
に
よっ
て「
万
歳楽
」
の
音
楽
の趣
向が
変
え
ら
れ、
仲忠
の喜
び
ぶ
り
とそ
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の真
面目
な
人柄
が
か
ら
か
われ
てい
る
場面
だと
考え
られ
る
。 
 
物
語に
お
ける
「万
歳
楽
」の
音楽
へ
の興
味は
、
そ
の
唱
歌が
二
度
描
写
さ
れ
て
いる
こと
か
らも
読み
取れ
る
。な
お
、
唱
歌
とは
、
現
代
の
雅
楽
に
おい
ては
主に
笛
の教
習の
ため
、譜
に
カ
ナ
書
き
さ
れ
てい
る
通り
に旋
律
を
唱
え
るこ
と
であ
るが
、平
安中
期
に
お
ける
唱歌
は、
より
広い
意
味を
持っ
てい
た
とみ
られ
る
。
例え
ば、
次
に掲
げる
本
文
⑥
は、『
源
氏
物
語
』「
少女
」巻
の例
で
あ
る
が、「
唱
歌の
殿上
人
」が
、「
安
名
尊
」
及
び
「桜
人」
とい
う催
馬
楽を
歌
っ
て
い
る
様
子が
み
ら
れ
る
。 
  
⑥
唱歌
の
殿上
人あ
また
さ
ぶ
ら
ふ
。安
名
尊遊
び
て
、次
に
桜
人。 
  
 
（
少女 
①
七
四
頁） 
 
 
 
「
安名
尊
」と
「桜
人
」
には
詞章
が
存在
する
た
め
、
平
安中
期
に
は
、
現
在
と
は異
なっ
て
、唱
える
詞に
意
味が
あ
る
場
合
もあ
っ
た
こ
と
が
う
か
がえ
る。
なお
、
時代
は下
るが
、藤
原
孝
道
（
一
一
六
六
一
二
三
七
）
の
著
わ
し
た
『
知
国
秘
抄
』
⑿に
は
、
唱
歌
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 
   
唱歌
こ
そ、
なに
と
な
く
楽
のこ
ゑ
にし
たか
ふ物
なれ
は
、
な
らひ
ある
へく
もな
くて
、
又ゆ 
  
へあ
る
物也
、わ
か
す
る
み
ち〳
〵
のう
つは
物の
こゑ
を
ま
ね
ふて
いな
れと
、さ
すか
に
てい 
  
をき
お
りに
した
る
、
き
ゝ
きに
く
し、
たと
へは
しや
う
の
ふ
ゑふ
きは
、せ
いち
んな
ら
ちん 
  
ちゝ
り
とな
す、比巴
ひき
は
、ちり
ち
んた
せい
な
と
す、こ
の
て
いな
るを
、ふゑ
にと
り
かゝ
 
  
りて
ま
ねふ
へし
と
、
ふ
る
くは
い
ひつ
たえ
たれ
とも
、
こ
の
ころ
のふ
ゑふ
きの
、さ
う
かの 
  
つた
え
すく
なき
、又
あし
さま
な
り、而
を
藤
家
催
馬
楽
う
た
ひは
中御
門右
大臣
俊
家、拍
子
と 
  
りの
筝
引、
又ふ
ゑ
も
よ
く
〳〵
し
り給
たる
によ
りて
、
そ
の
家に
しき
たり
たる
つた
は
り、 
  
せう
〳
あ〵
る口
伝
に
は
、
たり 
ちり 
た
んな 
ち
ら 
ち
やら 
り
やら 
た
ら 
ち
や
ら 
  
んな
引 
りら
ん
な
引、
こら
れを
う
ちま
せて
、
く
る
事
な
き
て
い
に
は
か
らふ
へし
、
…
… 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
 
（『
知国
秘
抄』） 
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『
知
国
秘
抄
』
は
、
こ
の
記
述
に
続
け
て
、「
仮
令
」
と
し
て
、
唐
楽
曲
の
「
万
歳
楽
」、「
三
台
急
」、
「喚
頭」、「
鳥破」、「
鳥
急」、「賀
殿
急」
の唱
歌
と譜
を
掲げ
てい
る
が
、
こ
こ
で
、
まず
先に
「
万
歳楽
」が
挙げ
ら
れて
いる
こと
は注
目
され
る
。「
万
歳
楽
」と
い
う
曲が
、演
奏機
会の
多い
曲
であ
った
こと
が
関係
して
い
よ
うが
、唱
歌
の代
表
例
と
し
て掲
げ
ら
れ
るほ
どに
、そ
の
旋
律と
唱
歌
が
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
を示
して
いよ
う
。 
 
ま
た
、こ
の箇
所
では
、「
たり 
ち
り 
た
んな
……
」な
ど
の、「
う
つ
は物
のこ
ゑを
まね
」た、
詞
に
意
味
の
な
い
唱
歌
につ
いて
記さ
れ
てい
る一
方
で
、『
順
次
往
生
講
式
』に
触
れ
た
箇
所に
は
、次
のよ
う
な
記
述
が
あ
る
。 
   
順次
往
生講
式と
て
、
七
段
の試
に
、楽
の唱
歌に
法文
を
つ
く
り、
催馬
楽こ
とく
なと
を
つく 
  
りを
き
給へ
る、
こ
の
こ
ろ
もす
る
人や
ある
らむ
、ち
か
こ
ろ
まて
は、
天王
寺住
僧な
と
も、 
  
その
唱
歌し
ける
と
か
や
、…
…  
 
  
  
  
  
 
  
  
  
 
（『
知
国
秘
抄』） 
 
 
 
『順
次
往生
講式
』は、永
久
二
年（一
一一
四）、天
台宗
の僧
、真
源
が
編
ん
だ
と
伝
えら
れ
る講
式で
あ
り
、
唐
楽
の
旋
律
に
西方
浄
土
を
讃
え
る
詞
章を
付し
た「
極
楽声
歌」
と、
催馬
楽
の
詞
章を
や
は
り西
方
浄土
を讃
え
る
内容
に替
え
た「
西方
楽」
が歌
わ
れ
る
こと
が特
徴で
ある
。注
目
され
るの
は、『知
国
秘抄
』に
お
いて
、これ
らが
い
ず
れ
も「唱
歌
」と
みな
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
点
であ
る。『
源氏物
語
』にお
け
る
本文
⑥の
用
例と
考え
併
せ
て
も
、か
つて
は
、催
馬
楽
を
歌
うこ
と
も
含
め
、
旋
律
に
合
わ
せて
歌う
こと
を、
広
く「
唱歌
」
と
呼
ん
でい
た
可
能
性
が
高い
と考
える
。 
 
さ
て、『う
つ
ほ物
語』に
おい
て
、唱
歌と
い
う
こ
と
ば
は
七
例
確
認
で
き
る
が
、こ
の
うち
、唐
楽
曲に
対し
て
用い
られ
てい
る
こ
と
が
明
確
な
のは
、次
の「菊
の
宴」巻の
２ １
の「
万
歳
楽」に
対
す
る用
例の
み
であ
る
。 
  
⑦
かく
て、難
波
に
出
で
給ふ
ほど
に、
幾
内
（畿内カ）、山
陽道
、南海
道の
受
領
ど
も集
ひて
、お
はし
ま 
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すべ
き
所を
、あ
り
が
た
く
面白
う
しな
し、
花の
林、
浦
の
ま
まに
植ゑ
並べ
、同
じき
砂子
い
さ
ご
、 
  
同じ
き
岩、
あり
が
た
く
を
かし
き
姿に
調じ
て、
よろ
づ
の
御
設け
をし
て待
ち候
ふに
、
御船 
  
ども
漕
ぎ連
ねて
、
よ
ろ
づ
の上
手
、船
歌に
、物
の音
ど
も
吹
き合
はせ
て、
船ご
とに
遊
びか 
  
はり
て
おは
しま
す
。万歳
楽の
所
に御
唱歌
し
て
待
ち
奉
る
。  
 
 
（
菊
の宴 
三
六
二頁） 
  
本
文⑦
は
、上
巳の
祓
の
ため
、六
隻
の船
で難
波
を
訪
れ
た正
頼
ら
一
行
が
、
船
上で
船楽
を
催し
てい
る場
面
であ
り
、『
う
つ
ほ
物
語
』に
お
け
る
唐
楽
曲・高
麗楽
曲
の全
用
例
中
、唯一
舞
の
描
写を
伴わ
ない
。「
船
歌
に
、
物
の
音
ど
も
吹
き
合
は
せて
」と
ある
こと
か
ら
、
こ
の
船
楽
は
、「
船
歌」
と
呼ば
れる
歌
謡に
、笛の
演
奏
が
付さ
れ
たも
ので
あっ
たこ
と
が
分
かる
。次に
、「
船ご
とに
遊
びか
は
り
て
」
と
あ
る
が
、「
遊
び
か
は
り
て
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
⒀、
日
本古
典
全
書
⒁が
「
遊
び
か
は
し
て
」、
校
注
古
典
叢
書
、
角
川
文
庫
、
室
城
秀
之
校
注
『
う
つ
ほ
物
語 
全
』
⒂が
「
遊
び
か
へ
りて
」
と校
訂を
加
え
て
い
る。
し
かし
なが
ら、
本文
の「
遊
び
か
は
り
て
」
と
い
う表
現
の通
りで
も、
新
編日
本古
典
文
学全
集が
解
釈し
てい
る
よ
う
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
船
ごと
に異
な
る
楽
が行
われ
て
い
っ
た
と
い
う
意
味
で
解
釈
す
る
こ
と
がで
きよ
う。
すな
わ
ち、
ある
船で
「船
歌
」
の
演奏
が
終
わ
っ
た
後
、
船
ご
と
に
様
々
な
曲
が
演
奏
さ
れ
て
い
っ
た
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
「万
歳
楽
の
所
に
御
唱
歌
し
て
待
ち
奉
る
」
に
つい
ては
、そ
うし
た
船楽
の
中
で
「
万
歳
楽」
が
演
奏
さ
れ
た時
に
、岸
辺で
正
頼
一行
を待
ち
受け
てい
た受
領た
ちが
、
そ
の
楽
に
合
わ
せ
て
唱歌
を
し、
正頼
らの
演
奏に
花を
添
え
た
こ
とを
示
して
いる
と考
えら
れ
る
。 
 
ま
た
、唱
歌
と
い
う
こ
と
ば
は
直
接
用
い
ら
れ
て
いな
いが
、「
俊蔭
」巻
の
正
頼
邸
に
お
ける
還
饗
の
場面（
１
～
４
）に
おい
て
も、次
のよ
うに「
ある
限
りの
上
達
部
、声
を
出だ
し
て、遊
び興
じ給
ふ」
とあ
り
、「万
歳
楽」
の
唱歌
が描
か
れて
いる
と読
み
取
れ
る
。 
  
⑧
左大
将、「
正
頼
が
、
ら
う
た
しと
思
ふ
女
童
めのわらは侍り
。
今
宵
の
御
禄に
は
、
そ
れを
奉ら
む」
との 
  
たま
へ
ば、
から
う
し
て
、
万歳
楽
、声
ほの
かに
かき
鳴
ら
し
て弾
く時
に、
仲頼
、行
正
、今 
  
日を
心
しけ
る琴
を
調
べ
合
はせ
て
、に
なく
遊ぶ
時に
、
な
ほ
、仲
頼、
感に
堪へ
で、
下 お
り
走 
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り、
万
歳楽
を舞
ひ
て
、
御
前に
出
で来
たり
。行
正琵
琶
、
大
将
大和
琴
や
ま
と
ご
と、皆調
べ合
はせ
て
、 
  
ある
限
りの
上達
部
、声を
出だ
し
て、遊び
興じ
給
ふ
。 
  
 
  
  
（俊
蔭 
五九
頁） 
 
 
 
本
文⑦
、本
文
⑧の
場
面
に
お
いて
、「
万
歳楽
」の
唱
歌
は
、楽
器
を担
当し
な
い
人
々
が
、即
興
的
に御
遊び
に
加わ
る
手
段
と
して
用
い
ら
れ
て
い
る
と言
える
。ど
の
よう
な詞
が
歌
わ
れ
たの
か
は
判
然
と
しな
い
も
の
の、「万
歳
楽」の
唱
歌は
、現
代
の
雅
楽
に
おけ
る唱歌
と
は
異
な
り
、演
奏
の
一
部
と
し
て歌
わ
れ
て
いる
と捉
えら
れよ
う
。 
 
な
お、こ
う
し
た
唱
歌
の
描
写
は、「
祭の
使」巻
に
お
け
る
催
馬
楽「
我家
」、「
伊
勢海」の
演奏
場
面
（
１ １
、
１ ２
）、
及び
「
菊の
宴
」
に
おけ
る
催
馬
楽「
妹
之
門
」
の
演奏
場
面
（
２ ２
）と
も
深
いか
かわ
りが
あ
ると
考
え
ら
れ
る。こ
れ
らの
場
面
で
は
、催
馬楽
の詞
章
を
そ
のま
ま歌
うの
で
は
な
く、
催
馬
楽
の「
声振
り
」と
い
うも
のを
用
いて
、登
場
人
物
た
ち
が
自
作
の
和
歌
を「
歌う
」。「声
振り
」
につ
いて
は
次章
で
詳
細
に
論じ
るが
、こ
れ
ら
も
催
馬
楽
の
旋
律
に
の
せて
即興
の詞
を歌
うと
い
う
、
唱歌
に類
す
る場
面と
し
て
捉え
られ
、
人々
が催
馬楽
の
旋
律
に
よ
く親
しん
でい
る様
子が
示
され
てい
ると
み
られ
る。 
 
以
上の
よ
うに、『
うつ
ほ
物語
』にお
ける「
万
歳
楽
」の
用
例
に
は、と
りわ
け
その
楽に
注
目
し
た描
写が
み
られ
、旋
律
を
歌う
唱歌
に
つい
ても
描
か
れ
て
い
る
。
平安
中期
にお
いて
、楽
の
旋
法
が重
視
さ
れ
、
体
系
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
とは
前節
でも
触れ
た
が、
こ
う
し
た
「
万
歳楽
」
の
演
奏
描
写か
ら
も、
舞だ
けで
はな
く
音
楽
に面
白
さ
が
見
いだ
され
て
い
る
様子
が読
み取
れる
。 
   
  
 
五、
物語前半部における「
落蹲」の重視  
 
こ
れま
で
論じ
てき
た通
り
、『
う
つほ
物
語』に
お
け
る
唐
楽・高
麗楽・催
馬楽
の用
例は
、平
安
中期
の演
奏
記録
、あ
る
い
は『
源氏
物
語』
の用
例の
傾
向
と一
致
し
、
当
時
の
唐
楽
・
高麗
楽
・催
馬楽
の演
奏
状況
が音
楽
描
写に
影響
し
てい
る
と
捉
え
られ
る。
そ
の
一
方で
、平
安中
期
の
演
奏記
録
や
他
の
物
語
に
おけ
る演
奏描
写と
大
きく
食い
違
っ
て
い
る
の
が
、次
に
掲
げ
る、「菊
の
宴
」巻
に
お
け
る
嵯
峨
の
院
大
后
の六
十賀
の「
陵
王」
と「
落
蹲
」
の
演
奏
場
面（
１ ９
、
２ ０
）
であ
る。 
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⑨
かく
て
、楽
始ま
りて
、
君
た
ち
舞
仕
う
ま
つ
りな
どす
。
大
将
殿の
宮あ
こ、
落蹲
舞ひ
給
ふ。 
  
かん
ため
め
（
か
ん
だ
ち
め
カ
）、か
し
づき
て出
だ
し
給
ふ
。さ
い
に立
ち給
ふに
、
帝
よ
り
始
め奉
りて
、
そ
こ
ら 
  
の人
驚
く。「
た
だ
今
の
世こ
そ
、映え
の
盛り
に
て
、さ
まざ
ま
の才
盛り
にて
、人
のか
たち
さ 
  
へす
ぐ
れて
あれ
。そ
が
内
に
も
、ひら
ひ
（
え
ら
び
カ
）整
へて
、この
世
に見
えぬ
わ
ざを
せむ
とせ
し
吹
上
、 
  
神泉
の
御幸
なん
ど
に
も
見
えざ
り
し舞
の手
かな
、舞
の
手
か
な」
と騒
ぎ満
ち、
上達
部
、親 
  
王た
ち、「
習
は
せ
る
少
将
か
な
」と
、涙落
と
さぬ
な
し。次ぎ
て
、家あ
こ
君、陵
王
舞
ひ
給
ふ。 
  
ただ
生
ける
陵王
に
舞
ひ
給
ふ。
驚
きあ
やし
がり
給ひ
て
、
…
… 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
（
菊の
宴 
三
四
四
～
三
四
五
頁
） 
  
正
頼は
、
宮あ
こ君
、
家
あこ
君に
、
それ
ぞれ
仲
頼
と
行
政を
舞
の
師
と
し
て
付
け、
秘伝
の
舞を
習わ
せて
い
た。
本
文
⑨
に
おい
て
、
二
人
は
習
得
した
舞を
披露
し
、人
を々
驚か
せる
。
注
目
さ
れ
る
の
は、
宮
あこ
君に
よる
「落
蹲」
の
方が
、「
陵王
」
より
も先
に
舞わ
れ
て
い
る
点
で
ある
。 
 
二
節で
も
触れ
たが
、「
陵
王
」
と「
落
蹲」
は、
番で
舞
わ
れ
る
こ
とが
多い
が、
唐楽
の「
陵
王」
が
先
に
行
わ
れ
、
高
麗
楽
の
「
落
蹲
」
は
そ
の
後に
行わ
れる
の
が
通
例で
あり
、平
安中
期
の
演
奏記
録に
おい
て
も例
外は
ない
。管
見
の
限
り
、「陵
王
」と「
落
蹲
」が
番で
演
奏
さ
れ
る記
録で
最
古の
もの
は、
次
に掲
げる
『
九
暦』
の天
徳
四年
（
九
六
〇
）二
月
十
七
日の
雅楽
寮の
楽
舞
の記
事
で
あ
る
が、「龍
王」、「
納蘓
利
」はそ
れぞ
れ、「陵
王
」と「
落蹲
」の
異名
で
あ
り
⒃、「
陵
王」「落
蹲」
の順
で記
さ
れて
いる
こ
と
が
確
認で
き
る。 
   
依入
夜
更令
停二
楽
舞
、
龍王・納蘇
利
、 
 
 
  
   
  
  
  
  
（『
九
暦
』） 
  
ま
た、
本
文⑨
と関
連
が
深い
と思
わ
れる
、寛
和
元
年
（
九八
五
）
の
円
融
院
の
御前
で行
わ
れた
童舞
にお
い
ても
、『
小右
記
』の
記事
か
ら、「
陵
王」
が
先ん
じ
て
演
奏さ
れた
こと
が明
らか
で
あ
る
。 
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童舞
春
鸎囀
、次
散手
、次太
平楽
、次
龍
王、次
納
蘓
利
、  
  
 
  
  
 
（『
小
右記
』） 
  
さ
らに
、『
源
氏
物
語
』
に
お
い
ても
、「
若菜
下
」
巻
の
朱
雀
院
の
五
十の
御賀
の試
楽
の
場面
で
、
やは
り、「陵
王」
が
「落
蹲
」よ
りも
先
に記
述さ
れ
て
いる
。 
  
 
 
⑩
また
、
大将
の御
典侍
腹
の
二
郎
君
、
式
部
卿
宮の
兵衛
督
と
い
ひし
、今
は源
中納
言の
御
子皇 
  
麞、
右
の大
殿の
三
郎
君
陵
王、
大
将殿
の太
郎落
蹲、
さ
て
は
太平
楽、
喜春
楽な
どい
ふ
舞ど 
  
もを
な
む、同じ
御仲
らひ
の君
た
ち、大人
たち
な
ど
舞
ひ
け
る。 
（
若菜
下 
④二
七
九
頁） 
  
「
落蹲
」
を「
陵王
」
よ
りも
先に
掲
げて
いる
例
と
し
て
は、
次
の
『
栄
花
物
語
』に
おけ
る
長保
三年
（一
〇
〇一
）
十
月
九
日の
藤原
詮
子の
四十
賀の
童舞
の
記
述
が挙
げら
れる
。 
  
 
 
⑪
高松
殿
の御
腹の
巌君
は
納
蘇
利
舞
ひ
た
ま
ふ
。殿
の上
の
御
腹
の田
鶴君
陵王
舞ひ
たま
ふ
。 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
（巻
第七 
とり
べ
野 
三四
一
頁） 
  
た
だし
、『
小
右記
』、『
権
記』に
みえ
る藤
原
詮
子
の
四
十
賀
、及
び
そ
の
試楽
の
記事
から
は
、や
はり
、「
陵
王
」が「
落
蹲
」より
も先
に
舞わ
れた
こと
が
確
認
で
き
る
。な
お
、こ
こで「
陵
王
」を
舞っ
たの
は
藤原
頼通
、「
納
蘇利
」を舞
った
のは
藤
原
頼宗
で
、い
ずれ
も
藤原
道
長の
子息
で
ある
が
、
頼
通
が
長
子
で
あ
り
、
か
つ
倫
子
腹
な
の
に対
し、
頼宗
は
明
子
腹で
ある
ため
、道
長
の
鍾
愛を
受け
てい
た
のは
頼通
の方
であ
っ
た
。と
こ
ろが
、『
小
右
記
』の
記事
に
拠
れ
ば
、当
日の
御賀
で
は
、
「納
蘇利
」
を舞
った
頼
宗
の舞
師で
あ
る多
吉
茂
の
方
が賞
を被
っ
た
た
め、
道長
は大
い
に
立
腹し
た
と
い
う
。『
栄
花
物
語』に
お
い
て
、実
際の
演奏
順
序
に反
し
て
巌
君
の「納蘇
利
」が
先
に
記
さ
れ
るの
は
、
こ
う
し
た
当
日
の
両者
の舞
に
対す
る評
価が
反
映
され
て
い
る
可
能
性
が
あろ
う。 
 
さ
て、
再
び『
うつ
ほ
物
語』
の記
述
に目
を向
け
る
と
、
本文
⑨
で
は
「
次
ぎ
て
、家
あこ
君
、陵
3 2 
 
王舞
ひ給
ふ
。」と
あ
るた
め
、「
落
蹲
」
か
ら
「
陵
王」
へ
と
い
う
順
序
で演
奏が
行わ
れた
こと
が
明
確に
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に、
こ
の
場
面
で
舞
を
舞う
宮あ
こ君
、
家あ
こ
君
は
い
ず
れ
も正
頼
の
子
息
で
ある
が
、詮
子の
四
十
賀の
例と
は
反対
に、
正頼
の鍾
愛す
る
大
宮
腹
の
宮
あ
こ
君
が「
落
蹲」
を舞
い、
大
殿の
上腹
の
家
あこ
君が
「
陵王
」
を
舞
っ
て
お
り、
正
頼
が
仲
頼
と行
政に
舞
の
師
を依
頼す
る
際
も
、
次
の
よ
うに
、宮
あこ
君
に「
落蹲
」を
習
わ
せ
る
こ
とが
まず
話題
に上
って
い
る。 
   
⑫「
…
…
宮
あこ
を
ば
、
少
将、
落
蹲、
兵
衛
佐
ひょうゑのすけばか
り
、
生
け
る形
に
習
は
し
、
……
」 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
（菊
の
宴 
三三
五
頁） 
 
 
 
さ
ら
に
、
５
～
９
、
１ ４
～
１ ８
の
用
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、「
嵯
峨
の
院
」
巻
や
「
菊
の
宴
」
巻
にみ
られ
る
御賀
に
向
け
た
童た
ち
の
教
習の
場
面
にお
いて
も、
常
に
宮
あこ
君の
「落
蹲
」
が
、家
あ
こ
君
の
「
陵
王
」に
先
ん
じ
て
描か
れ
てい
る。
以上
のよ
う
な
描
写は
、平
安中
期に
お
け
る
「陵
王」
と「
落
蹲」
の演
奏
状
況と
は大
き
く異
なっ
て
い
る
と
言
え
、
物語
にお
いて
、高
麗楽
の
「落
蹲」が
より
重視
され
て
い
るこ
とが
読
み取
れる
。こ
のこ
と
は
、次の
よう
に、「
俊
蔭
」巻に
おい
て
、正
頼
が
、かつ
て
嵯
峨
の
院
の
御
賀の童
舞の
際
、「
落蹲
」を見
事に
舞
った
と
語
ら
れ
る
⒄こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と考
える
。 
  
⑬
大
将殿
、童
にお
はし
ける
時
、嵯
峨
の
院
の御
賀
に
、落
蹲に
なく
舞
ひ
給
ふ
名取
り給
ひ
ける
、 
  
今宵
、
かく
、遊
び
人
手
を
尽く
し
て、
めづ
らし
き物
の
音
う
は
り
て
（
そ
は
り
て
カ
）め
でた
きに
、
仲
澄の
侍 
 
 
  
従、
落
蹲舞
ひて
、
御
階 はしのも
とに
舞
ひ出
で
て
、
折
れ返
り舞
ふ
。
仲
忠、
愛 め
で
痴 し
れて
、
大
将 
  
の被
け
給へ
る
衵 あこめをう
ち
被
け
て、も
ろと
もに
舞
ひ
遊
び
、…
…  
  
 
（俊
蔭 
六〇
頁
） 
  
嵯
峨の
院
の御
賀に
つい
て
は
、この
本
文
⑬
以
外
に
物
語
中
の
言
及は
ない
が
、「
陵
王
」も番
で
舞
われ
た
可
能
性
は
高
い
。し
かし
なが
ら
、本
文⑬
で
は、「陵
王
」の
こ
と
に
は一
切
触れ
られ
ず
、や
はり
「落
蹲
」に
焦点
が
当
てら
れて
い
る。
その
理
由
と
し
て考
え
ら
れ
る
の
が、
この
場
面
の
直前
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に
、
四
節
で
掲
げ
た
本
文
⑧
の
場
面
が
あ
り
、
そ
こ
で
「
万
歳
楽
」
が
演
奏
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「万
歳楽
」は
唐
楽
曲
で
あ
り
、本
文
⑬に
おい
て
、「
陵
王」で
は
なく「
落
蹲」の
演奏
の
み
が
描写
され
るの
は
、当
該場
面
の
音楽
が、
唐
楽か
ら高
麗楽
へ変
化
し
た
こと
を示
すた
めだ
と考
え
られ
るの
では
な
いか
。ま
た
、仲
澄
によ
る「
落蹲
」の描
写（
４
）は
、直
前
の仲
頼
によ
る「万
歳
楽
」
の
描
写
（
２
、
３
）
と
対
に
な
る
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
場
面
で
は
、
唐楽
の「
万
歳楽
」
と
高
麗
楽の
「
落
蹲
」が
組
み
合わ
せら
れて
描
か
れ
てい
るた
め、
左
舞
の
「陵
王
」
は
演
奏
さ
れ
なか
った
、あ
るい
は
、描
写が
省
か
れ
た
の
だ
と
考え
られ
る。 
 
そ
して
、
それ
に伴
い
、
正頼
が童
の
時に
、嵯
峨
の
院
の
御賀
で
「
落
蹲
」
を
舞
った
とい
う
事柄
が明
かさ
れ
る。
後
の
嵯
峨
の院
大
后
の
六
十
賀
の
童舞
に際
して
、
正頼
が、
より
鍾愛
す
る
宮
あ
こ
君
の
方に
「
落蹲
」を
舞
わ
せ
る
のは
、
かつ
て自
身が
「落
蹲
」
を
舞い
、名
声を
得た
こと
を
意識
して
いる
た
めだ
と考
えら
れ
よ
う
。その
結果
、物
語
の
記
述も
、「陵
王」より「
落
蹲」を
重視
す
る
も
の
と
な
り
、本文
⑨
の
御
賀
の
場
面
にお
いて
は、「
落蹲」、「
陵
王」とい
う順
序で
演
奏
が
行わ
れる
とい
う
、当
時の
通例
と
は
反
す
る
描
写
が
な
され
たと
捉え
ら
れる
の
で
は
な
い
か
。 
 
さ
て、こ
の
よ
う
に
、物
語の
前半
で
は、「
陵王
」よ
りも「
落
蹲
」が
重
く
扱
わ
れ
る
と
い
う
傾向
が
み
られ
る
が、物
語の
後
半で
は様
相
が異
なっ
て
い
く。「蔵
開上
」巻
にお
け
る
産
養
の七
日
目
の
宴
の
場
面
で
は
、
三節
で
掲
げ
た
本文
③
にみ
える
通り
、行
政に
よ
っ
て
「
陵
王
」
が
舞
われ
て
いる
（
２ ８
）。舞
を
見た
人々
は
感
嘆
する
が
、こ
こ
では
、
次の
よ
う
に
、あ
た
か
も
本
文
⑨
の
補
完
のよ
うな
描写
が
続け
ら
れ
て
い
く。 
  
⑭
そ
こら
の
人、
驚く
こ
と限
りな
し
。「こ
れ
は、
ま
だ、
世に
な
かり
つる
手か
な。
いか
に
し 
  
つる
こ
とぞ
や
。宮
あ
こ君
の御
賀
の舞
は
、こ
れ
を伝
へた
る
にこ
そ
あ
り
け
れ
。い
づこ
よ
り、 
  
いか
で
なら
むと
思
ひ
し
は
」と
て
騒
ぐ
ほ
ど
に
、……  
 
  
  
（
蔵
開上 
五
三
六頁） 
 
 
 
「
菊の
宴
」巻
の本
文
⑨
にお
いて
、
人々
は仲
頼
が
「
落
蹲」
を
伝
授
し
た
こ
と
を知
って
お
り、
仲頼
の舞
の
師と
し
て
の
技
量に
感嘆
す
る様
子が
語ら
れて
い
た
が
、「
陵
王
」を
伝
授し
た
行
政
に
対
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して
は何
の
反応
も
描
か
れ
てい
な
か
っ
た。
こ
の
「蔵
開上
」巻
の
本
文
⑭に
至り
、人
々
は
初
めて
行
政
が
「
陵
王
」
の舞
の師
であ
った
こ
とに
気付
い
て
驚
く
の
で
あ
る。 
 
し
かし
な
がら
、本
文⑨
で「
陵王
」を
舞っ
た
のは
、宮
あ
こ君
で
は
な
く
家
あ
こ
君の
方で
あ
り、
行政
は家
あ
こ君
の
舞
の
師
であ
った
。本
文
⑭の
記
述は、「嵯
峨の
院
」巻
や「
菊
の宴
」巻の
描写
と大
きく
矛
盾し
てい
る
と
言え
る。単
純
な
錯
誤
とも
考え
られ
る
が、こ
こ
にお
いて
、左
舞の「陵
王」
が「
落
蹲」
より
も
先
に舞
われ
る
とい
う通
例と
の
整
合
性
が
意識
され
た可
能性
が指
摘
でき
よう
。また
、室
城
秀
之
⒅は、「
あ
て宮
求
婚譚
」の
後
、破
れ
た求
婚者
たち
は
、正
頼
に婿
取
られ
正頼
の〈
家
〉に
取り
込
ま
れる
者と
、
婿取
ら
れ
ず
に
正頼
の
〈
家
〉が
占め
る空
間
か
ら「
排
除
」
さ
れ
る
者
に
分
か
れる
こと
を指
摘し
て
いる
。「
嵯
峨
の
院」巻
や「
菊
の
宴
」巻で
宮
あ
こ
君
に「
落
蹲」を伝授
し
た
仲
頼
は
、出
家し
て水
尾
に隠
遁し
てお
り、「
排
除
」さ
れ
た者
とし
て捉
え
ら
れ
る。
一
方
、
行
政
は
正
頼
の
十
三
の
君
の
婿
と
な
り
、正
頼の
一族
と
の
結
びつ
きを
深め
てい
る
。
本
文⑭
にお
いて
、
かつ
て大
宮
腹
の宮
あこ
君
に舞
を伝
授し
た
の
が
仲
頼
では
なく
行政
だっ
たと
語
りな
おさ
れる
の
は、「
蔵開
上
」巻時
点に
お
ける、仲
頼
と
行
政
の、正頼
の〈
家〉と
の距
離
の
違
い
を
反
映
して
い
る
と
も考
えら
れる
。 
 
さ
らに
、『
うつ
ほ
物語
』にお
いて
、最
後
に「
陵王
」と「落
蹲」の
曲
名
が
み
ら
れ
るの
は、「
国
譲下
」
巻
の用
例
（
３ ０
、
３ １
）で
ある
。
水
尾の
仲
頼
のも
と
を訪
れ
た
仲
忠
ら
は
、
帰
京
の
日
、
御
遊び
をし
な
がら
出
立
す
る
。こ
こ
で
「
陵王
」
と
「落
蹲」
が演
奏
さ
れ
るの
は、
やは
り
本
文
⑨の
童
舞
で
、仲
頼
が「
落
蹲」の
舞の
師を
つ
とめ
たこ
と
が
想起
され
て
い
る
と
考
え
ら
れよ
う。なお
、
次の
本文
⑮
から
、行
政
も
演奏
に加
わ
って
いる
こ
と
が
分
か
る
が
、当
該場
面で
は舞
では
な
く篳
篥を
担
当
し
てい
る
。 
  
⑮
山ご
も
り、
子ど
も、
法
師
、
童
べ
御
供
に
て
、麓
まで
御
送
り
し給
ふ。
君た
ちは
、御
馬
引か 
  
せて
、
徒歩
か
ち
より
、大
将
は
笙
の
笛、
中
納言
は横
笛、
中将
篳篥
、
松
方
、
近
正
は
、
御
前立
ち 
  
て、陵
王
、落蹲舞
ひ
て、異
人
、々
四
ゐ
（しりカ）に立
ちて
、錦の
ご
と
く
散り
たる
紅葉
の
上
を
歩
み 
  
出で
給
ふ。  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
（
国
譲
下 
八
五三
～八
五
四頁） 
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注
目さ
れ
るの
は、
本
文
⑮に
おい
て
は、
曲名
が
「
陵
王」、「
落
蹲
」
と
い
う
順
番で
記さ
れ
てい
る点
であ
る
。この
記
述は、「落
蹲
」を
先
に
掲
げ
て
い
た「
嵯
峨
の
院」巻
や「
菊
の宴」巻
と
は
異
な
り
、当
時
の
通
例
と
合
致
し
た
もの
と
な
っ
てお
り、「
落蹲
」への
重視
は
全
く
読
み
取
れ
な
く
なっ
てい
る。 
 
以
上の
よ
うに、『
う
つ
ほ
物
語
』の
物
語の
前
半で
は
、左舞
の「
陵
王
」よ
り
も、右舞
の「落
蹲」
が
重
ん
じ
ら
れ
て
いる
こ
と
が
読
み取
れ
る
。
本文
⑨の
「菊
の
宴
」
巻に
おけ
る、
嵯峨
の
院
大
后の
六十
賀の
場
面で
は、「
陵王
」に先
ん
じて「
落
蹲」が
舞
わ
れて
お
り
、唐
楽
の「
陵王
」を
先に
す
ると
いう
平
安中
期に
お
け
る通
例と
は
異な
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、
本文
⑬の
「俊
蔭
」
巻の
場
面
に
お
い
て
語
ら
れ
た
、
嵯
峨
の
院
の
御
賀
で
正
頼
が「
落蹲
」を
見事
に
舞
っ
た
と
い
う
事
柄
が意
識
さ
れ
たが
ゆえ
の、虚
構
の
描写
であ
る可
能
性が
高い
。ま
た、本文
⑬
に
お
いて
、「
陵
王
」では
な
く「
落
蹲
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
要
因
と
し
て
は、
先に
唐楽
の
「
万
歳楽
」の
演奏
描写
が
な
さ
れて
いる
こと
が
考え
られ
る
。
本文
⑬の
「
落蹲
」の
描写
は
、
御
遊
び
の音
楽が
、唐
楽か
ら高
麗
楽へ
変化
した
こ
とを
示す
役
割
を果
たし
て
いる
と読
み取
れる
。 
 
一
方で
、物
語
の後
半に
なる
と「
蔵
開
上
」巻
の本
文⑭
の
よう
に
、先
に
舞
っ
た
宮
あ
こ
君
が担
当し
たの
は「
陵
王
」で
あ
ると
いう
矛
盾し
た記
述や
、「国
譲
下
」巻
の
本
文
⑮
の
よう
に、「
陵
王」、
「落
蹲」
と
いう
順で
曲
が
列挙
され
る
とい
う記
述が
み
ら
れ
、
平
安中
期に
おけ
る実
際の
演
奏状
況と
の整
合
性が
持
た
せ
ら
れて
いる
と
考え
られ
る。 
   
  
 
六、
結び  
 
本
章で
は、『
うつ
ほ物
語
』に
お
ける
唐楽・高麗
楽・催馬
楽の
演奏
描写
に
つ
い
て
、漢文
日記
など
にみ
ら
れる
平安
中期
の演
奏
記
録
や
、『
源氏
物
語
』を
は
じ
め
と
す
る他
の文
学作
品の
用
例と
照ら
しあ
合
わせ
、考
察
を
試み
た。 
 
『う
つほ
物
語
』に
おい
ては
、「
万
歳
楽
」、「
陵
王」、「
落
蹲
」、「伊
勢
海
」な
ど
、平安
中期
に
特
に
よ
く演
奏
され
てい
たと
考え
られ
る
曲が
中
心
に
用
いら
れて
い
る
と
言え
る。
平安
中期
の
管絃
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の遊
びに
お
いて
は
、唐
楽・催馬
楽
の
曲
を「
呂
」「
律
」の
二
分
類
で捉
え、「
呂
」から「律
」、あ
るい
は
「
律
」か
ら
「
呂
」
に移
り変
わ
るよ
うに
演奏
す
る
こと
で
、
旋
法
の
対
照
性
が
楽し
ま
れて
いた
と想
定
され
る。『
う
つ
ほ
物
語』
に
おい
ても
、「
呂
」
と
「
律
」
の曲
が交
互に
配さ
れる
演
奏
場面
が確
認
でき
るほ
か、
特
に
唐楽
曲
の
「
万歳
楽」
演奏
場面
に
関
し
て
は
、
旋
律
を
歌
う
唱
歌
に
つ
い
ても
描
かれ
るな
ど、
舞だ
けで
は
なく
そ
の
楽
の
面白
さに
焦
点
が
当て
られ
てい
るこ
と
が指
摘で
き
る
。
こ
れ
ら
の
演
奏
描写
には
、
当時
の唐
楽と
催
馬
楽
の
演
奏状
況や
音楽
観が
反映
さ
れて
いる
と考
え
られ
る。 
 
ま
た、『
う
つ
ほ
物
語
』に
お
い
ては
、唐
楽の「陵
王
」と
高
麗
楽の「
落
蹲
」が
一
つ
に
組
み
合わ
せら
れ
、
演
奏
さ
れ
て
い
る
描
写
が
確
認
で
き
るが
、本
文⑨
の「
菊
の宴
」巻
にお
ける
、
嵯
峨
の院
大
后
の六
十
賀の
場面
で
は、「
陵
王
」
に
先
ん
じて
、「
落
蹲」
が舞
わ
れ
て
お
り
、
平
安中
期の
「
陵
王」
と「
落
蹲」
の演
奏
状
況と
は大
き
く異
なっ
てい
る
。
これ
は
、
本
文
⑬
の
「
俊
蔭
」巻
の
場面
にお
いて
、
かつ
ての
嵯
峨
の院
の御
賀
で正
頼
が
「
落
蹲」
を見
事
に
舞
った
と語
られ
る
こ
と
とか
か
わ
っ
て
、
物
語
の前
半部
では
「陵
王
」よ
りも
「
落
蹲
」
が
重
視
され
たた
めだ
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
以
上の
よ
うに、『う
つほ
物語
』の
音楽
の場
面
には、「呂
」「
律
」の旋
法や
唐
楽・高麗
楽
の
音
楽の
異
な
り
に
注
目
し
た描
写が
みら
れ
る。『
う
つほ
物
語
』は
作
り
物
語
であ
り、当然
、平
安中
期
の
音
楽が
あ
りの
まま
映
し
出さ
れて
い
ると
は言
い難
い。
しか
し
な
が
ら
、
そ
の
音
楽
描写
に
は、
成立
当時
の
音楽
の演
奏
状
況
や
音楽
観
の影
響が
ある
こと
は
確
か
であ
る。『
う
つ
ほ
物
語』の
音
楽
を
、
物
語
の
論
理
の
中
で
の
み
論
じ
る
の
で
は
なく
、音
楽史
的
位
置
づけ
の中
で捉
える
こ
と
で
、物
語が
音楽
を
描写
する
の
に
どの
よう
な
工夫
をし
てい
る
の
か
と
い
う点
を、
より
明確
にす
る
こと
がで
きる
と
考え
る。 
 ※『
栄花
物
語』
の
本
文
は
、新
編日
本
古典
文学
全集
３ １
『
栄
花
物
語
①
』（
山
中
裕 
ほか 
校
注
・ 
 
訳 
小
学
館 
一九
九五
）
に
拠
り
、
頁
数
を付
した
。 
   
注  
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⑴ 
室城
秀
之「宴
と
酒と
音
楽と 
う
つ
ほ
物
語
論
へ
」（『
うつ
ほ物
語
の
表
現
と論
理
』 
若 
  
草書
房 
一
九九
六）。 
⑵ 
神田
龍
身「エ
ク
リ
チ
ュー
ルと
し
ての〈
音
楽
〉 
『
宇
津
保
物語
』論
序
説
」（『源
氏 
研究
』八 
二〇
〇三
・
四
）。 
⑶ 
伊藤
禎
子「
音楽
物
語
論
」（『う
つ
ほ物
語』
と転
倒さ
せ
る
快
楽』 
森
話社 
二
〇一
一）。 
⑷ 
飯島
一
彦「「
駒の
遊び
」
『う
つほ
物
語』か
ら」（『
古
代歌
謡の
終
焉と
変
容』 
お
う
ふ 
  
う 
二〇
〇七
）。 
⑸ 
遠藤
徹『
平安
朝
の雅
楽 
古
楽譜
に
よる
唐楽
曲の
楽
理
的
研
究
』（東
京堂
出
版 
二
〇〇
五）。 
⑹ 
［表
一
］
１ ０
の「
駒
形
」の例
につ
い
ては
、曲
名
を
示す
と捉
え
て
表
に
含
め
た
が、本文
①
と 
  
同様
、
舞に
用い
ら
れ
る
馬
の模
型
のこ
とを
指し
てい
る
と
も
解釈
でき
る。 
⑺ 
［
表
一］
９
の「
府
装
楽」に
つ
い
て、『う
つほ
物
語 
全 
改
訂
版
』（
室城
秀
之
校
注 
お
う
ふ 
  
う 
二
〇〇
一）、新
編
日
本
古
典
文学全
集
１ ４
『う
つ
ほ
物
語 
①』（
中
野
幸
一 
校
注・訳 
小 
  
学館 
一九
九九
）は、「太
平
楽」の
破
に
あ
た
る「武
昌
楽」と
同
一
の曲
と
して
捉え
て
いる 
  
が、角川
文
庫『
宇
津
保物
語 
上巻
』（
原田
芳起 
校注 
角
川
書店 
一
九
六
九
）の
指
摘
に
も 
  
ある
よ
うに
、狛
近真（一
一
七
七
一二
四
二）の著
わ
し
た『
教訓
抄
』に
は、「
太平
楽」の 
  
異名
と
して
「府
装
楽
」
の
名が
み
える
。こ
れに
従い、［
表一
］
９
の
例
は
「
太
平楽」
と
み 
  
なし
た
。 
⑻ 
新編
日
本古
典文
学
全
集
４ ２『神
楽歌 
催
馬楽 
梁
塵
秘抄 
閑
吟集
』（
臼
田
甚
五
郎 
ほ
か 
校
注・ 
  
訳 
小
学館 
二
〇〇
〇）。 
⑼ 
校注
古
典叢
書『
う
つ
ほ
物
語 
㈢』（
野
口元
大 
校
注 
明
治
書
院 
一
九
八
六
）。 
⑽ 
角川
文
庫『
宇津
保
物
語 
中
巻』（
原
田
芳
起 
校
注 
角
川書
店 
一
九六
九
）。 
⑾ 
新編
日
本古
典文
学
全
集
１ ５『う
つほ
物
語 
②』（
中野
幸
一 
校
注・訳 
小
学館 
二〇
〇一
）。 
⑿ 
『伏
見
宮旧
蔵楽
書
集
成 
三
』（
宮
内
庁
書
陵
部 
編 
明
治書
院 
一
九九
八
）
所収
。 
⒀ 
日本
古
典文
学大
系
１ ０
『宇
津
保
物
語
一
』（
河
野多
麻 
校注 
岩
波
書店 
一
九五
九
）。 
⒁ 
日本
古
典全
書『
宇
津
保
物
語 
二』（
宮
田和
一郎 
校
注 
朝
日
新聞
社 
一
九
四
九）。 
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⒂ 
注⑺
前
掲の
室城
注
釈
。 
⒃ 
通説
で
は、一人
舞を「
落蹲」、同一
の曲
の二
人
舞
を「
納蘇
利
」と称
す
る。し
か
し
な
が
ら、 
『枕
草子
』（
新編
日
本古
典
文学
全集
１ ８
『
枕草
子』 
松
尾
聡 
永
井和
子 
校
注
・
訳 
小
学 
館 
一九
九
七）
に、「落
蹲
は、
二人
し
て膝
踏み
て舞
ひた
る」（二
〇三
段 
三
三
八頁
）と 
あり
、当
時
は舞
人
の
人
数
では
なく
、
他の
観点
から
呼
び
分
け
ら
れて
いた
可能
性も
考え
ら 
れる
。 
⒄ 
なお
、
本文
⑬に
つ
い
て
、
角川
文
庫は
、年
立の
問題
か
ら
「
大将
殿」
を正
頼で
はな
く
兼雅 
であ
ると
解
して
い
る
。
し
かし
なが
ら
、ま
ず、
正頼
の
子
息
の
仲
澄が
「落
蹲」
を舞
いは
じ 
める
とい
う
展開
が
続
く
こ
とを
考え
る
と、
多く
の注
釈
と
同
様
に
「大
将殿
」は
正頼
だと
解 
する
のが
自
然だ
と
考
え
る
。仲
澄は
「
落蹲
」を
舞う
こ
と
で
、
父
正頼
の往
時の
名声
を想
起 
させ
つつ
、
その
嵯
峨
の
院
の御
賀の
時
にも
匹敵
する
で
あ
ろ
う
今
時の
宴を
賛美
した
と捉
え 
られ
よう
。 
⒅ 
室
城
秀
之
「
うつほ
物
語
の後
半
の
始発
に
お
ける〈
蔵開
き
〉
の意
味」（
注
⑴
前掲書）。 
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［表
二］延喜年間から寛弘年間までの「万歳楽」「陵王」「落蹲（納蘇利）」の演奏記録  
    
    
（『貞信公記』＝『貞』、『九暦』==
『九』、『小右記』＝『小』、『御堂関白記』＝『御』）  
※
漢文
日
記
の検
索
は東
京大
学
史料
編
纂
所「
古
記録
フル
テキスト
デー
タ
ベー
ス
」に
拠った。 
 
   
九八
五 
九八
五 
九八
五 
九八
五 
九八
五 
九八
二 
九六
〇 
 九五
三 
九五
〇 
 九四
八 
 九四
四 
九三
七 
九二
六 
 
西暦  
寛和
元年 
三月
三十日 
寛和
元年 
二月
二十九
日 
寛和
元年 
正月
十八日 
寛和
元年 
正月
十日 
寛和
元年 
正月
九日 
天元
五年 
正月
十九日 
天徳
四年 
二月
十七日 
天暦
七年 
十月
二十八
日 
天暦
四年 
十月
八日 
天暦
二年 
三月
十二日 
天慶
七年 
五月
六日 
承平
七年 
三月
二十八
日 
延長
四年 
十月
十九日 
実施日  
円融上皇童
舞御覧 
殿上賭弓 
賭弓 小弓 殿上遊興 
賭弓 雅楽寮楽舞 
殿上菊合 
残菊の宴  
賭弓 競馬 殿上賭弓 
大堰川行幸 
行事  
春鴬
囀 
散手 
太平
楽 
陵王  
納蘇利  
陵王  
陵王  
陵王  
陵王  
陵王  
陵王  
納蘇利  
沁何
鳥 
綾切 
陵王  
万歳楽  
石川
楽 
太平
楽 
長保
楽 
蘇合
香 
玉樹 
央宮
楽 
万歳楽  
催馬
楽 
納蘇利  
陵王  
陵王  
万歳楽  
曲名  
『小
』 
『小
』 
『小
』 
『小
』 
『小
』 
『小
』 
『九
』 
『九
』 
『九
』 
『九
』 
『九
』 
『九
』 
『貞
』 
典拠  
一〇一〇 
 一〇〇五 
 一〇〇一 
一〇〇一 
九九
七 
九九
三 
九八
九 
九八
八 
 九八
七 
九八
七 
寛
弘七年 
七
月十七日 
寛
弘二年 
一
月十八日 
長
保三年 
十
月九日 
長
保三年 
十
月七日 
長
徳三年 
五
月十五日 
正
暦四年 
三
月二十九日 
永
祚元年 
四
月二十五日 
 永
延二年 
八
月十九日 
永
延元年 
正
月二十日 
 永
延元年 
正
月十八日 
敦康親王 
御元服 
競馬 東三条院御 
詮子四十賀 
東三条院御 
詮子四十賀 
試楽 競馬 
 殿上賭弓 
兼家第競馬 
東宮童相撲 
賭弓 賭弓 
陵王  
納蘇利  
陵王  
納蘇利  
万歳楽  
蘇
合香 
陵王  
納蘇利  
秋
風楽 
賀
殿 
万歳楽  
蘇
合香 
陵王  
納蘇利  
秋
風楽 
賀
殿 
陵王  
納蘇利  
陵王  
陵王 
 
 
 抜
頭 
万歳楽  
地
久 
散
手 
狛
桙 
五
常楽 
胡
蝶楽 
桔
桿 
納蘇利  
  陵王  
『
御』 
『
小』 
『
小』 
『
小』 
『
小』 
『
小』 
『
小』 
『
小』 
『
小』 
『
小』 
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［表三］『御遊抄』にみえる十二世紀までの唐楽・催馬楽の演奏記録と「呂」「律」  
 ※『御遊抄』は、『続群書類従 
第十九輯下 
管絃部』（続群書類従完成会 
一九五八）に拠った。 
  
                                          
一〇九六 
一〇八九 
一〇八七 
一〇七四 
一〇六八 
一〇四六 
一〇三六 
一〇一二 
九五一 
九四七 
九〇六 
  
西暦  
嘉保三年 
二月二十三日 
寛治三年 
正月十一日 
寛治元年 
十一月二十二日 
承保元年 
十一月二十三日 
治暦四年 
十一月二十四日 
永承元年 
十一月十七日 
長元九年 
十一月十九日 
寛弘九年 
十一月二十四日 
天暦五年 
正月二十三日 
天暦元年 
正月二十三日 
延喜六年 
十一月七日 
    
実施日  
臨時御会 
朝覲行幸 
清暑堂 
清暑堂 
清暑堂 
清暑堂 
清暑堂 
清暑堂 
内宴 
内宴 
宇多
天
皇
四十御賀 
行事  
安名尊 
席田 
鳥破急 
安名尊 
鳥破 
胡飲酒 
席田 
安名尊 
鳥破 
席田 
安名尊 
鳥破 
美濃山 
武徳楽 
竹河 
安名尊 
鳥急 
美濃山 
安名尊 
安楽塩 
美濃山 
安名尊 
安楽塩 
美濃山 
安名尊 
鳥破 
美濃山 
安名尊 
春鶯囀 
席田 葛城 
春鶯囀 
席田 
酒清司 
安名尊 
  
呂  
青柳 
 
万歳楽 
青柳 
廻惣 
抜頭 
伊勢海 
万歳楽 
 「律之無」
 「律之無」
「律之無」
     
律  
一一一〇 
一一〇九 
一一〇八 
一一〇八 
一一〇八 
一一〇八 
一一〇七 
一一〇五 
一一〇五 
一一〇五 
一〇九六 
天永元年 
二月二十四日 
天仁二年 
四月二十七日 
天仁元年 
十一月二十三日 
天仁元年 
十一月十八日 
天仁元年 
？月？日 
天仁元年 
十月二十日 
嘉承二年 
三月六日 
長治二年 
三月五日 
長治二年 
正月五日 
長治二年 
三月五日 
永長元年 
三月十一日 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
清暑堂 
清暑堂 
拍子合 
 
清暑堂 
拍子合 
 朝覲行幸 
朝覲行幸 
中殿御会 
朝覲行幸 
中殿御会 
中殿御会 
安名尊 
鳥破 
安名尊 
鳥破 
鳥急 
安名尊 
鳥破 
席田 
 
鳥急 
賀殿急 
 安名尊 
鳥破 
席田 
 
鳥急 
賀殿急 
安名尊 
鳥破急 
 安名尊 
鳥破 
鳥急 
桜人 
鳥破 席田 
鳥急 
賀殿急 
安名尊 
鳥破 席田 
鳥急 
此殿 
鳥破  
席田 
鳥急 
安名尊 
鳥破 席田 
鳥急 
安名尊 
鳥破 
此殿 
鳥急 
席田 
賀殿急 
青柳 
万歳楽 
更衣 
万歳楽 
三台急 
伊勢海 
伊勢海 
「無律」 
伊勢海 
万歳楽 
青柳 
万歳楽 
五常楽急 
青柳 
万歳楽 
更衣 
三台急 
青柳 
万歳楽 
三台急 
青柳 
万歳楽 
更衣 
三台急 
伊勢海 
万歳楽 
 
廻惣 
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一一二五 
一一二四 
一一二三 
一一二三 
一一二〇 
一一一九 
一一一八 
一一一七 
一一一六 
一一一四 
一一一三 
一一一二 
天治二年 
正月三日 
天治元年 
正月五日 
保安四年 
十一月二十日 
保安四年  
九月二十五日                    
保安元年 
二月二日 
元永二年 
二月二十一日 
元永元年 
二月十日 
永久五年 
三月七日                    
永久四年 
二月十九日 
永久二年 
二月十日 
永久元年 
正月八日 
天永三年 
二月十三日 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
清暑堂 
清暑堂 
拍子合 
 朝覲行幸 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
安名尊 
鳥破 
席田 
賀殿急 
新年 
鳥破  
席田 
安名尊 
鳥破急 
賀殿急 
 安名尊 
席田 
安名尊 
鳥破 
席田 
鳥急 
安名尊 
鳥破  
席田 
鳥急 
安名尊 
鳥破 
安名尊 
鳥破  
席田 
鳥急 
安名尊 
鳥破  
席田 
鳥急 
安名尊 
鳥破 
席田 
鳥急 
安名尊 
鳥破 
鳥急 
安名尊 
鳥破 
本滋 
鳥急 
万歳楽 
更衣 
 
三台急 
青柳 
五常楽急 
伊勢海 
万歳楽 
 
五常楽 
伊勢海 
万歳楽 
更衣 
 
三台急 
五常楽急 
 青柳 
万歳楽 
更衣 
万歳楽 
青柳 
万歳楽 
三台急 
青柳 
万歳楽 
青柳 
万歳楽 
伊勢海 
万歳楽 
五常楽急 
伊勢海 
万歳楽 
青柳 
万歳楽 
三台急 
一一三八 
一一三七 
一一三六 
一一三五 
一一三四 
一一三三 
一一三二 
一一三一 
一一三〇 
一一二九 
一一二七 
一一二六 
保延四年 
正月二日 
保延三年 
正月四日 
保延二年 
正月五日 
保延元年 
正月四日 
長承三年 
正月五日 
長承二年 
正月二日 
長承元年 
正月二日 
天承元年 
正月二日 
大治五年 
正月十一日 
大治四年 
正月二十日 
大治二年 
正月三日 
大治元年 
正月二日 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
安名尊 
鳥破  
席田 
鳥急 
安名尊 
鳥破 
席田 
安名尊 
鳥破 
席田 
安名尊 
鳥破 
席田 
安名尊 
鳥破 
席田 
新年 
鳥破 
鳥急 
賀殿急 
新年 
鳥破 
新年 
鳥破  
美作 
安名尊 
鳥破 
席田 
賀殿急 
安名尊 
鳥破 
席田 
賀殿急 
新年 
鳥破  
席田 
賀殿急 
安名尊 
鳥破 
席田 
青柳 
万歳楽 
更衣 
五常楽急 
青柳 
万歳楽 
更衣 
万歳楽 
五常楽急 
更衣 
万歳楽 
五常楽急 
万歳楽 
更衣 
五常楽急 
青柳 
万歳楽 
三台急 
青柳 
万歳楽 
青柳 
万歳楽 
三台急 
万歳楽 
更衣 
五常楽急 
更衣 
万歳楽 
青柳 
万歳楽 
三台急 
万歳楽 
更衣 
三台急 
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一一六八 
一一六八 
一一六八 
 
一一六五 
一一六三 
一一五九 
一一五八 
一一五五 
一一四六 
一一四三 
一一四二 
一一四二 
仁安三年 
十一月十四日 
仁安三年 
十一月十日 
仁安三年 
正月二日 
永万元年 
正月二日 
長寛元年 
正月二日 
保元四年 
正月二十一日 
保元三年 
正月二十二日 
久寿二年 
十一月二十五日 
久安二年 
二月一日 
康治二年 
正月三日 
康治元年 
十一月十七日 
康治元年  
十月十八日 
清暑堂 
拍子合 
 清暑堂 
拍子合 
 臨時客 
朝覲行幸 
朝覲行幸 
内宴 
内宴 
清暑堂 
朝覲行幸 
 
朝覲行幸 
清暑堂 
清暑堂拍
子合  
安名尊 
鳥破 
美濃山 
鳥急 
安名尊 
鳥破 
美濃山 
鳥急 
安名尊 
席田  
眉止女 
  新年 
鳥破  
席田 
安名尊 
鳥破 
美作 
賀殿急 
安名尊 
鳥破 
席田 
賀殿急 
鳥急 
美作 
安名尊 
鳥破 
美濃山 
賀殿急 
安名尊 
鳥破 
美作 
賀殿急 
安名尊 
鳥破  
席田 
鳥急 
安名尊 
鳥破 
席田 
鳥急 
安名尊 
鳥破 
席田 
鳥急 
本滋 
賀殿急 
伊勢海 
万歳楽 
刺櫛 
三台急 
更衣 
五常楽 
万歳楽 
更衣  
更衣 
万歳楽 
更衣 
青柳 
万歳楽 
更衣 
三台急 
五常楽急 
伊勢海 
万歳楽 
更衣 
三台急 
五常楽急 
伊勢海 
万歳楽 
青柳  
五常楽急 
更衣 
 
伊勢海 
万歳楽 
五常楽急 
青柳 
万歳楽 
更衣 
五常楽急 
青柳 
万歳楽 
五常楽急 
 伊勢海 
万歳楽 
五常楽急 
伊勢海 
 
万歳楽 
五常楽急 
更衣 
 
三台急 
  
甘州 
一一八四 
一一八四 
一一八三 
一一七八 
一一七七 
一一六八 
元暦元年 
十一月二十日 
元暦元年  
十一月十五日 
寿永二年 
正月二日 
治承二年 
六月十七日 
治承元年 
十二月二十六日 
仁安三年 
十一月二十四日 
  清暑堂 
清暑堂 
拍子合 
 臨時客 
  
中殿御会 
 御袴着 
清暑堂 
安名尊 
鳥破 
美濃山 
鳥急 
此殿  
眉止女 
席田 
賀殿急 
安名尊 
席田  
眉止女 
安名尊 
鳥破 
席田 
賀殿急 
安名尊 
席田  
安名尊 
鳥破 
美濃山 
鳥急 
 伊勢海 
万歳楽 
庭生 
万歳楽 
  伊勢海 
万歳楽 
五常楽急 
青柳 
万歳楽 
更衣 
三台急 
五常楽急 
刺櫛 
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第二章  
「祭の使」巻と「菊の宴」巻の催馬楽
引用  
       
       
「声振り」に注目して
  
   
  
 
一、
はじめに  
 
催
馬楽
は、平
安期
に流
行し
、貴
族た
ち
に愛
唱
さ
れ
た
宮
廷
歌
謡で
ある
。『
源
氏
物
語
』に
お
い
ては
、「梅
枝
」、「竹
河」、「
総角
」、「
東屋」と
いっ
た
催馬
楽の
曲
名
が
巻名
にも
なっ
てお
り、延
べ
二
十三
曲
もの
催馬
楽の
引用
が
確
認
でき
る
⑴。一
方、『源
氏
物語
』よ
り
も
、やや
先行
し
て成
立し
たと
み
られ
る『
う
つ
ほ
物
語
』に
お
い
て
は
、延
べ四
曲
の
催
馬
楽の引
用
が
確
認
で
き
る
。『源
氏物
語』と比
較す
る
と引
用
さ
れ
て
い
る
曲
数は少
な
い
が、「祭
の使
」巻
、及
び「菊の
宴」巻
に
は、
作中
人
物が
催馬
楽
の
「
声 こわ振 ぶ
り」
を
用
い
て
和
歌
を「
歌う
」と
い
う、
同時
代の
他
の
文
学
作
品
に
は
み
ら
れ
な
い催
馬楽
の引
用場
面
があ
り、
注
目
さ
れ
る。 
 
本
章で
は
、こ
の特
徴
的
な『
う
つほ
物語
』の催
馬
楽の
引用
に
つい
て
考
察
す
る
。「
声
振り
」は
同
時
代の
文
学作
品に
お
い
ては
他に
み
られ
ない
語で
ある
。そ
の
た
め
、
二
節
で
は
中
世の
楽
書も
参照
しな
が
ら
、催
馬楽
の「
声振
り
」を
用
いて
和歌
を
歌う
と
い
う
行為
につ
いて
考察
を
加
え
る。
三節
、四
節
では
、そ
れ
ぞ
れ「
祭の
使
」巻
と「
菊の
宴
」
巻
に
お
ける
「声
振り
」に
よる
催
馬楽
引用
を具
体
的に
検
討
し
て
いく
。
用
い
ら
れ
る
催
馬楽
の詞
章内
容
に注
目す
る
こ
と
で
場面
の
新
た
な
解
釈を
試
み
、
引用
さ
れ
た
催
馬楽
が
、物
語の
展開
と示
唆的
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
とを
指
摘し
たい
。ま
た、「
声振
り
」は
、音
声
によ
って
、聞き
手
であ
る
作
中
人物
に催
馬楽
の詞
章
が
伝
わる
とい
う展
開
を可
能に
し、
巧み
な
和
歌
のや
り
と
りに
繋が
って
い
ると
考え
ら
れ
る
。 
  
  
 
 
  
  
 
二、
催馬楽の「声振り」 
 
『
うつ
ほ
物語
』に
おい
て
確
認
で
き
る
「
声
振
り」
の語
は
、
次
の傍
線部
の計
三例
であ
る
。 
  
①
左大
将
⑵のぬ
し
、河 かはのあ
なた
よ
り
、を
か
しき
小 こ
船 ふね、興
あ
る
さ
まに
調 てうじ
て
つ
く
り、おは
しき
（
お
か
し
き
カ
） 
  
もの
を、興 けうあ
るこ
へい
して
し
て
⑶、かは
らけ
と
り
て、
侍
従
（侍従にカ）高麗
こ
ま
の
楽 がくせ
させ
て
わた
り給 
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ふ。右
大
将
（右大将のカ）お
とど
、かぎ
りな
く
喜
び
給
ひ
て
、河面
か
は
づ
らに
、右
の
つ
か
ひ
（
つ
か
さ
カ
）のあそ
びと
（
あ
そ
び
び
と
カ
）、殿
上人
、 
  
君だ
ち
ひと
りゐ
て
（
ひ
き
ゐ
て
カ
）
、あ
そ
び
て
待 ま
ち給
ふ
と
て
、「
大君
お
ほ
き
み来 き
ま
さ
ば
」と
い
ふ
声 こわ振 ぶ
りに
、か
う歌 
  
ひ給
ふ
。 
底深
き淵
を
渡る
は
水 み
馴 な
れ棹
長
き
心
も人
や
つく
ら
む 
左大
将の
ぬ
し、「
伊勢
い
せ
の
海 うみ」
の
声 こわ振 ぶ
りに
、 
人は
いさ
わ
がさ
す
棹
の
及
ばね
ば
深 ふかき心
をひ
と
り
とぞ
思ふ 
とて
渡り
て
、左 ひだり右遊
び
て
着
き並
み
給
ひ
ぬ
。  
 
 
  
（祭
の
使 
二三
三
～
二三
四頁） 
  
②
この
家 いへに
入 い
り給
て見
入 い
るれ
ば
、
籬 まがきの尾
花
、色
深き
袂 たもとにて
、折れ
返り
招
く。源
宰相
、思 おぼ
すこ
とは
な
らず
、
年
ご
ろ
の
妻
子
め
こ
は、
い
か
に
し
け
む
方 かたも知
らで
、よ
ろ
づ
に
あ
は
れに
思 おもほ
ゆれ
ば、 夕暮
れの
籬 まがきに
招く
袖見
れば
衣 きぬ縫ひ
着せ
し
妹 いもか
と
ぞ
思
ふ 
「
妹 いも之 が
門 かど」の
声 こわ振 ぶ
りに
、北
の方
聞き
給て
、…
… 
 
  
  
  
（
菊
の
宴 
三
七
七
頁） 
 本文
①で
は
、催
馬楽「
我
家」と催
馬
楽「
伊勢
海
」、本文
②
で
は
、催
馬楽「
妹
之門
」の「声
振り
」が
作
中人
物に
よっ
て
用
い
ら
れ
て
い
る。
それ
ぞれ
の
詞
章
は左
に掲
げる
通り
であ
る
。 
  
我 わ
家 いへは 
帷
帳
とば
りちゃうも 
垂れ
たる
を 
大君
来ま
せ 
聟 むこにせむ 
御肴
み
さ
か
なに 
何
よけ
む 
鮑 あはび栄螺
さ
だ
を 
 
か 
石陰
子
か
せ
よけ
む 
鮑 あはび栄螺
さ
だ
を
か 
石陰
子
か
せ
よけ
む 
  
 
  
  
  
（催
馬楽「我
家」） 
  
伊
勢の
海
の 
きよ
き渚
に 
潮間
し
ほ
が
ひに 
な
のり
そや
摘
ま
む 
貝
や
拾
はむ
や 
玉や
拾は
や 
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
 
（
催馬
楽「
伊
勢
海
」） 
 
  
妹 いもが
門 かど 
夫 せなが
門 かど 
行 ゆ
き過
ぎ
か
ね
てや 
我
が
行 ゆ
かば 
肘 ひぢ笠 かさの 
肘 ひぢ笠 かさの 
雨
も
や
降
らなむ 
 
  
しで
田 た
長 をさ 
雨宿
り 
笠宿
り 
宿り
て
まか
らむ 
し
で
田 た
長 をさ   
 
（
催
馬
楽
「妹
之門」） 
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さ
て、「
声
振
り
」
は
、
同
時
代
に用
例
が確
認で
きな
い
語
で
あ
り
、『う
つ
ほ
物
語
』
の
諸注
釈
に
お
い
て
も
、「
歌
う
時
の
声
の
調
子
」
⑷以
上
の
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
近
年
、
山
田
貴
文
⑸
が当
該場
面
につ
い
て
考
察
して
おり
、「
声
振り
」につ
いて「
和歌
を催
馬
楽
の
曲
にの
せ
て
歌
う
表
現
」と
捉え
、「
催
馬
楽
に
の
み「
声
振り
」で
和
歌
を
乗
せる
こと
が
可能
だった
」と推
測し
て
いる
が
、
論
拠
が
示
さ
れ
て
いな
い。 
 
そ
こで
、時
代は
下っ
て
しま
う
の
だ
が
、中
世の
楽
書の
記述
を
手掛
かり
に
、検討
を
試
み
たい
。
楽家
の藤
原
孝道（一
一六
六
一二
三
七）が娘
に書
き与
え
た
楽
書『
残夜
抄』 ⑹に
は
、こ
の「
声
振
り
」
の
語
が
み
える
。 
   
楽と
い
ふは
。か
ら
く
に
の
歌は
詩
也。
この
朝の
すな
は
ち
雑
芸神
楽。
催馬
楽。
風俗
。
をよ 
  
び雑
芸
。白
拍子
。
ち
な
い
らこ
ま
でも
。こ
のよ
しあ
ひ
お
な
じ。
か様
にこ
ゑ〴
な〵
る
から 
  
くに
の
歌の
こは
ぶ
り
を
う
つし
ま
ねび
たる
をが
くと
は
い
ふ
なり
。…
…
大
嘗会
には
和
歌所 
  
いは
い
の歌
をよ
み
た
て
ま
つり
た
るを
風俗
歌に
くだ
し
て
歌
のふ
りを
つけ
て。
其歌
の
こは 
  
ぶり
に
随て
。悠
紀
主
基
の
楽人
楽
を作
たる
にて
。左
右
舞
人
まひ
を作
るべ
きと
かや
。
…… 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
（『
残
夜
抄』） 
  
こ
こで
は、「
か
ら
く
に
の
歌
」（
＝
漢詩
）の
「
声
振
り
」
を
模
倣
し
たも
のが
「楽
」
で
ある
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
践
祚
大
嘗
祭
に
お
い
て
、
悠
紀
国
・
主
基
国
が
奉
る
悠
紀
主
基
風
俗
歌
⑺に
つ
いて
は、
和
歌所
で
詠
ま
れ
た和
歌
を
風
俗所
に
下
し
て
「歌
の振
り
」
を
つけ
、さ
らに
、
そ
の
「声
振
り
」
に
基
づ
い
て、
音楽
や舞
を作
る
とい
うこ
と
が
行
わ
れ
て
い
たと
示さ
れて
い
る
。 
 
「振
り」とは
、中
世
に
おい
て、歌
謡
に関
す
る記
述に
散見
さ
れる
語で
あ
る
。「
振り
」は
、歌
唱の
際の
様
な々
声の
技
法
を指
し、
そ
こに
は
、
次
の
よう
に
音
程
の取
り方
（変
え
方
）等
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る。 
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稽古
の
みた
ざる
も
の
は
、
何も
一
様に
唱も
のな
り。
一
首
〳
に〵
心を
いれ
て唱
をり
は
、そ 
  
のふ
り
いで
にき
。
た
と
へ
ば、
応
保二
年正
月廿
二日
よ
り
精
進、
同月
十二
日に
新宮
参
詣の 
  
をり
、資
賢
神
楽
唱
つ
い
で
に
、催
馬
楽の
伊
勢
海
を
唱
に
、せ
の
ふし
たゞ
ふ
り
に
あ
ふ
し
て
唱
。 
  
道家
は
よく
しり
て
あ
り
。
資賢
は
いま
だ哥
の玉
やひ
ろ
は
ん
の甲
替句
をし
らず
。な
ら
はず 
  
して
、
通家
の声
に
つ
き
て
、幾
た
びも
唱け
れば
、其
の
ふ
り
いで
きて
、聞
しに
、同
く
目出 
  
度う
た
はれ
たり
き
。  
  
 
  
    
  
  
 
 
（『
梁
塵
秘抄
口
伝
集
』巻
十
一） 
  
こ
の
『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』
巻
十
一
⑻に
み
え
る
記
述
に
は
、
源
資
賢
（
一
一
一
三
一
一
八
八
）
が
催馬
楽「
伊
勢海
」に
通
じ
てお
らず
、
詞章
の「
玉
や
ひ
ろ
は
ん
」
の、
音程
を高
くす
る部
分
を
知
らな
か
っ
た
が
、
息
子
の
通
家
（
一
一
三
三
一一
六七
）の
歌
声
に
つい
て何
度も
歌っ
てい
る
う
ち
に
、そ
の「振
り
」を習
得
した
、と
あ
る
。こ
こ
から
も、「
振
り
」は
、そ
の
歌
謡
の
歌
唱パ
ー
ト
特
有の
旋律
を
含み
こん
だ概
念で
あ
る
と
確
認
で
き
よう
。 
 
『
うつ
ほ
物語
』の
三
例
にお
いて
「
声振
り」
は
、「「伊
勢
海
」の
声振
り
」
の
よ
う
に
、
個
々
の
曲に
対し
て
用い
られ
て
い
る。
これ
ら
の「
声振
り
」
も
、
歌
唱
の
旋律
を含
めた
、そ
れぞ
れ
の
曲
の特
徴
的
な
歌
い
方
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れる
。つ
まり
、当
該
場面
に
お
い
て
、
作
中人
物
た
ち
は、聞
き手が
、それ
が催
馬楽
のど
の
曲か
聞い
て
分
か
る
よう
、「
替え
歌」の
よ
うに
自
作
の
和歌
を歌
って
い
ると
解釈
でき
る。 
 
な
お、
催
馬楽
の曲
の
レ
パー
トリ
ー
が、
この
よ
う
な
「
替え
歌
」
か
ら
増
え
て
いっ
たの
で
はな
いか
とい
う
可能
性
に
つ
い
ては
、近年
、ステ
ィ
ヴー
ン・Ｇ・ネ
ルソ
ン
⑼や本
塚
亘
⑽ら
に
よ
って
、
音楽
的
見
地
か
ら
の
研
究
が
進め
られ
て
いる
。特
に本
塚は
、『
う
つ
ほ物
語』にお
ける
本文
①
の「
声
振
り
」の
用
例に
つい
て
、
引用
され
て
いる
催馬
楽「
我家
」と
「
伊
勢
海
」
の
詞
章
が
、共
に
五音
と七
音の
詞
章か
ら成
っ
て
おり
、和
歌
の音
数
律
に
近
いこ
とに
注
目
し
て
い
る。
この
こ
と
か
ら、
催
馬
楽
の
詞
章
に
「
和
歌
の
形
式
」
が
内
包
さ
れて
いれ
ば、
和
歌
を
催馬
楽の
節を
付け
て
歌
う
こと
が出
来た
の
では
ない
かと
推測
す
る
。本
塚は
、試
み
と
し
て「
祭
の
使」巻
に
お
け
る「
我
家」、な
らび
に「
伊
勢海
」の
詞章
と
、
作
中
和
歌
と
の対
応を
次の
よう
に
示
し
て
い
る
。 
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我家
は  
  
  
  
〔底
深
き〕 
  
帷帳
も  
  
  
  
〔淵
を
渡る
は〕 
  
垂れ
た
るを  
  
  
〔水
馴
れ棹
〕 
  
大君
来
ませ  
  
  
〔長
き
心も
〕 
  
婿に
せ
む 
  
  
  
〔人
や
つく
らむ
〕 
  
（御
肴
に何
良け
む
…
…
） 
   
伊勢
海
の 
  
  
  
〔人
は
いさ
〕 
  
清き
渚
に 
  
  
  
〔わ
が
さす
棹の
〕 
  
潮間
に  
  
  
  
〔及
ば
ねば
〕 
  
なの
り
そや
摘ま
む 
  
〔深
き
心を
〕 
  
貝や
拾
はむ
ヤ 
  
  
〔一
人
とぞ
思ふ
ヤ
〕 
  
玉や
拾
はむ
ヤ 
  
  
〔一
人
とぞ
思ふ
ヤ
〕 
  
さ
て、
本
塚論
では
、
本
文②
の「
声
振り
」の
例
は
言
及
され
て
い
な
い
。
し
か
し、
付け
加
える
なら
ば、「
菊
の
宴
」巻で
引
用さ
れ
て
い
る
催
馬
楽「
妹
之門
」も
ま
た、五
音と
七
音で
構成
さ
れた
詞
章
を持
っ
て
お
り
、和
歌
によ
る「替
え歌
」のし
易
い曲
だ
と
言
える
。例
え
ば
、次
の
よ
う
に「替
え歌
」に
な
る場
合の
詞章
の対
応
を
示
す
こ
と
が
でき
よう
。 
   
妹が
門  
  
  
  
〔夕
暮
れの
〕 
  
夫が
門  
  
  
  
〔夕
暮
れの
〕 
  
行き
過
ぎか
ねて
ヤ 
  
〔籬
に
招く
ヤ〕 
  
我が
行
かば  
  
  
〔袖
見
れば
〕 
  
肘笠
の  
  
  
  
〔袖
見
れば
〕 
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肘笠
の  
  
  
  
〔袖
見
れば
〕 
  
雨も
や
降ら
なむ  
  
〔衣
縫
ひ着
せし
〕 
  
しで
田
長 
  
  
  
〔妹
か
とぞ
思ふ
〕 
  
（宿
り
てま
から
む
…
…
） 
  
『う
つ
ほ物
語』の本
文
①
、本
文
②の
場
面
で
は、「
声振
り」に
よ
って
、自
作
和
歌
に
よ
る
催
馬
楽の
曲
の「
替え
歌
」が
な
さ
れ
てい
る
場面
だと
捉え
てよ
いと
考
える
。で
は
、『
う
つ
ほ物
語
』に
お
い
て、
こ
うし
た「
声
振
り」
を用
い
た催
馬楽
引用
はど
のよ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
いる
の
だろ
うか
。次
節
で一
場面
ずつ
検
討
して
い
き
た
い。 
   
  
 
三、「祭の使」巻に
おける「声振り」  
三
一、「大君来ま
さば」  
 
二
節で
掲
げた
本文
①
は
、桂
川で
源
正頼
主催
の
夏
神
楽
が行
わ
れ
る
中
で
の
一
場面
であ
る
。正
頼の
もと
へ
、兼
雅
・
仲
忠
らが
別
邸
の
桂
殿
か
ら
小舟
に乗
って
到
着す
る。
それ
を迎
え
る
源
正
頼
が
用
いる
の
が、
催馬
楽「
我家
」の
「
声振
り
」
で
あ
る。 
 
と
ころ
で、『
うつ
ほ物
語
』の
本
文で「大
君
来ま
さ
ば
」と
引用
され
てい
る
部
分
は
、現在
鍋島
家本
等で
確
認で
きる
詞章
では
、「
大
君
来ま
せ」と
な
って
いる
。しば
し
ば
、本
文の
誤り
か
と注
され
てい
る
箇所
だ
が
、『
源
氏物
語』「
常
夏」
巻
に次
の
よ
う
な
会
話
があ
る。 
  
③
「
…
…
まじ
り
も
の
な
く、
きら
き
らし
かめ
る中
に
、
大
君
だ
つ筋
にて
、か
たく
なな
り
とに 
  
や」
と
のた
まへ
ば
、「
来ま
さば
と
いふ
人も
侍り
け
る
を
」
と
聞こ
え給
ふ。「
いで
、そ
の御 み 
  
肴 さかなもて
は
やさ
れん
さ
ま
は
願
はし
か
らず
。…
…
」   
 
（
常
夏 
③二
二
八
～
二
二
九
頁
） 
  
本
文③
で
は、
光源
氏
が
玉鬘
に、
夕
霧と
雲居
雁
の
結
婚
を許
さ
な
い
内
大
臣
の
態度
につ
い
て、
夕霧
が「大
君」、す
な
わち
天皇
に連
な
る血
筋で
ある
から
頑
な
な
のだ
ろう
か
、と難
じた
の
に対
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し、玉
鬘
が催
馬楽「我
家
」を引
用
して
、「（
大
君
が
）来る
な
らば（
聟
に
し
た
い
）」とい
う
人
も
おり
ます
の
に、と応
じ
て
いる。「
来ま
さ
ば」と詞
章
が引
用さ
れ
てお
り
、『
う
つ
ほ
物
語』「祭
の
使
」巻
の表
現と
ほぼ
一
致
する
こと
が
注目
さ
れ
る
。『
うつ
ほ
物
語』「
祭
の
使
」巻
の
表
現
が
、『
源
氏物
語』「常
夏」巻の
表
現
に影
響を
与
えた
可能
性も
考
え
ら
れ
る
一方
、こ
れら
は、従来
指摘
さ
れる
よう
な
本文
の誤
り
で
はな
く、
平
安中
期に
おい
て「
大君
来
ま
さ
ば
」
と
い
う
詞
章の
バ
リア
ント
が存
在
した
こと
を
示
し
て
いる
と
も捉
えら
れる
ので
は
な
い
か。 
 
さ
て
、催
馬
楽「
我
家
」は
、他
に、「
蔵
開
上
」巻
の
場面
にお
い
ても
引
用
さ
れ
て
い
る
。こ
こ
で
、
「我
家
」
は
、源
正
頼
が
弾
正の
宮を
「
聟に
した
い」
と
い
う意
を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れて
い
る。 
  
④
これ
を、式
部
卿の
宮、
右 （左カ）のお
とど
、「い
と
め
で
た
し
。これ
、か
かる
聟 むこに
せ
ん
」と
思 おぼし 
  
て、
左お
と
ど
（
左
の
お
と
ど
カ
）、「
御 み
肴 さかなに
せ
ん
（何よけむカ）」と
、
箏 さうの琴 ことに
い
と
面
白
く
か
い弾き
給
ふ
。 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
（蔵
開上 
五三
三
頁
） 
 
 
 
「
我家
」の詞
章
の「
御肴に
何よ
け
む」以
下
の
部
分
は、「
大
君
」を「
聟
」に
しよ
うと
、暗に
女
性（
女性
器
）に
喩え
た
貝類
を次
々
と勧
める
内容
とし
て
解
釈
され
う
る
⑾。次
の
、『
源
氏物
語
』
「帚
木」
巻
では
、光
源
氏
が紀
伊守
に
対し
て、
接待
に
女
性を
要
求
す
る
と
い
う
冗談
めか
し
たや
りと
りで
「
我家
」
が
引
用
され
て
お
り
、少
な
く
とも
平安
中期
に
はこ
のよ
うな
解釈
が
成
り
立
っ
て
い
たこ
と
が
う
かが
える
。 
  
⑤
「と
ば
り帳
もい
かに
ぞ
は
。
さ
る
方
の
心
も
なく
ては
、
め
ざ
まし
きあ
るじ
なら
む」
と
のた 
  
まへ
ば、「何
よ
けむ
と
もえ
うけ
た
まは
らず
」と
、
か
し
こ
ま
りて
さぶ
らふ
。 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
（
帚木 
①
九
五） 
  
本
文①
で、正
頼
が「
聟
にせ
む
」と思
い、「御肴
に
」の
部
分
が引
用さ
れ
るの
も、自
身
の娘
を
弾
正
の
宮
に
勧
め
よう
とい
う正
頼の
思
惑を
示す
も
の
と
し
て
捉
え
られ
る。二
節
に
引
用し
た、「
祭
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の
使
」
巻
の
「
我
家
」
の
引
用
も
ま
た
、
従
来
の
注
釈
⑿で
は
、「
蔵
開
上
」
巻
の
例
と
同
様
、「
聟
に
せ
む
」
と
い
う
部
分
が響
か
せ
ら
れ
てお
り
、正
頼が
兼雅
を聟
と
し
て
歓迎
して
いる
もの
と
解
釈
され
てき
た。
し
かし
、一
方
で
、本
文①
の
例で
は、
直
接
引
用
さ
れ
て
いる
部分
が「
大君
来ま
さ
ば」
とい
う
詞
章
であ
る
点
が
注
目さ
れる
。同
じ
く
本
文
①
で「
声振
り」が
用い
ら
れ
て
いる「伊
勢海
」、
及び
本文
②
の「
妹之
門」にお
いて
、催
馬
楽は
いず
れも
曲
名
で
引
用さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「我
家
」
の
み
敢
え
て
この
詞
章
が
引
用さ
れ
るこ
とに
は、
何ら
か
の
意
図が
ある
と考
えて
良
い
の
では
ない
か。 
 
そ
こで
、こ
の「
大
君
来
ま
さ
ば
」と
い
う
詞
章
の
解釈
につ
いて
今
一度
確認
し
て
み
た
い
。「大
君」
の
語
は
、
平
安
中
期
ま
で
の
用
例
で
は
、
専
ら
天皇
、あ
るい
は
皇
子
、皇
孫に
対す
る尊
称
と
し
て用
いら
れて
い
る。「大
君」を
天皇
、皇子
、皇
孫
以外
の
人物
に用
い
る例
は、中
世
に入
るま
で
他に
全
く
みら
れ
ない。そ
れに
もか
かわ
ら
ず、こ
の
催馬
楽「我
家」の「
大君
」に
つい
ては
、『
梁
塵
後
抄
』
⒀を
は
じ
め
と
し
て
、
現
行
の
催
馬
楽
の
諸
注
釈
に
至
る
ま
で
、
し
ば
し
ば
、
単
な
る
「
高
貴
の
人
」
を
指
す
と
解
釈さ
れ
て
き
た
。こ
の
よ
う
な解
釈が
なさ
れて
き
た
の
は
、
催
馬
楽
が
元来
俗
謡
で
あり
、歌
い
手
は
庶
民
で
あ
っ
た
と
する
捉
え
方
が詞
章の
解
釈
の
前
提
にな
って
いる
ため
であ
ろ
う
。
庶
民
が
天
皇
や
天
皇
の
子孫
を「
聟
」に
す
る
と
い
う
の
は現
実
的
で
はな
いの
で、「
大君
」は
文
字
通
りの
「
天
皇
、皇
子
、
皇
孫
」の
意
味
で
は
な
い
と
いう
考え
に基
づ
いた
もの
と思
われ
る
。
だ
が、
貴
族
社会
の
中で
は天
皇
の
子孫
を「
聟
」に
する
とい
うの
は
十
分
あり
うる
こと
であ
り、
少
なく
とも
、平
安
中期
の作
り
物
語の
中で
引
用さ
れた
催
馬
楽
「
我
家
」
の「
大君
」は
、
天
皇の
血
を
引
く人
物
に
用
い
る
こ
と
ばと
して
捉え
て
よい
ので
はな
い
か
。例
えば
、『
源氏
物
語
』に
は、先に
挙
げた
場面
の
他に
、「
若
菜
上
」巻
にお
いて
、次
の
よ
う
に、光
源
氏
と
女
三の
宮の
結婚
に関
連
する
「我
家
」の
引用
が
ある
。『
源氏
物
語
』に
お
け
る「我
家
」の
引用
では
、い
ず
れ
も
詞
章
の「
大
君
」
が、
光源
氏
、あ
るい
は
夕
霧と
重ね
ら
れて
お
り
、
皇
統の
人物
に
用
い
る尊
称と
して
の
意
味
が強
く
意
識
さ
れ
て
い
ると
言え
る。 
  
⑥
ただ
人
にお
はす
れば
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
限
り
あり
て、
内
裏
参
りに
も似
ず、
聟の
大君
と
いは 
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むに
事
違 たがひて
、め
づ
ら
し
き
御仲
の
あ
は
ひど
もに
なむ
。  
    
（
若
菜
上 
③六
二
頁
） 
  
さ
て、『
う
つ
ほ
物
語
』「
蔵開
上」
巻
の例
にお
い
て
、
正
頼が
「
大
君
」
で
あ
る
弾正
の宮
に
「我
家」を
歌い
掛け
るの
は
、ま
さ
しく
詞
章の
通り
と言
える
。しか
し、「祭
の使
」巻で
正
頼
が
迎
え
て
い
る藤
原
氏
の
兼雅
は
「
大
君
」に
は
当た
らな
い。
確か
に
、
兼
雅は
その
身分
から
、
あ
て
宮の
有力
な聟
候
補と
して
正頼
に
尊
重
さ
れ
⒁、「
嵯峨
の院
」巻
で
は
、兵
部
卿の
宮、すな
わち「大
君」
と並
べ
て
名
を挙
げ
ら
れ
る
ほど
であ
る
。 
  
⑦
「こ
ゝ
にも
、そ
れを
な
む
思
ふ
。
兵
部
卿
宮
、右
大将
な
ど
は
、た
だ人
にて
も、
こと
も
なき 
  
人に
こ
そあ
めれ
、…
…」   
  
   
 
  
  
 
  
  
（
嵯
峨
の
院 
一
八七） 
  
た
だし
、
本文
⑦で
も
、
兼雅
はあ
く
まで
「た
だ
人
」
と
称さ
れ
、
皇
統
と
は
区
別さ
れて
捉
えら
れて
いる
。
本文
①
に
お
い
て、
正
頼
が
兼
雅
を
「
我家
」の
詞章
の
「大
君」
に重
ねる
か
の
よ
う
な
「
声
振り
」を用
い
た
と
い
うの
は
、ど
のよ
うに
解
さ
れる
べ
き
だ
ろ
う
か
。こ
こ
で
、「
祭
の使
」巻
が、
既に
あ
て宮
求婚
譚
の
結末
に向
け
、求
婚
者
と
し
ての
親王
た
ち
の
存在
を強
調す
る
こ
と
に筆
を
割
く
巻
で
あ
る
こと
に
留
意
し
たい
。
本
文
①の
直後
にも
、
兵
部
卿の
宮の
参列
に続
い
て
、
春宮
から
あて
宮
へ文
が届
く場
面
が
挿
入
さ
れ
る
。 
 ⑧又
、兵
部卿
の
親
王
み
こ
も、
御 おほむ祓 はらへし
に、同
じ
き
河
原
か
は
ら
に出 い
で給
へ
る
を
、喜び
て、おほ
むか
へ
（
お
ほ
む
む
か
へ
カ
）
して
、同
じ御
前 まへに着
き
ま
ひ
ぬ
（たまひぬカ）。か
かる
ほど
に
、春宮
よ
り、蔵人
を御
使
ひに
て、かく聞
こえ
給へ
り
。 
  
  
う
ちは
へて
我に
つ
れ
な
き
君
な
れ
ば今
日の
禊 みそぎもか
ひな
か
るら
ん 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
（祭
の
使 
二三
四
頁） 
  
あ
て宮
求
婚譚
にお
い
て
、春
宮を
は
じめ
、多
く
の
親
王
たち
の
優
位
性
に
つ
い
ては
既に
先
行研
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究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
室
城
秀
之
⒂は
、
物
語
の
論
理
と
し
て
も
、
正
頼
の
思
惑
と
し
て
も
、
あ
て
宮
の春
宮入
内
とい
う求
婚
譚
の結
末は
決
定さ
れて
お
り
、
求
婚
譚
は
春宮
と「
上達
部・
親王
た
ち
」
の争
い
と
し
て
語
ら
れ
て
い
ると
論じ
る
。ま
た、「祭
の
使」巻
は、涼
が
求
婚
者と
し
て
、初
め
て
あ
て
宮
に和
歌
を贈
る場
面
（
祭の
使 
二
〇五
）が
描か
れ
る
巻
で
も
ある
。次
巻の
「吹
上上
」
巻に
お
け
る
涼
登
場
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
様
々
に
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
高
野
英
夫
⒃は
、
仲忠
を
相
対
化
し
、求婚
譚の
敗
者と
する
ため
に、皇統
の
涼の
登場
が
必
要
と
さ
れた
と論
じる
。「上
達部
」で
あ
る兼
雅は
、身分
の
上で
は
、む
し
ろ
仲
忠
よ
りも有
力
な求
婚者
で
あ
る
と
も
言え
るが
、仲忠
同様
、
「
た
だ人
」ゆ
え
に
勝
者
に
はな
り得
な
い存
在で
ある
。「大
君が
来る
な
ら
ば
、聟
に
し
たい
」と
い
う催
馬楽
「
我家
」の
「
声
振り
」を
、
正頼
が、
決
し
て
「
大
君
」
たり
得な
い「
ただ
人」
の
兼
雅
に対
し
て
用
い
る
と
い
う
表
現
は
、
求
婚
譚
に
お
け
る「
大君
」の
優
位性
を
示
唆
す
る
も
のと
し
て
機
能
す
ると
と
もに、「
ただ
人
」で
ある
兼雅・仲
忠
の敗
北を
予
想
す
る読
者に
とっ
て、痛烈
な皮
肉
とし
て読
み
取ら
れる
よ
う
企
図
され
て
いる
ので
はな
いか
。 
  三
二、「声振り」
を用いた和歌のやりとり  
 
次
に、「
声
振
り
」
と
共
に
歌
わ
れる
、
正頼
と兼
雅の
和
歌
に
つ
い
て検
討し
てみ
よう
。ま
ず
は、
正
頼
の
詠
歌
を
再
掲
す
る。 
  
底
深き
淵
を渡
るは
水 み
馴 な
れ棹
長き
心
も
人
や
つ
く
ら
む 
  
  
 
（
祭
の
使 
二
三
三
頁
） 
 こ
の
歌
に
つ
い
て
、
先
行
の
注
釈
で
大
き
く
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
の
は
、「
人
」
の
解
釈
で
あ
る
。
大別
して
、「
人」
を
「兼
雅
」と
する
も
の
⒄と
「
人々
」と
する
も
の
⒅が
あ
る。
た
だ
し
、「人
々
」
とす
る注
釈
では
、具
体
的
にど
のよ
う
な「
人
々
」
な
のか
、明
確
に
さ
れて
いな
い。
歌
が
詠
まれ
た
場
面
の
状
況
を
考え
ると
、今
ま
さ
に
小
舟
で
河
を
渡
っ
て
来て
い
る
の
は
兼
雅で
あ
り、「
人
」は
兼
雅を
指し
て
いる
と解
釈
す
べき
であ
ろ
う。
前述
の
よ
う
に
、
催
馬
楽「
我家
」の
詞章
は、
か
なり
猥雑
か
つ
好
色な
内
容
と
解
釈さ
れて
い
た可
能性
が高
い
。ま
た、「長
き
心
も
人
や 、つ
く
ら
む 、、」とい
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う表
現に
は
、本
当
に
「
長
き心
」
が
備
わっ
て
い
るの
だろ
うか
、
と
い
う相
手へ
の軽
い
疑
い
が込
め
ら
れ
て
い
る
と
みら
れ
る
。
こ
れら
を
考慮
すれ
ば、
この
歌
は
「
あだ
人」
の兼
雅を
か
ら
か
いつ
つ、あ
て宮
への
誠
実さ
を
試し
てい
る
内容
とし
て、「
底
の
深
い
淵
を渡
ると
いう
こと
は
、水
底を
突く
ほど
長
い水
馴棹
の
よ
うに
、長
く
慣れ
親し
んで
も
変
わ
ら
な
い誠
実な
心も
、人
（＝
兼
雅）
は身
に付
け
てい
る
の
で
し
ょう
か」
と
解釈
でき
ると
考え
る。 
た
だ
し
、
こ
こ
で
、
今
一
度
こ
の
和
歌
が
、「
大
君
が
来
る
な
ら
ば
聟
にし
た
い
」
と
い
う
内
容
の
催
馬
楽
「我
家
」の
「声
振
り
」で
歌わ
れ
たこ
とを
考え
併せ
たい
。
自
身
が
「
大
君
」
に
当て
は
まら
ない
とい
う
こと
から
、
聞
き手
の兼
雅
にと
っ
て
は
、
正
頼
の歌
の
「
人
」
に
は、
春宮
を
は
じ
めと
し
た
求
婚
者
の
親
王
た
ちの
存在
が想
起
され
てく
る
の
で
は
な
い
か
。そ
れ
ゆえ
、兼
雅
は
催馬
楽「
伊
勢海
」の
「
声振
り」
を用
いて
、
次
の
よ
う
な
歌
を返
した
もの
と
考え
ら
れ
る
。 
  
人
はい
さ
わが
さす
棹の
及
ば
ね
ば
深
き
心
を
ひ
とり
とぞ
思ふ 
  
（祭
の使 
二
三三
頁） 
 
 
 
「
伊勢
海
」が
用い
ら
れ
るこ
とに
つ
いて
は、
先
行
の
注
釈書
に
お
い
て
、「「
我
家」
の歌
詞
に貝
の名
を列
挙
する
の
を
承
け
て、「
貝
や拾
はむ
や
」と
応
じ、「
玉
や拾
はむ
や
」
に
あ
て
宮
を望
む気
持
ち
を
寓
し
た
も
の
」
⒆の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。「
伊
勢
海
」
も
ま
た
、「
玉
」
や
「
貝
」
を
女
性
に
寓
し
た
、
色
恋
に
引
き
つ
け
た
解
釈
を
さ
れ
得
る
詞
章
を
持
ち
⒇、
こ
の
解
釈
は
妥
当
であ
ろ
う
。
催
馬楽「
我家
」が
貝類
を勧
める
のに
対
して
、催
馬
楽「
伊
勢
海
」は
、「
貝
や
拾
は
む
」の
後に「
玉
や
拾
は
む
」
と
い
う
歌
詞が
続く
。こ
こ
には
、「
貝だ
け
では
な
く
、
玉（
＝あ
て宮
）
も
拾い
た
い
」
とい
う意
が
仄め
かさ
れ
て
いる
と考
え
られ
る。
そ
の
上
で、『
後
撰
和
歌
集
』に
は
、「長
き
心」
と
「伊
勢海
」
がと
もに
詠
み
込
ま
れた
次
の和
歌が
収め
られ
て
い
る
こと
が注
目さ
れる
。 
   
  
心
みじ
かき
やう
に
き
こ
ゆ
る
人
な
りと
いひ
けれ
ば 
 
  
伊勢
の
海に
はへ
て
も
あ
ま
るた
く
なは
の長
き心
は我
ぞ
ま
さ
れる 
 
  
  
 
  
  
  
  
  
（『
後撰
和歌
集
』巻第
九 
恋
一 
五
七
九 
よ
み
人し
ら
ず） 
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『
う
つ
ほ
物
語
』
以
前
の
例
で
、「
長
き
心
」
の
語
を
詠
ん
だ
和
歌
は
管見
の
限
り
十
三
首
確
認
で
き
た
( 2 1 )
。
そ
の
中
で
も
、
こ
の
『
後
撰
和
歌
集』
五
七
九
番
歌
は
、「
心
み
じ
か
き
」、移
り
気
な
人
の
よう
だと
言わ
れ
たの
に対
し
、
伊勢
の海
の
栲縄
によ
そえ
て
、「
長
き心
」、
変
わ
ら
な
い誠
実な
心
は自 、
分こ
そが
、、
、
、優
れて
いる
の
だ
と切
り返
し
たも
ので
、当
該
場
面の
兼
雅
の
歌
の
趣
向
と非
常に
近
い。
兼雅
が催
馬
楽「
伊勢
海
」を
用
い
た
の
は
、「
長
き心
」を
詠
ん
だ
正
頼
の
歌
から
、こ
の
後
撰
集
歌へ
の連
想
が
は
た
ら
い
た
た
め
だと
考え
ら
れる
ので
はな
い
か
。 
さ
て
、
兼
雅
の
歌
の
解
釈
に
お
い
て
も
、「
人
」
を
ど
う
解
釈
す
る
か
につ
い
て
諸
注
で
意
見
が
分
か
れ
て
いる
。多
くの
注釈
書
( 2 2 )
は正
頼を
指
すと
解
釈
し
て
いる
が
、新
編
日
本
古
典
文
学全
集
は
、「他
の人
」と解
釈し
、「
他
の人
はど
う考
え
てい
るの
か分
かり
ませ
ん
が、わ
たし
が
さす
棹が
届
かな
いの
で、
深
い心
を
持
っ
て
いる
のは
、
わた
し
ひ
と
り
だけ
だと
思
い
ま
す」
と訳
して
い
る
。
正頼
の
歌
と
の
関
わ
り
から
、
後
者
の
解釈
が
妥
当
だと
考え
る。
兼
雅
は
、正
頼の
歌の
「人
」
を
、
他者
の意
味と
し
ての「
人
」と
捉え
なお
し、「
大
君来
まさ
ば」の「声
振り
」か
ら想
起さ
れ
る
他
の求
婚者
の
「
大
君
」
た
ち
と
の
差
別
化
を
は
か
っ
てい
ると
考え
られ
る
。さ
らに
、催
馬楽
「
伊
勢
海」
の「声
振
り」を
用
いる
こ
とで、兼
雅は
、『後
撰和
歌
集』五
七
九番
歌を
匂
わせ
つつ、自
身の
さ
す
棹
が
水
底
に
届
か
な
い
の
は
、
自
分
が
他
者
より
もい
っそ
う
深
い
「伊
勢の
海」
を渡
っ
て
い
るか
らだ
とい
う
意を
込め
、
自
身の
「深
き
心」
の優
位と
結
び
付
け
て
いる
ので
はな
いか
。言
う
まで
もな
く、和歌
表現
に
おい
て、「
海
」と「
深
し」は縁
語
の
関
係に
ある
。兼
雅の
歌
は、正
頼の
歌
の「
長
き
心
」か
ら
、『後
撰
和歌
集』
歌
を通
じて
催
馬
楽の
「伊
勢
海
」、
そ
し
て
、
歌
語
と
し
て
の
「伊
勢
の
海
」
か
ら
「
深き
心」
へと
、
連想
が度
重な
っ
て
詠
ま
れ
たも
のだ
と捉
えら
れる
。  
この
兼雅
の
切り
返
し
は
、
正頼
が兼
雅
を歓
迎し
て催
馬楽
「我
家」
の
「
声
振
り
」
を
用い
た
こ
とを
十分
理
解し
た上
で
の
もの
とし
て
設定
され
てい
る
の
だろ
う
。
正
頼
の
和
歌
が、
兼雅
に
対す
るか
らか
い
を含
ん
だ
も
の
であ
った
た
めに、「
我家
」の詞
章
の「
大君
来ま
さば
」の
部分
を踏
ま
えて
、「
人は
いさ
…
…
（「
大君
」と
呼
ばれ
るよ
うな
方々
は
ど
う
か知
りま
せん
が、
私は
違
いま
すの
で）」
と
空と
ぼ
けて
み
せた
もの
と
思わ
れる
。互
い
に
冗
談
め
かし
た応
酬で
はあ
るの
だ
が、
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「声
振り
」
によ
っ
て
、
和
歌と
併
せ
て
催馬
楽
の
詞章
の内
容を
も
相
手
に想
起さ
せよ
う
と
す
る、
非
常
に
趣
向
を
凝
らし
たや
りと
りに
な
って
いる
と
言
え
よ
う
。 
   
  
 
四、「菊の宴」巻に
おけるやりとり  
 
次
に、「菊
の
宴」巻の
用
例に
つい
て
検討
する
。二
節
で
掲
げ
た
本
文
②
は
、実
忠が
、比叡
山で
恋
の
成就
を
願う
祈祷
の帰
り、
遭遇
し
た仲
忠
と
連
れ
立っ
て志
賀
の
山
里を
訪れ
る場
面で
あ
る。
実忠
は
、
垣
根
の
薄
に
目
を
留め
、あ
て
宮へ
の叶
わぬ
恋
や
、
行
方
知れ
ずの
妻子
のこ
とを
思
い返
し、
次の
和
歌を
詠む
。 
  
夕
暮れ
の
籬 まがきに招
く袖
見
れ
ば
衣 きぬ縫 ぬ
ひ着
せ
し
妹 いもかと
ぞ思
ふ 
  
 
（
菊
の宴 
三
七
七
頁
） 
 この
歌を
、
実忠
は
催
馬
楽
「妹
之門
」の
「
声振
り」
を用
いて
歌
っ
た
ら
し
い
。
垣
根
の内
に
は
偶然
にも
実
忠の
妻子
が
住
んで
おり
、
この
「声
振り
」
が
北の
方
の
耳
に
入
る
の
であ
る。
実
忠の
歌は
、一
見
、偶
然
立
ち
寄
った
家
の
薄
と
妻
の
姿
とを
重ね
たこ
と
によ
って
口を
つい
た
独
詠
歌
の
よ
う
であ
る
が
、
敢え
て
催
馬
楽
の「
声
振り
」を
用い
てい
る
点
に
、聞
き手
を意
識し
て
い
る
こと
が読
み取
れ
る。
催馬
楽
「
妹之
門」
の
詞章
の「
行
き
過
ぎ
か
ね
て
や 
我
が
行
か
ば
」
は、
こ
の
家
に目
を留
め
た実
忠の
状況
と
一
致
し
、「
宿
り
て
ま
か
ら
む」に
は、是
非こ
の家
に
滞
在
した
い
と
い
う実
忠の
願
望と
一致
す
る
。実
忠は
、
この
家の
人々
が
「
声振
り
」
と
和
歌
を
耳
に
し
て自
身
の来
訪に
気づ
き
、「
妻の
家を
想
起さ
せる
よ
うな
この
家に
、是
非
宿ら
せて
ほ
し
い
」と
い
う意
を
汲
ん
で
く
れる
こ
とを
期待
して
、「妹
之門
」を
用
いて
いる
と
考
え
ら
れ
るの
では
ない
か。なお
、本
文
②
の
直
後
、
実
忠
と仲
忠
は
家
の
中門
を
押し
開け
て入
ると
簀子
近
く
ま
で
寄
り
、
期
待
通り
こ
の家
に明
け方
ま
で滞
在す
るこ
と
に
な
る
（
菊
の
宴 
三七
七～
三七
八
頁）。 
とこ
ろで
、
こ
の
家
に
実
忠
の実
の妻
子
が住
んで
いる
とい
う事
実
は
、
直
前
に
実
忠
の
北の
方
の
志賀
隠遁
の
描写
（菊
の
宴 
三
七五
～
三七
六頁
）が
あ
る
こ
と
か
ら、
読者
に
は
明か
され
て
いる
のだ
が、
実
忠は
最後
ま
で
それ
に気
づ
かな
い。
志賀
の
家
はま
さ
し
く
実
忠
の
「
妹之
門」
で
ある
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のに
もか
か
わら
ず
、
そ
れ
を知
らぬ
ま
ま催
馬楽
「妹
之門
」
を
用
いる
実忠
の姿
は皮
肉で
あ
る。 
一
方
、
場
面
に
お
い
て
、「
声
振
り
」
は
、
叙
述
の
焦
点
を
実
忠
か
ら
その
妻
子
へ
と
切
り
替
え
、
彼
女
ら
が来
訪
者の
正体
が実
忠で
ある
こ
とに
気
付
く
き
っか
けと
し
て
機
能し
てい
る。「
妹
之
門
」の
「声
振
り
」を通
して
実
忠
の歌
を聞
い
た北
の方
と
娘の袖
君は
、「
げ
に、似た
る
声
か
な
」と
、次
のよ
うに
歌
を詠
み
合
う
。 
 
  
ふる
さ
との
つら
き
昔
を
忘
ると
て
かへ
たる
宿も
袖は
濡
れ
け
り 
  
（菊
の
宴 
三四
七
頁） 
  
立
ち寄
り
し
籬 まがきを見
つ
つ
慰
めし
宿を
かく
て
（
か
へ
て
カ
）ぞ
いと
ど悲
し
き    
（
菊
の
宴 
三
四七
頁） 
 二
人
の
和
歌
中
の
「
袖
」、「
籬
」
は
、
実
忠
の
和
歌
の
こ
と
ば
を
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、「
宿
」
は、
催馬
楽
「妹
之門
」
の
「雨
宿り 
笠宿
り 
宿り
てま
か
ら
む」と
いう
部
分
の
詞
章
を
承
け
て
用い
たこ
と
ばだ
と考
えら
れ
る。「
妹之
門
」の詞
章が
想起
され
た
こ
と
に
よ
っ
て
、北
の
方と
袖君
に
は、か
つて
は実
忠
も訪
れ
、滞
在
した、「妹
が門
」で
あ
り「
夫が
門」でも
あ
った
都の
住
ま
い
のこ
とが
悲
しく
思い
返さ
れ
た
の
で
あ
る
。こ
の
反
応
は
、実
の妻
子が
い
る
と
も
知
ら
ず「
声
振
り
」
を
用
い
た
実
忠
の
思
惑
とは
完全
にず
れ
てお
り、
両
者
の
す
れ違
い
が
際
立
つ
場面
だと
言え
る
。 
 
こ
のよ
う
に、「
菊
の
宴
」
巻
に
おい
て
も、「
声
振
り
」
は
、
和
歌
と
併せ
て、
催馬
楽
の
詞章
を
想
起さ
せる
も
のと
し
て
機
能
して
いる
と
考え
られ
る。催馬
楽「
妹
之
門
」の
響き
は、「
夫
が
偶
然
妻
の
家
に
立
ち
寄
る
」
と
い
う
物
語
の
展
開
と
重
なり
、作
中の
聞き
手
で
あ
る
北
の
方
と
袖
君に
、
か
つ
ての
暮ら
し
を回
想さ
せる
ので
あ
る
。 
   
  
 
五、
結び 
 
以
上、『う
つ
ほ物
語』に
おけ
る「声
振り
」を用
い
た催
馬楽
引
用に
つい
て論
じた
。「
声振
り」
は同
時代
に
おい
ては
用例
が
全
く
み
ら
れ
な
い語
であ
り、『
う
つ
ほ
物
語
』独
自
の
催馬
楽
の
引
用の
手法
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。「
声
振
り
」は
、催馬
楽の
曲
を歌
唱す
る
際の
旋律
を含
んだ
概
念
だ
と考
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えら
れ、『
うつ
ほ物
語
』に
みら
れる「
声
振り
」で
和
歌を「
歌う
」行
為は
、い
わ
ば、「
替
え歌
」
の
よ
うに
し
て催
馬楽
の旋
律に
合わ
せ
て自
作
和
歌
を
歌唱
して
い
る
も
のと
捉え
られ
る。  
『
う
つ
ほ
物
語
』
にお
い
て
、「
声
振
り
」
に
よ
り
引
用
さ
れ
て
い
る
催
馬
楽
「
我
家
」、「
伊
勢
海
」、
「
妹
之
門
」
は
、
いず
れ
も
ス
ト
リー
ー
性の
高い
詞章
を持
つ曲
で
あ
る
。
こ
の
ス
ト
ー
リー
性
が、
和歌
の内
容
と併
せて
仄
め
かさ
れる
と
いう
形で
利
用
さ
れ
てい
る
と
考
え
ら
れ
る
。詞
章を
部
分的
に引
用
す
る
場合
と
比
較
し
て、
詞
章
全
体
が
想
起
させ
られ
ると
こ
ろか
ら、
物語
の状
況
と
詞
章と
が
よ
り示
唆
的に
重ね
合
わ
せら
れて
い
る。
また
、詞
章の
内
容
が
、音
声に
よっ
て聞
き手
の
作中
人物
に伝
わ
るこ
とで
、趣
向
を
凝
ら
し
た
和
歌の
やり
取り
を描
き
出
す
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。 
『
う
つ
ほ
物
語』
の
和
歌
は
概
し
て
評
価
が低
く
( 2 3 )
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
催
馬楽
の
「
声
振
り
」を
用い
たや
り
とり
につ
いて
も
、従来
、ほ
と
ん
ど
検
討
され
て来
な
か
っ
た。し
か
しな
がら
、『
う
つ
ほ
物
語
』が、『
源
氏
物
語
』に先
ん
じ
て
催馬
楽
の
引用
が確
認で
き
る最
古の
作
り
物
語
であ
る
と
い
う
点
は
、改
めて
注
目
さ
れ
るべ
き
で
あ
ろ
う。『
源氏
物
語
』に
お
い
て
、催馬
楽
の
引
用
が
、物
語
展
開
と
密接
に
、か
つ重
層
的
にか
かわ
っ
て機
能し
てい
るこ
と
は
、
既に
多く
の先
行研
究が
指
摘す
ると
ころ
で
ある
。『
う
つ
ほ
物
語
』特
有
の「
声振
り
」を
用い
たや
り
とり
は
、作
り
物
語
にお
け
る
、
こ
う
し
た
巧
み
な
催
馬
楽引
用の
手法
の
先駆
とし
て
認
め
る
こと
が
出
来
る
と
考
え
る。 
 ※『
梁塵
秘
抄口
伝
集
』
巻
十一
の本
文
は、『
新
訂 
梁
塵秘
抄』（佐
佐木信
綱 
校
訂 
岩波
書
店 
 
 
一
九四
一
）に
拠り
、適
宜
表
記
を
改
め
た
。 
  
注  
⑴ 
植田
恭
代『
源氏
物
語
の宮
廷文
化
』（笠
間
書院 
二
〇
〇
九
）、
ステ
ィ
ー
ヴ
ン
・
Ｇ
・ネ
ルソ
ン
「『
源
氏物
語』
に
おけ
る
催馬
楽
詞
章
の
引
用 
エ
ロス
とユ
ー
モ
ア
の
表
現
法
と
し
て
」（『源
氏物
語
とポ
エ
ジ
ー
』 
寺
田澄
江 
清
水婦
久
子 
田
渕
句美
子 
編 
青
簡
舎 
二
〇
一
五）
など
。 
⑵ 
当該
場
面も
含め
、「
祭
の使
」巻
に
つい
ては
、左
大
将
で
あ
る
はず
の正
頼が
「右
大将
」、
右
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大将
であ
る
はず
の
兼
雅
が
「左
大
将
」
と表
記
さ
れ
て
いる
とい
う
本
文
の
問
題
が
ある
。
この
点に
つい
て
、室
城秀
之
は
、同
巻の
騎
射の
場面
で
は
、正
頼
が
「
右大
将」（
右
方
）、兼
雅が
「
左
大将
」（
左
方
）
と
し
た
方
が
史
実
と
一
致
する
こ
と
など
から
、「
祭の
使
」
巻
の
本文
は
意
図
的
に
左
右
が
入
れ
替
えら
れて
いる
の
だと
指摘
す
る（室
城秀
之「
源
正
頼
は、「
左
大
将」か
、
「
右
大将
」
か」〈『う
つ
ほ
物語
の表
現
と論
理』 
若
草書
房 
一
九
九
六
〉）。
た
だし
、当該
場面
に
関
し
て
は
、
兼
雅
の
子
で
あ
る
仲
忠
が
「右
楽
」
で
あ
る
高
麗
楽を
演奏
し
て
い
る
と
いう
点も
留意
さ
れる
。当
該
場
面
は、「
左右
遊び
て
」と
あ
るよ
う
に
、左
右
に
分
か
れ
て
音
楽を
奏
し
て
いる
場
面で
あり
、こ
のよ
うな
時
は、左
方
が「
左楽
」（唐
楽）、右
方
が「
右楽
」（高
麗
楽）を
奏す
るの
が
通例
で
ある
。室城
論は
、野
口元
大説（
校注
古
典
叢
書『
う
つ
ほ
物語 
㈡
』 
  
野口
元
大 
校
注 
明
治
書院 
一
九
七八）を
引
き
、兼雅
、仲
忠（
左
方
）が
正頼（
右
方）に
対し
て「
敬
意」
を表
し
て
い
る
と解
釈
する
が、
なお
検討
の余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れる
。 
⑶ 
誤脱
が
疑わ
れる
箇
所
で
あ
るが
、定
め
難
い
。日
本
古
典
全
書『
宇
津保
物語
二』（
宮
田和
一
郎  
  
 
校
注 
朝日
新
聞社 
一九
四九
）は「う
つは
し
て」、日
本
古
典文
学大
系
１ ０
『
宇津
保物
語
一』（河
野多
麻 
校注 
岩
波書
店 
一
九五
九）、角
川
文庫『宇
津保
物
語 
上
巻』（
原
田
芳
起 
校注 
角
川
書店 
一
九六
九）、注
⑵前
掲の
校
注古
典
叢書
、新
編
日本
古典
文学
全集
１ ４『う
つ
ほ
物語
①』（
中野
幸
一 
校注・訳 
小学
館 
一
九
九九
）は「
胡
瓶（
こ
へ
い
）し
て」、『う
つほ
物語 
全 
改
訂版
』（
室
城
秀
之 
校注 
お
う
ふう 
二
〇
〇
一
）
は「
御幣
調
じ
て
」
と校
訂
す
る
。 
⑷ 
新編
日
本古
典文
学
全
集
１ ５
『う
つ
ほ
物
語
②
』（中
野
幸
一
校
注
・
訳 
小
学
館 
二
〇
〇
一
）。 
⑸ 
山田
貴
文「『
う
つほ
物
語』
に見
る
声振 
催
馬
楽に
の
せる
和歌
」（『
立正
大学
大
学
院日
本語
・
日本
文
学
研
究
』一
四 
二
〇一
四・
二）。 
⑹ 
『群
書
類従 
第
十九
輯 
管
絃部 
蹴鞠
部 
鷹部 
遊
戯部 
飲
食
部
』（続
群
書類
従完
成
会 
  
 
一
九
三二
）所
収。 
⑺ 
践祚
大
嘗祭
にお
け
る
悠紀
主基
風
俗歌
につ
い
て
は、
近年
、
飯
島
一
彦
が詳
細に
論じ
て
いる
（飯
島一
彦
「悠
紀
主
基
風
俗歌
の
変
容
」〈『
古
代
歌
謡
の
終
焉
と
変
容』 
お
う
ふ
う 
二〇
〇
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七〉）。飯
島は
、『
残
夜抄
』に記
され
る
よう
な、歌人
に
依
る風
俗
歌詠
進
と
大
嘗
祭
の
度毎
に
設置
さ
れ
た
風
俗
所
に
お
け
る
音
楽
・
舞
の
新
作と
い
う
形式
は、
三
条
天
皇
の
時
期
に整
美され
たの
では
な
いか
とみ
て
い
る
。 
⑻ 
『梁
塵
秘抄
口伝
集
』
巻十
一～
十
四は
、現
存
す
る『
梁塵
秘
抄
口
伝
集
』巻
一の
一部
、
及び
巻十
とは
異
なり
、後白河
法皇
の
執
筆
と
は
認
め
ら
れ
ない
ため
、『異
本梁
塵秘
抄
口伝
集
』と
も称
され
る
。そ
の成
立
に
つい
ては
、
近年
、飯
島
一
彦が
考究
を
進め
て
お
り
、
本章
で引
用
し
た
巻十
一
は、
源通
家
の
弟
、
資時
に
よる
作で
、
通
家の
残し
た
『
通
家記
（
蓮
華王
院宝蔵
記）』
の
引用
を多
く
含ん
で
いる
こと
を
明ら
か
に
し
て
いる
（飯
島
一
彦
「『
異本
梁
塵秘
抄口
伝集
』作
者
考
㈠ 
『
異
本
口
伝集
』と
源家
郢曲
伝
承
」〈『
梁
塵 
研
究
と
資料
』二 
一
九八
四・一
二〉、同「『
異
本梁
塵秘
抄
口伝
集』作者
考
㈡ 
『蓮
華
王
院
宝蔵
記』成
立
と
『異
本
口
伝
集』
」〈『
梁
塵 
研
究
と資
料』三 
一九
八四・一二
〉「
源
通家
の死
をめ
ぐ
って 
『
異本
梁
塵秘
抄
口伝
集』作者
考
補
遺
」〈『
梁塵 
研
究と
資
料』四 
一
九
八
四
・
一
二
〉、「『異
本
梁塵
秘
抄口
伝集
』
成立
再
考
」〈『
中
世
音
楽
史
論叢
』 
 
福
島
和
夫 
編 
和泉
書院 
二〇
〇一
〉）。 
⑼ 
ステ
ィ
ヴー
ン・Ｇ・ネル
ソン「
蘇る
平
安
の
音
」（『
越境
す
る
雅
楽
文化
』 
神
野
藤
昭
夫 
多
忠輝 
監
修 
書肆
フ
ロー
ラ 
二
〇〇
九）。 
⑽ 
本塚
亘「
催
馬楽
成立
研究
の可
能
性 
「二
重
の同
音性
」を
手
掛
か
り
に
」（『
日本
文
学
誌
要』
八
八 
二〇
一三
・
七）。 
⑾ 
「次
々
に陰
門に
似
た
る
貝
を並
べ
云へ
るな
り」（『梁塵
後
抄』）。 
⑿ 
注⑶
前
掲の
日本
古
典
文
学
大系
、『
うつ
ほ
物語 
全 
改
訂
版』、新編
日
本
古
典文
学全
集
。 
⒀ 
「
お
ほ
き
み
は
諸
王
親
王
な
と
き
は
や
か
に
云
類
に
は
あ
ら
て
凡
そ
さ
る
高
貴
の
人
と
云
成
へ
し
」
（『梁
塵
後抄
』）。 
⒁ 
室城
秀
之「
あて
宮入
内決
定
の
論
理 
う
つ
ほ
物語
の
表
現
と論
理
」（『う
つ
ほ
物
語
の
表現
と理
論
』 
若草
書房 
一
九九
六）。 
⒂ 
注⒁
前
掲論
文。 
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⒃ 
高野
英
夫「
うつ
ほ
物
語 
源
涼
登場
の意
味 
種
松
の野
望
実
現
の
物
語と
し
て
」（『平
安文
学の
風
貌』 
武
蔵野
書院 
二
〇
〇三）。 
⒄ 
注⑶
前
掲の
角川
文
庫
、
注
⑵前
掲
の校
注古
典叢
書。 
⒅ 
注⑶
前
掲の
日本
古
典
文
学
大系
、
新編
日本
古典
文学
全
集
。 
⒆ 
注⑵
前
掲の
校注
古
典
叢書
。注
⑶
前掲
の日
本
古
典文
学大
系、『う
つ
ほ
物
語 
全 
改訂
版』、
新編
日
本
古
典
文
学
全
集も
同様
の解
釈
を示
す。 
⒇ 
「こ
は
思ふ
女を
障
り
なき
間に
、
はや
く手
に
入
むと
いふ
た
と
へ
也
。
上の
莫名
告は
、
人に
はそ
れと
告
ずし
て
忍
び
て
もの
せん
よ
しに
そへ
たる
なる
べし
」（『
催
馬
楽
譜
入
文
』）。 
( 2 1 ) 
日
本文
学WEB
図書
館「
和歌
ラ
イブ
ラリ
」ー（『
新編
国歌
大
観』『
新編
私家
集大
成』）を 
  
用い
た
検索
に拠
る
。『
万葉
集』
巻
第七
・一
四一
三
番
歌
、
巻
第八
・一
五四
八番
歌、『
柿
本
人麿
集』〔
書陵
部蔵「
柿本
集」〕三
七
五番
歌（冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵「
柿
本人
麿
集 
義
空
本」
二九
九番
歌
、冷
泉家
時雨
亭文
庫
蔵「人
丸
集」七三
番
歌）、『深
養父
集
』〔
部
類
名
家集
切「
深
養父
集」〕
九
番
歌
、『
元
良
親王
集』〔
書
陵部
蔵
「元
良
親
王
集
」〕
八
五
番
歌
、『
貫
之
集』〔
陽
明
文
庫蔵
「
貫之
集」〕三
五
番歌
（『
古今
和歌
六
帖』
第
二・
一
二
一
〇番
歌）、『
陽
成院
一
親
王姫
君
達
歌
合
』
四
四
番
歌
、『後
撰和
歌
集』
巻
第
九
・
五
四
〇
番
歌
、巻
第九
・
五
七〇
番
歌、
五七
九
番
歌
、『
宰
相
中
将
君
達
春
秋歌
合』三
五
番
歌
、『
三条
左
大
臣
殿
前
栽
歌
合
』九
五
番
歌
、
『古
今和
歌
六帖
』第
五・
三
一
五
九
番
歌
、
計
十
三首
。 
( 2 2 ) 
注
⑶前
掲
の日
本古
典全
書
、
日
本
古
典
文
学大
系、
注⑵
前掲
の
校注
古
典
叢書
。 
( 2 3 ) 
求
婚歌
群
や祝
祭歌
群に
肯
定
的
評
価
を
与
えた
室城
秀之
（『
う
つ
ほ
物
語
の
表
現
と論
理』 
  
  
若草
書
房 
一九
九
六
）を
はじ
め
、特
に近
年
で
は
『
う
つ
ほ
物語
』の
和歌
を積
極的
に
評
価
する
論考
も
みら
れる（内
藤英
子「『
う
つほ
物語
』の
和歌
にお
け
る
表
現
の
方
法 
好忠
・
順
歌
との
共
通語
彙を
中心
に
」〈『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』一〇
五 
二
〇一
二・一
二〉、
高
橋
秀
子
「『
う
つ
ほ
物
語
』
と
初
期
定
数
歌 
物
語
世
界
に
お
け
る
和
歌
表
現
の
展開
」
〈『
平
安
朝文
学
研
究
』
復
刊
二
一 
二
〇
一三
・三
〉
な
ど
）。 
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第三章  
平安中期における風俗歌「大鳥」  
     
「内侍のかみ」巻の唱和歌の解釈をめぐって
  
  
     
一、はじめに 
本章
では
、『う
つほ
物語
』、及び、『和泉
式部日記』に詞
章が踏まえら
れていると
考え
られ
る風俗歌「大
鳥」
を取
りあげ、平安中期の
文学
にお
けるその受容につい
て考察
する。二節
で
は、鳥
に降る（置く
）霜
を詠んだ和歌や、『和
泉式
部日記』の和歌
の
表現につ
いて検討
す
ることで、平
安中
期において、「
大鳥」が、大鳥の恋の
噂について人
が々取り
沙
汰すると
い
う、色恋
に引
きつ
けた内容で解釈されて
いた可能性を提示
する。つづいて、三節では、『う
つほ
物語』が
どの
ように「
大鳥」を取り込んでいるのかに
つい
て検討する。特に、「
内侍の
かみ」巻の当該歌謡を
踏ま
えた兵部卿の宮と弾正の
宮の和
歌は
、諸注釈で大
きく解
釈が分
か
れており、敢えて「大鳥」
の詞
章が踏まえられている意
図に
ついて、
十分に明ら
かにさ
れていな
いと
考え
る。そこで
、「
内侍
のか
み」巻の一連
の唱
和歌群
⑴につい
て、風俗歌「大
鳥」の詞章の内容
とか
かわ
らせながら、新たな
解釈
を試みる。和歌が詠まれ
るのは
、朱雀
帝
の承香殿の女御と兵部卿の
宮との恋の噂が取り沙汰され
てい
るという
場面である
。先に
述べ
たよ
うな
風俗
歌「大鳥」の解釈の可能性を踏ま
えなが
ら、「内侍
のか
み」巻にお
ける
こ
の唱和の場面
の位
置付
けに
ついても、改めて捉
えな
おしたい。 
  
     
二、風俗歌「大鳥」の詞章 
風俗
歌「
大鳥」の詞章は、複数の
風俗
歌の
譜に収めら
れている。そ
れぞれの
詞章を比較
す
ると、かなり本文の揺れが
大きいことがわかる。以
下、主なテク
ストから列
挙する。 
  １  
鍋島家本『東遊歌風俗歌』  
  
大鳥の羽にやれな霜ふれ
りやれな誰かさいふ千鳥
ち
ど
り
ぞさ
いふ
鸚 かやくきぞ
さいふ蒼
鷺
み
と
さ
ぎぞ京より 
  
きてさいふ 
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 ２『承徳本古謡集』 
おほ
とり
の 
はねに 
やれなや 
しもふれり 
やれや 
た
れかさい
ふ 
ちどりやさ
い 
ふ 
かやくきやさいふ 
あら
じあ
らじ 
ちどりもいは
じ 
かやくき
もい
はじ 
みとさ
ぎの 
京よりきて 
さいそ 
  ３  
文治二年本 
 
 
オ
ホ
ト
リ
ノ 
ハ
ネ
ニ
ヤ
レ
ナ
ム
シ
モ
フ
レ
リ 
ヤ
レ
ナ
ム 
タ
レ
カ
サ
イ
フ
チ
ド
リ
ゾ
サ
イ
フ 
カヤ
グキ
ゾサイフ 
アラジヤ
アラジチドリモイハジム 
カ
ヤグキモ 
イハジ
ム 
ミト
サ
ギモキヤウヨリキテサイハ
ジ 
  ４
『體源抄』  
  
ヲホ
トリ
ノハ子ニヤレ
ナンシモフ
レリヤレナンタ
レカサイ
フチトリ
ヲ （マゝ
）サ
イフフ
ンカ
ヤク
キヲ
サイ
フレ
ヤアラシヤアラシチ
トリ
モイ
ハシシカヤ
クキ
モイハレ
シミトサキモ
京ヨ
リキ
テサイハレシ 
 この
よう
に、風俗
歌「大
鳥」の
詞章の内容は、「大
鳥の羽
に霜が降ったと言
ったの
は誰か」
と
いう問いに対し、「
千鳥」、「
鸚 かやくき」、「蒼
鷺
み
と
さ
ぎ」の名
が挙げられる
というも
ので、問答の形式
に
なっているのだが、傍線を
付した部分の詞章の違い
によって、こ
の問答の結
論が異な
っ
てく
る。
１
、
２
の詞章
では
、「大鳥
の羽
に霜が
降っ
た」
と言っ
た
の
は
「蒼
鷺」で
あ
ると
解
せる
。一
方、
３
、
４
の
詞章で
は
、「
蒼鷺
」も「
大鳥
の羽
に霜
が降
った」
とは言
っ
て
いな
い
、
、
、
と解
せる
ので、結局誰が言ったの
か分
から
ないという結論
にな
るのであ
る。この点につい
ては、既
に米山敬子
⑵による指摘がある。米山は、平
安、鎌倉期
におい
て、風俗歌「大鳥」
の詞章は「二
通り
の形
」が
共存した上で享受さ
れ、
同時に楽しまれ
たのでは
ないか
と推測
し
ている。現存する「大鳥」
の詞章の「二通りの形」が、
いつ
ごろどの
ような順番
で成
立
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した
のか
を定めることは難しい。
しか
し、
いずれにせよ、
この
ような詞
章のバリエー
ショ
ンが生まれていっ
たと
いう
ことは、「誰か 
さ言ふ」の回答が、様
な々可能性の考え
られる、
曖昧
かつ
不確かなものとして
捉え
られ
たとみるべきだ
ろう。 
と
ころ
で、
日
本
古
典文学大
系
⑶は
、風
俗歌
「
大
鳥」
を「
地
方の
民謡
、童謡
」
と
解
し、
志
田延義
⑷も「童心とい
ふにはほ
ぼ差
支へないのではな
からう
か。」と述べ
る。真鍋昌弘
⑸は、
わ
らべうたとのつながりから
、田における予祝歌謡と
して歌われて
いた可能性
について
論
じ
ている
。
ま
た
、米
山敬子
⑹は、「
大鳥
」を
白鳥
と推
定し
た
上
で
、「白
い羽
の上
に
霜が
降り
た
かどうか見分け難い
こと
から、このような問答が生
まれたのであろうか」と
する。こ
れ
らの
先行論は、いずれも当該
歌謡
が俗
謡として発生し
た当時の意味
について
想定したも
の
である。しか
しな
がら
、風俗歌「大鳥」が
地方
の俗
謡だったとして
も、貴族
たちに取り込
ま
れた際には、必ずしも発生
時の内容の通りに詞章が解釈
され
たとは限らない。例
えば、
次の
よう
に、鍋島家
本『東遊歌風
俗歌』には、「鴛鴦
」と「鴛
鴦鳧」という類
似した
詞章が
収められている。 
  
鴛鴦
を
し
鳧 たかべ鴨 かもさ
へ
来
ゐ
る
は
ら
の
池
の
や
玉
藻
は
ま
ね
な
か
り
そ
や
お
ひ
も
つ
く
が
に
や
お
ひ
も
つ
くが
にね                           
（風俗歌「鴛鴦
」） 
 鴛鴦
を
し
鳧 たかべ鴨 かもさへ
来ゐ
るはらの池におふる玉藻
はやよき
草のゆか
り
そやまねなか
りそや               
                              
（風俗
歌「
鴛鴦鳧」） 
 後者
の詞
章にみえる「草の
ゆかり」は、「紫のひともとゆゑに武
蔵野の草
はみながらあは
れとぞ見
る」（『古
今和歌集』巻第一七 
雑上 
八六七 
よ
み人しら
ず）
以降に
定着した歌
ことばである。後
者の
詞章
は、平安中期以降に
作ら
れた可能性が指摘できる
。前者
に対し
て
後者は、「くさ
のゆかり」という歌こ
とば
により、「玉
藻」を女性に寓意
させた
、色恋を
より
強く
匂わ
せる
内容として解釈され
よう
。こ
のように、
風俗
歌の詞章
は、平
安期の宮廷
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文化
に引
きつけた、より貴族たち
に身
近な
内容で捉えられ
てい
たと考え
られるのではない
か。 そこ
で、
まず、和歌表現を手掛か
りに
、平
安中期にお
ける風俗歌「
大鳥」の
詞章の解釈
に
ついて考えてみたい。鳥の
羽に降る霜を詠んだ和歌
は、古く『万
葉集』にみ
られる。 
  
あし
へゆ
く 
かものはがひに 
しもふりて 
さむきゆ
ふへは 
やま
としおもほゆ 
                     
（『万
葉集』巻第
一 
雑
歌 
六四 
志貴皇子） 
   難波宮行幸
の折
に詠
まれ
たこの志貴皇子の歌
では
、鴨の羽に降った霜
は、寒
と々した旅
寝の
寂し
さを象徴している。次に、『万
葉集
』の後か
ら平安中期ま
での間
で、鳥
に降る（置
く）霜が詠まれた歌に
つい
ては、管見の限り、以下
のもの
が確
認できる。 
 
あき
の夜
をさむみわびつつ鳴く雁
の霜
をの
みきてとびかへ
るか
な 
                         
（『
千里集』 
秋雁
屓臓霜
帰 
五一
） 
    
うきてぬるかものうはげ
におくしものきえてもの
おもふころに
もあるかな 
                                
（『興風集』 
四八
） 
  
冬の
池の
鴨のうはげにおくしもの
きえ
て物
思ふころにもあ
るか
な 
                 
（『後
撰和歌集』巻第
八 
冬 
四
六〇 
よみ人しらず） 
 夜を
さむ
みねざめてきけばをしぞ
なく
払ひ
もあへず霜やお
くら
ん 
                 
（『後
撰和歌集』巻第
八 
冬 
四
七八 
よみ人しらず） 
 まこ
もか
るほり江にうきてぬるか
もの
今夜
の霜にいかにわ
ぶら
ん 
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（『後
撰和歌集』巻第
八 
冬 
四
八〇 
よみ人しらず） 
 
をし
鳥の
ふすまのなかもすずしや
とよ
なよ
な霜の夕かさね
つつ 
                         
（『
海人手古良集』 
冬 
三六
） 
  
はね
のう
へのしもうちはらふ人も
なし
をし
のひとりね今朝
ぞか
なしき 
                      
（『古
今和歌六帖』第三 
をし 
一四六七） 
   
  
さいたまのをざきのいけ
にかもぞはねきるおのが
をにふるおけ
るしもはら
ふとにあ
ら
じ                   
（『古今
和歌六帖』第三 
かも 
一
四九六） 
 かさ
さぎ
のはねにしもふりさむき
よを
ひと
りやわがねん君
まち
かねて 
              
（『古今和歌六帖』第五 
ひとりね 
二
六九八 
柿
本人麻呂） 
 平安
期の
歌集にみられるこれらの
和歌
では
、霜夜の恋
の嘆きを詠ん
だものが
多数を占め
て
いる。特に、当該歌謡の詞
章と共通して「羽」、「霜
」、「降る」の
語がみられ
る『古今
和
歌六
帖』
二六
九八番歌は、鳥を擬人化
し、
羽と自身の
袖とを重ねて
、独り寝
を侘びる歌で
あることが注目されよ
う。こう
した和歌表現との関わ
りから
、平安期
において
、「大鳥の
羽
に霜降れり」の詞章は、「大
鳥の羽に霜が降った」と
いう表面通りの
内容
ではな
く、大鳥を
擬
人化し、大鳥が寒夜に相手
を恋い侘びているという
内容で解釈さ
れた可能性
が考えら
れ
るの
では
ない
か。 
とこ
ろで、これ
らの和歌におい
て詠まれ
ている鳥は「
雁」、「
鴨」、「
鴛鴦」、「
鵲 かささぎ」とい
っ
た鳥たちである。一方、風
俗歌
の詞章にみえる「大鳥」
は、
小型の鳥
に対して広
く大型
の鳥を指
すこ
とば
と考えられ
⑺、『万葉集』には、柿
本人麻
呂の
長歌
⑻以外に用例
をみ
ない
。
「大鳥」の語を詠んだ
短歌
形式の和歌の最古の例は
、『うつほ物語
』「内
侍のか
み」巻にみ
6 6 
 
られ
る二
首の唱和歌であるが、両
歌と
も当
該歌謡が踏まえ
られ
たものと
して捉えられる。
この二首を含む
、当該場面の
一連
の唱
和歌群は、『う
つ
ほ物語
』注
釈において
解釈が
非常に
分かれている
ため
、改
めて三節で詳細に扱
いた
い。 
次に「大鳥
」の語が用いられる和歌は
、『
和泉
式部日記』にお
ける贈答
歌、及び『和泉式
部集
』の三九九番歌である。『う
つほ
物語』と同様、当該歌
謡の
詞章が踏まえ
られて
いると
考え
られる。 
   
かくてあるほどに、また
よからぬ人々
文おこせ、
またみづから
もたちさま
よふにつ
け 
  
ても、よしなきことの出
でくるに、参りやしなま
しと思へど、
なほつつま
しうて、
す 
  
がすがしうも思ひ立たず
。霜いと白きつとめて、 
わが
上は
千鳥も告げじ大鳥のはね
にも
霜は
さや
はおきける 
と聞
こえ
させたれば、 
   
月も見で寝
にき
と言
ひし人の上におきしもせじ
を大鳥のごと 
 
とのたまは
せて
、やがて暮
におはしましたり。     
（『和泉
式部日記』 
六四頁
） 
     
     
霜のしろきつとめて 
わが
うへ
はちどりはつげじおほと
りの
はね
にしもなほさる
はお
かねど
に （ママ） 
                            
（『和泉式
部集
』 
三
九九頁） 
 
これ
らの
和歌の解釈も、注
釈によって揺れがある
⑼。し
かしながら、「霜」を、夜を明か
し
て相手を待ち侘びたことの
象徴と解釈する点は、近
年の大半の注
釈において
一致して
お
り、
妥当
な解釈だと思われる。こ
のこ
とは
、風俗歌「
大鳥」が、和
歌表現的
な発想から、
色恋に引きつけら
れて
解釈
され得たという傍証
とな
ろう。 
とこ
ろで
、先
述の
米山論に
おいても、『うつほ物語』、『和泉
式部
日記』、『和泉
式部集』の
和
歌が取りあげられている。
米山は、こうした平安中期の
風俗
歌「大鳥
」の引用表
現に
つ
6 7 
 
いて
、詞
章の「大鳥の羽に霜
降れ
り」の
部分のみが、「独寝の寒さに
こごえて
いることを訴
える恋歌の素材」とし
て用
いられ、それ以降の問答
の内容
が一
切踏まえられ
ていな
いとみ
てい
る。しか
しな
がら、こ
の結論には検討の余地があるの
ではない
か
。ここ
で、まず、『
和
泉
式部日記』に
おけ
る「大鳥」の
利用について、再び考
えてみたい
。「大鳥の羽に
霜降れ
り」
の詞章が
、相手を恋い侘びる
表現
として解されたとす
れば、続く問答
は、「それ
は一体誰が
言っ
たこ
とな
のか
」、「千鳥が言ったら
しい
」等
と、出所不
明の
大鳥の恋
の噂に
ついて、あ
れ
これと面白く取り沙汰する
とい
う内容で解されたと
考えられる。
本文①の記
述をみて
み
ると
、風
俗歌
「大
鳥」を踏まえた和歌
の贈
答は
、女が、「
よし
なきこと」、す
なわち、醜聞
の渦中にある時に行わ
れて
いる。恋の噂を
立て
られ
ているとい
う女の立
場
⑽が
、風俗
歌「大
鳥」の
詞章
後半
の大
鳥の状
況と引き比べられ
、「わが
上
は
、、、、千
鳥も告げじ
」、「おき
しもせじを
大鳥のごと
、
、、
、、」といった
詞章
を用いた表現の発想に繋が
ったと考
えられる。 
この
よう
に、詞章が直接引用され
てい
ない
場合でも、
当該の場面や
状況、詞
章全体の内
容
が踏まえられている例があ
ることをおさえた上で、次節
では、『うつほ
物語』にお
ける「大
鳥」の利用について検
討し
ていく。 
      
三、『うつほ物語』に見られる風俗歌「大鳥」を踏まえた表現 
『う
つほ
物語』において、風俗歌
「大
鳥」
の詞章が踏
まえられた表
現は、「内侍
のかみ」
巻
に
二例
、「
蔵
開上
」巻
に一
例み
ら
れ
る
⑾。「
蔵
開上」
巻
の例
につ
いて
は
、
米山
論でも
指摘
さ
れるように、「
誰かさ言ふ」という、「大鳥の羽に霜
降れり
」以降の詞章の部
分が目
に見
える
形で
用い
られ
ていることが注目さ
れよ
う。 
 ①「
昨日
聞こ
しめ
しき
とは、誰かはさりし
。大鳥
の上にや侍りけむ
。
」 
                              
（
蔵開上 
五四四
頁） 
 本文
①は
、産養の返礼に際する、
梨壺
の女
御に対する
仲忠の消息の
中の表現
である。こ
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の場
面の
直前、梨壺の女御は、十
分な
産養
をすることが出
来な
いのは、
仲忠の妻の女一の
宮の出産を昨日初
めて
耳に
したせいであり、も
う少
し早くから聞いてい
れば贈
物に大鳥 、、を
用
意することが出来たのに、
という内容の消息を、贈
物の沈の小鳥 、、など
とともに仲忠
に届
け
ている。この箇所
について
、詳しい解釈を付す注釈
は少
ないが
⑿、「出
産のこ
とを、昨日
初
めて聞いた」などと言う
、女御の冗談めかした謙遜
に対して、仲
忠が「昨日
お聞
きに
な
った
とい
うのは、誰がそう言った
ので
しょう。（
私の妻
のことなどは噂に
もなり
ますまい。
それは妻
につ
いて
のことではなく）大
鳥の
上の
ことだったのではな
いでしょ
うか」と返答
し
たものと考えられる。「大鳥
の上 、」には、「
羽の上」の意と
「身
の上」の
意が込められて
い
ると解釈できよう。また、
当該箇所においても、風
俗歌「大鳥」
を踏まえた
表現は、
噂
をめ
ぐる
やりとりに用いられてい
ると
言え
る。 
次に
、「内侍の
かみ
」巻における風俗歌「大
鳥」が踏まえら
れた
場面につ
いてみ
ていきた
い
。  ②上
、「
御か
はらけ、女御
に （のカ）給ふ
べき
人なかなるを、げ
になしやと心み
む」とて、賄ひ 
 
の御息所に
給ふ
とて
、 
「
兵 つはもののはら
（
蔵
カ
）に宿
るは
つらけれどかたはに見えぬ乙
矢
お
と
や
なりけ
り 
  
と見ゆればなむ、とがめ
聞こえぬ」とて参り給ふ
。御息所、た
まはり給ふ
とて、 
   
かたはなる
名の乙矢
お
と
や
にも
聞こゆれば思ひいらるる
頃にもある
かな 
 
とてたまは
り給
ひて
、春
宮、取りて、兵部卿
の宮
にたてまつり給
ふとて、 
  
「秋の夜の数をかかせむ鴫 しぎの羽 は
の今は乙矢
お
と
や
の片
羽
か
た
は
に
はせむ 
 
同じくは、
さて
あら
むな
む、よからむ」。兵部卿たま
はり給ふとて
、 
  
「大鳥の羽や片羽
か
た
は
にな
りぬ
らむ今は乙矢
お
と
や
に霜の降る
らむ 
 
思ほえぬこ
とか
な」
とて
、
大
上
（弾正カ）の宮
にた
てまつり
給ふ。取り
給ふ
とて、 
  
「夜を寒み羽も隠さぬ大
鳥のふりにし霜の消え
ずもあ
るか
な 
 
なほ、言は
れそ
めた
まう
にたるこそ悪しかめ
れ」
とて取り給ひて
、左大将
にたて
まつ
6 9 
 
り給
ふ。
と
て
（取りてカ）、 
   
消えはてで
夏を
もす
ぐす霜見ればかへりて冬の
数ぞ知らるる 
右大
将に
たてまつり給ふ。取りて
、 
  
「花の上に秋より霜の降
るなれば野辺のほとり
の草を
こそ
思へ 
かか
る空
言、おそろしかりけり」
とて
、兵
部卿
（
式
部
卿
カ
）の親王
にたて
まつ
り給ふ。取り給ふと
て、
親王、 
   
こきまぜて
秋の
野辺
なる花見ればあだ人しもぞ
まづふるしける  
                             
（四
三五～四三六
頁） 
 
 
本文②は、
相撲
の日
、承
香殿の女御が賄い役
を務
める中、歌が詠まれ
ていく
という一場
面で
ある
。従来、兵部
卿の宮と弾正の宮の
歌に
、「大鳥
」の詞章が踏
まえられ
ていること
が
指摘されてい
るが
、そ
の解釈は非常に揺れてい
る。
そこで、以下、
唱和の歌
群に含
まれる
歌
の解釈について、一首ずつ
検討していく。 
当該
場面
の背景には、朱雀帝の承
香殿
の女
御と、帝の
弟である兵部
卿の宮と
の間に、道
な
らぬ恋の噂が立っていると
いうことがある。朱雀帝
は二人を似合
いの仲だと
捉え、二
人
が物
を言
い交
す様子を見てみたいとさ
え考
える。この
場面の直前に
は、女御
に対して、帝
が暗に兵部卿の宮へ盃
を与
えるよう促し、女御が「
私が盃
を与
えるにふさわ
しい人
はここ
にい
ない」とこれを拒否する
一幕
があった
。そ
こで
、なお
も帝は、「
この場に
本当に女御
の
盃に相応しい
人間
がい
ないかどうか確かめ
よう
」と
次の歌を詠む。 
 
〔朱
雀帝〕「
兵 つはもののは
ら
（
蔵
カ
）に宿るはつらけ
れど
かたはに
見えぬ乙矢
お
と
や
な
りけり      
と見
ゆれ
ばなむ、と
がめ聞こえぬ」                 
（
四三
五頁） 
 ［試
訳］  
「兵の蔵に納ま
るの
は耐
え難いけれども
、欠けて
いるとは見え
な
い乙矢（
＝
弟
、兵部卿の宮）であるよ。〈あなたが兵部卿
の宮と恋
仲であるのは耐
え難い
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けれ
ど、
兵部卿の宮は難の
ない人であり、似合
いの二
人だ〉 
    
と見えるので、（あなたが兵部
卿の
宮に
靡くことを）咎
め申
し上げま
せん」 
 朱雀
帝の
歌の上の句、「兵の蔵
に宿
るは
つらけれど」が、兵部
卿の宮
と承香殿の女
御の関
係による
心痛
を示
すで
あろうことについて
は、
諸注
釈において解釈が一
致して
いる。見解
が
分かれているのは
、「乙矢」が誰を喩えている
かと
いう点である。日本
古典文
学大系（以
下
、大系） ⒀、校注古典
叢書
⒁は「
乙矢
」を承香殿の女御
と解釈し、日本
古典全
書
⒂（以下
、
全
書）、角
川文庫
⒃、室
城秀之
校注『
うつ
ほ物語 
全』
⒄（以
下、室
城全
）、
新編日
本古典
文
学全集
⒅（以下、新全集）は「乙
矢」を兵部卿の宮と
解釈し
て、「乙
」には「弟」の意が
込
められて
いる
とす
る。これについては、後
者の
解釈が妥当
であ
ると考え
る。なぜな
ら、「
内
侍のかみ」巻冒頭に、
朱雀
帝が仁寿殿の女御に向け
て、兵
部卿
の宮について
言及し
ている
次
のような場面があるからで
ある
。 
 ③か
の兵
部卿の親王
み
こ
、はらから
とも言はじ
、少
し見
所ある人なり。
まして、
少し情 
 
けあらむ女
の、
心と
どめ
てかの親王
み
こ
の言
ひ戯
れむには、いか
がはいと
まめにし
もあら 
 
む、と見れ
ば、
こと
はり
なりとて、切にも咎
めず
。時々
の気色を
ば、物と
も思は
れず 
 
ぞかし。                         
（四
〇九～
四一〇
頁） 
 ここ
で、
朱雀帝は兵部卿の宮の美
質を
称賛
し、その美
質ゆえ、不義
の恋であ
っても情の
あ
る女が宮に靡いてしまうこ
とは仕方がなく、とがめ
だてすること
ではないと
いう考え
を
述べ
てい
る。
状況や表現の一致から、
帝は
当該場面に
おいても同様
の考えを
示そうとして
いると捉えるのが妥当
であ
り、「かた
はに見
えぬ（＝
難が見えない）乙矢
」とし
て称賛され
て
いるのは兵部卿の宮
であ
ろう。さ
らに
、「乙矢」は「甲 は矢 や
」と
二本で一組となる矢である
。
「かたは
に見
えぬ
」はそれを踏まえた表
現であり、「甲矢」に承香殿の女御を
よそえ
て、二
人は
（片
方だけではなく）双方が
想い
合っ
ている、似合い
の仲
に見える
と詠んだものだと
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考え
られ
る。 
つづ
いて
、この帝の歌に対する、
承香
殿の
女御の歌の
「乙矢」も、
兵部卿の
宮を喩えた
も
のとみなせる。 
 
〔承
香殿の
女御〕かた
はなる
名の乙矢
お
と
や
にも聞こゆ
れば
思ひい
ら
るる頃にも
あるかな    
                                   
（四
三五頁） 
［試
訳］  
欠けている
乙矢
（＝兵部卿
の宮）だと評判が聞こえ
ますの
で、今
は気をもんで
いますよ。〈兵
部卿の宮には、私に恋慕して
いるとい
う不体
裁な噂が聞こえる
の
で、
今は気をもんでいますよ
〉 
  
また
、こ
の歌の「乙矢」の「乙」
には
「音
」（評
判、噂
）が掛けられてい
よう。「かたは
な
る名」について、室城全や
新全集は、兵部卿の宮が
評判の「あだ
人」である
ことを示
す
と解
釈す
る。
しかし、当該場面で問題
とな
っているの
は兵部卿の宮
と承香殿
の女御の関係
であり、女御
が気
にしているの
はそ
の恋
の噂であろう。例え
ば、『伊勢物語』六十
五段では、
帝の
御息所に恋慕する男の姿
が「
かた
は」と称されて
いる。 
    
男、女が
た許されたりければ、女
のあ
る所に来てむか
ひを
りければ
、女
、「い
とかたは
なり
。身
も亡びなむ、かくなせそ
」と
いひ
ければ、
 
                         
（『
伊勢物語
』六十五段 
一六七頁） 
  
女御は、帝が「かたはに見えぬ
、、、乙
矢」と
詠ん
で兵部卿
の宮
の美質を称え
たのに
対して、
「
かたはなる名の乙矢にも
聞こゆ
、、、」と、分別を
欠い
て恋慕する兵部
卿の宮の
難点を
示した
と
考えられる。さらに、帝の
歌において自身が暗に「
甲矢」によそ
えられたの
を察知し
、
この
「乙
矢」は「甲矢」が欠けた
「か
たは
」の状態だ
として、兵部
卿の宮の
恋慕が一方的
なもので、自身は
無関
係で
あることを主張して
いる
のでは
ないだろうか。 
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これ
に対
し、次の春宮の歌は、再
び兵
部卿
の宮と承香
殿の仲を肯定
するもの
であろう。 
 〔春
宮〕「秋
の夜の数をかかせ
む鴫 しぎの羽 はの今
は乙
矢
お
と
や
の片羽
か
た
は
に
はせむ 
同じ
くは
、さてあらむなむ、よからむ」               
（四三五頁） 
 
［試
訳］  
「秋（飽き
）の
夜に、何度
も羽を掻き、羽の数を欠
いてし
まった
鴫（＝承香殿
の女
御）の羽を
、今は乙矢（＝兵部卿
の宮）の片羽
に矧ぎまし
ょう。〈承
香殿
の女御は
、兵
部卿
の宮を待ち
侘び
て気をも
んだのだか
ら、今は、そ
の評判の
兵
部卿の宮に添わせまし
ょう〉 
    
（兵部卿の宮も、女
御も
「かたは」どうしで）同
じなら、その
ように（一
緒に） 
    
なるのが、よいでし
ょう
」 
  
当該歌につ
いて
は、「乙矢」
を兵部卿の宮とし、「鴫」
を承香殿の女
御の喩え
として、二
人
を添わせようとする歌意が
示されている、室城全や新全集
の解
釈に従う
べきだと考える。
「数
をかかせむ鴫の羽」は、
多く
の注
釈書で指摘され
ている通り、
恋人の夜
離れを嘆く
表
現である。ま
た、「
秋」には「飽
き」の意が響かされている
とみてよ
いと考え
る。参考歌と
して
、次
の『
古今
和歌集』歌が挙げら
れる
。 
      
暁のしぎのはね
がきもも
はがき君がこぬ夜は我ぞ
かずかく 
               
（『古
今和歌集』巻第
十五 
恋五 
七
六一 
よみ人しらず） 
 春宮
の歌
は、女御にも兵部卿の宮
に対
する
思慕の情が
あることを「
鴫の羽掻
き」を用い
て
表しているとみられる
。「掻く」と「欠く」が掛けられる
ことから
、「鴫（＝女御）」は羽
を欠いた「片羽」の状
態で
あり、「か
たは
なる乙矢」として
評判
だという
兵部卿の宮
とは、
似
合いの仲であると詠んだも
のであろう。こ
の歌
の「
乙矢」は、「
甲矢」を欠い
たのでは
な
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く、矢羽を欠い
た「片羽」の矢として詠
まれ
ていると
考えられる。「乙」には
、女御の
歌の
表現
から
引き続き、「音」（＝評判、噂）の意も響かせら
れ
ていよう。「同じく
は、さてあら
むなむ」という言葉は
、互
いに「かたは」どうし同
じなら
ば、
鴫の羽を乙矢
の欠け
た矢羽
に矧
ぎ合わせるというこの和
歌の
発想のように、二人一緒
にな
れば良い
、と帝と同
様、兵
部卿の宮
と承
香殿
の仲を肯定するものだと
考え
る。 
こう
した
春宮の歌に対し、兵部卿
の宮
が次
の風俗歌「
大鳥」を踏ま
えた歌を
詠む。 
 
〔兵
部卿の
宮〕「大
鳥の羽や片羽
か
た
は
にな
りぬ
らむ今は乙矢
お
と
や
に
霜の降
るらむ 
思ほ
えぬ
ことかな」                        
（四三五頁） 
 ［試
訳］ 
「大鳥（＝
承香
殿の女御）の羽は（羽掻き
で数を欠
き）片羽になっ
てしまっ
た
ようです。今は
、乙矢（
＝私、兵部卿の宮）に霜が降る
ようで
す。〈誰
がそう
言うのか、承香殿の女御は
私を恋い侘び
ていたと
いうことのよう
です。今は、
私
が女御を恋い侘びてい
ると噂のようです〉  
    
思いがけないことで
すよ
」 
 
角川
文庫、室城全、新全集と同じ
く、「大鳥」は、前歌で「鴫」に喩え
られたこ
とによる
連想から承香
殿の
女御
の喩え、「
乙矢
」は兵部卿の宮
自身の
喩え
と考えられる
。ただし、角
川文庫、『新
全集』では、「霜」を兵部卿宮と女御の「噂
」、「
風評」の象徴と
捉えているが、
「霜
」を「噂」に見立てて詠
むと
いう
例は管見の限り他に
みら
れない。
二節で考察したよ
うに、風俗歌
「大
鳥」
の詞章全体が「大鳥の羽
の霜
」の噂をめぐる内容
と捉え
られるので
あ
り、ここ
では
、「
霜」を「
噂」に見立てているという
より
も、風俗歌「
大鳥」の詞章を踏
まえるこ
とで
、詞
章中の大鳥のように、承
香殿
の女御と自身が人々
の噂の的
となっている
と
いうことを示していると
考えるべきではないか。二度
用い
られている助動詞「らむ」は、
いわ
ゆる「伝聞」を意味する
もの
とし
て捉えられよう
。「
片羽
になる（数
を欠く
／掻く）」、
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「
霜の
降る
」
は
、そ
れぞれ
相
手
を恋い
侘び
る
表
現で
ある
⒆。当該
歌は
、
帝
や
春宮
の歌で
似
合い
だと
され
た女
御との関係は、単な
る噂
に過
ぎない「思ほえぬこ
と」だと
否定するもの
だと捉えられる。そこ
には
、軽い非難の気持ちを込
めて、
風俗
歌「大鳥」の
詞章の
「誰か 
さ言
ふ（
誰がそう言うのか）」の部分も響かせら
れて
いよう。 
 
次の、同じ
風俗
歌「
大鳥
」を踏まえた弾正の
宮の
和歌についても、角
川文庫
、室城全、
新全
集は
、「霜」を「噂
」、「風評
」の象徴と解
釈している。しかし
ながら、この歌において
も、「
噂」という要
素は、風俗
歌「大鳥
」の詞
章全体
を想起させ
ることで象徴
されて
いると
考える。「羽に降る霜」は、「噂」そのもので
はなく、つれな
い相
手を恋い
侘びているとい
う
、噂の「内容」を表してい
るのではないか。 
 
〔弾
正の宮
〕「夜
を寒み羽も隠さぬ
大鳥
のふ
りにし霜の消え
ずもある
かな 
なほ
、言はれそ
めたまうにたるこそ悪
しか
めれ
」         
（四三五
頁） 
 ［試
訳］ 
「夜が寒いので、羽も隠さな
い大
鳥（＝承
香殿の女
御）の
、（羽に）降ってしま
っ
た霜は古くなっても消
えませんよ。〈女御に兵
部卿の
宮を恋い侘びた夜
があ
ったこと
は隠
しよ
うがなく、
そのことは今も噂されて
消えませんよ
〉 
（誰
が言
ったにせよ）それでも言
われ
始め
てし
まったのが
良く
ないよう
です」 
 
当該
歌は
、兵部卿の宮が、二人の
関係
を単
なる噂だと
否定したのに
対し、二
人に関係が
あ
ったことは明白であり、そ
れゆえ、そのことは今で
も噂の的にな
っていると
詠んだも
の
なの
では
ない
か。「
なほ
、言はれそめたまう
にた
るこ
そ悪しかめれ」とい
う発言
は、兵部卿
の
宮の歌に、「
大鳥
」の詞章
、「誰かさ言ふ」が意識さ
れているこ
とに対し、「悪い
のは言っ
た人ではなく、ここま
で噂
になってしまったあなた
方だ」
と応
えたものだと
考えら
れる。 
続く
正頼
の歌においても、「
霜」は、「
つれ
ない相手を
恋い侘
びて
いる」と
いう噂の的と
な
っていることを表している
と考える。 
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〔源
正頼〕消え
はてで夏をもすぐす霜見れば
かへ
りて冬の数ぞ知らる
る  
（四三五頁） 
 ［試
訳］ 
消え果てて
しま
わないで、夏さえ過ごしてしまう（羽の
）霜を見る
と、かえ
っ
て、（
どれだけ霜が降ったのか
）冬
の（夜の）数が推
し量られま
す。〈
噂の的に
な
り続けている様子を見る
と、か
えっ
て、実際に何度
も承
香殿の女
御が兵部卿
の宮
を恋
い侘びたであろうこと、
その
冬の
夜数
が推し量ら
れま
すよ〉 
  
角川文庫、
新全
集は
、「霜」
を単に「風評」、「噂」
と解釈
し、「噂の
持続力」
から「二人
の
愛情」を推し
量っ
た歌とするが、何故
、「冬の数」が「二人の愛
情の度合い
」に繋がるの
か明確に
解さ
れて
いない。その他の注釈
においても、「冬の数」の意
は難
解とされ、十分に
解釈が示され
てい
ない
が、これは、羽（袖
）に
霜が
降った数、すなわち
、女御
が兵部卿の
宮
を
恋
い
侘び
て過ご
し
た冬
の夜
数のこ
と
を指
してい
るの
では
な
いか
⒇。
当
該
歌
は
、春宮
や
弾正
の宮
の和
歌と
同様、承香殿の女御
に兵
部卿
の宮への思慕の情が
、噂通り
存在すること
を詠んだものだと考え
られ
る。 
 
さて、これ
らの
歌と
は少
し異なる内容で詠ま
れて
いるのが、次の兼雅
の和歌
である。 
〔藤
原兼雅
〕「花
の上に秋より霜の
降る
なれ
ば野辺のほとり
の草をこ
そ思へ 
かか
る空
言、お
そろ
しかりけり
」                  
（
四三
六頁） 
 
［試
訳］ 
「花（＝承
香殿
の女御）の上には、秋（飽
き）から
霜が降るらしい
ので、野
辺
の端の草
（＝
私、
兼雅）のこ
とこ
そ思いや
ってくださ
い。〈承香殿の女御
は、
兵部卿の宮に飽きられ
て恋い
侘び
、そ
のこ
とで噂の
的
となっている
ようなの
で
、無関係なのに疑われ
る私のような者こ
そ思いや
ってください〉  
この
よう
な（帝の妃と恋仲にある
とい
うよ
うな
）妄言は、
恐ろ
しいこと
です」 
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角
川
文庫
、
室城
全
、新全
集
で
指摘
さ
れて
い
るよう
に
、
この
歌
を詠
んだ
兼
雅
の
念
頭に
は
、
「
内侍のかみ」巻において、
自身もまた、朱雀帝に、仁寿
殿の
女御との
恋仲を疑わ
れて
い
ると
いう
こと
があっただろう。と
ころ
で、この三つの
注釈では、「花」を兵部
卿の宮の喩え
として解釈しているが
、こ
れは、全書や大系のよう
に、承
香殿
の女御の喩え
として
解釈す
べき
ではないかと考える。な
ぜな
ら、
仁寿殿の女御が賄い
役を
つとめた
昼の相撲の場面で
は、朱雀帝が
兼雅
と仁
寿殿の女御の関係を
和歌
で試
そうとするという、
当該場
面とよく似
た
形の歌のやりとり（三九七
～三九八）があるが、そ
こでは、仁寿
殿の女御や
、承香殿
の
女御
、女
一の宮といった、後宮の
女性
たち
が女郎花や
撫子といった
秋の花に
喩えられてい
るからである。この
、昼の相撲の場面の兼雅の歌
にお
いても、後宮の女
性は「女
郎花
」に、
そし
て、
自ら
は「
いやしき野辺」の「
蓬」
に喩
えられている。 
  
④ 
女郎花いや
しき
野辺に
移るとも蓬は高き君にこ
そせめ  
（内
侍のかみ 
三九七頁）  
 当該
場面
の兼雅の歌には、明らか
に昼
の相
撲の場面の
歌との繋がり
がみえる
。だとすれ
ば
、「
花」は後
宮の
承香殿の女御を喩えたと
考え
るの
が自然であり、そ
の場合
、やはり「霜
の降
る」は、「つ
れな
い相手
を恋い侘びている
」という内容
で噂の的
となって
いることを意
味す
ると
考える。当該
歌は、「秋」に「
飽き」を響か
せ、女御
に霜を降
らせたの
は兵部卿
の
宮ら
しいのに、その早霜の害
が無
関係
な野辺の草にも
及んでいると
して、自
身はこうし
た
色恋沙汰とは
無縁
だと
詠んだ歌なのではないか
。 
 
兼雅の歌を
この
よう
に解
釈すれば、最後の式
部卿
の宮の歌
( 2 1 )
の
意図も汲
み取り
やすい。 
 〔式
部卿の
宮〕こき
まぜ
て秋の野辺なる花見
れば
あだ
人しもぞまづふるし
ける 
                                 
（四
三六頁） 
  ［試
訳］ 
薄いも濃
いも様
な々秋（飽
き）の野辺の
花（＝
仁寿殿の
女
御、承
香殿の女御
ら）
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を見
ると、浮気な人（＝兼雅、兵部
卿の
宮ら
）こそが
、（花
に）いちはやく霜を
降らせる
ので
すね
。〈仁寿殿の
女御
や承
香殿の女
御などの女
性た
ちを、兼雅や
兵
部
卿の宮のような浮気な人が
いちはやく飽き捨てて
、嘆か
せる
のですね〉  
   当該和歌の
解釈
につ
いて
は、「
秋の
野辺
なる花」に
女御た
ち、「あだ
人」に兵
部卿の宮、
兼
雅を喩える室城全にほぼ同
意である。「し
も」には、助詞
の「
し」「
も」と「霜
」が、「ふ
る」には、「古」と「降る」が掛けられていよう
。諸注
釈の指摘
にもあるよう
に、参考歌と
して次の
『古
今和
歌集』歌が挙げられ
る。 
   
あきといへばよそにぞき
きしあだ人の我をふるせ
る名にこそ有
りけれ 
               
（『古
今和歌集』巻第
十五 
恋五 
八
二四 
よみ人しらず） 
 さら
に、諸注釈に
おい
て言
及はないが、「こきまぜて
」は、自分は無
関係だと
詠んだ兼雅
に
対して、相手が承香殿の女
御ならば、確かに兼雅は
関係がないが
、後宮には
他にも様
々
な女
性が
いる
、と
暗に仁寿殿の女御の
こと
を当
てこすった表現だと
考えられ
る。 
ここ
で、
当該場面の唱和の流れに
つい
て、
改めて整理
しておく。朱
雀帝の和
歌は兵部卿
の
宮と承香殿の女御を、似合
いの仲だと肯定するもの
である。これ
に対して、
当事者で
あ
る承
香殿
の女
御は、兵部卿の宮の分別
を欠
いた恋慕の
噂に気をもん
でいる、
と関係を否定
する。しかし、春宮
は、承香
殿の女御の方にも兵部卿
の宮へ
の思慕の情がある
ようだ
とし、
帝
と同様に二人を似合いの仲
だと
肯定する。もう一人の当
事者
である兵
部卿の宮は
、風俗
歌「大鳥
」の
詞章
を用いて、出所不明
の噂
に過
ぎないと、
再度
自身と女
御の関
係を否定す
る
。弾正の宮は、二人に関
係があったことは明らかで
、それゆえ今
も噂になっ
ているの
だ
と切
り返す。正頼もまた、二
人の
関係
は噂通りである
と詠む。別の
女御と噂
になってい
る
兼雅は、承香
殿の
女御
の思慕の相手は兵部卿の
宮の
ようであり、自
身は無関
係だとする。
こ
れに対して、式部卿の宮が、兼雅も兵部卿の
宮も
、女御
たち
を恋い侘
びさせる同
類の「あ
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だ人
」で
あるとからかう。兵部卿
の宮
と承
香殿の女御、そ
して
兼雅と仁
寿殿の女御の噂を
めぐる唱和となっ
てい
ると
言えよう。 
      
四、恋の噂をめぐる唱和  
結びに代えて
  
最後
に、
前節で捉えた唱和歌の展
開、
そし
てここで風
俗歌「大鳥」
の詞章が
用いられる
意
義について、「
内侍のかみ」巻の
表現
の問
題に照らしなが
ら考
えてみた
い。 
「内
侍の
かみ」巻の表現について
は、
これ
まで、特に
その会話文の
方法が注
目され、論
じ
られてきた。室城秀之は、
当該巻における帝が「絶
対的な権力者
」としてで
はなく「
こ
とば
の主
催者
」として描かれており、
帝が
主導する会
話のなかで、
ことばが
意味をずらさ
れ、新し
い意味
をまといなが
ら、物
語が展開し
てい
くと
指摘
している
( 2 2 )
。
室城は
、兵部
卿
の
宮と承香殿の女御の関係か
ら、
兼雅と仁寿殿の女御
の関係へと話
題が及ん
で
いくこの
唱
和もその
一つ
だと
論じる。重要な指摘であ
る。
さらに付け加えるな
らば、最
後の式部卿の
宮
の歌によって、兵部卿の
宮と兼雅は宮中の女性たち
を嘆
かせ
る「あだ人」
とされ
るが、
本文
②の後
には仲忠と
あて
宮のや
りとり
の場
面が続き
、あて
宮の
和歌
( 2 3 )
に
おいて
、仲忠
も
「
あだ人」と表現されるとい
うこ
とがある。当該場面
の唱和は、同
巻の、仲
忠
とあて宮
の
関係を帝
らが
疑う
展開（内侍
のかみ 
四一一～四
一二頁
）にも繋
がっ
ていく
と考えられ
る。
さらに、当該場面の唱
和の
展開においては、春宮、
弾正の宮、式部卿の
宮とい
った親王ら
及
び正頼の歌が大きな役割を
果た
していることが確認
できる。彼ら
は帝に代
わ
って、噂
さ
れる二人
の関
係を
肯定するという、帝が初
め意
図した方向へと話題
を押し進
めていく。こ
れ
は、彼らが帝の意向をよ
く汲み取っているために可
能な
こと
であろう。ま
た、噂
の当事
者で
ある承香殿の女御と兵部
卿の
宮も
、帝の意図をよく理
解し
ているか
らこそ、彼らのこ
とばを切り返
すこ
とが
出来ていると言える。 
一方
、こ
の唱和の展開において、
兼雅
の歌
のみが少し
特殊である。
話題は最
終的に兼雅
と
仁寿殿の女御の関係に及ぶ
わけだが、その要因とな
るのは他でも
ない兼雅自
身の歌で
あ
る。
三節
でも
触れたように、兼雅と仁
寿殿
の女御の関
係に対する帝
の疑念は
巻の冒頭（内
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侍の
かみ 
三七七～三
七八
）から話題にされており、
昼の相撲
の場面（内侍の
かみ 
三九
七～
三九
八）
にお
いても、その関係が
帝に
よっ
て取り沙汰
され
たが、兼
雅は帝
の真意を十
分に察することが出来
ず、
それ以上の追及がされる
ことはなかった。本章で扱
った唱和
歌
にお
いて兼雅は、いわば墓穴
を掘
るような形で自ら仁
寿殿の女御と
の噂の話
題
を蒸し返
し
てしまっ
たと
言え
る。
後の俊蔭女の参内の
場面
（内
侍のかみ 
四二〇～
四四
一）では
、琴
を弾いているのが妻で
ある
ことに気がつかないなど
、帝の思惑を理解で
きない
兼雅の姿が
強
調される。相撲の場面の二
つの
唱和は、こうした展
開への布石と
しても位
置
付けられ
る
のではな
いか
。 
平安
中期
において、風俗歌「大鳥
」の
詞章
は、和歌表
現による連想
から、色
恋に引きつ
け
た内容で解釈されていた可
能性が考えられる。問答
体である当該
歌謡の詞章
は、人々
の
間で
恋の
噂が
共有され、取
り沙汰されている様子を想
起させる
。「内侍のかみ
」巻の唱和に
おい
ては
、唱和全体と「大鳥」の
詞章
全体とが重なり合う
よう
に用いら
れていると言えよ
う。噂をめぐ
る唱
和の
中でのやりとりは
、「誰かさ言ふ
」、「
あらじあらじ」と
いった
問答の
ごと
くである。風俗歌「大鳥
」は
、場の人々
が男女の恋の
噂に
関して様
に々囃し立
てなが
ら話題を
展開
させ
ていくという、当該場面の唱和の象
徴的
な役
割を果たして
いる。『うつほ
物
語』の和歌については、とか
く未
熟な
ものとみられがちで
ある
が、本章で取
りあげた「
内
侍の
かみ
」巻の唱和歌群は、風俗
歌「
大鳥」の詞章の
特性を活かし
た、相当
に意匠を凝
ら
したものと捉
える
こと
が出
来ると考える。 
 ※『和泉式部日記』の本文は、新編日本古典文学全集
2 6
『
和泉式部
日記 
紫式部日記 
更
級日記 
讃岐典侍日記』（藤岡忠美 
ほか 
校注・訳 
小
学館 
一九九
四）に拠り
、頁数
を
付
した。 
※『伊勢物語』の本文は、新編日本古典文学全集
1 2
『竹取
物語 
伊
勢物語 
大和物語 
平
中物語』（福井貞助 
ほか 
校注
・訳 
小学館 
一九九四
）に拠り、頁
数を付した
。 
※『
千里
集』は書陵部蔵五一一・
二三
「千
里集」、『興風集
』は
冷泉家時
雨亭叢書『平安私
8 0 
 
家集 
十一』所
収「興風
集」七十四首本、『海人手
古良
集』は書
陵部蔵五
〇一・四四八「海
人手古良集」、『和泉式
部集
』は榊原家本「和泉式部
集」に
拠り
、適宜、表記
を改め
た。 
   
注 
⑴ 
本章では、定説
に従い
、「内侍のかみ」巻において相撲の日
に人々
が
詠んで
いく和歌を  
  
「唱和歌」と表記した。
ただし、近年、倉田実に
よって「唱和
歌」の規定
の捉えな
お 
  
しが行われ、このような
和歌については「会合の
歌」とするべ
きだとする
提言もな
さ 
  
れている（
倉田実「源氏
物語「唱和
歌」規定の再
検討 
「
会合の歌
」の提
言」〈『中
古文 
  
学』八八 
二〇一一・
一二〉）。 
⑵ 
「『承徳本古謡集』注釈（前編）」（『歌謡 
研究と資料』六 
一
九九三・一〇）の米
山敬 
  
子による「大鳥
」の項、及び、米山敬子「風俗「大鳥
」考」（『歌謡 
研究と資
料』七 
一 
  
九九四・一〇）。 
⑶ 
日本古典文学大系３『古
代歌謡集』（土
橋寛・小西甚一 
校
注 
岩
波書店 
一九五
七）。 
⑷ 
志田延義『続日本歌謡圏
史』（至文堂 
一九六七）。 
⑸ 
真鍋昌弘『中世近世歌謡
の研究』（桜楓
社 
一九八二）。 
⑹ 
注⑵前掲注釈の米山敬子
による「大鳥」の項。 
⑺ 
注⑵前掲注釈の米山敬子
による「大鳥」の項、及
び注⑵前掲論
文。 
⑻ 
「柿本朝臣
人麿
妻死
之後泣血哀慟作歌
」に、「
おほ
とりの 
はがひの
やまに 
あ
が 
  
こふる 
いもはいますと 
ひとのいへ
ば
」（『
万葉集』巻第
二 
晩歌 
二一〇 
柿 
  
本人麻呂）、異
文と
して「
おほ
とり
の 
はがひのや
まに 
ながこ
ふる 
いもはいま 
  
すと 
ひとのいへ
ば
」（『
万葉
集』巻第二 
晩歌 
二一三 
柿本人麻呂
）と
いう表 
  
現がみられる。「比翼」のイメ
ジー
で詠
まれていること
が注
目される
。 
⑼ 
女の歌は、かつては「千鳥も付け 、じ」（千
鳥は足
跡を付
けまい）と解釈さ
れていた。原 
  
田芳起「大鳥の羽の霜 
和泉式部物語
」（『解釈』一
五 
一九五五・一〇）以 
  
後、風
俗歌「大鳥
」の引用
とし
て「千鳥も
告げ 、じ」と広く
解釈
されるよう
になったが、 
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『和泉式部
日記
』の贈答
につ
いて
は、「大
鳥」を宮
の喩えと
する説（
日本
古典全書、日 
  
本古典文学全集、新編日
本古典文学全集など）と
、風俗歌の詞
章中の「大
鳥」とす
る 
  
説（原田論文、新潮日本
古典集成など）に解釈が
分かれている
。 
⑽ 
女が噂の渦中にいること
と風俗歌の詞章の重なり
をみている注
釈として、
新潮日本
古 
  
典集成『和泉式部日記・
和泉式部集』（
野村精一 
校注 
新
潮社 
一九八一）が挙げ
ら 
  
れるが、宮の歌の「置
きしもせじを大鳥のごと
」を、「風俗歌の
大鳥の羽
に霜など置い 
  
ていなかったようにね」
と訳すなど、解釈にやや
不審なところ
がある。 
⑾ 
角川文庫『宇津保物語 
上巻』（原田芳起 
校注 
角川書
店 
一九六九）は、「藤はら
の 
  
君」巻の平中納言の歌「
さざら波立つをば知らで
川千鳥羽いか
なりと人に
告ぐらむ
」 
  
（七三）に、風
俗歌「大鳥」が踏
まえられているとみ
ている。「千鳥
」が「
羽」につい 
  
て「告げる」という表現
は、確かに当該歌謡の詞
章との共通点
を感じさせ
るが、風
俗 
  
歌「大鳥」を踏まえてい
るとは断定できず、本章
では例に含め
なかった。 
⑿ 
その中で、日本古典文学
大系
1 1
『宇
津保
物語 
二』（河野
多麻 
校注 
岩
波書店 
一九 
  
六一）は、「
大鳥の事をかれこ
れ言
うよ
うな人達でした
か」
と注する
。 
⒀ 
注⑿前掲注釈。 
⒁ 
校注古典叢書『うつほ物
語 
㈢』（
野口元大 
校注 
明治書院 
一
九八六
）。 
⒂ 
日本古典全書『宇津保物
語 
三』（
宮田和一郎 
校
注 
朝
日新聞社 
一九五
一）。 
⒃  
角川文庫
『宇津保物語 
中巻』（原田芳起 
校注 
角川書
店 
一九
六九）。 
⒄ 
『うつほ物語 
全 
改訂版』（室城秀之 
校注 
おうふう 
二
〇〇一）。 
⒅ 
新編日本古典文学全集
1 5
『うつほ
物語 
②』（中野幸
一 
校注・訳 
小学館 
二
〇〇一）
⒆ 
「数かく」と「霜」を同時に詠み込んだ和
歌と
して、『和
泉式部日
記』の「冴ゆる夜の 
  
かずかく鴫はわれなれや
いく朝霜をおきて見つら
む」（七六）
がある
。 
⒇ 
参考として
、「あふことの
ほど
へにけるもこひしぎ
のはねのかず
にぞおも
ひ
しらるる
」 
  
（『一
条摂政御集』[
益田
家旧
蔵「
一条
摂政御集
」] 
四
〇）、「よろ
づよの
かずお
くしも 
  
もおいにけりふゆきてと
まるとししなければ
」（『
能宣集』下［
西
本願寺蔵
三十六
人集 
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「よしのふ」］ 
しも 
三一三）な
どの
歌の
表現が挙げられ
る。 
( 2 1 ) 
底本の表記
に拠
ると
、この歌は兵部卿の宮の
歌と
いうことになる。諸
注釈に
従い式部 
  
卿の宮の歌としたが、仮
に兵部卿の宮の歌と捉え
た場合でも、
本章で示し
た解釈は
ほ 
  
ぼ変わらない。兼雅に対
して、仁寿殿の女御との
関係を当てこ
すった歌で
あろう。 
( 2 2 ) 
室城秀之「「内侍のかみ」の巻の表
現 
その会話
文
をめ
ぐって
」（『うつ
ほ物語 
  
の表現と論理』 
若草書房 
一九九六）。 
( 2 3 ) 
「あだ人の
枕に
かか
る白露は秋風にこそ置き
まさ
るらめ」（内侍
のかみ 
四四二）。 
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第四章  
「蔵開」巻における風俗歌「名取川」  
 
 
 
 
 
 
 
仲忠と「これこそ」のやりとりをめぐって
  
   
  
 
一、
はじめに  
 
前
章で
は
、風
俗歌
「
大
鳥」
の引
用
につ
いて
、『
う
つほ
物語
』「
内侍
の
か
み
」
巻
の
唱
和
歌
を
中心
に論
じ
た。『
うつ
ほ物
語
』に
み
られ
る風
俗
歌と
し
て
は
、「
大
鳥
」の
他に
、もう
一曲
、「名
取
川
」とい
う風
俗歌
が
用
いら
れて
い
るこ
と
が
指
摘され
てい
る
。「
大鳥
」の
詞
章は
、和歌
、あ
るい
は消
息
の中
に、
詞
章
の表
現が
踏
まえ
られ
ると
い
う
形
で
引
用さ
れて
いた
が、
この
「
名取
川」
につ
い
ては
、「
蔵開
上
」巻、「
蔵
開
下
」
巻
に
演
奏
場面
があ
る
。
特
に
「
蔵開
上
」
巻
に
お
け
る
演
奏
場
面
お
い
ては
、
仲
忠
と
女
童
が
掛
け
合う
よう
にし
て
「
名
取川
」の
詞章
を用
い
た
や
りと
りを
して
お
り、「
名
取
川
」の詞
章の
捉
えら
れ方
を読
み
取
る
こ
と
がで
きる
と考
える
。ま
た、「蔵
開中
」巻にお
い
ても
、「
名
取川
」の
詞章
が
踏ま
えら
れ
た
とお
ぼしき
表
現
が
み
ら
れ、「
蔵開
上」
巻、
及
び
「
蔵
開
下
」
巻の
場面
との
繋
がり
が指
摘で
き
る
。 
 
本
章で
は
、こ
れら
の
「
蔵開
」三
巻
にお
ける
風
俗
歌
「
名取
川
」
の
用
い
ら
れ
方に
つい
て
論じ
る。「名
取川
」の
詞
章
の内
容が
どの
よ
うに
理解
され
、物
語
に
活
か
さ
れ
てい
る
の
か
を検
討
す
る
こ
と
で、従
来
、十分
に解
き
明
か
さ
れ
て
き
たと
は言
い難
い
、「名
取川
」が
用
い
られ
る各
場
面に
つい
ての
解
釈を
試み
た
い
。 
   
  
 
二、
風俗歌「名取川」  
 
ま
ず
、風
俗
歌「
名取
川
」につ
いて
確
認す
る
。『承
徳
本古
謡集
』に収
め
られ
て
いる「
名取
川
」
の詞
章は
次
の通
りで
あ
る
。 
   
名取
川 
幾
瀬か
渡る
や 
七瀬
な
せ
とも 
八瀬
とも
知
ら
ずう
や 
夜 よるし
来 こ
しか
ば 
あの  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
 
（
風
俗
歌「
名
取川
」） 
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前
章で
扱
った
風俗
歌「
大
鳥
」と
は異
な
り、「
名
取
川
」は他
の
現
存
する
譜や
楽書
に
は
み
られ
ず
、『承
徳本
古
謡集
』のみ
に詞
章
が
残
る
曲
で
あ
る
。た
だ
し
、「『
承
徳
本
古
謡
集
』注
釈
」
⑴にお
いて
も指
摘
され
てい
るが
、『古
今和
歌
六
帖
』に
は
、次の
よ
う
に
、こ
の
詞
章
が
和
歌
形式
で
収
め
られ
てい
る
。 
   
名と
り
がは
いく
せ
か
わ
た
るな
な
せと
もや
せと
もし
ら
ず
よ
るし
わた
れば 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
（『古
今
和歌
六帖
』
第
三 
せ 
一七
四
六） 
  
さ
て、
前
章で
は、
風
俗
歌「
大鳥
」
の詞
章に
つ
い
て
、
平安
中
期
に
は
、
和
歌
表現
によ
る
連想
から
、色恋
に引
き
つけ
た
内容
で
解
釈
さ
れ
て
い
た
可
能性
が高
い
こと
を指
摘し
た。「大
鳥
」の
詞
章の
内容
は
、人
々
の
間
で
恋の
噂が
共
有さ
れ
、
取
り
沙汰
され
て
い
る
様子
を想
起さ
せ
る
も
ので
あ
り
、そ
の
要
素
が、「
内侍
のか
み
」巻
の噂
を
めぐ
る
唱和
の中
で
の
や
りと
りに
活か
さ
れ
て
いる
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
加
えて
、「
蔵
開」巻に
お
いて
用い
ら
れる
風俗
歌「
名
取
川
」の
詞章
の内
容
も
ま
た
、色恋
に関
する
噂を
め
ぐる
もの
で
あ
るこ
とは
注
目さ
れる
。名
取
川
は
陸
前
国の
歌枕
であ
り、
和歌
表
現に
おい
ては
、
その
名称
か
ら
「名
（恋
の
噂）
を
取
る
」
の意
が
連
想
され
、専
ら
恋
の
歌
に用
い
ら
れ
る
。
例
え
ば、「名
取
川」
の
詞章
と同
じ
く、「
名
取川
を
渡る
」と
い
うこ
とが
詠み
込
ま
れ
た
平
安
中期
の歌
に
は、
次の
よう
な
も
の
が
あ
る
。 
   
よの
う
きに
こり
に
し
も
の
をあ
さ
まし
くな
きな
とり
が
は
わ
たる
ころ
かな 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
（『千
穎
集
』 
雑 
一
〇
三） 
   
さ夜
中
に憂
き名
取
川
わ
た
ると
て
濡れ
にし
袖に
時雨
さ
へ
降
る 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
 
（『
平
中物
語』第二
十
段 
四九
〇
頁） 
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なと
り
がは
わた
り
て
つ
く
るを
し
まだ
をも
るに
つけ
つ
つ
よ
がれ
のみ
する 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
 
（『
重
之
集
』下 
恋 
三
〇
九） 
  
既
に、日本
古
典文
学大
系
⑵や「『
承
徳
本
古
謡
集
』注
釈
」に
お
い
て
も指
摘が
ある
よう
に、風
俗
歌
「名
取
川
」
で歌
わ
れ
る
内
容は
、
こう
した
和歌
表現
から
、
色
恋
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉え
ら
れて
いた
可能
性
が高
く、
恋
人
のも
とへ
忍
んで
通う
様
子
や
、
それ
が
露
見
し
、
噂
に
なっ
て
し
ま
った
様子
を
想
起
させ
る
。なお
、詞
章
の「
幾瀬
か
渡る
や
」につ
い
て、日
本
古
典
文
学
大
系は
、「恋
人
の
と
こ
ろ
へ
行
く
ため
、瀬
を幾
つと
な
く渡
るこ
と
だ
」
と
解
釈
し
てい
るが
、「
幾
瀬
か
」の
「
か
」
は疑
問の
係
助詞
であ
ろう
。「『承
徳
本古
謡集
』注
釈
」のよ
うに、「
いっ
た
い幾
つ
の瀬
を渡
った
の
か
」と
訳
し、
風俗
歌
「
大鳥
」と
同
じく
問答
体の
歌謡
とし
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と考
え
る。
次に
試訳
を
掲げ
る。 
 ［試
訳］
名
取川
の
、
い
っ
たい
幾つ
の
瀬を
渡っ
たの
か。
七
瀬
と
も、
八瀬
とも
、知
らな
い
。 
  
  
夜
に行
った
から
ね
（
暗
く
て
見
え
なか
った
から
）。
あ
あ
。 
  
風
俗歌
「
名取
川」
の
全
体の
詞章
の
解釈
につ
い
て
は
、「『承
徳
本
古
謡
集
』
注
釈」
が示
す
通り
であ
ると
考
える
。「
い
っ
た
い
幾
つ
の
瀬
を
渡
っ
た
のか
」と
い
う問
いに
対
する
回
答は
、夜に
渡っ
てい
るた
め
よく
見
え
ず
、「
知ら
ずう
や
」と
して
はぐ
ら
か
さ
れ
て
いる
が、「七
瀬
とも 
八
瀬
と
も」
とい
う
表現
や
「
夜
」
とい
う
こ
と
ばに
、
恋
人の
もと
へ遥
々
と
何
度も
通っ
て、
浮
名
を
流し
て
い
る
様
子
が
匂
わさ
れて
いる
と言
え
よう
。 
   
  
 
三、「蔵開」三巻と
風俗歌「名取川」  
 
次
に、風俗
歌「名
取
川
」が
踏ま
え
ら
れ
て
い
る
と
みら
れ
る「
蔵
開
上」巻、「
蔵
開
中」巻、「蔵
開
下
」
巻
の
場
面
と
、
それ
に対
する
諸
注釈
の解
釈
に
つ
い
て
、
順
に整
理し
てい
きた
い。 
 
次
に掲
げ
る本
文①
は、「
蔵開
上」巻に
お
いて
、右
大将
に
昇
進
した
仲
忠
が、涼の
住
む
正
頼邸
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の北
の対
に
、挨
拶
に
赴
い
た場
面で
あ
る。 
  
①
大将
、立ち
と
どま
り
て、「
君
は
お
は
す
や」。童
べ、「
今朝
け
さ
、内裏
う
ち
へ
参ら
せ
給
ぬ
」。お
とど
、 
  
「御
方
に聞
こえ
さ
せ
給
へ
。よ
ろ
こび
にな
ん、
こた
び
は
、
かた
きな
き
（
か
た
じ
け
な
き
カ
）心
地
す
る
を、
かつ 
  
は聞
こ
えさ
する
」
と
て
、
遣水
の
ほど
より
おは
しす
ぐ
れ
ば
、う
なゐ
ど
も
、
扇 あふぎを
叩
き
て
、 
  
「
名取
川に
鮎つ
る
お
とど
の
」と
歌ひ
合へ
り
。大
将
見
や
り
て、「さ
のた
ま
ふ
と
も
、え
知ら 
  
ずや
」とて
お
はし
ぬ。  
  
  
   
 
  
  
 
  
  
（
蔵
開
上 
五
七
五
頁
） 
  
涼
は不
在
であ
り、
仲
忠
は、
童べ
を
通じ
て涼
の
妻
の
さ
ま宮
に
挨
拶
を
す
る
。
帰り
際に
、
遣水
の傍
らを
通
り過
ぎ
た
と
こ
ろ、
童
た
ち
が
、
扇
を
叩い
て拍
子を
取
りな
がら
「名
取川
に
鮎
つ
る
お
と
ど
の」
と
歌い
合う
ので
、仲
忠は
「
さの
た
ま
ふ
と
も、
え
知
ら
ずや
」と
返す
。 
 
童
たち
の
歌う「名
取川
に鮎
つる
お
とど
の」とい
う詞
章
は
、先
に
確認
した
風俗
歌「
名取
川」
の詞
章と
は
異な
る。
そ
の
ため、『
う
つ
ほ
物
語
』
の
諸
注釈
にお
い
て
、「
名
取
川
」
と
の
関
係
を
ど
う
み
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
や
や
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
⑶（
以
下
、
大
系
）
は
、「名
取川
」
の詞
章
を紹
介
し
な
がら
も
、「こ
れ
とは
別の
謡
であ
ろ
う
」
と
注し
てい
る
。
一
方
で、校注
古
典
叢
書
⑷（
以下、叢
書
）、室城
秀之
校
注『う
つ
ほ物
語 
全
』 ⑸（
以
下
、室
城
全）、
新編
日本
古
典文
学全
集
⑹（以
下
、新
全集
）は
、「名
取川」
と「
同
類
」、「
同
様
」の
歌
謡
と捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
角
川
文
庫
⑺は
、「
即
興
に
詞
を
変
え
た
も
の
か
」
と
、「
名
取
川
」
の
詞
章
を
歌
い
替
えた
とい
う
説を
提
唱
し
、仲忠
の
返
し
た「
知ら
ず
や
」と
い
う
こと
ばが
、「
七
瀬
とも 
八
瀬
と
も
知
ら
ず
う
や
」
の
「
知
らず
うや
」と
い
う詞
章と
対
応
し
て
いる
こ
と
を
指
摘
して
いる
。 
 
続
いて
、本
文
②は
、「
蔵
開中
」巻に
おい
て
、さ
ま
宮が
男子
を
出産
した
折に
、仲
忠
が産
養
の
品を
贈
り
、
涼
か
ら
そ
れに
対す
る消
息
が届
く場
面で
あ
る
。 
  
 
 
②
日暮
れ
ぬれ
ば
、か
の
源中
納言
殿
に
、家司
け
い
し
の中
に
心
ある
を
め
し
てた
てま
つれ
給
。御
消息
せ
う
そ
く、 
  
「あ
れ
は、
かの
暮
れ
に
と
の給
ひ
し人
にと
て、
など
申
せ
よ
」と
ぞあ
りけ
る。
大将
か
へり 
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給ぬ
。そ
の
夜は
、梳
櫛
けづりぐしさせ
、湯
殿
など
せ
させ
給ほ
どに
、中
納
言
殿
の御
消
息
せ
う
そ
こ聞
こ
ゆ。「
く 
  
ゐこ
そ
設く
とい
ふ
な
れ
、
かね
て
こそ
はと
なむ
。名
取
川
と
も聞
こえ
さす
めり
」と
あ
り、 
  
御使
ひ
ども
には
、さまざ
まの
禄 ろくあ
り。   
 
  
  
 
  
 
（
蔵
開
中 
六
一
六
頁） 
  
 
 
 
こ
の場
面
につ
いて
、
本
文①
の場
面
と風
俗歌
「
名
取
川
」の
詞
章
と
の
関
連
を
指摘
する
の
は、
室城
全で
あ
る。
室
城
全
は
、仲
忠
の
消
息
の
中
の
「か
の暮
れに
と
の給
ひし
人」
が、
本
文
①
の
場
面
で
「名
取
川」
を歌
っ
た
女
童
であ
る
可能
性を
指摘
し、
涼
の
消
息の
「名
取川
とも
聞こ
え
さす
めり
」に
つ
いて、「
こ
の
産
養の
品を
い
ただ
いた
者は
、仲
忠殿
に、「名
取
川鮎
釣
るお
とど
の
」
と申
し上
げ
たよ
うで
す
の
意か
」と
注
して
い
る
。
ま
た、
新全
集
も
、
こ
れ
らの
室城
全
の
説
を紹
介
し
て
い
る
が
、「
か
の暮
れ
にと
の給
ひ
し人
」を「
年
の暮
れに
出
産し
た人
」と
して
、さ
ま
宮と
する
説や
、「
名
取
川
と
も
聞
こ
え
さ
す
め
り
」を「
仲忠
殿が
贈
っ
て
くだ
さっ
た品
は々
、も
う評
判
を
と
って
い
るよ
うで
すよ
」と
解す
る
説を
提
唱
し
て
いる
。 
 
ま
た、次に
掲
げる
本文
③は、「
蔵開
下
」巻の
冒
頭
にお
い
て
、さ
ま
宮の
男子
出産
に対
す
る
産
養の
七
日
目
の
宴
が
行
わ
れ
る
中
、
仲
忠
と
涼
が語
り合
う場
面で
あ
る。
仲
忠
は
、
涼
の
もと
に
見
覚
え
の
ある
女
童が
いる
のに
気づ
き
、
涼
に素
性
を
尋
ね
る。 
  
③
「ま
こ
とに
、こ
こに
見
し
や
う
な
る
童
の
あ
りし
は、
誰
ぞ
」。
中納
言、「い
さ、
あま
た
あれ 
  
ば
、知
ら
ず
。い
ず
れ
ぞ
。中
に
、承
香
殿
の
女
御
の
御
もと
な
り
し
こ
そ
あれ
」。大
将、「
も
し
、 
  
この
我
らが
中将
な
り
し
時
、
灌
仏
くわうぶつの童
に出
だ
さ
れ
た
り
し
か
は
」。
い
ら
へ
、「
そ
れ
ぞ
か
し
。 
  
これ
こ
そと
ぞい
ひ
し
」。大
将、「
そ
れ
ら
か
、
一
日
、
こ
れ
ら
ま
かり
しか
ば
、
扇 あふぎを
叩
き
て
、 
  
「夕
さり
来 こ
」と
ひ
し
は
（言ひしはカ）。いと
馴
れた
りし
と
見し
は、さな
りけ
り」。（
蔵
開
下 
六三
〇頁
） 
 
 
 
こ
の場
面
につ
いて
、
本
文①
の場
面
との
関連
を
読
み
取
って
い
る
の
は
、
室
城
全、
新全
集
であ
る。こ
れ
らの
注
釈
で
は
、仲忠
の言
う、「
そ
れ
ら
か、一日
、こ
れ
ら
ま
か
り
しか
ば、…
…
」につ
いて
、本文
①
の出
来事
を
指し
て
い
る
と注
し
て
おり
、「
これ
こ
そ
」と
い
う女童
は
、本文
①で「
名
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取川
」を歌
った
童た
ち
の
一人
であ
る
と捉
えて
いる
。さ
ら
に
、「こ
れこ
そ
」が
言っ
た「夕
さり
来」
とい
う
こと
ばを
、
本
文①
で歌
わ
れて
い
た
風
俗
歌「
名取
川
」
の
詞章
の一
部で
は
な
い
かと
指
摘
し
て
い
る
。 
 
本
文③
で
話題
に上
っ
た
「こ
れこ
そ
」は
、同
じ
く
産
養
の七
日
目
の
宴
に
お
け
る本
文④
の
場面
にも
登場
す
る。さま
宮ら
女
君
た
ち
の
い
る
母
屋
を訪
れた
仲忠
は
、「
こ
れ
こそ
」を見
つけ
、歌
を
贈る
。 
  
 
 
④
式部
卿
の宮
の御
方、
世
に
名
立
た
る
琵
琶
、
源中
納言
の
も
た
まへ
るを
、い
ささ
か掻
き
鳴ら 
  
して
、さ
し出
た
ま
ふ
。大将
、と
もか
く
も言
は
で、か
き
鳴ら
し給
て、「
こ
れは
この
、名
立 
  
たる
も
のな
りけ
り
な
」
と
て、
一
日、
うな
ゐど
も歌
ひ
し
歌
を、
いと
面白
き音
にか
い
弾き 
  
て、「
い
づら
や
。こ
の
折に
こそ
、
かの
扇 あふぎ拍子
び
ゃ
う
しは」
と
て
、
少
しか
い
弾
き
て
給
へ
ば
、兵
衛 
  
の君
と
いふ
人
、道
にふた
がり
居
て、「
か
かる
所
に入
りお
は
し
ま
して
は
、まさ
に帰
ら
せ給 
  
なん
や」と
て
引
き
と
どむ
れば
、「
あな
わづ
ら
は
しや
。群
猿
の
心
地す
れ」。「
大
将
（大将のカ）御
舎人
と
ね
り 
  
ども
ぞ
かし
」。大将
、「う
た
てあ
る
随
身
ず
い
じ
んにこ
そは
」と
の
た
ま
ふ
ほど
に
、内裏
う
ち
より
、綾搔
練
あ
や
か
い
ね
り 
  
のい
と
黒ら
かな
る
一
襲
ひとかさね、薄
色
う
す
い
ろの
織物
お
り
も
のの細
長
ほ
そ
な
が
一
襲
ひとかさね、
三
重
襲
み
へ
が
さ
ねの袴
ひと
え
（
一
具
カ
）、
もい
はず
（
え
も
い
は
ず
カ
）きよ 
  
らに
て
さし
出で
給
へ
れ
ば
、中
将
の君
とい
ふ人
、取
り
て
、
かづ
けた
てま
つり
つ。
大
将、 
  
御達
ご
た
ち
の歌
書
きつ
けつ
る
硯
の
も
とに
立
ち寄
りて
、筆
を取
りて
、
懐
紙
ふところがみに
か
く
書
きて
、腰 
  
に結
ひ
付く
。
高欄
か
う
ら
んのも
と
に
、
これ
かれ
（
こ
れ
こ
そ
カ
）押し
か
かり
て居
たる
とこ
ろに
、「
みに
な
り
け
る
（
こ
こ
に
あ
り
け
る
カ
）
。 
  
一日
は
、知
らぬ
人
は
と
は
こそ
。
今よ
りだ
に、
知
る
人
に
と
を
（
に
て
を
カ
）」
□
て
（とてカ）、
す
べ
し
取
ら
せ
て
、 
  
…… 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
（
蔵開
下 
六
三
五
～
六
三
六
頁
） 
  
本
文④
に
おい
て、
仲
忠
は、
琵琶
で
「一
日、
う
な
ゐ
ど
も歌
ひ
し
歌
」
を
歌
う
。こ
の歌
に
つい
ても
、本
文
①と
の
関
連
か
ら、
風
俗
歌
「
名
取
川
」を
指し
てい
る
と解
釈す
るの
は、
室
城
全
、
新
全
集
であ
る
。さ
らに
、
室
城
全
は、
仲
忠が
「こ
れこ
そ」
に
言
っ
た「
知ら
ぬ人
は」
とい
う
こと
ばも、「
名取
川」の
詞
章
の
こ
と
ば
で
あ
る
可
能性
を指
摘し
てい
る
が
、新全
集は
、室
城全
の説
を
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紹介
しな
が
らも
、「
知ら
ぬ
人に
なれ
な
れし
くし
ては
、
の
意
」
と
注し
てい
る。 
 
ま
た、
仲
忠が
「こ
れこ
そ
」
に
贈
っ
た
歌
の
内
容は
、後
の
場
面
で次
のよ
うに
明か
され
る
。 
  
⑤
これ
こ
そ、かづ
け物
を持
ちて
思
ふや
う、「
こ
れ
ば
か
り
給
は
むと
にや
あら
む」とて
、ひ
く
（
つ
く 
  
ひく
づ
く
カ
）見る
。
腰の
方 かたに、
文 ふみ結ひ
つけ
ら
れ
た
り
。
見
れ
ば、 
  
 
「
人
知れ
ず渡
り初
めに
し
名
取
川
な
ほ
見
ま
ほ
しや
告げ
よ
いづ
こと 
  
内裏
う
ち
わた
り
こそ
忘れ
が
た
け
れ
。こ
れ
は、
寒げ
なる
居住
まひ
な
り
」 
  
とあ
る
を見
て
、こ
の文を
いと
う
れし
と思
ふ
。  
  
 
（蔵
開
下 
六
三八
～六
三
九頁） 
  
こ
の歌
に
つい
て、
大
系
は「
人に
知
られ
ない
よ
う
に
そ
っと
あ
な
た
を
思
い
そ
めて
浮名
を
流す
かも
しれ
な
い（
名
取
川
を
渡り
そ
め
た
）
の
で
す
が、
やは
り会
い
たい
と思
いま
すよ
。
ど
こ
に
い
る
か
私に
お
教え
なさ
い。」と訳
し
て
お
り
、他の注
釈
に
お
い
て
も
、こ
れ
とほ
ぼ
同様
の解
釈
がな
され
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
歌に
は
、
名
取
川
と
い
うこ
とば
があ
ら
われ
る
。
大
系
、
叢
書は
「
名
と
り
河
せぜ
の
むも
れ木
あ
ら
はれ
ば如
何
にせ
むと
かあ
ひ見
そめ
け
む
」（『
古
今
和
歌
集
』巻
第
十三 
恋歌
三 
六
五〇 
読
み
人
知ら
ず）
を
参考
に挙
げ、
室城
全
、
新
全集
はこ
の歌
に加
えて
「
みち
のく
に有
り
とい
ふな
る
な
とり
河な
き
なと
り
て
は
く
るし
か
り
け
り」（『古
今和
歌
集
』巻
第
十
三 
恋歌
三 
六
二八 
壬
生
忠
岑）
を挙
げ
るが
、風
俗歌
「名
取
川
」
の詞
章と
のか
かわ
りを
捉
えて
いる
注釈
書
はな
い。 
 
以
上、『
う
つ
ほ
物
語
』「
蔵開
」巻
に
おい
て、
風
俗
歌
「
名取
川
」
が
踏
ま
え
ら
れて
いる
と
おぼ
しき
場面
と
、諸注
釈に
お
ける
解
釈
を
確認
し
た
。「蔵開
上
」巻
の
本
文
①
に
つい
ては
、風俗
歌「
名
取
川
」
と
の
関
連
が
か
ね
て
よ
り
指
摘
さ
れ
て
いる
。ま
た、「
蔵
開
中
」
巻
の
本文
②
、「
蔵
開
下」
巻
の
本
文
③
、
本
文
④に
関
し
て
は
、近
年
の
室
城全
が、
はじ
め
て
「
名取
川」
の詞
章の
引
用
の
可能
性を
捉え
て
いる
。一
方で
、「蔵
開
下
」巻
の
本
文
⑤の
歌に
つい
て
は、名取
川と
いう
こ
と
ば
を含
む歌
なの
に
もか
かわ
ら
ず
、従
来、
風
俗歌
「名
取川
」
の
詞
章
と
のか
かわ
りは
、一
切指
摘
され
てい
ない
。 
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各
注釈
に
おい
て、
こ
の
よう
に見
解
が異
なる
の
は
、
本
文①
、
本
文
②
、
本
文
③、
本文
④
にみ
える
こと
ば
が、『
承
徳本
古
謡集
』所
収の「
名取
川」の詞
章と
完
全に
は一
致し
てい
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う。
特
に
、
本文
①
の
「
名
取川
に
鮎つ
るお
とど
の」
は
、
現
存す
る「
名取
川」
の
詞
章
と大
きく
異な
っ
てい
る。しか
しな
がら
、そ
の
一方
で、本
文①
で歌
わ
れる
歌唱
が、『
承徳
本古
謡
集
』
に残
る風
俗
歌「
名
取
川
」
と全
く
か
か
わり
の
な
い歌
謡だ
とも
捉
え
が
たい
。な
ぜな
ら
、
角
川
文
庫
が
指
摘
す
る
よ
うに
、仲
忠の「え
知ら
ず
や」とい
うこ
とば
が、「七
瀬
と
も 
八
瀬
と
も
知
ら
ず
うや
」と
い
う詞
章の
部
分
と対
応し
て
いる
こと
は看
過
で
き
な
い
から
であ
る。
やは
り、
当
該場
面に
おい
て
は、近
年
の多
く
の
注
釈
の
解
釈のよ
う
に
、風
俗
歌「
名
取
川
」と「
同種」「
同
様
」の
も
の
が歌
わ
れ
た
と想
定
さ
れ
る
。た
だ
し、
詞章
が現
存の
も
の
と
異な
る理
由と
して
は、
角
川文
庫が
指摘
す
るよ
うに
、物
語
世
界
に
お
い
て
、童
た
ち
が
何
ら
か
の
意図
を持
って『承
徳
本古
謡集
』
所収
の「
名
取川
」の
詞
章
の「
歌い
替
え」
を
行
っ
た
可能
性と
、
平
安
中
期
にお
いて
は
、
現
存し
て
い
な
い
「
名
取
川
に
鮎
釣
る
お
と
ど
の
」
と
いう
詞章
を持
っ
た
風
俗歌
「名
取川
」の
バ
リ
エ
シー
ョン
が既
に
存在
した
可能
性の
二
つ
が
考
え
ら
れ
るが
、い
ずれ
に
も定
め
が
た
い
。 
 
ま
た、本
文
②
、本
文
③
、本
文
④
に
つ
いて
も、「
名
取川」「扇
を
叩き
て」「
う
なゐ
ども
」な
ど
の、本
文
①
に
み
え
る
こ
と
ば
が
共
通し
て
あら
われ
てい
る
こ
と
か
ら
、室城
全
が
解
釈
す
る
よう
に
、
本文
①の
出
来事
と繋
がり
の
あ
る
場
面
だ
と
読み
解く
べき
だと
考
え
る
。一方
で
、室
城
秀
之
⑻は
、
論
考
にお
い
ても
、こ
れ
ら
の場
面の
繋
がり
を取
りあ
げて
い
る
。
室城
は、
本文
②の
「暮
れ
に」
とい
うこ
と
ばと
、本文
③
の「夕
さり
来
」と
い
うこ
とば
は
、い
ず
れ
も
風
俗
歌「
名
取
川
」の「
夜
し
来
し
か
ば
」と
い
う
詞
章
のバ
リエ
ー
ショ
ン
で
あ
り、さ
ら
に
本
文④
の「知
ら
ぬ
人
は
」も、「
知
ら
ず
うや
」
と
い
う詞
章
と
対
応
して
い
ると
読み
取っ
てい
るが
、
こ
れ
ら
の
表
現
が
ど
のよ
う
な意
味を
持ち
、
風俗
歌「
名
取
川」
の詞
章
の内
容と
ど
の
よ
う
にか
か
わ
る
の
か
とい
う点
に
つ
い
ては
明ら
か
に
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
文
②
、
本
文
③
、本
文④
がい
ず
れも
本文
①と
関係
す
る
と
すれ
ば
、
本文
④
と繋
がり
の
あ
る本
文⑤
の
歌も
、本
文①
の場
面
や
風
俗歌
「名
取川
」の
詞章
と
関連
が捉
えら
れ
るべ
きだ
と
考
え
ら
れる
が
、先
に
も述
べ
たよ
う
に
、『
古
今和
歌
集
』歌
の
引用
し
か
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う問
題も
ある
。 
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そ
こで
、次節
か
らは
、本
文
①で
演
奏さ
れた
歌が
、『承
徳
本古
謡集
』所収
の
風
俗
歌「名
取川
」
と「
同
種
」「
同様
」の
詞章
を持
った
歌
謡で
ある
と仮
定
し
、室
城論
に
従
っ
て
、本
文
②
、本
文③
、
本文
④に
、
女童
「こ
れ
こ
そ」
をめ
ぐ
る「
名
取
川
」
の
詞
章を
踏
ま
え
た
表
現が
ある
と
捉
え
た上
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
につ
いて
検討
し
てい
きた
い
。 
   
  
 
四、
仲忠と「これこそ」の
やりとり  
 
本
文
①
に
お
い
て
は
、
仲
忠
を
見
た
童
た
ち
が
「
名
取
川
に
鮎
つ
る
お
と
ど
の
」
と
歌
い
合
う
⑼。
三
節で
述べ
た
よう
に
、こ
の
詞
章
につ
い
ては
現存
して
いな
いが
、『
承
徳本
古謡
集
』に
収
めら
れて
い
る
「
名
取
川
」
と「
同
種」「同
様
」
の
歌
が
歌
わ
れた
とす
れば
、「
幾
つ
の
瀬を
渡
った
のか
」
と
い
う
よう
な
、問
いか
け
の
詞章
が含
ま
れて
いた
と想
定さ
れる
。
仲
忠
が
、
遣
水
の
傍
らを
通
り過
ぎた
とこ
ろ
で歌
唱が
始ま
っ
て
いる
こ
と
か
ら、遣水
は
名
取
川
に
、仲
忠は
名
取川
を
渡る
人物
に
、
それ
ぞれ
見
立て
られ
て
い
ると
考え
ら
れる
の
で
は
な
いか
。
仲
忠
は、
その
よう
な
童
たち
の
歌
唱
に
対
し
、「名
取川
」
にお
け
る、「
七
瀬と
も 
八
瀬と
も
知ら
ずう
や
」と
いう
回答
の部
分の
詞
章
を用
いて
、「
さの
た
まふ
と
も、
え知
ら
ずや
」と
応答
し
て
い
る
と
読み
取れ
る。 
注目
され
る
のは
、
仲
忠
と
童た
ちが
、
掛け
合う
よう
にし
て「
名
取
川
」
を
用
い
て
い
ると
み
ら
れる
点で
あ
る。こ
の
こ
と
は、「名
取川
」が
問答
体の
歌謡
とし
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
とを
示
し
て
いよ
う。
風
俗歌
「名
取
川
」の
詞章
の
内容
を考
え併
せ
る
と、
当
該
場
面
で
は
、
童
た
ちが
「
名取
川」を
歌っ
て、「何
度忍
び
通い
をし
て
、浮
名
を
立
て
て
い
る
の
か
」と
、仲忠
の
好色
ぶり
を
囃
し
立て
たの
に
対し
、仲
忠
が
「そ
んな
こ
とを
おっ
しゃ
っ
て
も
、
知
るは
ずが
ない
」と
はぐ
ら
かし
たと
解釈
さ
れる
ので
は
な
いか
。 
 
さ
て、
現
存の
風俗
歌
「
名取
川」
の
詞章
にお
い
て
は
、「
知
らず
うや
」
に
続
い
て
、「
夜
し来
し
かば
」と
い
う
、「
知
ら
な
い
」こ
と
の理
由
が歌
われ
る
わけ
であ
る
が
、室
城
論
に
従え
ば
、本
文
②、
本文
③に
お
ける
記
述
か
ら
、こ
の
部分
に対
応
する
詞
章を
用
い
た
のは
、「
これ
こ
そ」と
いう
女童
だと
解さ
れ
る。
本文
①
に
おい
て、「う
なゐ
ど
も」
と
ある
とこ
ろ
から、「
名取
川
」を
歌っ
てい
た
童
は
複
数
い
た
はず
であ
るが、本
文
②、本
文③
、本文
④で
は、仲
忠
の
目は
、「
これ
こ
そ」一
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人に
向い
て
いる
。本
文
②
の「
かの
暮れ
に
との
給ひ
し
人
」と
いう
表現
か
らは
、童
た
ち
の中
で
、
「
こ
れ
こ
そ」だけ
が
、風
俗歌「
名
取川」の
詞
章
を
踏ま
えて
、仲
忠
に
、「
暮れ
に
」（
ある
い
は
、
「
夕
さ
り
来」）と言
った
こ
とが
読み
取
れる
。本
文
②
に
お
い
て
は
、仲
忠は
、ま
だ、「こ
れこ
そ
」
の素
性を
知
らな
かっ
た
の
にも
かか
わ
らず
、産養
の
品物
を
、「こ
れ
こ
そ
」を
指
名
し
て取
り
次
が
せ
よ
うと
し
てお
り、「こ
れ
こそ
」
の
対
応
が
、
仲
忠の
印象
に強
く
残っ
たこ
とを
表し
て
い
よ
う。
それ
では
、な
ぜ、「こ
れ
こ
そ」のこ
とば
は
、そ
れほ
どま
でに
仲
忠
の
関
心
を
引
い
た
ので
あ
ろう
か。 
 
本
文②
に
みえ
る「
暮
れ
に」
と、
本
文③
にみ
え
る
「
夕
さり
来
」
と
い
う
こ
と
ばに
つい
て
は、
そ
れ
ぞ
れ
「
暮
れ
に
（
い
ら
っ
し
ゃ
い
）」、「
夕
方
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
訳
せ
る
⑽。「
暮
れ
」
と
「
夕
さ
り
」と
い
う
時
間帯
は
、
現
存
する
風
俗歌
「名
取川
」の
詞章
に
み
え
る
「
夜
」
と
い
う時
間
帯と
は、
ずれ
が
ある
こと
が
留
意さ
れる
。「
名取
川
」の
詞
章で
歌わ
れ
る
の
は、「
瀬
」
が
数
え
ら
れ
な
いほ
ど
の
真
夜中
で
あ
る
。一方
、「暮
れ」、「
夕
さり
」は、平
安
中
期
に
お
い
て
は
、日が
暮
れ
か
か
っ
た
、
薄
闇
の
頃
合
い
を
表
す
こ
と
ば
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
⑾、
暗
闇
の
広
が
る
真
夜中
の
こ
と
は
示さ
ない
。
すな
わち
、
本
文①
にお
い
て、
仲忠
が
「
名
取
川
」
の
「知
らず
うや
」
と
いう
詞
章
を
用い
て
、「
そ
んな
こと
を
お
っし
ゃっ
て
も、知る
はず
がな
い」とは
ぐ
ら
か
した
のに
対
し
て
、「
こ
れこ
そ」
も
、す
かさ
ず、「
夜
し
来
し
か
ば
」
とい
う詞
章を
踏
ま
え
て、「
そ
れ
で
は
、
暮
れ方
に
い
らっ
しゃ
い（暗
闇
の中
で
は無
理で
も
、薄
闇
の中
な
ら知
るこ
と
がで
きる
で
し
ょ
う）」と切
り
返
した
と解
釈
でき
るの
で
は
ない
か。「こ
れこ
そ
」の
応
答は
、仲
忠
のは
ぐら
か
し
をや
り
こ
め
る
、
機
知
に
富
ん
だ
も
ので
あ
り
、
暮
れ方
に
自身
のも
とに
忍ん
で
来
て
欲し
いと
いう
、仲
忠
へ
の
色め
いた
誘い
掛
けも
含ん
でい
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
仲
忠
に鮮
烈な
印象
を
与え
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
そ
して
、本
文
③に
おい
ては、「
これ
こ
そ
」が
、か
つて
承香
殿
の
女
御
の
も
と
に
い
た女
童
で
あ
り、
仲忠
と
面識
があ
っ
た
こと
が明
か
され
、仲
忠の
興
味
をよ
り
一
層
引
く
こ
と
と
な
る。
後
の場
面の
本文
④
にお
いて
、
仲
忠は
、再
び
本文
①
の
出
来
事を
想起
し
て
い
る。
その
きっ
か
け
と
なっ
て
い
る
の
は
、
涼
の所
有
す
る
「
世に
名
立
た
る
、
、、
、琵
琶
」
を演
奏し
たこと
で
あ
ろ
う
。
仲
忠も
「
これ
はこ
の、
名
立た
る
、
、、
、も
の
な
りけ
りな
」
と発
言し
てお
り
、「
名
立つ
」と
い
う
こ
と
ばか
ら
、「名
取
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る」、「名
取
川」、
す
なわ
ち
、「
一
日
、
う
な
ゐ
ど
も歌
ひ
し
歌
」
が
、
こと
ば遊
びの
よう
に連
想
さ
れた
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
風俗
歌
「
名
取
川
」
を
琵琶
で演
奏し
、
童た
ち
の
中
で
も
、
とり
わ
け
印
象
的
だっ
た
「こ
れこ
そ
」
のこ
とを
思
い返
した
仲忠
は、「
こ
れ
こ
そ」
を
探し
出
し、
歌を
贈
る。
本文
④に
お
ける、「
一日
は
、知
ら
ぬ人
はと
はこ
そ
。今
よ
りだ
に
、知
る
人にと
を
（
に
て
を
カ
）」と
いう
仲忠
のこ
とば
は、室城
が
指摘
する
よう
に、や
は
り「
名
取
川」の、「
知
らず
うや
」とい
う詞
章
を
踏
まえ
てい
る
と考
えら
れ
よ
う。
本文
①
にお
いて
、仲
忠が
「
さ
の
たま
ふと
も、
え知
らず
や
」と
言い
、「こ
れこ
そ
」が、「
暮れ
に」（
ある
い
は、「
夕
さり
来」）と
応
答
する
とい
うや
り
と
り
が
あ
っ
た
こと
を
想
定
する
と、「
知ら
ぬ
人
」
と
は
、
仲
忠の
こと
を指
す
と考
える
。「
一
日は
、知
ら
ぬ
人
は
とは
こ
そ」は
、「先
日
は、名
取
川の
幾
つ
の
瀬
を
渡
っ
た
の
か
、「
知
らな
い」人
は、（
暮
れ
方
に
い
らっ
し
ゃ
い
）と
は
（
あ
な
たは
お
っし
ゃい
まし
たが
）…
…
」
と
い
う
意
味
で
捉
えら
れ
るの
では
ない
か
。 
 
さ
らに
、続く
、「今
よ
り
だ
に
、知
る
人
に
と
を
（
に
て
を
カ
）」に
つ
いて
は
、本
文
⑤
の
、仲
忠
が「
これ
こそ
」
に贈
っ
た
歌
の
内
容
が
解釈
の手
掛か
り
とな
ると
考
え
る
。歌
に
は
、「
人
知
れ
ず
渡
り
初
めに
し
名
取
川」
とあ
り
、仲
忠が
「
名
取川
を渡
り
始め
た」
こと
、
す
なわ
ち、「こ
れ
こそ
」
への
忍
ぶ
恋
が、
まさ
に始
ま
った
こと
が詠
ま
れ
てい
る
。こ
れ
は、「
え
知
ら
ずや
」とは
ぐ
ら
か
し
た本
文
①
と
は異
なり
、仲
忠
が「
名取
川
」
を渡
って
い
るこ
とを
自
覚
し
た
こ
と
を
示す
表現
だと
考え
られ
る
。よ
って
、「
今よ
りだ
に
、知
る
人
にと
を
（
に
て
を
カ
）」は
、「今
から
で
も、
名
取川
の
幾
つ
の瀬
を渡
っ
た
の
か
を
「
知
る
人
」
と
思
って
く
だ
さ
い
」と
、
自
身
が忍
ぶ恋
の情
趣を
解
す
る
人
間
だ
と
い
う
こと
を
弁解
した
発言
だ
と考
えら
れよ
う
。 
 
ま
た
、そ
の
上
で
、仲
忠
が「
こ
れ
こ
そ
」の
素性
を
知る
と
い
う
本
文
③
とのか
か
わ
り
か
ら
、「
知
らぬ
人」「
知る
人
」と
い
う
こと
ば
に
は
、大系
、全書
、叢書
⑿、角
川文
庫
、新
全集
が指
摘
する
よう
に
、「
面識
がな
い
人」「
面識
があ
る
人
」の
意味
も
掛け
ら
れ
て
いる
可能
性は
高い
と
考
え
る。
ただ
し、
そ
の場
合も
、
叢
書や
新全
集
のよ
うに
「人
」を
「
こ
れ
こそ
」と
解す
るの
では
な
く、
角川
文庫
の
よう
に
、仲
忠
自
身
のこ
と
を
指
すと
捉え
るべ
き
で
あ
ろう
。「
先日
は
、あ
な
たの
こと
を知
らな
い
人は
、（
暮れ
方
にい
らっ
し
ゃい
）と
は（
あな
たは
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が）、
今か
ら
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でも
、私
の
こと
を
、
あ
な
たの
こ
と
を
よく
知
る
人間
と思
って
く
だ
さ
い」
とい
うよ
う
に
、
やは
り
本
文
①
に
お
い
て、
仲
忠
が
「
え知
ら
ずや
」と
いう
発言
を
し
た
点を
踏ま
えて
解釈
す
る
べ
きだ
と考
える
。 
 
以
上、「
蔵開
」巻
にみ
ら
れる、仲
忠
と「
これ
こ
そ
」の
や
り
とり
につ
い
て検
討し
た。本文
①
にお
い
て
、仲忠
は
、風
俗
歌「
名
取川
」の詞
章に
お
ける
、名
取
川
を
渡
る人
物
と
し
て重
ね
ら
れ
、
そ
の
好
色
性
が
囃
し立
てら
れて
いる
と
みら
れる
。そ
れに
対
し
、仲
忠
は、「
名
取
川」の詞
章を
用
いて、「
さ
の
たま
ふ
と
も
、
え知
らず
や
」と
はぐ
らか
して
いる
と
解
せ
よ
う
。 
 
ま
た、
本
文①
には
直
接
語ら
れて
い
ない
が、
本
文
②
及
び本
文
③
の
表
現
か
ら
、本
文①
の
場面
では
、「
これ
こそ
」
が、
仲
忠に
「暮
れ
に」（
あ
るい
は
、「夕
さ
り
来
」）
と言
い掛
けた
こと
が
読
み
取
れる
。これ
も
、「
名
取
川
」の
詞章
の「
夜
し
来
し
か
ば
」と
い
う
詞
章
が
踏
ま
えら
れた
発
言
で
あり、「
知
る
は
ず
が
な
い
」
と
言
った
仲
忠に
対し
、「
そ
れで
は、
暮
れ
方
に
い
ら
っ
しゃ
い（
暗
闇
の中
では
無
理で
も、薄闇
の中
な
ら
知
るこ
と
が
でき
るで
しょ
う）」と
切り
返
し
たも
の
と
捉
えら
れ
る
。 
 
さ
らに
、
本文
③に
お
け
る「
一日
は
、知
らぬ
人
は
と
は
こそ
。
今
よ
り
だ
に
、
知る
人
にと
を
（
に
て
を
カ
）」
とい
う
仲
忠
のこ
と
ば
も
、
本文
①
に
お
い
て
仲
忠
が「
え知
らず
や
」と
言っ
たこ
とや
、
本
文
④
の
仲
忠
が「
こ
れこ
そ」
へ
贈
っ
た
和歌
の
表現
と関
連づ
けて
解
釈
す
べき
だと
考え
る。
本文
③
にお
ける
発言
や
本文
④の
歌は
、仲
忠が
、「
これ
こそ
」に
対
し
て、本
文
①
では
ぐら
かし
た
こ
と
を弁
明し
、色
恋
の情
趣を
「知
っ
て
い
る
」
こ
と
を
訴
える
内容
にな
っ
てい
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
   
  
 
五、
風俗歌「名取川」がほ
のめかすもの  
 
続
いて
、「蔵
開」巻
を
通
し
て
みら
れ
る
、こ
れ
らの
風
俗
歌「
名取
川」を
用
い
た場
面が
、物
語
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
室
城
⒀は
、
仲
忠
と「
これこ
そ
」の一
連の
場
面
に
つ
い
て
、「
物
語の
主
題か
ら
は
そ
れる
話題
」の
一つ
と捉
え
てお
り、「
物語の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に、さま
ざま
な
話題
を
提
供し
て、物語
の
進行
を
助
け
て
い
る
」と
読
み
取
っ
て
い
る
。また
、新
全集
は
、本文
④
の場
面の
頭
注
にお
い
て、「
仲
忠が
こ
れ
こ
そに
贈
った
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歌は
、艶
め
いた
恋
歌
の
趣
であ
る
。
し
かし
、
仲
忠の
歌に
対し
て
、
こ
れこ
そは
「い
と
う
れ
し」
と
喜
ぶ
が
、
返
歌
をし
て
い
な
い
。仲
忠
の行
為は
、優
美な
ふ
る
ま
いと
して
とど
めら
れ
る
。
この
挿話
は、「
ま
め
人
」仲
忠
の
好
色
性を
印
象づ
けなが
ら
も
、こ
れこ
その
少
女
ら
し
い清
純
さ
が
全体
の
色
調
と
な
っ
て
い
る
」と
指摘
して
い
る。 
 
確
かに
、「
こ
れこ
そ
」は
本
文
④
の
場
面
以
降は登
場
せず
、仲
忠
と
の
関
係の
深
ま
り
も描
か
れ
な
い。し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
らの
仲忠
と「
こ
れ
こ
そ
」の場
面
に
お
い
て
留
意され
る
の
は
、「
こ
れ
こ
そ」
が涼
の
もと
に仕
え
る
女童
であ
る
ため
、涼
や涼
の妻
さ
ま
宮
との
かか
わり
が付
近に
描
かれ
る点
であ
る
。特
に、
本
文
③の
直前
の
場面
に
お
い
て
は、
次
の
よ
うに
、仲
忠が
さ
ま
宮に
、
非
常
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
が注
目さ
れる
。 
  
⑥
大将
の
君、にる
かに
（
に
は
か
に
カ
）さし
出で
給
へ
り
。人々
驚
け
ば
、「
我
と
君とは
、い
み
じく
契り
たる
仲 
  
ぞ。か
た
みに
、う
ち
許
さ
むと
ぞ
いひ
たる
」と
て入
り
給
へ
ば、母屋
も
や
の
す
み
（みすカ）の
前に
、方
々 
  
の御
産
養
うぶやしなひの
物ど
も参
り据
ゑ
たり。大
殿、左
大臣
、種 たね松 まつな
どた
て
ま
つ
り
た
る
物
ど
も
也
。 
  
中に
、
種 たね松 まつが二
なし
。
母
屋
の
御簾
の
うち
にぞ
、
産 うぶ屋装束
した
る
しう
と
と
（
宿
徳
カ
）
ど
も
いと
多く 
  
居た
る。大将
、「今
は
、かく
、大
人し
く
なり
給
て、子
か
き
抱
き
給
ら
む
こ
そ
、あ
な
恥づ
か 
  
しや
」…
…  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
（蔵
開下 
六
三
四
頁） 
  
こ
の本
文
⑥の
場面
に
つ
いて
、大
系
は、「
兼
雅の
示
唆に
従っ
て
仲
忠
は
今
宮（
※
稿
者
注 
さ
ま
宮
⒁）
に
近
づ
こ
う
と
試
み
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
い
う
振
舞
を
仲
忠
は
女
一
宮
に
は
決
し
て
許
さ
な
い
し
涼を
近
づけ
ない
に
違
いな
い」
と
、密
通に
繋が
りか
ね
な
い
場面
であ
るこ
とを
、頭
注
にお
いて
示唆
し
てい
る。なお、「兼雅
の
示唆」と
は
、次
に
掲
げる「
蔵
開中
」巻
の
場面
の
兼
雅
のこ
と
ば
を
指
し
て
い
ると
考え
られ
る。 
  
⑦「…
…
今
様
の人
は
、あや
しう
よ
め
る
（
ま
め
に
カ
）こ
そあ
れ。まづ
は、か
し
こき
天
下の
帝 みかどの御
娘を
持 
  
たり
と
も、
その
妹 おとうとみこ
たち
、
そ
の
あ
た
り
の
人の
妻 め
は
、
女
御
ま
で残
して
まし
や
。
罪の 
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浅き
に
やあ
らむ
」と
のた
まへ
ば
、大
将
、「い
と
うた
てあ
る
こと
。一人
ひ
と
り
侍り
し
時
、い
かで 
  
と思
ひ
給へ
し人
を
だ
に
、よ
き
折
侍
り
し
か
ど
、さ
も
あ
ら
ず
な
りに
しも
のを
」。お
とど
、「
そ 
  
れこ
そ
、い
と
我 わがごと
く
なけ
れ
。今
も
、な
ど
か
、さ
せざ
らむ
。まか
で
ても
の
せら
れむ
時、 
  
空酔
そ
ら
ゑ
ひを
し
て、た
だ
入 い
りに
入 い
る
べき
ぞか
し。人も
騒
が
ば
、いた
く
酔 ゑ
ひに
けり
や。ここ
に
（
こ
こ
は
カ
）、 
  
いづ
く
ぞ。中
の
お
と
ど
に
は
あ
ら
ず
や
、と
、た
だ
酔 ゑ
ひに
酔 ゑ
ふ
ば
か
り
ぞ
か
し」。北の
方、「
い 
  
と
あと
しき
（
あ
し
き
カ
）
こと
多く
し
給
け
る
かな
。若
き人
は、親、か
くの
たま
ふ
とも
、
こ
そ
（そこカ）は、早
う 
  
立ち
給
ね。
な聞
き
給
そ
」。
お
とど
、「
男 をのこは身
をか
へ
り
見
、
人
の思
は
む
こ
と
を
知
り
な
ば
、 
  
よき
妻 め
は
得て
むや
。
文 ふみ通は
し
て
許
さ
れ
む
時、
と言
はむ
に
は
、
何わ
ざを
か
せ
む
。
隙 ひまを
み 
  
て、
ふ
と
入 い
りぬ
れ
ば
こ
そ。
まし
て
、あ
しこ
の乱
れ
て
歩か
む
は
、
追
ふ
女
し
あ
ら
じか
し
。 
  
この
宮
（
二
の
宮
カ
）と、
源
中納
言の
妻 め
とは
、早
う
こ
そ
」。な
ど
のた
ま
ふ。
…
… 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
（
蔵開
中 
六
二
三
～
六
二
四
頁
） 
  
本
文⑦
に
おい
て、
兼
雅
は仲
忠に
、
さま
宮ら
と
の
密
通
を唆
し
て
い
る
。
こ
の
場で
は、
仲
忠は
それ
に応
じ
ない
で
話
題
を
変え
る
が
、
大
系
が
指
摘す
るよ
うに
、
本文
⑥の
場面
は、
あ
た
か
も
こ
の
兼
雅の
唆
しを
意識
した
よう
な行
動
を取
っ
て
い
る
と言
え
る
。 
 
さ
らに
、
二節
で触
れ
た
よう
に、
風
俗歌
「名
取
川
」
の
詞章
は
、
忍
び
通
い
が
露見
し、
噂
にな
って
しま
っ
た様
子
を
想
起
させ
るも
の
であ
る
。この
こと
を
考
え
併せ
れば
、童
たち
が仲
忠
に「名
取
川
」を
歌
い掛
ける
「
蔵
開上
」巻
の
本文
①も
また
、仲
忠
と
さ
ま宮
の道
なら
ぬ恋
をほ
の
めか
す場
面と
な
って
いる
と
捉
えら
れる
の
では
ない
か
。
本
文
①
で
は
、涼
の住
む北
の
対
に訪
れ
た
仲
忠が
、
さ
ま
宮
に
挨
拶
を
伝
え
た
後
、
遣
水
の
傍ら
を通
り過
ぎた
時
に歌
唱
が
始
ま
る
。
四節
で
論
じ
たよ
うに
、
この
場面
で
は
、遣
水が
名
取川
に、
仲忠
が名
取川
を
渡
る
人
物
に
、
そ
れ
ぞれ
見
立て
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
童
た
ち
の
「
名
取
川
」
の
歌
唱
は
、
そ
の
場
の
状
況
か
ら
、
「涼
不在
の
西の
対に
、
仲
忠が
忍ん
で
渡っ
て来
てい
るよ
」
と
か
らか
った
もの
と解
せ、
仲
忠の
忍び
通い
の
相手
とし
て
、
さ
ま
宮が
匂
わさ
れて
いる
可能
性が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
無
論、
物
語に
おい
て
、
仲忠
とさ
ま
宮の
密通
が
描
か
れ
るこ
と
は
な
い
。
本
文
①に
おけ
る
風俗
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歌「名
取
川」の
歌
唱も
、本
文
②、本文
③を
経
て、さま
宮
で
は
な
く
、「こ
れこ
そ」と
い
う
女
童
と仲
忠の
色
恋に
かか
わ
る
もの
とし
て
、ず
らさ
れて
語
ら
れて
い
く
。
そ
の
「
こ
れ
こ
そ」
と
の関
係に
つい
て
も、
仲忠
は
涼
にす
べて
明
かし
て
お
り
、
先述
のよ
う
に
、
仲忠
と「
これ
こ
そ
」
の関
係
が
深
ま
る
こ
と
も
な
い。 
 
既
に
指
摘
も
あ
る
が
⒂、
仲
忠
は
、
兼
雅
の
よ
う
な
「
色
好
み
」
と
は
対
照
的
に
理
想
化
さ
れ
て
い
る
人
物
であ
る
と捉
えら
れ
る。「蔵
開
中
」
巻
、「
蔵
開下
」
巻に
お
い
て
は、
仲忠
が、
兼
雅
の
好
色
性
の犠
牲と
な
って
いた
妻
妾
たち
を三
条
邸に
迎え
る
こ
と
を
企
図
し
、実
行す
る様
子が
語ら
れ
る
。
先行
研
究
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
確
かに
、仲
忠と
「こ
れ
こそ
」
の
一
連
の
場
面は
、
そ
の
よ
う
な物
語
の主
題に
は
影
響を
与え
る
こと
のな
い挿
話で
ある
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れら
の
場面
にお
いて
は
、仲
忠の
好
色
性が
取り
沙
汰さ
れ
、
仲
忠
と
さ
ま宮
の
道
な
ら
ぬ
恋が
ほの
め
か
さ
れる
点
は
注
目
さ
れ
る
。
仲
忠
と
「
こ
れ
こ
そ
」
の
挿話
は、
本筋
の
描
写
とは
矛盾
しな
いよ
う
に
整
合性
を持
たせ
ら
れな
がら
も、「
物語
の進
行
を助
ける
」と
いう
だけ
で
はな
く
、本
筋
には
みえ
な
い人
物
の
隠さ
れ
た一
面や
、
起
こり
うる
展
開の
可能
性を
描き
出そ
う
と
し
て
い
る
と
捉
え
られ
る
ので
はな
いか
。 
   
  
 
六、
結び  
 
本
章で
は、「
蔵開
」巻
に
おけ
る風
俗
歌「
名
取
川
」の用
いら
れ
方に
つい
て論
じた
。「
蔵開
上」
巻の
本文
①
にお
いて
は
、現
存
す
る
詞
章
と
は完全に
は
一
致し
な
い
も
の
の
、童
た
ち
に
よ
っ
て「名
取川
」に
類
する
歌謡
が
歌
われ
てい
る
と考
えら
れ
る
。
こ
こで
は
、
詞
章
中
の
名
取川
を
渡
る
人物
とし
て
、
仲
忠が
重
ね
ら
れ
てい
る
と
み
ら
れ
、
そ
の好
色性
が囃
し
立て
られ
てい
る。
そ
れ
に
対し
て
、仲
忠は
、「
名
取
川
」の
詞章
を
用
い
、は
ぐら
か
す
よう
に
応
答
す
る
。こ
の
掛
け
合
い
に
お
いて
は、
風俗
歌
「名
取川
」が
問
答
体
の
歌
謡
と
して
捉え
られ
て
い
る
こと
が読
み取
れる
。 
 
さ
らに
、
従来
の注
釈
に
おい
ては
解
釈が
分か
れ
て
い
る
が、「蔵
開中
」
巻
、「
蔵開
下」
巻
にみ
られ
る仲
忠
と「
こ
れ
こ
そ
」の
一
連
の
場
面
は
、
本文
①と
の繋
が
りが
指摘
でき
、そ
の
や
り
と
り
に
は
、風俗
歌「
名
取川
」の
詞
章が
踏
ま
え
られ
てい
ると
みる
べ
きだ
と考
える
。「
蔵
開
中
」巻
の
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本文
②、「蔵
開下
」
巻の
本
文③
、本
文
④に
おい
ては
、
本
文
①
の
仲忠
の応
答に
対し、「
こ
れ
こ
そ
」とい
う女
童
が、「
名
取
川」の詞
章を
踏
まえ
た機
知に
富
む
切
り返
しを
行い
、仲
忠の
関心
を
引い
たこ
と
に関
する
話
題
が
語
られ
て
いる
と解
釈で
きる
。 
 
仲
忠と
「
これ
こそ
」
の
関係
の深
ま
りが
語ら
れ
る
こ
と
はな
く
、
こ
の
挿
話
は
、直
接物
語
の主
題に
かか
わ
るも
の
で
は
な
い。
し
か
し
な
が
ら
、
これ
らの
一連
の
場面
の中
で、
たび
た
び
仲
忠
の
好
色
性や
、
仲忠
とさ
ま
宮
の
か
かわ
り
が描
かれ
るこ
とは
注
目
さ
れる
。本
文①
の風
俗歌
「
名取
川」は
、仲
忠が
涼
不在
の
西の
対
に
渡
っ
て
い
る
時に
歌わ
れた
も
ので
あり
、「
名
取
川
」が、忍
び
通い
の噂
が
立つ
こと
を
想
起さ
せる
詞
章を
持つ
こと
を
考
え併
せ
れ
ば
、
こ
の
歌
唱
は
、仲
忠
とさ
ま宮
の道
な
らぬ
恋を
ほ
の
めか
すも
の
とし
て
捉
え
ら
れる
。こ
の
よ
う
な描
写は
、本
筋
に
お
いて
は
語
ら
れ
る
こ
と
のな
い人
物の
一面
や
、物
語の
展
開
の
可
能
性
を
示唆
して
いる
と考
えら
れ
る
。 
 
看
過で
き
ない
のは
、
風
俗歌
「名
取
川」
が、
前
章
で
取
りあ
げ
た
風
俗
歌
「
大
鳥」
と同
様
、恋
の噂
につ
い
て問
答
す
る
詞
章を
持ち
、そ
の
要素
が物
語に
活か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る。「大
鳥」
は、
現
存す
る詞
章
に
よっ
て問
答
の結
末が
異
な
っ
て
お
り
、
噂と
いう
もの
の不
確定
性
を想
起さ
せ
る
。「
内侍
の
かみ
」
巻に
おけ
る
唱和
にお
い
て
は、「
大
鳥」
の詞
章
を
踏
ま
え
た
表
現
に
よ
って
、
兵
部
卿
の
宮
と
承
香
殿
の
女
御
の
関
係
をめ
ぐる
噂が
あ
れ
こ
れと
取り
沙汰
され
、
話
題
が兼
雅と
仁寿
殿
の女
御の
噂
に
まで
及び
、
しか
し、
結局
のと
こ
ろ
、
うや
むや
にな
って
いく
様
子が
描き
出さ
れ
てい
く。
一
方
、現
存す
る
「名
取
川
」
の
詞章
は
『
承
徳本
古謡
集』
に
収
めら
れ
た
も
の
し
か
な
い
が
、
問
い
掛
け
の
詞
章
に
対
す
る
答え
が「
知ら
ずう
や
」
と
な
っ
て
お
り
、
やは
り
明
確
な回
答が
示
され
ない
歌謡
であ
る
と
言
え
る。「
蔵開
」巻に
おけ
る
風俗
歌「
名
取
川
」は
、仲
忠の
好色
性や
、
仲忠
とさ
ま
宮
の密
通の
可
能性
と
い
っ
た
事柄
を、
あ
く
ま
で「
その
よう
な
噂
が
立っ
て
い
る
」
と
い
う
形で
朧
化
し
な
がら
、
物
語
に表
面化
させ
て
い
く
機能
を果
たし
てい
る
と
考
えら
れる
。 
 ※『千
穎
集』は
、穂
久
邇
文庫
蔵「
千
穎
集」、『重
之
集』は
西
本
願
寺蔵
三
十六
人集「
し
けゆ
き
」 
 
に
拠り
、
適宜
、表
記を
改
め
た
。 
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※『平
中
物
語
』の
和
歌は
、新
編
日
本
古
典
文
学全
集12
『
竹
取
物
語 
伊
勢
物
語 
大
和物
語 
平 
 
中
物語
』（
清
水
好
子 
ほ
か 
校
注
・訳 
小
学
館 
一
九九
四
）
に拠
っ
た
。 
   
注  
⑴ 
歌謡
研
究会
編「『承
徳
本古
謡集
』
注釈
（前
編）」（『歌
謡 
研
究と
資料
』六 
一
九
九
三
）、 
  
小野
恭
靖に
よる
「
名
取
川
」の
項
。 
⑵ 
日本
古
典文
学大
系
３
『古
代歌
謡
集』（
土
橋寛
・
小西
甚一 
校
注 
岩
波書
店 
一
九五
七）。
⑶ 
日本
古
典文
学大
系
1 1
『宇
津
保
物
語 
二』（
河
野多
麻 
校
注 
岩
波書
店 
一
九
六
一）。 
⑷ 
校注
古
典叢
書『
う
つ
ほ
物
語 
㈢』（
野
口元
大 
校
注 
明
治
書
院 
一
九
八
六
）。 
⑸ 
『う
つ
ほ物
語 
全 
改
訂版』（
室城
秀之 
校
注 
おう
ふ
う 
二
〇
〇
一
）。 
⑹ 
新編
日
本古
典文
学
全
集
1 5『う
つほ
物
語 
②』（
中野
幸
一 
校
注・訳 
小
学館 
二〇
〇一
）。 
⑺ 
角川
文
庫『
宇津
保
物
語 
中
巻』（
原
田
芳
起 
校
注 
角
川書
店 
一
九六
九
）。 
⑻ 
室城
秀
之「
う
つ
ほ
物語の
後半
の
会話
文」（『
う
つほ
物語
の
表
現
と
論
理
』 
若
草書
房 
一九 
  
九六
）。 
⑼ 
『万
葉
集』
にお
い
て
、「鮎
つる
」
とい
うこ
とば
は
、
巻
五
の
大伴
家持
の「
遊
二松
浦
河
一」 
  
で、
松
浦河
で若
鮎
を
釣
る
乙女
と
のや
りと
りに
かか
わ
っ
て
用い
られ
てい
る。
注目
さ
れる 
  
のは
、「
娘等
更
報歌
三
首」
の八
六
〇番
歌に
おい
て
、「
鮎
」が
男性
の
訪れ
を
待つ
、溌
溂
と 
  
した
若
い女
性の
姿
に
重
ね
られ
て
いる
こと
であ
る。 
   
  
蓬
客等
更贈
歌三
首 
  
まつ
ら
がは 
か
はの
せひ
かり 
あゆ
つる
と 
たた
せ
る
い
も
が 
も
のす
そぬ
れ
ぬ 
  
まつ
ら
なる 
た
まし
まが
はに 
あゆ
つる
と 
たた
せ
る
こ
ら
が 
い
へぢ
しら
ず
も 
  
とほ
つ
ひと 
ま
つら
のか
はに 
わか
ゆつ
る 
いも
が
た
も
と
を 
わ
れこ
そま
か
め 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
（『万
葉
集
』巻第
五 
雑 
八
五
六
～
八
五
八
） 
  
  
娘
等更
報歌
三首 
1 0 0 
 
  
わか
ゆ
つる 
ま
つら
のか
はの 
かは
なみ
の 
なみ
に
し
も
は
ば 
わ
れこ
ひめ
や
も 
 
  
はる
さ
れば 
わ
ぎへ
のさ
との 
かは
とに
は 
あゆ
こ
さ
ば
し
る 
き
みま
ちが
て
に 
  
まつ
ら
がは 
な
なせ
のよ
どは 
よど
むと
も 
われ
は
よ
ど
ま
ず 
き
みを
しま
た
む 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
（『万
葉
集
』巻第
五 
雑 
八
五
九
～
八
六
一
）  
  
 
後
人
追和
之歌
三首
帥
老 
  
まつ
ら
がは 
か
はの
せは
やみ 
くれ
なゐ
の 
もの
す
そ
ぬ
れ
て 
あ
ゆか
つる
ら
む 
  
ひと
み
なの 
み
らむ
まつ
らの 
たま
しま
を 
みず
て
や
わ
れ
は 
こ
ひつ
つを
ら
む 
  
まつ
ら
がは 
た
まし
まの
うら
に 
わ
かゆ
つる 
い
もら
を
みらむ 
ひ
と
の
と
も
し
さ 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
（『万
葉
集
』巻第
五 
雑 
八
六
二
～
八
六
四
） 
   
この
よ
うな
「鮎
」
の
比
喩
が、
本
文①
の「
名取
川に
鮎
つ
る
おと
どの
」と
いう
童た
ち
の歌 
  
唱に
も
踏ま
えら
れ
て
い
る
とす
れ
ば、「名
取川
」で「
お
と
ど（男
性
、仲
忠
が重
ねら
れ
てい 
  
るか
）」
が「
鮎
（女
性
）」
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
、仲
忠の
好色
性を
囃し
立
て 
  
る内
容
とし
て捉
え
う
る
が
、な
お
検討
を要
する
。 
⑽ 
注
⑻
前
掲論
文
に
おいて
も、
同
様
の訳
が
付
され
て
いる
。 
⑾ 
『
日
本
国
語
大辞典
』（小
学
館 
「ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッジLib
」 http://japanknowledge.com
）の 
 
 
「
暮
れ」、「
夕
さ
り」の
項。
ま
た、『
歌こ
と
ば
歌
枕大
事
典』（「
日
本
文
学WEB
図
書
館
」  
 
 
http://www.kotenlibrary.com/ 
「
辞
典ラ
イ
ブ
ラリ
」ー内
）
の
佐々
木
孝
浩に
よ
る「
暮れ
」 
 
 
の
項
、
檜垣
孝
に
よる「
夕さ
れ
ば
」の
項
。 
⑿ 
校
注
古
典叢
書
『
うつほ
物語 
㈣
』（野
口
元
大 
校
注 
明
治
書院 
一
九九
五）。 
⒀ 
注
⑻
前
掲論
文
。 
⒁ 
日
本
古
典文
学
大
系は、延宝
五
年
版本
を
底本と
し
てお
り、「
内
侍
のか
み
」巻や「
沖
つ 
 
 
白
波
」巻（延
宝
五年
版
本で
は、そ
れ
ぞれ「初
秋」巻、「田
鶴
の
群鳥
」巻）に
みえ
る 
 
 
涼
の
妻
の呼
称
を、「
今
こそ
」「
今
こそ
君」「
今
宮」と
校訂
して
おり
、頭
注
で
も「今
宮」 
 
 
と
呼
ん
でい
る
が、本
章
では
、最善
本
と
され
る
尊
経閣
文
庫
蔵前
田
家
本の
表
記（「
さ
ま 
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こ
そ
」「
さ
まこ
そ
君」「
さま
宮」）
に
従い
、
涼
の
妻を
「
さ
ま
宮
」
と
称す
る
。 
⒂ 
た
と
え
ば、
新
全
集は、
本文
⑥
の
場面
に
つ
いて
、
頭注
で
「
兼雅
の
色
好み
論
は、
酒
に 
 
 
酔
っ
た
戯れ
言
と
して処
理さ
れ
る
。ま
め
人
仲忠
を
主人
公
と
した
た
め
、色
好
みの
要
素 
 
 
は
、笑
いによ
っ
て排
除
され
、矮
小化
さ
れ
る
」と
読み
取
り、「
仲忠を
理
想
化す
る
た
め 
 
 
に
は
、兼
雅
の
過去の
色
好み
は
、徹
底
的
に批
判
さ
れ
、無
力化
さ
れなけ
れ
ば
なら
な
い」 
 
 
と
述
べ
てい
る
。 
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第二部  
『源氏物
語』と催馬
楽・風俗
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第一章  
『源氏物語』における唐楽・催馬楽の演奏場面   
       
 
       
「呂」「律」の分類とのかかわり
  
  
     
一、はじめに  
第一
部の
第一章でも言及したよう
に、『源氏
物語
』に
は、唐楽や高麗
楽、催馬楽
をはじめ
と
する宮廷歌謡が、『うつほ物語』以上
に多
く取
り込まれている。『源氏物語』の
音楽描写
について
は、近年、磯水絵
⑴、植田恭代
⑵らによって、中
古・中世
の演奏記録
や
楽書など
と
比
較検
討する
試
みが
なされ
、山
田
孝雄
⑶の研
究
以
来
の成
果を
あ
げ
てい
る。ま
た、
特に
唐
楽
と催馬
楽につい
ては、遠藤徹
⑷、ス
ティー
ヴン・Ｇ・ネ
ルソン
⑸、本塚
亘
⑹らの
研究が
、平
安
期におけるこれらの曲の姿
に迫っている。 
 
本章では、これらの先行研究
を踏まえ、「若菜下」巻の春
秋に関するや
りとりを
起点とし、
日
本の音楽の「
呂」「律」の概
念と『源氏物語』における唐
楽・催
馬楽の演奏
場面と
のかか
わり
につ
いて論じていきたい。ま
ず、「若菜
下」巻にみえる「げ
に律をば次の
ものに
したる
は、さもありかし」（若菜下 
④一九五）という
光源
氏の発
言に注目し、音楽
の旋法
である
「
呂」「
律」
を、
それぞれ春秋
に結
びつける捉え方や、
唐楽や催馬楽
の曲を「
呂
」「
律」に
二分
類するという概念につい
て考
察す
る。さらに、こうし
た「
呂」「
律」への
意識が、『源
氏物語』全体の音楽表現にど
のように表れて
いる
のか
について、『源氏物語
』にお
ける
唐楽・
催馬楽の演奏
場面
を個
に々
検討することで明ら
かに
したい。 
      
二、「春の調べ」と「秋の調べ」  
『源
氏物
語』「若菜下」巻の女楽には、光源
氏と
夕霧が、音楽に関連
させて春
秋について
語
る場面がある。春秋のうち
、音楽に適しているのは
春の方だとす
る夕霧に対
し、光源
氏
は次
のよ
うに
発言
する。 
 ①「
いな
、この定めよ。いにしへ
より
人の
分きかねた
ることを、末
の世に下
れる人のえ 
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明らめはつ
まじ
くこ
そ。
物の調べ、曲 ごくのも
のど
もは
しも、げに律を
ば次のも
のにした 
 
るは、さもありかし」と
申し給へば、……         
（
若菜下 
④
一九五頁） 
 本文
①に
みえる「物の
調べ
」と
いう
語は、次
のよう
に、『源氏物語』に他に三
例あり、雅
楽器
で演
奏さ
れる音楽に対して用いら
れて
いる。 
 ②御
前の
梅やうやうひもときて
、あれは誰時
なるに
、物の調
べど
もおもしろ
く、「この 
 
殿」うち出でたる拍
子い
とはなやかなり。         
（初音 
③
一五二
頁） 
 ③唱
歌の
人々
御階に召して、すぐ
れた
る声
の限り出だして
、返
り声にな
る。夜の更け 
 
ゆくままに
、物
の調
べど
もなつかしく変りて
、青柳
遊びたまふほど、
げにね
ぐらの 
 
鶯おどろき
ぬべ
く、いみ
じくおもしろし。         
（若菜上 
④五九
頁） 
 ④を
りに
あひたる物の調べどもに
、宮
の御
声はいとめでた
くて
、梅が枝
などうたひた 
 
まふ。                         
（
浮舟 
⑥一四六頁） 
 また
、「曲のもの」
とい
う語
は、「
竹河
」巻
や『紫式部
日記』
の用
例をみる
に、催馬楽な
ど
の「歌」とは区別される、
唐楽などの曲を指してい
ると解釈でき
よう。 
 ⑤い
まめ
かしう爪音よくて、歌、
曲の
物な
ど上手にい
とよく弾きた
まふ。 
                               
（竹河 
⑤九九
頁） 
   
双調の声にて、安名尊、
つぎに席田、此殿などう
たふ。曲の物
は鳥の破、
急を遊ぶ
。 
                            
（『紫式部
日記
』 
二
二一頁） 
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問題
とな
るのは、次の「げに律を
ば次
のも
のにしたる
は、さもあり
かし」と
いう部分で
あ
る。日本の音
楽の
旋法には「呂」「律」の二分類があり
、諸注釈にお
いて、光源氏の発言
は、正楽に多
く用
いられる
旋法である「呂
」に対し、「律」が俗
楽に多く用い
られる
旋法で
あることから、「律」よりも「
呂」を重視するものであ
ると解釈され
ている。 
平安
中期
においては、「呂」に分
類さ
れる曲が多く記録に
残されて
おり、平安期において
、
「呂
」に分類される曲が
、特に公的な演
奏で
重要視され
ていたであろ
うことが
推察される。
第
一部の第一章でも触れたよ
うに、綾小路家の源有俊（一
四一
九
？）が編
纂した『御
遊
抄
』において「律」に分類
される曲名が確認されるの
は、寛治元年
（一〇八七
）十
一月
二
十二
日の
清暑堂の御遊の記事が初
めて
であ
るが、それ
以降の記事に
なると、
いずれの行
事
においても、概ね
唐楽
・催
馬楽ともに「呂」「
律」
双方の曲が演奏されてい
ること
が記録
さ
れている（第一部第一章
〈四
〇～四
二頁〉の［表三］
）。 
とこ
ろで
、『源氏物
語』
の本
文①の場面では、こ
の「呂
」「律」の問
題が、
春秋の優劣と
か
かわって来る。古く、『花鳥
余情』が「
呂は
春のし
らへ律
は秋のしらへ
といふ
歟」と指摘
し
ており、現行
の注釈の多く
がこ
の『花
鳥余情』の
説を引く。この
、「呂」を「春の調
べ」、
「律」を「秋の
調べ
」とす
る概念は、いつ
頃どのよ
うに成立し
たものな
のだろ
うか。「春
の
調
べ」、「秋
の調べ」の用例に
ついて調査したところ、作り物語で
は、『うつほ
物語』に「秋
の
調べ」が二例、『源氏物語』
に「
春の
調べ」が一例み
られた。 
  ③北方、「秋の調べは弾く者こそ
あな
れ」とて
、……     
（内侍のかみ 
四六三頁） 
   
 
④まづ、習
ひ初
めの
りう
かく風 ふを、秋の調
べに
弾き
鳴らし給ふ。 
        
（
楼の上下 
一〇
二一頁） 
  
⑤物の師ど
も、
こと
にす
ぐれたるかぎり双調
吹き
て、上に待ちとる御
琴ども
の調べ、い 
  
とはなやかに掻きたてて
、安名尊遊びたまふほど
、生けるかひ
ありと、何
のあやめ
も 
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知らぬ賤の男も、御門わ
たり暇なき馬、車の立処
にまじりて、
笑みさかえ
聞きけり
。 
  
空の色、春の調べ、響き
はいとことにまさりける
けぢめを、…
… 
                           
（
胡蝶 
③一
六八～
一六九
頁） 
 『う
つほ
物語』に
おいても
、唐楽や催馬楽の曲の「呂」「律
」の旋法が
意識され
た描写が
みられること
は第
一部
の第一章で論じた通
りだ
が、この本文
③、本
文④の二例
からは
、「秋
の
調べ」が「律」のことを指
して
いる
のかどうかは判然と
しな
い。一方
、『源
氏物語』の本
文
⑤の場面では、六調
子の
一つである双調、あるいは
催馬
楽「
安名尊」が「
春の調
べ」と
され
ていると解される。これ
らは
とも
に、「
呂」
に分
類される調子・
曲である
。 
 
また、歌集
にお
いて
は、「春
の調べ」は『古今和歌
集』四
五六
番歌、「秋の調
べ」は『躬
恒
集』四
〇番歌の用例が古く、それ以降も数
例みら
れる。この
うち、次に掲
げる『伊勢
集』
と『大
斎院前の御集』の「春の調べ」「秋の（に）調べ」の例
は、琴の調
絃に関して用いら
れており、『花鳥余情』の説を
裏付けるものであると
考えら
れる
。 
 
こ中
務宮
ことをかりたまひて御か
へし
たま
ふと
て 
あづ
まご
とはるのしらべをかりし
かば
かへ
し物ともおもは
ざり
けり                   
                               
（『伊勢集
』 
三五〇
） 
 御こ
とを
秋にしらべさせ給へば、
宰相
君 
あづ
さゆ
みはるにいり立つころな
るを
いか
にしらぶること
にか
あるらむ 
    
進 
あづ
さゆ
みひくねはことにたがは
ねど
とき
にあはずときく
ぞく
るしき               
（『大斎院前の御集』 
六・七） 
 『伊
勢集
』三五〇番歌中の「かへ
し物
」は
、琴柱に糸
を懸け返して
転調する
ことと、借
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りた
琴を
返却することの掛詞にな
って
おり
、「春の調べ
」とあるのは調
子、あるいは旋
法を
指し
ていると推測される。『大斎院前の御
集』の贈答歌
も、もう春に
なる
という
のに、琴を
「
秋の調べ」で調律している
ので、それが時節に合わ
ないのではな
いか、とい
うやりと
り
にな
って
いる。これらの例から、
一〇
世紀
半ば頃には
、音楽の二旋
法を、「春の
調べ」「秋
の調べ」と呼び、
それ
ぞれ
の季節に演奏するの
が相
応しい
とする概念が形成
されて
いたと
み
られる。 
さら
に、源
為憲（？
一〇一一）の『口遊』 ⑺には、四季を
日本の音楽の
十二
律中の「五
音」に当てはめる
思想
がみ
える。 
 
春雙
調。東
大 （木）音。夏黄鐘調。秋平調。西。金音。
冬盤
渉
調。北。水音。
中央越
調
。
土
音。亦謂之五音。                              
  
 
こうした分
類は
、後
に述
べるように、陰陽五
行思
想に拠ったものと考
えられ
る。源高明
（九
一四
九八二）の『西
宮記』
⑻には次のような記
述があ
る。 
 夫於
二 律遊
一 平調
、於
二 呂
遊
一 者用
二 雙調
一 。至
二 于他
調
一 、
随
レ 時用
レ 之。
但、
律呂遊
以
レ
歌爲
レ 本。楽曲相交及 反
聲。  
 
 
ここでは、
演奏
にお
いて
、「律
」は
平調
を主とし、「呂」は双調を主
とするこ
とが示され
てい
る。
先述の『口遊』の分類で
は、
双調が春、平調
が秋に配され
ており、
日本の音楽
の
二旋法を春秋
に分
類す
ると
いう概念にも、陰陽五行思想
が深くかかわ
っていると
みられる
。 
時代
がや
や下るが、平安時代後期
の楽
人、
大神基政（
一〇七九
一一三
八）が
著わ
した
楽書『龍鳴抄』
⑼では、六調子が「呂」「律」に二分類
され、さ
らにそれ
ぞれの
調子に属す
る唐楽曲も「呂」「律」に分類
され
て列挙されている。『龍鳴抄』は、
六調子の
うち、壱越
調、
双調、太食調を「呂」に
、平
調、盤渉調、黄鐘調
を「律」に分
類した上
で
、次のよ
う
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に記
す。 
 
呂と
いふ
聲はおとこのこゑなり。律のこゑといふは女
のこゑなり。陰陽
又これをな
じ。
文武
とい
ふも、天地といひ、おも
てう
らと
いふ、上下とい
ふ、
みなこれ
也。 
 陰陽
五行
思想は、遅くとも六世紀
には
日本
に取り入れ
られ、陰陽道
の形成と
ともに社会
や
生活
に
深く
浸透し
た。『楽
書要録
』
⑽は
、七世
紀
頃
、則天
武后
の命
に
よ
って
編
纂さ
れた
、
唐
代の音楽観・音楽理論を
記した楽書であるが、中国
の音楽で用い
られる五声
や十
二律
の
音高
に、
陰陽五行思想に準じた意
味が
あり
、それぞれ
が五方や五季
などに対
応している
こ
とが示されている。また、この『楽書要録』は、天平七年（七五
三
）、吉備真
備によ
って日
本
に伝来したとされる。日本
の音楽が、平安期に国風化さ
れ、独自
の発展を遂げながらも
、
強
く陰陽五行思想と結びつけ
られていったのは、こう
した中国の音
楽理論に倣
っている
た
めで
ある
と考えられる。 
ここ
で、もう
一度「
若菜下」巻の
やり
とり
に立ち返ってみ
ると
、夕霧の言に
、「
女は春を
あはれぶと古
き人
の言
ひおきはべる」とい
うも
のが
ある。 
 ⑥「
……女は
春を
あは
れぶ
と古き人の言ひおき
はべる
、げにさなむはべ
りける
。なつか 
 
しくものの
とと
のほ
るこ
とは、春の夕暮れこ
そこ
とにはべりけれ
」と申し
たまへ
ば、 
 
……                          
（
若菜下 
④
一九五頁） 
 この
箇所
は、『奥入
』以
来、『詩経
』
⑾の「七月」との関
連が指摘され
ている。  
 七月
流火 
九月授衣   
 
七月
流火 
九月
衣を授く 
春日
戴陽 
有鳴倉庚   
 
春日
戴て陽
に 
鳴く
倉庚
有り 
女執
懿筐 
遵彼微行   
 
女は
懿筐を
執り 
彼の
微行に遵
っ
て 
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爰求
柔柔        
 
爰に
柔柔を
求む 
  
春日遅遅 
采蘩祁祁   
 
春日
遅遅た
り 
蘩を采ること
祁
祁た
り 
女心
傷悲 
殆及公子同
歸 
 
女心
傷悲す 
殆て
公子
と同く歸が
ん    
（「
七月」第二章
） 
 『
詩経
』に
は
、
既
に陰陽五
行
思
想に基
づく
習俗
が反
映さ
れて
い
ると
いう指
摘
も
あ
る
⑿。
少なくとも、「七月」の「女心
傷悲
す」に関して、毛氏
は「春女悲
しみ、秋士悲
しむは、其
の
物化に感するなり」、鄭玄は「春女陽気に感
じて
男を思ひ、秋士
は陰気に感じて女
を思ふ。
是其の物化の悲しむ所
以也
」と注をつけており、後
漢の時代には陰陽思
想から
この詩が
解
さ
れていたことが明らかであ
る。 
本文
⑥の「女
は春
をあはれ
ぶ」については、「
春の女
君」で
ある紫の
上など、六
条院の女
君
の物
語と関
連づ
け
て論じ
られ
て
いる
⒀。そ
の
解
釈
を否
定す
る
も
ので
はない
が、
日本
の
音
楽の楽理に陰陽五
行思
想が
深くかかわっていること
を考慮すれば、本文
⑥にお
ける夕霧の
「
女は春をあはれぶ」という
言は
、「男
」「女」、「春」「秋
」、「
呂
」「
律」とい
う
陰陽の二
分
類を想起
させ
、「春の調べ」（呂）の「秋の調べ」（律
）に
対する優
位を導くも
のであ
り、本
文①
の光
源氏
の「調べ、曲のものども
はし
も、げに律をば
次の
ものにし
たる」
という発言
に繋がっていくと考え
られ
るのではないだろうか。 
 
     
三、『源氏物語』における「呂」「律」への意識  
先に
引用
した『
西宮記
』には
、「但、
律呂遊
以
レ 歌爲
レ 本。楽
曲相
交及 反
聲
」とあ
った。
こ
こか
ら、「呂」「律
」の分類が、主に催
馬楽
など
の「歌」の演奏に適
用されて
いたことが分
かる。同じく、先に引用した『
口遊』にお
いて
も、催馬楽に関
し
ては「律」「呂」に分けて
曲名が列挙さ
れて
いる
が、
調子や唐楽などの「
曲の
もの」に対しては、
一切、「呂」「律」
の
語は用いられていない。なお、催
馬楽
の曲の「呂
」「律」の選
定は、源雅信（九
二〇
九
九三）によ
って行われたとされる
⒁。現存する中世の
催馬楽
の譜では
、「呂」の
歌は全て双
調
、「律
」の
歌は
全て平調に整
理さ
れて
いる。 
1 1 0 
 
「歌
」ではな
い「曲
のも
の」に「呂
」「律」の
分類がある
ことを
明確
に示して
いる記録は、
先
に触れた『御遊抄』の寛治
元年（一〇八七）十一月
二十二日の清
暑堂の御遊
の記事以
前
には
みら
れず
、管見の限り、『源氏物語』「
若菜下」巻
の本文①が最
も古い例
である。本文
①の光源氏の発言は、
平安
中期において、『龍鳴抄』な
どの中世の楽
書にみら
れ
るような
、
今
日に繋がる「呂」「
律」の
分類の概念が成り立ちつつあっ
たこ
とを示していると捉
えられ
るの
では
ないか。 
では
、「若菜下」巻
にみられ
るよう
な「呂」「
律」の分類
への意識
は、『源氏物語』の音楽
の描写にどの
程度
反映
されているのだろう
か。先行
研究として
、『
源氏物語』中の「呂」「律」
の語と調子名の用例（
全十
八例）について調査した
小林久子の論
⒂が
ある。小
林は、「呂」
あるいは「呂
」に分類される調子
が春
に、「律」ある
い
は「律」に
分類される
調子が
秋を中
心に春以外の
季節
に用
いら
れていることから
、『源氏
物語』の作
者が「春には社
交的、公
的
な場
面で格調ある正楽の音楽
を多
く用い、秋には、哀
感ただよう律
旋法の音
楽
を私的な
場
面で人々
の心
情と
密着
したものとして描い
てい
る」と指摘し
た。また
、「律」が「今
めかし」
「なつかし」「けぢかし」な
どと形容され、「
呂」に比
べて描写が豊かであ
ること
に注目し、
そ
こに『源氏物語』の時代の
「日
本音楽が律旋に風靡
されていく過
渡的な様相
」が反映
さ
れて
いる
とし
てい
る。「
若菜
下」巻のやりとりにも触れ
、『源氏物語
』作者
は「中国音
階の
基礎である呂旋を理論
の上
では上位に置きながらも
、実際
には
、日本的音階
の律旋
に心が
ひか
れていた」と結論づける
。 
『源
氏物
語』が平安中期の日本の
音楽
の状
況を反映し
ているという
小林の指
摘は示唆に
富
んでおり、「
呂」を「春の調べ」、「律」を「秋の調べ
」と
する概念が「若菜下」巻
以外に
も
及んで音楽表現に利用され
ていることが分かる。し
かし、現行の日
本の音楽
の「呂」「律」
の理
論に基づいて「
律」を「日本的音階」と捉
え
⒃、『源
氏物語』の時
代に「日
本音楽が律
旋に
風靡
されていく」としている
点や
、わ
ずかな用例から
、作
者が「呂
」よりも「律」に
「心がひかれてい
た」
と読
み取っている点には
問題
があると思われる。 
近年、遠藤徹
⒄が、「律」が現行の形になっ
たの
は中世
以降であるこ
とを明ら
かにしてい
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る。遠藤は
、藤原師
長（一
一三八
一一九二）によ
って撰述された
琵琶譜集
成『三
五要録』
や、
同人
の撰述による筝譜集成『
仁智
要録』の分析を通し
て、
平安末期
までの古楽譜にお
いて、「律
」に分類
される平
調、黄鐘調、盤渉調の主五声の位置
が、今日のそ
れとは
異なっ
て
いると
指摘
する
。
例えば
、平
調
の主
五声は
、現
行
のもの
が
「
平調
（
Ｅ
）・
下
無
（
♯Ｆ
）・
黄
鐘（Ａ
）・
盤渉（
Ｂ）・上
無（
♯Ｃ
）」
な
のに
対し、
平
安時
代の調
絃法
に
お
い
て
は
、「
平
調
（Ｅ
）・双調（
Ｇ）・黄鐘（Ａ）・盤渉（Ｂ
）・壱越（Ｄ）」が中心となって
いる。この点につ
いて、遠藤は、平安
末期ま
では、「律」に分類
される調
子が
、い
ずれも
その原調であ
る唐代
の
羽調の音程系列（羽・変 宮宮
・商・角・変 徴徴
・羽）を保っていたの
に対し、
中世以降、こ
れ
に変化が生じて、現行の「律」（宮・商嬰 商・律 角・徴・羽
嬰 羽・宮）が、完成
されていったの
では
ないかと推察している。
すな
わち
、平安中期における
「律
」は、小
林論で指摘される
ような「日本
的音
階」
としては未だ成立してい
なか
ったと考えられるの
である
。 
また
一方
で、遠藤は、平安期にお
いて
、中
国由来の音
程体系に変化
をきたし
たのはむし
ろ「呂」の方であったことを
明ら
かに
している。「呂」に分
類される
調子には
、唐代の商調
を原
調と
する
ものと、宮調を原調とす
るも
のの二種類が混
在し
ており、
それぞ
れ音程系列
が異なっている。遠藤
は、
平安期の絃の伝承におい
て、「呂」に分
類され
る壱越調、
双調、
水
調については
、商調の音
程系列（商・角・変 徴徴・羽・変 宮
宮・商）から宮調
の音
程系列（
宮・
商・
角・変 徴徴
・羽・変 宮宮）への
変化（宮調化）
が生
じて
いることを
指摘する
。その要因の
一
つとして、遠
藤は
、「呂」「律」の対照性の創出を挙
げ
てい
る。「律」に分類され
る調子の
原
調である羽調と商調の楽理
的な相違は小さいのに対し、
羽調
と宮調は楽理的に対
照性を
なし
てい
るからである。さらに遠
藤は
、こ
うした「呂」の
音程
体系の返
歌には、平安中期
以降に隆盛した御
遊に
おい
て、「
呂」「律」の組
み合
わせが好まれたこと
がかか
わっている
の
ではないかと推測している
。 
 
遠藤の研究
成果
を踏
まえ
れば、平安中期は、「日本音
楽が律旋に風靡さ
れてい
く」と
いう
よ
りは、御
遊に
おいて「呂」「
律」が一対で重要視され、「
呂」の音程
系列の変化
も伴っ
て、
両旋
法の対照性がより明確に
意識
され
るようになった
時代だと捉え
るべきで
あ
ろう。 
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『源氏物語
』の時
代に
は、管
絃の遊びで演奏される調子、唐楽や催
馬楽の曲
が、「呂
」「律」
に分類、
整理
され
てい
たと考えられる。し
かし
、先
述の小林論にお
いては、
唐楽や催馬楽
の
曲にも「呂」「律
」の分類が意識されて
いることや、その点が演奏
場面の時節
や描写と
ど
のよ
うに
かか
わっ
ているのかというこ
とに
つい
ては、検討されてい
ない。 
そこ
で、次節
からは、「若菜
下」巻の
音楽の春秋の優劣に関するや
りとりの
内容に注目
し、
『源氏物語』における唐楽・催馬楽の曲の
用例と「呂
」「律」のかかわ
りについ
て明
らか
に
していきたい。 
 
     
四、『源氏物語』における唐楽の演奏 
 
次に掲げる［表四
］は、『源
氏物語』の音楽の場面において、唐楽の曲が演
奏され
ている
用例をまとめ
たも
ので
ある。次に
示す
ように、『源氏物語
』における唐
楽の曲
の演奏場面は、
延
べ二十五例ある。 
 ［表
四］ 
    
花宴 
紅葉賀 紅葉賀 紅葉賀 巻名  
４
春（二月
の二
十日
あま
り）、南
殿の桜
の花の
宴
（①
三五四
） 
３
右同
（①三
一五） 
２
冬（神無
月の
十日
あま
り）、朱
雀院行
幸（①
三
一四
） 
１
冬、
朱雀院
行幸試
楽
（①
三一一
） 
場面  
 
やう
やう入
日なる
ほど、春
の鶯囀
る
とい
ふ舞い
とおも
しろく
見ゆるに
、…
…  承香
殿の御
腹の四
の皇子、まだ童
に
て、秋風楽
舞ひたま
へるなむ
さ
しつぎ
の見
物なり
ける。 
 
色々
に散り
かふ木
の葉より
、青
海波
のか
かやき
出でた
るさま
、い
と
恐
ろ
し
きま
で見ゆ
。 
 
源氏
の中将
は、青
海波
をぞ
舞
ひたま
ひけ
る。片手
には大
殿の頭中
将
、……
詠な
どした
まへる
は、こ
れや
佛
の
御
迦
陵頻
伽の声
ならむ
と聞こ
ゆ。 
本文  
春鶯
囀 
（
壱越
調
・呂） 
秋風
楽 
（
盤渉
調
・律） 
青海
波 
（
盤渉
調
・律） 
青海
波 
（
盤渉
調
・律） 
曲名  
光源氏（
舞） 
四の皇子
（舞） 
右同 
光源氏（
舞、
詠） 
頭中将（
舞） 
 演奏・舞  
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若菜上 若菜上 若菜上 藤裏葉 蛍 胡蝶 
 胡蝶 
胡蝶 
少女 
少女 
花宴 
１ ５
冬、
夕霧主
催の六
条
院に
おける
光源氏
四十
賀（
④一〇
〇） 
１ ４
右同
（④九
五） 
１ ３
冬（
十月二
十三日
）、
二条
院にお
ける精
進落
しの
祝宴（
④九五
） 
１ ２
冬（
神無月
の二十
日
あま
り）、六
条院行
幸（
③
四六
〇） 
１ １
夏（五月
五日）、六条
院に
おける
馬場の
競射
（③
二〇七
） 
１ ０
春（三月
）、秋好
中宮
の季
の御読
経（③
一七
二） 
９
右同
（③一
六八） 
８
春（三月
の二
十日
あま
り）、六
条院の
春の御
殿
にて
、光源
氏主催
の舟楽
（③一
六八） 
 ７
春（二月
の二
十日
あま
り）、朱雀院
朝覲行
幸（
③
七二
）  
６
秋、頭中将
、自邸で
大
宮、雲居
雁らと
合奏（③
三六
） 
５
春（二月
の二
十日
あま
り）、南
殿の桜
の花の
宴
（①
三五五
） 
 
例の
万歳楽
、賀皇
恩な
どい
ふ舞
け
し
きば
かり舞
ひて、
…… 
 
万歳
楽、皇
麞など
を舞ひて
、
…… 
 
万歳
楽、皇
麞など
を舞ひて
、
…… 
 
賀王
恩とい
ふもの
を奏する
ほ
どに
、
…… 
 
打球
楽、落
蹲など
遊びて、
…
… 
 
鶯の
うらら
かなる
音に、鳥
の楽
は
な
やか
に聞き
わたさ
れて、
…… 
 
返り
声に喜
春楽立
ちそひて
、
…… 
 
暮れ
かかる
ほどに
、皇
麞と
いふ楽
い
とお
もしろ
く聞こ
ゆるに
、…… 
 
春鶯
囀舞ふ
ほどに
、昔
の花
の宴
の
ほ
ど思
し出て
、…… 
 
秋風
楽に掻
き合は
せて、唱
歌
したま
へる
声、…
… 
 
「頭
中将、いづら
。遅
し」とあ
れば
、
柳花
苑とい
ふ舞を
、…… 
万歳
楽 
（
平調・
律
） 皇麞 
（
平調・
律
） 万歳
楽 
（
平調・
律
） 賀王
恩 
（
太食
調
） 打毬
楽 
（
太食
調
） 鳥 （壱越
調
・呂） 
皇麞 
（
平調・
律
） 皇麞 
（
平調・
律
） 春鶯
囀 
（
壱越
調
・呂） 
秋風
楽 
（
盤渉
調
・律） 
柳花
苑 
（
双調・
呂
） 
 夕霧・柏
木
（舞） 
夕霧・柏
木
（舞） 
太政大臣
の
御弟子（
舞） 
 童べども
（舞） 
   頭中将（
和
琴・唱歌
） 
頭中将（
舞） 
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延べ二十五
例の
うち
、それぞれ
の場
面の
季節は、春
七例、夏
一例、秋二例、冬
十五例
と、
総角 
御法 
夕霧 
若菜下 若菜下 若菜下 
 若菜下 
 若菜下 
 若菜下 若菜上 
２ ５
冬（
十月一
日ごろ
）、
匂宮
、宇治
に紅葉
を見物
（⑤
二九三
） 
２ ４
春、（三
月十日
）紫
上
主催
の二条
院にお
ける
法華
経千部
供養（
④四九
七） ２ ３秋の
夕、夕
霧、一
条
宮を
訪問す
る（④
三五
五） ２ ２右同
（④二
七九） 
２ １
右同
（④二
七九） 
２ ０
右同
（④二
七九） 
１ ９
右同
（④二
七九） 
１ ８
右同
（④二
七九） 
１ ７
冬（十二
月）、六
条院
にお
ける朱
雀院五
十賀
の試
楽（④
二七八
） 
１ ６
冬、
夕霧主
催の六
条
院に
おける
光源氏
四十
賀（
④一〇
〇） 
 
紅葉
を薄く
濃くか
ざして、海仙楽
と
いふ
ものを
吹きて
、…… 
 
陵王
の舞ひ
て急に
なるほど
の
末つ
方の
楽、はな
やかに
にぎ
ははしく聞
こ
ゆる
に、…
… 
 
琵琶
を取り
寄せて
、いとなつ
かし
き
音に
想夫恋
を弾き
たまふ。 
 
さて
は太平
楽、喜春
楽な
どいふ舞
ど
もを
なむ、同じ
御仲ら
ひの君
たち、大
人た
ちなど
舞ひけ
る。 
 
さて
は太平
楽、喜春
楽な
どいふ舞
ど
もを
なむ、同じ
御仲ら
ひの君
たち、大
人た
ちなど
舞ひけ
る。 
 
右の
大殿の
三郎君
陵王、大将殿の
太
郎落
蹲、…
… 
 
大将
の御典
侍腹の
二郎君、式部卿宮
の兵
衛督と
いひし
、今は
源中納言の
御
子皇
麞、…
… 
 
右の
大殿の
四朗君
、大将殿
の
三郎
君
、兵部卿
の宮の
孫王の
君た
ち二人
は
万歳
楽、…
… 
 
山の
南の側
より御
前に出づ
る
ほど
、
仙遊
霞とい
ふもの
遊びて、
…
… 
 
例の
万歳楽
、賀王恩
など
いふ舞
け
し
きば
かり舞
ひて、
…… 
海
仙楽 
〈海青楽〉 
（
黄鐘
調
・律
） 
陵
王 
（
沙陀
調・
呂
） 想夫恋 
（
平調・律） 
喜春楽 
（黄鐘調
・
律） 太平楽 
（
太食
調） 
陵王 
（
沙陀
調
・呂
） 
皇麞 
（
平調
・
律
） 万歳楽
（
唐楽
・
平
調・律） 
仙遊霞 
（
太食
調
） 賀王恩 
（
太食
調
） 
  夕
霧（
琵琶） 
同
じ御仲ら
ひの
君
たち（舞
） 
大
人たち（
舞） 
同
じ御仲ら
ひの
君
たち（舞
） 
大
人たち（
舞） 
右
の大
殿の
三
郎君
（舞） 
源
氏中
納言
の
御子
（舞） 
右
の大殿の
四﨟
君
・大将殿
の三
郎
君・兵部
卿の
宮
の孫王の
君た
ち
二人（舞
） 
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冬の
演奏
が最も多いことになるが
、紅葉の盛り
の頃
に行われている「紅葉賀」巻、「藤裏
葉」
巻の御幸（
試楽）や
、「若菜上」巻の祝宴、「若菜下」巻の住吉参詣
、「
総角」巻の管絃
の遊
び
は、
暦月
的
季
節区
分に拠
れ
ば
初冬に
当た
る
も
のの
、田
中新
一
⒅が指摘
する
、平
安
期の
文
学にみられるもう一つ
の季
節意識である節月的季節
観に拠れば、物語の中では
秋の場面
と
して
描かれているのではない
かと
思わ
れる。こ
れを考慮すると
、春七例、夏一
例、秋九例
、
冬八例と
なる
。加
えて
、冬の八例のうち六
例も
の曲
の演奏が集中し
ている「
若菜下」巻の
朱
雀院五十賀（試楽）は、
二回の延期を経た末に晩冬十二
月に
催されたのであり、
本来な
らば
二月
（春）か、秋の内に催さ
れる
予定
であったことも
留意
すべきだ
ろう。以上のこと
から、『源氏物
語』における
唐楽の演奏場面は
、春秋の
二季
に偏って
いると見
て良いと考
え
ら
れる。  
演奏
され
ている曲のうち、「
呂」に分類される調
子の曲
は、双調が一例、
壱越調
が三例、
沙
陀調が二例の延べ六例
、「律」に分類される調子の曲は、平調が
七例、盤渉調が四
例、黄
鐘調
が三
例の延べ十四例みえ、演
奏さ
れる
季節は、春
七例、秋八例
、冬五例
である。これ
らの演奏場面と季節と
を対
照すると、春には「呂」
の曲が
、秋には「律」の
曲が用
いられ
て
いることが分かる。例外と
なる
のは、「胡
蝶」
巻の二例（
８
、
９
）のみであ
る。 
「胡
蝶」巻の
六条
院に
おける
舟楽では、春の場面だが、「律」に分類され
る平調の「皇麞
」、
黄
鐘調の「喜春楽」の二曲の
名がみえる。 
  
⑦暮れかか
るほ
どに
、皇
麞といふ楽いとおも
しろ
く聞こゆるに、
心にもあ
らず、
釣殿 
  
にさし寄せられておりぬ
。                
（胡
蝶 
③
一六八頁） 
  
⑧返り声に
喜春
楽立
ちそ
ひて、兵部卿の宮、
青柳
折り返しおもし
ろくうた
ひたま
ふ。 
                             
（胡
蝶 
③一
六九頁） 
 
この
場面
において留意されるのは
、本文⑦の「皇麞」は昼
の遊
びの
、本文⑧
の「喜春楽
」
1 1 6 
 
は夜
の遊
びの、それぞれ終盤
に用
いら
れている点であ
る。二節でも述べ
たよう
に、「呂
」に
分類される曲は「律」
に先
んじて演奏されることが
一般的
であ
ったようだ。
釣殿か
ら聞こ
えて
来る「律」の「皇麞」の
楽は
、時
間の経過によって演
奏が
「呂」か
ら「律」に
移り変
わったと
いう
こと
を象
徴し、それを耳にし
て、
舟か
ら降りる女房たちの
描写に
繋がってい
く
と考えられる。「喜春楽」の場合は、その
曲名
が春
に相応しいとい
うこ
ともあ
るが、二節
で
掲げた「胡蝶」巻の本文
⑤から明らかなように、直
前に「呂」の
催馬楽「安
名尊
」の
演
奏が
あっ
たことが記されている
。場面の春と
いう季節
との音楽
的な調和は、この「安名尊」
の
音が果たしていると言え、「喜春楽」の「律
」の音
楽は、やは
り遊びの最終盤を象
徴する
もの
と捉
えられる。 
次に
、唐
楽の描写について注目し
てみ
たい
。その音楽
について特に
描写があ
る場面とし
て
、「紅葉賀」巻の「青海波」（
１
）、「胡蝶
」巻の「鳥」（
１ ０
）、「夕霧」巻の「想夫
恋」（
２ ３
）、
「御
法」
巻の「陵王」（
２ ４
）の
演奏場面が挙げられる。 
 ⑨源
氏の
中将は、青海波をぞ舞ひ
たま
ひけ
る。片手に
は大殿の頭中
将、容貌
用意人には 
 
ことなるを
、立
ち並
びて
は、なほ花のかたは
らの
深山木なり。入
り片の日
影さや
かに 
 
さしたるに
、楽
の音まさり、ものの
おも
しろ
きほどに、…… 
（
紅葉賀 
①
三一一頁） 
 ⑩鶯
のう
ららかなる音に、鳥の楽はなやかに
聞きわた
されて、……（胡蝶 
③一七二頁） 
  ⑪琵琶を取
り寄
せて
、いと
なつ
かし
き音に想夫恋を弾き
たまふ
。 
（
夕霧 
④三五
五頁） 
  
⑫陵王の舞
ひて
急に
なる
ほどの末つ方の楽、
はな
やかににぎははしく
聞こゆ
るに、皆 
人の
脱ぎ
かけたる物のいろいろな
ども
、も
ののをりからに
をか
しうのみ
見ゆ。 
                           
（
御法 
④四
九七～
四九八
頁） 
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これ
らの
場面において、「呂
」に分類される音楽
は、「
はなや
か」
と形容さ
れている。こ
れ
に対して、「律」の音楽は「おもしろし」「なつかし
」と形容
されるこ
とはあ
っても、「は
なやか」
は用
いら
れず、音楽の描写に
も、「呂」「律」の区
別が
表れてい
ると考
えられる。 
 
こ
のよ
う
に
、『
源氏
物
語』
に
おけ
る
唐楽
の
演奏
場
面
の
多く
に
は
、
曲
の
音
楽
的
側
面
、「
呂
」
「律
」の
分類なども意識されてお
り、
場面の折に相応しい
曲が
選択され
て用いられている
と言える。 
      
五、『源氏物語』における催馬楽の演奏 
 
続いて、『源氏物語』における催馬楽
の演
奏に
ついて検討して
いきたい
。次の［
表五
］は、
催馬楽の
曲が
歌唱
され
ているとみられる、三十三例
の場面
⒆についてまとめた
もの
である。 
 ［表
五］ 
賢木 
花宴 
紅葉賀 紅葉賀 若紫 
帚木 
巻名  
６
夏、左大臣
邸にて
、韻
塞の
負態（
②一四
一）  
５
春、左大臣
邸にて
、光
源氏
、葵
上と対
面でき
ず
（①
三六一
） 
４
右同
（①三
四〇） 
３
夏の
夜、宮中
の温
明殿
にて
、光
源氏、源典
侍の
演奏
を聞く
（①三
三九） 
２
春、北山に
て、光源
氏
らの
合奏（
①二二
三） 
１
冬（十
月）の夜
、男
が
女の
家を訪
れる。左馬
頭
の体
験談（
①七八
） 
場面  
 
遊び
の少し
乱れゆ
くほどに
、高
砂
を
出し
てうた
ふいと
うつく
し。 
 
箏の
御琴ま
さぐり
て、「やは
らかに
寝る
夜はな
くて」
とうた
ひたまふ
。 
 
君、東屋を
忍びや
かに
うた
ひて寄
り
たま
へるに
、…… 
 
「瓜
作りに
なりや
しなまし
」と、声
はい
とをか
しうて
うたふ
ぞ、す
こし
心
づき
なき。 
 
弁の
君、扇
はかな
ううち鳴
ら
して、
「豊浦
の西な
るや」
とうたふ
。 
 
懐な
りける
笛とり
出でて吹
き
鳴ら
し
、影
もよしなどつ
づしりう
た
ふほど
に、
…… 本文  
高砂 
（律
） 
貫河（律
） 
東屋 
（律
） 
山城（呂
） 
葛城（呂
） 
飛鳥
井
（律） 
曲名  
 
明
石入道（
琵 
 
琶
） 
 
光
源氏（歌 
 
唱
・拍子） 
光源氏（
筝・
歌唱） 
光源氏（
歌
唱） 
源典侍（
琵
琶・歌唱
） 
左中弁
（拍
子・
歌唱）・
頭中将
（横笛
）・隋身
（篳篥
）・光源氏
（琴） 
ある上人（横
笛・歌唱
） 
女（和琴
） 
演奏・舞  
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常夏 
胡蝶 
胡蝶 
初音 
初音 
少女 
少女 
 少女 
薄雲 
明石 
須磨 
１ ７
夏、
六条院
にて、
光
源氏
、玉鬘の
前で和
琴を
演奏
する（
③二三
二） 
１ ６
右同
（③一
六八） 
１ ５
春（
三月の
二十日
あ
まり
）、
六条院
にて舟
楽
（③
一六八
） 
１ ４
春（正
月）、男
踏歌の
一行
が六条
院に訪
れる
（③
一五九
） 
１ ３
春（正
月）、六
条院に
て、
臨時客
（③一
五二） 
１ ２
右同
（③七
四） 
１ １
春（
二月の
二十日
あ
まり
）、
冷泉帝
の朱雀
院
への
朝覲行
幸（③
七四） 
１ ０
秋、
左大臣
邸にて
、
頭中
将、夕霧
を饗応（③
三九
） 
９
秋、二条院
にて、光源
氏、明
石上の
元へ向
かお
うと
する。
（②四
三九） 
８
夏（
四月）、明石
入道
邸に
て、宴
（②二
四四） 
 ７
春、頭中将
、須磨
の光
源氏
を訪ね
る。（
②二一
四） 
 
「貫
河の瀬
の々や
はらた」と、い
と
なつ
かしく
うたひ
たまふ。「親
避
くる
つま
」は、すこ
しうち
笑ひつ
つ、……
 
返り
声に喜
春楽立
ちそ
ひて、兵
部卿
の宮
、青柳
折り返
しおもし
ろく
うたひ
たま
ふ。 
 
上に
待ちと
る御琴
ども
の調べ、い
と
はな
やかに
掻きた
てて、安
名
尊遊
びた
まふ
ほど、
生ける
かひあり
と
、…… 
 
竹河
うたひ
てかよ
れる
姿、な
つかし
き声
の々、
…… 
 
「こ
の殿」うち
出でたる
拍
子
は
なや
かな
り。大
臣も時
声々うち
添
へ
たまへ
る。「さき
草」の
末つ方
、…
… 
 
唱歌
の人あ
またさ
ぶら
ふ。安
名尊遊
びて
、次に
桜人。 
 
唱歌
の人あ
またさ
ぶら
ふ。安名尊
遊
びて
、次に
桜人。 
 
大臣
、拍子
おどろ
おどろし
から
ずう
ち鳴
らした
まひて
、「萩
が花ず
り
」な
どう
たひた
まふ。 
 
「明
日帰り
来む」と口ず
さ
びて
出
で
たま
ふに、
…… 
 
伊勢
の海な
らねど
、清
き渚に貝や
拾
はむ
など、声よ
き人に
うたは
せ
て、我
も時
拍々子
とりて
、声うち
添
へ
たまふ
を、
…… 
 
飛鳥
井少し
歌ひて
、…
… 
貫河（律
） 
青柳（律
） 
安名
尊
（呂
） 
竹河 
（呂
） 
此殿（呂
） 
桜人（呂
） 
安名
尊
（呂
） 
更衣（律
） 
桜人（呂
） 
伊勢
海
（律
） 
飛鳥
井
（律） 
光
源氏
（和
琴
・歌
唱） 
兵
部卿
の宮
（
歌唱
） 
 男
踏歌
の一行
（
歌唱
） 
光
源氏（歌
唱） 
右
同 
兵部卿
の宮（
琵
琶）・頭
中将（和
琴）・朱
雀院（筝）・
光源氏（琴
）・唱
歌
の殿上人（歌
唱） 
夕
霧（
横笛）
頭
中将
（拍
子
・歌
唱） 
光
源氏（歌
唱） 
紅
梅（
笙・歌
唱
） 
 
頭
中将（
歌唱）
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竹河 
竹河 
竹河 
竹河 
横笛 
若菜下 
 若菜上 藤裏葉 梅枝 
真木柱 
２ ７
春（正月
十四日
）、男
踏歌
の一行
が冷泉
院に
訪れ
る（⑤
九七） 
２ ６
右同
（⑤七
二） 
２ ５
春（
正月二
十余日
）、
玉鬘
邸にて
、玉
鬘ら、薫
らを
饗応（
⑤七二
） 
２ ４
春（
正月二
十余日
）、
薫、玉鬘
邸を訪
れ、琴の
音を
聞く（
⑤七一
） 
２ ３
秋の
夜、夕
霧、落
葉
宮の
元から
三条邸
に帰
宅。
（⑤三
五八） 
２ ２
春（正月
）、六条
院に
て、
光源氏
主催の
女楽
（④
二〇一
） 
２ １
春（正月
）、六条
院に
て、玉鬘
主催の
光源氏
四
十賀
（④六
一） 
２ ０
夏（四月
七日）、左大
臣邸
にて、頭中
将主催
の
藤の
宴（③
四三九
） 
  １ ９
春（
正月）、六
条院に
て、薫物合
後の宴（③
四一
一） １ ８
春（正月
）、男踏
歌の
一行
が宮中
の玉鬘
方に
訪れ
る（③
三八二
） 
 
竹河
うたひ
て、御
階の
もと
に踏み
寄
るほ
ど、…
… 
 
竹河
を同じ
声に出
して、ま
だ若
け
れ
どを
かしう
うたふ
。 
 
少将
も、声い
とおも
しろ
うて「
さき
草」
うたふ
。 
 
西側
の渡殿
の前な
る紅梅の
木
のも
と
に、梅
枝をう
そぶき
て…… 
「妹
と我と
いるさ
の山の
」と
、声
はい
とを
かしう
て、独り
ごち歌ひ
て
、…
…
 
葛城
遊びた
まふ、はなや
か
におもし
ろし
。 
 
物の
調べど
もなつ
かしく変
り
て、青
柳遊
びたま
ふほど
、…… 
 
例の
弁の少
将、声いとな
つ
かしくて
葦垣
をうた
ふ。大
臣、……「
年
経
に
け
るこ
の家の
」とう
ち加へ
たまへる
。 
 
弁少
将拍子
取りて
、梅
が枝
出
だした
るほ
ど、い
とをか
し。 
 
ほの
ぼのと
をかし
き朝ぼら
け
に、い
たく
酔ひ乱
れたる
さまし
て、竹
河
う
た
ひけ
るほど
を見れ
ば、…
… 
竹河（呂
） 
竹河（呂
） 
此殿（呂
） 
梅枝（呂
） 
婦与
我 
（呂
） 
葛城（呂
） 
青柳（律
） 
葦垣（呂
） 
梅枝（呂
） 
竹河（呂
） 
男踏歌の
一
行（歌唱
） 
薫（和琴
） 
藤侍従（
歌
唱） 
蔵人少将（歌
唱） 
薫（歌唱
） 
中将のお
も
と（和琴
） 
 
夕
霧（歌唱
） 
女
三
の
宮（
琴
）・
紫上（
筝）・明石
君（琵
琶）・光源
氏（和
琴・歌唱）
 
頭
中将・柏
木
（
和
琴） 
 
兵
部卿の宮
・
光
源
氏（琴） 
紅梅（歌
唱） 
頭中将（
歌
唱） 
兵部卿
の宮（琵
琶）・光源氏（筝）・
頭中将（和琴）・夕
霧（
横笛）・紅
梅（拍
子・歌
唱） 
男踏歌の
一
行（歌唱
） 
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これら、延
べ三
十三
例の
演奏場面の季節は、
春二
十一例、夏五例、秋
六例、
冬一例で、
春の
演奏
が圧倒的に多くを占めて
いる
。「呂」に
分類さ
れる曲は述べ二十
一例、「律」に
分
類される曲は
述べ
十二
例み
える。季節と対照す
ると
、やはり春の場
面には「
呂」の
曲、秋
の
場
面
には
「
律」
の
曲名が
み
え
、唐
楽
の演
奏
場面と
同
様
の
傾
向
を示
す
。
例
外
と
な
るの
は
、
「
花宴」巻の「貫河」（
４
）、「
須磨」巻の「飛鳥井」（
７
）、「薄雲
」巻
の「
桜人」（
９
）、「胡
蝶」巻及び「若菜上」巻の「青柳」（
１ ３
、
１ ８
）、「横笛」巻の「婦与我
」（
２ ３
）の
演奏場
面
の
六例で
あ
る。こ
の
う
ち、
７
、
９
、
２ ３
の
用例で
は
、登
場人物
が
ご
く私的
な場
面
で、
ひ
と
り口
ずさ
むように曲を歌っており
、管
絃の
演奏も付されて
いな
い。ゆえ
に、これらの場面
で、催馬楽は、音
楽的
な側
面よりも、詞章の内
容が
重視されて、用いら
れてい
ると考えら
手習 
浮舟 
宿木 
宿木 
椎本 
竹河 
３ ３
秋の
夜、小
野の草
庵
にて
、母尼
君・尼君・中
将ら
合奏（
⑥三二
一） 
３ ２
春（
二月の
十日ほ
ど）、宮
中にて
今上帝
主
催の
詩会（
⑥一四
六） 
 
３ １
春、宮
中の藤
壺にて
、
今上
帝主催
の藤の
花の
宴（
⑤四八
五）  
３ ０
秋、
二条院
にて、
匂
宮と
中君の
合奏（⑤四
六
八） ２ ９春（
二月二
十日の
ほ
ど）、宇
治の八
宮邸に
て、
薫らの
合奏（
⑤一七
三） 
２ ８
春（正月
十五日
）、男
踏歌
の翌日
、冷泉
院に
て、薫らの
合奏（⑤
九九）  
「た
けふ、ちちり
ちちり
、たりた
ん
な」な
ど、掻き返
しはやり
か
に
弾
き
た
る、
言葉ど
も、わ
りなく
古めきた
り
。
 
をり
にあひ
たる物
の調べど
も
に、宮
の御
声はい
とめで
たくて
、梅
が
枝
な
ど
をう
たひた
まふ。 
 
大将
の君の
、安名
尊うたひ
た
まへる
声ぞ
、限り
なくめ
でたか
りける。 
 
伊勢
の海う
たひた
まふ御声
の
あて
にを
かしき
を、…
… 
 
次々
弾き出
でたま
ひて、壱
越調の
心
に桜
人遊び
たまふ 
 
和琴
を弾か
せたま
ひて、こ
の殿
な
ど
遊び
たまふ
。…… 
道口（律
） 
梅枝（呂
） 
安名
尊
（呂
） 
伊勢
海 
（律
） 
桜人（呂
） 
此殿（呂
） 
母尼君（
和
琴、歌唱
） 
匂宮（歌
唱） 
薫（歌唱
） 
紅梅（歌
唱）
七郎（笙
） 
中君（筝
） 
匂宮（琵
琶・
歌唱） 
八の宮（
筝） 
 
大
君（筝） 
 
薫
（琵琶） 
 
冷
泉院（
和琴）
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れる
。 
一方
、「
花宴」巻では、光源
氏が自らの筝の演奏
に合わ
せて「律
」に
分類さ
れる催馬楽「貫
河
」を歌っている（
４
）。 
 ⑬大
殿に
は、例の、ふとも対面し
たま
はず
。つれづれ
とよろづ思し
めぐらさ
れて、箏の 
 
御琴まさぐ
りて
、「や
はらかに寝る夜はな
くて
」と
うたひたまふ。（
花宴 
①三六一頁） 
 本文
⑬に
ついては、第五章
でも取り上げるが
、この場
面におい
て、「貫河
」の詞
章は、葵
上との不仲を
嘆く
光源
氏の心情と一致する
よう
に引
用されていると
考えられ
る。やはり、
こ
こでも重視されているのは
詞章であり、筝の演奏が付さ
れて
いるのにもかかわら
ず、一
見、音
楽的な要素
は無視され
ているように思われる。しか
しながら、当
該場面と良
く似た、
光源
氏が
女君との関係についての
嘆き
を「歌」に託
すという、「若紫」巻
と「真木
柱」巻の
二
場面に注目してみたい
。「若紫」巻
では
、本文
⑬と
同様
に葵の上との不
仲を嘆く
光源氏が、
和
琴を弾きながら風俗歌「常陸
」を歌唱し、「真木柱」巻で
は、光源氏
が玉鬘を偲ん
で風俗
歌
「鴛鴦」を歌唱する。 
  ⑭あづまを
すが
掻き
て、「常
陸には田をこそつくれ
」とい
ふ歌
を、声は
いとなまめ
きて、 
  
すさびゐ給へり。                 
（
若紫 
①
二五一
～二五二頁） 
 
 
⑮あづまの
調べ
をす
が掻
きて、「玉
藻は
な刈りそ」
とうた
ひす
さびたま
ふも、……                
                              
（
真木柱 
③
三九三頁） 
 
風俗
歌は
、催馬楽と同様、平安期
の貴
族た
ちに親しま
れた歌謡であ
る。音高
や旋法を明
示
した
譜
は現
存しな
いが
、
豊原
統秋（
一
四五
〇
一
五
二
四
）の
『體
源
抄
』
⒇に
は
「
風
俗事 
風俗
ハ律
ノ物也」とあり、「
律」の旋律で演奏さ
れた
ものと推定できる。「若紫」
巻は秋の
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場面
、「真木柱」巻
は春
の場
面であるが、「
花宴」巻も含
めたこれらの
場面におい
ては、筝
や和琴の奏でる「
秋の
しら
べ」の「律」が、光
源氏
の憂愁に重なるもの
として
選択され、
場
面に用いられているのでは
ない
か。 
つづ
いて、四節に掲
げた「
胡蝶」巻の本文⑧の場面（
１ ３
）と、次
の「若
菜
上」巻の
光源
氏四
十賀
の場面（
１ ８
）をみてみる
と、春の季節でありなが
ら、双方と
も「律」の催
馬楽「青
柳」
が演
奏されている。 
 ⑯夜
の更
けゆくままに、物の調べ
ども
なつ
かしくかは
りて、青柳遊
びたまふ
ほど、げに 
 
ねぐらの鶯
おど
ろき
ぬべ
く、いみじくおもしろし。      
（若
菜上 
④
六〇頁） 
 「青
柳」
の曲名・詞章は、春の風
物を
表し
ており、場
面の季節との
調和とい
う点では、
曲
の音楽面よりも、詞章の内
容が重視されて用いられ
ているようで
ある。ただ
し、いず
れ
の場
面に
おい
ても、「かへり声」、「物の調べどもなつかしく
かはりて」と、「呂」から「律」
へと
旋法
が移ったことが示されて
いる
。直前に「呂」
の「安名尊」
の名が挙
げられてい
る
本文⑧の場面
はも
ちろ
ん、本文
⑯の場面においても、「
青柳
」の演奏の前
に、何
らかの「呂」
の曲
の演
奏があったことが明らか
にさ
れて
いる点は注目さ
れる
。『源氏
物語』において、「か
へり声」という語
は、「若菜下
」巻の女楽にもみられる
が、次のよう
に、「
若菜上」巻の例
と
同様に「なつかし」という
形容がなされている。 
  ⑰かへり声
に、
みな
調べ
変りて、律の掻き合
はせ
ども、なつかしくい
まめき
たるに、…   
…                           
（
若菜下 
④二
〇一頁） 
 前節
でも
触れたように、これらの
春の
遊び
の場面にお
ける「律」の
楽は、場
面の季節で
は
なく、遊び終盤のくだけた
雰囲気を象徴する意味を
持たされてい
ると考えら
れる。 
一方
で、
催馬楽においては、歌唱
する
人物
の声の様子
に重点が置か
れて描写
されている
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こと
が多
く、「なつかし」は、歌声に対しては
、「呂」「律
」の
曲の
区別な
く用いられ
ており、
小林論で指摘され
るよ
うな「
律」の
描写の特徴とはいえな
い。例えば
、「初音」巻の踏歌で
歌
唱される「呂」の「竹河」（
１ ４
）は、次の
ように描写
さ
れて
いる
。 
 ⑱竹
河う
たひてかよれる姿、なつ
かし
き声
の々、絵に
も描きとどめ
がたらん
こそ口惜し 
 
けれ。                          
（初
音 
③
一五九頁） 
 一方
で、
唐楽の演奏場面で「呂」
の音
楽の
描写にのみ
みられた「は
なやか」
は、催馬楽
の
演奏場面においても、やは
り「呂」の曲特有の形容
として用いら
れている。
次に挙げ
る
のは
、そ
れぞ
れ「此殿」（
１ ３
）、「
葛城
」（
２ ２
）の
演奏場面であ
る。 
 
 
⑲物の調べ
ども
おも
しろ
く、「
この
殿」
うち出でた
る拍子
はな
やかなり
。 
                               
（初
音 
③
一五二頁） 
  
⑳葛城遊び
たま
ふ、はなや
かに
おも
しろし。         
（若菜下 
④二〇〇
頁） 
 以上
のよ
うに、催馬楽の演奏の場
合、
その
詞章や歌唱
という行為が
深くかか
わってくる
た
め、勿論それを無視して
論じることは出来ない。し
かし、やはり唐
楽と同様
に、曲の「呂」
「律
」の
別、それぞれの旋律の特
徴も
、意識的に場面に生
かさ
れている
と考えられる。 
         
六、結び 
 
本章では、「若菜下」巻の光
源氏と夕霧の音楽に関
するや
りと
りを起点
として、『源氏物
語
』にお
ける唐楽と催馬楽の演奏
場面
を、日
本の音
楽の二旋法である「呂」「律
」の観点か
ら
考察した。 
 
『源氏物語
』「若
菜下」巻
の本文①における、光源氏
の発言は
、「呂」「律」の二旋法を春
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秋に
結び
つける概念が反映された
もの
であ
ると考えられる
。こ
の概念は
、陰陽五行思想の
影響の下、一〇世
紀半
ば頃
には成立していたと
みら
れる。また、光源氏
の発言
の直前にあ
る
、夕
霧の「女は
春を
あはれ
ぶと古き人の言ひおきは
べ
る
」という発言は、「男」「
女」、「
春
「
秋」、「
呂」「律」という陰陽の二分類
と、そ
の優劣
を想起
させるものとして捉
えうる。光
源
氏の「律」への言及は、夕
霧のこの発言を受けて導かれ
たと
考えられ
よう。 
 
さらに、本
文①
から
うか
がえる、調子や曲に
対す
る「呂」「律」
の分類
意識は、『源氏物
語』全体の
唐楽
と催
馬楽の
演奏場面の描写にも及んで
いること
が分かった
。『
源氏
物語』の
音楽
の描写においては、特に
その
場面の折に相応しい
曲が選択され
、物語本
文
に明示さ
れ
ていると
考え
られ
るが、その選択基準の一
つと
して
、春には「春の
調べ」の
「呂」の曲、
秋
には「秋の調べ」の「律
」の曲という、「呂」「律」の分
類に
則った音楽的な側面
も重視
され
てい
る。唐楽においては、や
や「
律」の曲が多くみら
れ、
催馬楽に
おいては「呂」の
曲が多くみら
れる
。詞
章に
祝賀性があり、歌唱
を伴
う催馬楽は、春の場
面に相
応しい音楽
と
して選択されていると考え
られる。 
 
また、『源氏物語』において
は、音楽の描写にも「
呂」「律」の区別
が表れて
いる。「呂」
の
音楽は「はなやか」と形容
され、主に行事などの「晴れ」の
場を彩る。一方
、「律」の音
楽は「なつかし」と形
容さ
れ、遊び終盤のくだけた
雰囲気
を象
徴することが
多い。
また、
私的
な演奏の場においては、
しば
しば
演奏者の憂愁と重な
るよ
うに用い
られている
とみら
れる。こ
れら
の唐
楽と
催馬楽の演奏場面に
は、「呂」「律」それぞれの
音楽の良
さが用い分
け
られ、生かさ
れていると言
えよ
う。調子や曲
を「呂
」「
律」の
二分類で捉え
、その対照性
に
面白さが見出されたとみら
れる平安中期の音楽の状況が
、曲
の旋法を
も場面と調
和す
る
よう
意識
した
音楽描写に反映され
てい
ると
考える。 
 ※『紫式部日記』の本文は、新編日本古典文学全集
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『和泉式部日
記 
紫式部日記 
更級
日
記 
讃岐典侍日
記』（中野幸
一 
ほか 
校注・訳 
小学
館 
一九九四）に拠り
、頁数を付
した。 
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※『
伊勢
集』は西本願寺蔵三十六
人集
「い
せ」、『大斎院前
の御
集』は日
本大学蔵「大斎院
前の御集」に拠り
、適
宜、
表記を改めた。『躬恒集』は
西本願寺蔵三
十六人集「
みつね」
に拠
った。 
   
注  
⑴ 
磯水絵『『源
氏物語』時代の音
楽研
究 
中世の楽書か
ら』（笠間
書院 
二
〇〇八）。 
⑵ 
植田恭代『源氏物語の宮
廷文化 
後宮・雅楽・物語世
界』（笠間
書院 
二〇〇九）。 
⑶ 
山田孝雄『源氏物語之音
楽』（宝文館 
一九三四）。 
⑷ 
遠藤徹『
平安
朝の雅楽 
古楽譜によ
る唐
楽曲
の楽理的研究』（
東京堂出
版 
二
〇〇五）。 
⑸ 
スティー
ヴン・Ｇ・ネル
ソン「催馬楽雑考」（『日
本文学誌要』
七
一 
二〇〇五・
三） 
  
など。 
⑹ 
本塚亘「催馬楽成
立研
究の可能性 
「二重の同音性」を
手がかりに
」（『日
本文 
  
学誌要』八八 
二〇一三
・七）など。 
⑺ 
『続群書類従 
第三十二
輯下 
雑部』（続群書類従
完成会 
一九五八）。 
⑻ 
神道大系 
朝儀
祭祀
編２『西宮記』（土
田直鎮 
所功 
校注 
神道大
系編纂
会 
一九九
三） 
  
所収。 
⑼ 
『群書類従 
第十九輯 
管絃部 
蹴鞠部 
鷹部 
遊戯部 
飲食部
』（続群書類従完
成会 
  
一九三二）所収。 
⑽ 
羽塚啓明「校異 
楽書要録」（『東洋音楽研究』二
三・四 
附録 
一九四
一・一
九四二）。 
⑾ 
新釈漢文大系
１ １ １
『詩
経 
中』（石川忠久 
明治書院 
一
九九八）。 
⑿ 
井上聡『古代中国陰陽五
行の研究』（翰
林書房 
一九九
六）。 
⒀ 
後藤幸良「
女は春をあはれぶ 
『
源氏物語』若菜巻の春と『詩経』引用
」（『源
氏物
語鑑賞と基礎知識No.34  
若菜下（前半）』 
鈴木一
雄 
監修 
宮
崎莊平 
編 
至文堂 
二〇
〇四
）など。 
⒁ 
「催馬楽の譜は一條左大
臣の時こそは、はじめて
律呂の歌もさ
だめられた
れとうけ
た
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まは
れば
、…
…」（『
奥義
抄』〈『
日本歌学大系 
第一
巻』 
佐佐
木信綱 
編 
風
間書房 
一
九五七〉）。 
⒂ 
小
林
久
子
「
源
氏
物
語
の
音
楽
観 
春
秋
の
優
劣
に
関
す
る
や
り
と
り
を
中
心
に
し
て
」
（『源氏物語研究』
六 
一九七八・
一二
）。 
⒃ 
新日本古典文学大系
２ １
『源
氏物
語三』（柳井
滋ほか 
校注 
岩波書
店 
一
九九五
）も
同 
  
様の解釈をする。 
⒄ 
注⑷前掲書。 
⒅ 
田中新一『平安朝文学に
見る二元的四季観』（風間書房 
一九九
〇）。 
⒆ 
歌唱場面のみ対象にし、
和歌や台詞等に詞章が踏
まえられる例
は除いた。
また、「花 
  
宴」巻における催馬楽「
石川」の用例、「「扇をと
られて、から
き目を見る
」と、う
ち 
  
おほどけたる声に言ひな
して、……」（花宴 
①
三六五
）については
、「言
ふ」という 
  
動詞が用いられているこ
とから、歌唱場面とはみ
なさなかった
。 
⒇ 
日本古典全集『體源抄 
四』（正宗敦
夫 
編纂・校訂 
日本古典
全集
刊行会 
一九三
三）。 
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第二章  
平安中期における催馬楽「山城」 
     
 
     
「瓜たつ」の解釈をめぐって
  
  
     
一、はじめに 
「山
城」
は、『源氏
物語
』「紅葉賀
」巻
に引
用がみられ
るほか、平安
中期の多
くの和歌に
取
り込まれていることが確認
できる催馬楽である。そ
の詞章
の内容は、「瓜作り」の男に求
婚
され
、そ
れ
を
受け
入れる
か
ど
う
か迷
う女
の
歌
とし
て捉
え
られ
る
が
⑴、
各
段
の
こ
とばの
意
味に
つい
ては
、従
来、さまざまな議論
がな
され
てきた。次に、詞章
を掲げる
。 
   山城の 
狛 こまのわたりの 
瓜つ
くり 
なよや 
らいし
なや 
さいしなや 
瓜つく
り 
瓜
つくり 
はれ 
瓜つ
くり 
我を欲しと
言ふ 
いかにせむ 
なよや 
ら
いしなや 
さ
いしなや 
いかに
せ
む 
いかにせむ 
はれ 
いか
にせ
む 
なりやしなまし 
瓜たつまで
にや 
らい
しなや 
さいしなや 
瓜たつ
ま 
瓜た
つま
でに                         
（催馬楽「山城
」） 
 特に
、傍線を
付し
た第三段
の「瓜たつ」に関しては、古くから
解釈が分かれ
る。『梁塵愚
案抄』 、『催馬楽考』、『梁塵後抄
』では、そ
れぞれ、「瓜のな
りたつ
」「瓜のおひた
つ」「漸大
く成」と、いずれも「瓜たつ」を瓜
の実
が大きく成長す
ることと解釈し
ている。一方、『催
馬
楽譜入文』は
、処女喪失とし
ての「破瓜」の意とする独
自の
説を挙げる。近代
以降では、
日
本
古
典
文学
大系
『
古
代歌
謡集
』
⑵にお
いて
、
小西
甚一
が「瓜
が熟
す
る」
意
と
注
釈
し、
こ
の説
が広
く支
持を
集めてきた。しかし
なが
ら、
問題となってくるの
が、これ
らの従来説を
裏付ける「瓜たつ」の
用例
が他に一切見いだせない
ことで
ある
。このことか
ら、近
年、従
来
説を
批判
し
た新た
な説
が
複
数
出され
てい
る
。木村
紀
子
は
、東
洋
文
庫
『
催馬
楽』
⑶におい
て、観
智院
本『
名義
抄』に「爛
タヅ」とあ
るこ
とを根
拠に、詞
章を「瓜
たづ」と表記し
、「瓜
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が爛
熟す
る」の意と注釈する。また、松本宏司
⑷は、「た
つ」に「
献上す
る」とい
う意の用
例がみられること
から
、「瓜た
つ」は瓜の献上のことを示すと
解釈する
。一方、小野恭
靖
⑸
は、『
清輔
集』二
七七番歌
⑹を手
掛か
りに、「
たつ」は
裁断の
意であり
、「
瓜たつ」は「瓜が
実
っ
て
蔓
から
裁断し
て
収穫
する
」意
で
は
ない
かとす
る
説
を
唱え
る。
ま
た
、大
木桃
子
⑺は、
木村
説・松
本説につい
て、「爛 た
づ」「献 たつ」ともに他動詞下
二段活
用動詞であり、「まで」に
接続するなら
ば、「たつる（た
づる）」の形に
なるはずである
と批
判を加え
る。さらに、小
野
と同様に「瓜
」を詠んだ和歌から「瓜たつ」の意を考
察するが、「た
つ」は起
立の意であ
ると結論
付け
、「瓜たつまで
に」を「立ちにくい瓜が
立つく
らい
（思いがけな
い）」と解釈
す
る。大木は「たつ」が裁
断の意である可能性につい
ても触れてい
るが、小野
論文
への
言
及が
なく
、裁断の意の「たつ」に
「用
例が見出せない
」としている
。 
 
さて、先行研究を確認して
きた
が、「
瓜た
つ」の用
例が非常に少ない以
上、小
野や大木の
よ
うに、主に平安期にみられ
る「瓜」と「たつ」を詠
み込んだ和歌
を手がかり
に解釈を
探
るこ
とは
有効
だと
考える。たとえ、「山
城」の
成立期
におけ
る「瓜た
つ」の意味
は解明しえ
ない
とし
ても、催馬楽の最盛期と
見な
せる
平安期において
、ど
のように
催馬楽の詞章が解
釈され歌われていたの
かを
確定することはできるは
ずである。しかしな
がら、
小野論文・
大
木論文には、和歌の用例の
検討がやや不
十分
なと
ころがある
。小
野は、『清輔集』歌以外
の自説を
補強
する
用例
を挙げておらず、またその『清輔集
』歌に
ついても、「
清輔が
、催馬
楽
「山城」にみえる動詞「た
つ」をもとにしながら、
音のみを踏襲
し、意味を
変えて詠
じ
た可
能性
も否
定で
きない」として、自
説の
断定
を避ける。また、大
木も決定
的な用例を提
示できず、「平
安時
代、「たつ」は瓜の縁語と
して意識
されはしても
、「瓜たつ
」自体がど
う
いう意味なのか既にわ
から
なくなっているとも考え
られる」と
、平安期
の人々
は「瓜たつ」
の
意味を理解しないまま催
馬楽「山城」を享受してい
たの
では
ないかとも見
通して
いる。 
 
そこで、本
章で
は、
改め
て「瓜」と「たつ」
を詠
み込んだ和歌を検討
してい
き、平安期
にお
ける
「瓜たつ」の解釈につい
て明
らかにしたいと
考える。 
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二、平安期の和歌における「瓜」と「たつ」 
 
「瓜」と「
たつ
」が
同時
に詠み込まれた歌は
平安
期以降、特に平安中
期にお
いて多数み
られ
、縁
語関係が意識されている
と考
えられる。大木
論にも指摘が
あるが、
瓜を題材に
し
た歌が多くみ
られ
る歌
集と
して『義孝集』が挙
げら
れる。『義
孝集』
において、「瓜
」の語
が
詠ま
れ
る歌
は八首
あり
、
その
うち六
首
が「
たつ」
も
同
時
に詠
み込
ん
で
いる
⑻。中
でも
注
目される
のは
、次
の贈答である。 
     
またおなじところに
たち
よりたるに、まらうとの
ありしかば、
たちながら
かへり 
    
て、またあしたにう
りに
かきつく 
  
これをみよひとよはひと
めつらかりきたちわづら
ひしうりにや
はあらぬ 
    
返し 
  
たちわびてはひかへりけ
るうりかづらならしがほ
にや人のみて
けむ 
                             
（『義孝集』 
四七・四八） 
 ［試
訳］  
また同じところ
（堀
河中
宮の内侍のもと
）に立ち
寄ったところ
、
客人がい
た 
      
ので、立ったま
ま帰
って
、また翌朝に、
瓜に書き
つける。 
  
これ（瓜）を見なさい。
あの夜は人目が辛かった
のです。この
瓜が蔓を断
ち難い 
  
瓜でないことがありまし
ょうか。あの夜は、人目
が辛くて立っ
ているのが
難しか 
  
ったのです。                                
 
    
返歌、 
  
断ちあぐねて、はびこっ
た瓜蔓を見て、瓜が実を
成らしている
ようには、
人は見 
  
なかったでしょう（人目などな
かっ
たで
しょう）。立ちあ
ぐね
て（待
っていら
れず）、 
  
這い帰ったあなたのこと
を、慣らした顔だと、人
は見なかった
ことでしょ
う。 
   『義
孝集
』
の四七
・四
八
番
歌
の解釈
を示
す
先行研
究
⑼に
お
いて
、この
二
首
に
お
け
る「
た
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つ」
は、
いずれも、丸い瓜の実が
形状
的に
立ちにくいとい
うこ
とから瓜
の縁語として用い
られているとされ
てい
る。
こうした解釈は、大
木が
、「瓜たつ」を
「立ち
にくい瓜が
立つ
」
と
捉える根拠ともなってい
る。しかしなが
ら、返歌を
よくみると、「たちわび
て」の語が修
飾
するのは、瓜
の実ではなく「うり
かづ
ら」、すなわち、瓜の蔓で
ある
。無論
、詞書に「た
ち
ながらかへりて」とあるの
で、この「たつ」には「立つ
」の
意味は込
められてい
よう
。
しか
し、「瓜」との縁語
とし
ては、小野が『清輔集』
の用例
から
指摘したよう
に、「蔓から
裁断して収穫する」という、裁断の意で用い
られてい
ると考えるべ
きではな
いか。「たちわ
びて
はひかへりける」という表現は、「
たちわびて」這い帰って
しまった
義孝の
様子と、「
断
ちわびて」蔓
延っ
てし
まった瓜蔓の様子と
を掛
けた
ものであろう。
すると、
義孝の贈歌の
「
たちわずらひしうり」も、
瓜が立ちにくいということを
言っ
ているのではなく、
人目を
気に
して
「立ちわずらった」こと
と、
瓜を
「断ちわずらっ
た」
ことを掛
けた表現だと考え
られる。「つ
らかりき」には「
辛し」と、瓜の蔓を意
味する
「つ
ら」が掛
けられてい
よう
。 
なお
、「
蔓を
断つ」とい
う表
現は、『う
つほ物語』「国
譲
下」巻のあ
て宮の
歌や、『道済集』
二六
九番
歌に
もみられる。 
   
まつだにもくるしからず
はたまかづらたつをぞき
みにみせんと
おもひし 
                               
（国
譲下 
八七九頁） 
 
わづ
らふ
ころ、人のもとに 
 
かり人のあ
さた
つの
べの
くずかづらくるしさ
しげ
きころにもある
かな 
                              
（『道済集
』 
二六九） 
 「
葛」
の縁
語
と
し
ては「繰 く
る
」が
指摘
さ
れ
て
おり
⑽、
この
二首に
も
「
く
るし
」
との
掛詞
の形
で用いられている。前者
は、
春宮
出産の折に退下
した後、あて
宮がなか
な
か参内し
な
かったこ
とを
皮肉
った
今上帝に対して、あて宮が詠ん
だ返歌で
ある。「玉
鬘」に
は春宮が喩
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えら
れて
おり、「たつをぞきみ
にみ
せんとお
もひ
し」には、「（手繰っ
て）断
ち切っ
た玉鬘を
見せ
よう
と思った」ということと、「立
った（
成長し
た）春宮を
見せようと思った」という
こと
が表されていよう。また
、後
者は
、詞書から、源
道済が、病に
苦しむ最
中に詠んだ
歌
であることが
伺え
る。葛 くずには
薬効があることから、「かり
人の
あさたつ
」には、「狩人が朝
発つ
」意と「（病を治
すため
に）狩
人が
朝に葛 くずを断
つ」意
が掛けられ、病
身を嘆く内容とな
っ
ていると考えられる。こう
した
用例
からも、「瓜」と「断つ」は、従来指摘さ
れてきたよ
うな
瓜の
形状
からの連想ではなく
、瓜
が蔓
植物であること
から
の連想で
、縁語として理解
されていた可能性が高
いと
言えるのではないか。 
ここ
で、
四七・四八番歌以外の『
義孝
集』
にみられる
「瓜」と「た
つ」を詠
み込んだ歌
に
ついても確認していきたい
。まず、二三番歌を見て
みよう。なお
、この歌に
ついては
、
九州
大蔵
本で
は誤脱があるとみられる
ため
、同一の
歌と考えられる承空
本の二
三番歌、『後
拾遺和歌集』九四七番
歌を
参考に校訂を施した。 
 
左衛
門蔵
人の、なほうとかりけれ
ば、
こう
りの
をかしきを
つつ
みて、そ
れにかき 
つく 
  
ならされぬみはそのうり
とききながらよひあか月
とたつぞくる
しき  
                                
（『義孝集』 
二三
） 
 ［試
訳］  
左衛門蔵人が、
なお
もよ
そよそしいので
、いくつ
かの小瓜の良
い
感じのも
の 
      
を包んで、それ
に書
きつ
ける。 
  
あなたの身は、実を成ら
せられないその瓜だとは
聞きながら、
宵、暁月と
（小さ 
  
いままの瓜を）断つのが
つらいことです。あなた
が私に身を馴
れ親しませ
ないと 
  
聞きながら、宵、暁と（
あなたに逢えず）立って
いるのがつら
いことです
。 
 この
歌の
「たつぞくるしき」とい
う表
現は
、女につれ
なくされ、逢
えないま
ま「立って
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いる
のが
つらい」ということだろ
う。
しか
し、詞書に小 、瓜
を贈った
とあ
ることに注
目する
と、「たつ」には、
やは
り、「瓜を
蔓か
ら裁
断して収穫
する」
とい
う意も掛
けられてい
ると
見
るべきだと考える
。「ならされぬ
み」
は、「馴ら
されな
い女の身」と「実
を成ら
せられな
い瓜」が掛
けら
れた
表現であ
り、「たつぞくるしき」には、決
して大きく実
らない
小瓜
を「収
穫するのがつ
らい
」と
いう
心情が併せて詠まれ
てい
るのではないか
。 
次に
、『義孝集』五
五～
五七
番歌のやりとりを見
てみた
い。 
 修理
のか
みこれただ、わかなすび
わか
うり
をお
こせたり、
らい
月さねす
けの少将
むこにと
るべ
しと
ききてのころ 
 
みそのもり
こた
へだ
にせ
よつきたたばかのこ
とも
みななりぬべし
とか  
四日
のよ
、かへしあり 
 
なにごとも
なる
とも
なし
にうりつらの名にの
みた
たむことのあや
しさ 
また
、か
へし 
  
あやもあれあやもなくま
れかのうりのかずならぬ
みようやはよ
のなか 
                          
（『義孝集
』 
五五・五六・五七
） 
 ［試
訳］  
修理大夫惟正が
、若
茄子
と若瓜を贈って
きた。来
月、実資の少
将
を婿に取
る 
      
だろうと聞いた
頃で
、 
  
御園守よ、答えるだけで
もしてください。月が立
てば、あのこ
ともみな成
る（実 
  
が成る）だろうとか。 
    
四日の夜、返歌があ
った
。 
  
何事も成っていない（実
っていない）瓜蔓である
のに、評判だ
けが立つ（
評判だ 
  
けで断つ）というのは訳
が分かりません。 
    
また、その返歌、 
  
訳が分かろうと分らなか
ろうと、贈って頂いたあ
の若瓜の実の
ように、十
分に実 
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らず、物の数にも入らな
い我が身ですよ。なんと
つらい世の中
でしょうか
。 
 五
五
番
歌
は
、
義
孝
が
源
惟
正
に
対
して
、
想
いを
寄
せる
惟
正
の
娘
と
藤
原実
資
の
結
婚
に
つい
て
問
い
た
だ
し
た
歌
で
あ
る。
義
孝
は
、
若
瓜
と
若
茄
子を
贈
っ
て
き
た
惟正
を
、御
園
の
作
物
を
守
り
育
て
る
御
園
守
に
喩
え
、娘
の
結
婚
が
「
成
る
」
こ
とと
、
実
が「
成
る
」
こ
と
を掛
け
て
詠ん
で
い
る
。
五
六
番
歌
は
、
惟
正の
返
歌
で
あ
るが
、「
瓜」
と「
た
つ
」、
さ
ら
に
は
「つ
ら」
が
同
時に
詠み込まれている。「な
にご
ともなるともなしに」は、義孝の歌を受け
て、娘の
結婚が「成
っ
て
い
ない
」
こと
と
、瓜の
蔓
に
実が
「
成っ
て
いな
い
」
こ
とを
掛
け
た
表
現
であ
ろ
う
。よ
っ
て
、「名にの
みた
たむ
ことの
あやしさ」も、娘の結婚の
評判
だけが「立つ」こと
と、
まだ
大
き
く
実っ
て
いな
い
のにも
か
か
わら
ず
、実
っ
たとい
う
評
判
だ
け
で瓜
の
蔓を
「
断
つ
」こ
と
の
不
可
解さ
を
併せ
て
意味し
て
い
ると
解
釈す
べ
きだと
考
え
る。
こ
のや
り
とりの
面
白
いと
こ
ろ
は
、
惟正
は
、実
際
には若 、瓜
、
すな
わ
ち、
ま
さに十
分
に
大き
く
実っ
て
いない
の
に
収穫
さ
れた瓜を贈っ
てい
る点
であり、五七番の義孝の
返歌
はそれを皮肉っ
たもので
あろう。 
最後
に、『義孝集』
七一
・七
二番歌を確認する。 
 
もの
いひ
し人に、うりのありしを
とり
て 
 
たつことの
もの
うが
りつ
るうりなれどのちや
なら
すとおもひぬる
かな 
返し 
 
あだなりと
なに
たつ
きみ
はうりふののかかる
つら
さもならさざり
けり 
                             
（『義孝
集』 
七一・七
二） 
 ［試
訳］  
言い寄っている
人へ
、瓜
があったのを取
って、 
  
名が立つこと（断つこと
）を億劫がるあなた（瓜
）であるけれ
ども、後に
（私に 
  
身を）馴らす（実を成ら
す）と思っていますよ。 
    
返歌、 
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浮気であると評判が立つ
（断つ）あなたは、瓜生
野の私（瓜）
のこのよう
な冷淡 
  
さも馴らさないでしょう
。実を成らすこともでき
ないでしょう
。 
 二八
番歌
と同じく、女の身を「馴
らす
」こ
とと瓜の実
を「成らす」
ことが重
ねられて詠
ま
れているやりとりだと考え
られる。ゆえに、七一番
歌の「たつこ
とのものう
がりつる
」
は、女が、義
孝との噂が「立
つ」ことを嫌がっているという
ことと
、瓜を擬人
化し
、瓜が、
蔓を
「断つ」ことを嫌がって
いる
とい
うことを掛けた表現
だと
捉えられ
よう。また
、女の
返歌であ
る七
二番
歌の
「なにたつ」という
表現
は、
先に確認した五六番
歌の表
現と同様、
評
判が「立つ」ことと掛け
て、実をならしてもいない
のに瓜の蔓を
「断つ」こ
とを
非難
し
たも
のだ
と考えられる。 
以上
、『義孝集』に
おけ
る「瓜」と「たつ」を詠
んだ
和歌を検討した。これらの
歌は、瓜
が蔓
植物であり、瓜
の実が成った後、収穫の際にはその蔓
を切断するという連想か
らの「瓜」
「な
る」「断つ」の
縁語
関係
を捉えなければ、十
分に
解釈で
きないと考える。 
さて、和歌
において、「たつ」には様々
な意味が
掛け
られるため、『義孝
集』以外
の「瓜」
と「たつ」を詠んだ用例では
、「
瓜」と「た
つ」がどのような関
係から縁
語として用
いられ
て
いるのか、判断しにくいも
のも多い。しかしながら、管
見の
限り、先
行研究で指
摘さ
れ
てい
るよ
うな
、立ちにくい形状と
の関
わり、あるい
は「熟
れる」という
意味との関
わりで、
「たつ
」が、「瓜」とと
もに用いられていると積
極的
に解釈すべき用例は
全く見
いだせなか
っ
た。その
一方で、『義
孝集
』歌と同様に、切断
の意
で「たつ」が「瓜」との縁
語関係を
意
識されている
と考
えら
れる例は平安期を通して
散見
される。小野が
指摘した
『清輔集』二
七
七番歌もその一つであるが
、例えば、次の『忠岑集』一
二二
番歌も注
目される。 
     
    
うりふざか 
  
としふれどなるともみえ
ぬうりふざかはるのかす
みのたてばな
りけり 
                           
（『忠岑集
』 一二二 
みつね
） 
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 この
凡河
内躬恒の歌は、「（「瓜が生 な
る坂」であ
るは
ずの
）瓜生坂に、何
年経っても瓜が見
え
ないのは、春
霞が立ってい
るか
らだ」と解釈
されるが、「たつ」には、霞が「立つ」とい
う意味の他に
、霞
を擬
人化して、霞が瓜の蔓を
「断
つ」という意も込め
られて
いると考え
ら
れる。すな
わち、この歌は、瓜
が実
っているのが
見えないこ
とについて、「霞が立
って視
覚を
遮っ
てい
る」という理由の裏に、「実る前の
瓜の
蔓を、霞が断っ
てし
まっている
」と
い
う理由を、掛
け詞
を駆
使し
て表現しているわけ
であ
る。このように解釈
するこ
とで、上の
句
に「としふれど」とあるこ
との意味も明確になる。
瓜の収穫は夏
から秋にか
けて行わ
れ
るの
で、
春 、霞が、春の内に、
瓜が実る予定の蔓を断ってし
まっては
、何
度季節がめ
ぐっ
た
ところで瓜は
実ら
ない
とい
うことだろう。なお、『頼基
集』一六
番歌
⑾や『
河原院歌合
』一
八番歌
⑿なども、この躬恒の
歌と同様の趣向で詠まれ
ており、これらの
歌にお
いても、「た
つ」には
「立
つ」
と「
断つ」が掛けられて
いる
と考
えられる。 
以上
のよ
うな用例から、平安期に
おけ
る瓜
の縁語とし
ての「たつ」
は、収穫
の為に瓜の
蔓
を切断するという意の「断つ」として捉えられて
いた
可能性
が高いと結論づけ
られよ
う。 
  
     
三、平安中期における催馬楽「山城」の詞章の解釈 
前節
での
検討を踏まえると、平安
期に
おい
て、催馬楽
「山城」の詞
章の「瓜
たつ」は、
小
野論で示唆されたように、「瓜が実って蔓から
裁断
して収穫する」という意で
捉えられ
て
いた
と考
えら
れる。さらに、その上で注目したいの
が、平安中期にみられる
催馬楽「山城」
の詞
章を
踏ま
えた
とおぼしき和歌にお
いて
、「瓜作り」
を男性に、「
瓜」を
女性に見立
てた
表現が多く確認できる
点で
ある。これらの歌では、
瓜作り
が瓜
を大きく実ら
せて収
穫する
とい
うことが、男性が恋を実
らせ
て女性を手に入れるとい
うこ
との暗喩
となってい
ると考
えられる
。例
えば
、次の『拾遺
和歌集』五五七番歌では
、藤
原朝光が自身を「
山城」の「
瓜
作り」に喩えている。 
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三位
国章
、ちひさきうりを扇にお
きて
、藤
原か
ねのりにも
たせ
て、大納
言朝光が
兵衛佐に
侍り
ける
時、つかはしたりければ 
  
おとにきくこまの渡のう
りつくりとなりかくなり
なる心かな   
返し 
  
さだめなくなるなるうり
のつら見てもたちやより
こむこまのす
きもの 
               
（『拾
遺和歌集』巻
第
九 
雑下 
 
五五七・五五
八） 
 朝光
の歌（
五五七番歌）の「となりかく
なり
なる心かな」という表現に
は、「
実る」とい
う意味の「なる」と、「
変化
する」という意味の「なる
」が
掛け
られ、「瓜作り」が
作る「
瓜」
の
実のなり方が一定しない
ことに、自身の心が移ろってい
く様
子を重ねていること
が読み
取れ
る。対し
て、五
五八番の
藤原国章の返歌は、瓜を
女性に喩え
て、「瓜
作り」である朝光
は
き
っ
と
女
性
の
も
と
に
立
ち
寄
る
だ
ろ
う
と
、
朝
光
の
好
色
性
を
揶
揄
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
⒀。
「
立ちや寄り来む」には、収
穫の為に瓜の蔓を「断ち
に寄る」とい
う意味が掛
けられて
い
ると
捉え
られよう。 
また
、『
小大君集』八四番歌でも、小大君によ
って平
兼盛が「瓜作り
」に喩えら
れている
と
みられる。 
 おな
じ人
、大けん物なりし時、内
侍所
にみ
かぎ
まうしに、
おほ
とねりの
ひきぐし
てきたる
に、
ない
しのすけとしるやうあり
て、
そこにありける
をりなり
けれ
ば、
まへなるたちぶと
いふ
うり
を、きなるしきしに
つつみ
て、おきなに、これたて
ま
つ
れとてとらせたりければ
、くらづかさにつき
て、そ
こよりいふ 
 
山しろのと
ばに
かよ
ひて
見てしかなうりつく
りけ
る人のかきねを 
かへ
し 
 
とことはに
ゆけ
ばな
りけ
りうりつく
に （ママ）その
こと
なきにたて
りしやき
み 
又の
日、
つかさめしに、するがの
かみ
にな
りて
、よろこび
申し
にまゐり
て、そで
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より
おと
しおきたりしは、いとこ
そ 
 
うりつくる
その
ふも
しら
ず人しれずおつるな
みだ
やそほつなるら
ん 
いと
から
くもとありし           
（『小
大君集
』 
八三・八四・八五） 
 
八三
番歌
で、兼盛が、瓜を作って
いる
人の
垣根を見た
い、つまり、
あなたに
逢ってみた
い
と訴えたのに対して、小大
君は、あなたこそが山城
の「瓜作り」
であって、
既に鳥羽
の
方に「実
を成
らした瓜」、つまり「身を馴
らした女」がいる
ので
あろうと
切り返して
いる
と
みら
れる
。「立てりしや
君」
というのは、「
まさか女と何
もせずに立っ
ていたわ
けでもある
まい」という皮肉であり
、「
瓜の実も成らしていない
のに蔓を断って収穫したわ
けでもあ
る
まい
」と
いう
意が掛けられていよう。 
先
行研
究に
お
い
て
、松本宏
司
⒁は
、催
馬楽
「
山
城」
につ
い
て、
瓜を
女性に
擬
人
化
した
歌
であると
解釈
し、詞
章の「な
りや
しな
まし」には、「瓜作りの妻
になっ
てしまおうか」とい
う意
味の
他に
、「実って
しま
おうか」という意味も込め
られ
てい
るとしている
。こうした和
歌の
用例
を見る限り、少なくとも
平安
中期においては、瓜
を女
性に見立
てた「山城」の詞
章の解釈がな
され
てい
た可
能性が高いと考えら
れる
。 
なお
、松
本は、一節でも触れたよ
うに
、「たつ」
を献上
の意で捉えており
、「瓜たつまで
に
」を「瓜を献上する日まで
に」と訳して、催馬楽「
山城」の詞章
には五月五
日の早瓜
献
上の
儀式
が意
識されていると論じる
。確かに、『義孝集
』五五
～五七番歌などには早
瓜の贈
答がみられるが、「瓜」と「たつ」を詠
んだ
和歌すべてに早瓜献上の
儀式が意
識されている
とは読み取り難い。一
方、
次の『好忠集』一三〇番
歌から
、山
城の狛の地に
御園が
あった
こと
がうかがえる。 
   
うりうゑしこまののはら
のみそのふのしげくなり
行くなつにも
あるかな 
                      
（『好忠集
』 
夏
中、五
月は
じめ 
一三〇
） 
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よっ
て、「山城の狛のわたりの
瓜作
り」と
いう
詞章に
、御
園の瓜作りが想起されたで
あろ
う
ことは考えられる。松本も
指摘
するように、瓜は五
月五日の儀式
以外にも、
相撲の節
会
や乞
巧奠
など
、さ
まざまな宮廷儀式に
用い
られ
ており、御園の瓜作
りは各々
の納期までに
瓜を収穫する必要があ
った
と推測される。平安中期
において、「
山城」の詞章
の「瓜たつま
でに」は、「瓜
を収
穫す
るまでに」と捉
えられ
、瓜作りに
求婚されて迷う女の心情
の裏には
、
収穫
時までに大きく瓜が実る
かど
うか
という問題が読
み取られてい
たのでは
ないか。そ
し
て、その収穫
時と
いう
のは、必ずしも五月
五日
の儀
式の際に限定さ
れないで
あろうと考え
る
。 さて、催馬
楽「
山城」の詞
章には、「瓜たつ」以外にも
検討すべ
き箇所が
あり、本
章の考
察だ
けで
十分
とは言い難いが、ひとま
ずこ
こで、試訳を示
して
おきたい
。 
 ［試
訳］
山城の 
狛のあたり
の 
瓜つくり 
ナヨヤ 
ライシナ
ヤ 
サイシナヤ 
瓜つく
り  
    
瓜つくり 
ハレ 
   
瓜つくり 
私を欲しい
と言
う 
どうしよう 
ナヨヤ 
ライシ
ナヤ 
サ
イシナ
ヤ  
   
どうしよう 
どうしよ
う 
ハレ 
  
どうしよう 
実ってしま
おう
か 
瓜を断つ（収
穫する
）までに
ね 
ライシナヤ  
  
サイシナヤ 
瓜を断つ間 
瓜を断つま
でに 
 
     
四、結び 
 
平安期の和
歌に
おけ
る「瓜」と「たつ」の用例から、「たつ
」は「断
つ」の意で瓜との縁
語関係が意識
され
てい
ると推測される。そ
れは
、瓜
が蔓植物であり、収
穫時に
蔓を切断す
る
ということからの繋がりで
あろう。ゆえに、平安期
において、催
馬楽「山城
」の詞章
の
「瓜
たつ」は「瓜を断って収穫
する」と
いう
意味で解釈されていた可能
性が高い
と考える。
さらに、平安
中期においては、催馬楽「
山城」の詞章は、瓜
に見立てら
れた女
性が、「瓜作
り」
に対して、収穫の時まで
に実
（身
）を任せてしまおう
かど
うか悩む
という内容
として
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理解
され
ているとみられ、和歌に
巧み
に利
用されている。 
多く
の儀
式に用いられる瓜は、宮
中貴
族に
とって身近
な題材だった
と考えら
れる。その
た
めか、詞章に瓜が登場する
「山城」は、催馬楽の中
でも、和歌に
おける引用
が比較的
多
く確
認で
きる
。「山城
」の詞章が女
性の
心情
に焦点を当
てた
もの
と捉えられる
のに対
し、平
安中
期に
みられる「山城」の詞章
が踏
まえられた歌は男性
によ
る詠が多
く、詞章中の「瓜
作り」が大きく取り上げられ
てい
ると
いう特徴が指摘でき
る。前
節に挙げた『拾
遺和歌集
』 
五五
七・
五五八番歌や、『小
大君集』八三～八五
番歌
のやりとりからも見て取
れるよ
うに、
和歌に用
いら
れる
中で
、「山城
」の詞章の「瓜作り」には
、好色な
男性のイメ
ジーが付与さ
れている
。『源氏物語』「紅葉賀」巻に
おい
て、
催馬楽「山城」が用
いられて
いることは一
節
でも触れたが、この引用
にも、このような催馬楽「
山城
」の
詞章の解釈が
反映さ
れてい
るの
ではないか。次章では、『源氏物語』「紅葉賀」巻にみ
られ
る催馬楽
の引用について詳
しく考察して
いき
たい
。 
 ※『
義孝
集』は九州大学蔵「藤原
義孝
集」、『道済集』は冷
泉家
時雨亭叢
書『擬定家本私家
集』所収「道済集
」、『忠岑
集』は冷
泉家
時雨亭叢書『平安
私
家集 
九』所収「忠岑
集」枡
形本
、『
小大
君集』は書陵部
蔵五〇一・九
二「小大君
集」、『好忠集
』は天理図書館蔵
九一
一・
二三
・イ一九九「曽祢好
忠集
」に
拠り、適宜、表
記を改めた。 
  
注  
⑴ 
臼田甚五郎は、日本古典文学
全集
２ ５
『神
楽歌 
催馬楽 
梁
塵秘抄 
閑吟集
』（臼
田甚五郎 
  
ほか 
校注・訳 
小学館 
一九七六）におい
て、二段までを女の
ことば、三
段を男の
こ 
  
とばと捉え、男女の掛け
合いの歌として解釈しう
る可能性も提
示している
。 
⑵ 
日本古典文学大系３『古
代歌謡集』（土
橋寛 
小西甚一 
校
注 
岩
波書店 
一
九五七）。 
⑶ 
東洋文庫
７ ５ ０
『催
馬楽
』（木
村紀子 
訳注 
平凡社 
二〇〇六）。 
⑷ 
松本宏司「催馬楽「山城
」考」（『日本歌謡研究』
三三 
一
九九三・
一二）。 
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⑸ 
小野恭靖「催馬
楽出自
の歌ことば 
地名・歌枕
を中心として
」（『歌ことばの歴
史
』 
笠間書院 
一九九八）。 
⑹ 
「山しろの
こま
のわ
たりのうりよりも
つら
き人こそたたま
ほしけれ
」（『清
輔集』［
書陵 
  
部蔵「清輔朝臣集」］ 
二七七）。 
⑺ 
大木桃子「
瓜の歌 
催馬楽「
山城
」と
和歌
」（『語
文研
究』一〇
五 
二〇
〇
八
・ 
  
五）。 
⑻ 
九州大蔵本に拠る。ただ
し、二節でも触れている
ように、二三
番歌につい
ては校訂
を
施し
た。
承空本では、九州大学蔵
本の
四八番歌、五六番歌
、五
七番歌が
収められてい
ないため
、「
瓜」の
語が詠まれる歌は五
首（そのうち四
首が「たつ
」を
ともに詠み込
む）。 
⑼ 
呉羽長「藤
原義孝集注釈（三）」（『
富山大学教育学
部紀要』五四 
二〇〇
二・二
）、『海
人
手子良集・本院侍従集・義孝集新注』（片
桐洋一 
ほ
か 
二〇一〇
）、堤和博「
瓜を詠
み込む歌 
付・『師輔集』の「大
和瓜」の歌
」（『古代中世文学研
究論集
』第三
集 
伊井春樹 
編 
二〇〇一・
三）。 
⑽ 
『歌ことば歌枕大事
典』（「日本文学WEB
図書館」 http://www.kotenlibrary.com/ 
「辞
典ラ
イブ
ラリー
」内）の、廣井理
加に
よる
「葛」の項。 
⑾ 
「なにはおへどなれるも
みえずうりふざかはるの
かすみのたて
るなるべし
」（『頼基集
』
［西
本願
寺蔵三十六人集「よりも
と」］ 
一六）。 
⑿ 
「なにたかくなりはしぬ
れどうりふざかきりのみ
たてば見えず
もあるかな
」（『河原
院
歌合
』 
一八 
右負 
慧慶法師）。 
⒀ 
大木桃子は
、この『拾遺
和歌集』五五七・五五八番歌
のやりと
りにおい
て、催
馬楽「
山 
  
城」の「狛のわたりの瓜
作り」が「色々
な女性に
目移りする好
色な男性」
として捉
え 
  
られたことが、後の「瓜
作り」の詠まれ方に大き
な影響を及ぼ
していると
指摘して
い 
  
る（注⑺前掲論文）。 
⒁ 
注⑷前掲論文。 
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第三章  
「紅葉賀」巻の催馬楽引用  
       
       
源典侍の物語における「こま」の繋がり
  
     
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
  
  
 
一、
はじめに  
 
『
源
氏
物
語
』
に
は
、
延
べ
二
十
三
曲
も
の
催
馬
楽
が
あ
ら
わ
れ
る
⑴。
物
語
の
中
で
、
催
馬
楽
は
楽
曲と
して
演
奏さ
れる
だ
け
では
なく
、
その
詞章
が、
登
場
人
物
の
やり
とり
や和
歌な
どに
お
いて
巧み
に踏
ま
えら
れ
て
お
り
、『源
氏
物
語
』にお
ける
催
馬
楽の
重要
性
はた
び
た
び
論
じら
れて
き
た
。 
 
一
方で
、
催馬
楽に
関
し
ては
、そ
の
成立
の経
緯
や
演
奏
形態
な
ど
、
十
分
に
明
らか
にさ
れ
てい
ない
点が
非
常に
多
く
、
詞
章の
解
釈
に
つ
い
て
も
、各
注釈
書に
お
いて
大き
く揺
れが
あ
る
。
そ
こ
で
問
題と
な
って
くる
の
が
、
諸
注釈
が
、ど
の時
期の
催馬
楽
を
想
定し
て解
釈を
示し
てい
る
のか
とい
う点
で
ある
。例
え
ば
、木
村
紀子
⑵は
、注
釈
の
凡例
に「
本
書は
、「
催
馬
楽
」と
し
て伝
わる
古代
の歌
謡
を、
歌こ
と
ば
が生
まれ
た
と見
ら
れ
る
奈
良の
京で
の
「
さ
いば
ら」
とし
て
読
解
した
も
の
で
あ
る
」
と
記し
て
い
る
が
、そ
の
よ
う
な時
期と
宮廷
に
お
け
る流
行の
最盛
期と
で
は
、
かな
りの
時間
的
隔た
りが
あ
り
、享
受層
が
異な
って
いく
中
で
、
詞
章
の理
解に
も変
化が
あっ
た
こと
が予
想で
き
る。既
に
本
塚
亘
⑶が
、「
歌
謡の
詞
章
を
解
釈す
る際
、解釈
者
は
解
釈
上の
視点
を
明示
し、
それ
が
唯一
の解
釈
で
はな
いと
い
うこ
と
を
常
に
意識
し
な
け
れば
なら
な
い
」
と
問題
提
起
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に、催馬
楽
の詞
章の
解
釈を
行
う
際
に
は、歌
謡
の流
動性
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
そ
れ
が成
立
時
の
解釈
な
の
か
、
ある
い
は、
宮廷
で貴
族た
ち
に
愛
好さ
れて
いる
時期
の
解
釈
なの
か、
明確
に
する
べき
であ
ろ
う
。 
 
さ
て、『
源
氏物
語
』にお
け
る催
馬楽
を
踏ま
えた
表
現
を考
察す
る
際
に
重
要
と
な
って
くる
の
は、
後者
、す
な
わち
、平
安
中
期の
宮廷
に
おけ
る詞
章の
解
釈
で
あ
る
。前
章で
も論
じた
よう
に
、平
安中
期に
お
いて
は
、
催
馬
楽の
こ
と
ば
が
用
い
ら
れた
和歌
が複
数
詠ま
れて
い
る
。
こ
うし
た
和
歌
の
表
現な
ど
を
手
掛か
りに
しな
がら
、当
時
の宮
廷に
お
け
る
催
馬
楽の
解釈
を捉
える
こと
で、『源
氏物
語』
に
おけ
る
催
馬
楽
の用
いら
れ
方を
明ら
かに
する
こ
と
が
でき
ると
考え
る。 
 
本
章で
は
、催
馬楽
「
山
城」、「東
屋」、「
石川
」
と
い
う
三曲
も
の
催
馬
楽
が
引
用さ
れる
『
源氏
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物語
』「
紅葉
賀」巻の
源
典
侍を
めぐ
る
物語
につ
いて
考
察
を
試
み
る。従来
、こ
れら
の三
曲
の催
馬楽
の用
い
られ
方
に
、
ど
のよ
う
な
関
連性
が
あ
るの
かに
つい
て
は明
確に
さ
れ
て
こ
なか
っ
た
。
本
章
では
、「山
城
」、「
東
屋
」、「石
川
」が
、平
安中
期
にお
いて
、い
ずれ
も「
こ
ま
」と
いう
こ
と
ばに
か
か
わ
る
詞
章
を
持
つ
催馬
楽
と
し
て
捉
え
ら
れて
いた
こと
に
注目
し
、
こ
れ
ら
の
催馬
楽
が
用
い
ら
れる
場
面と
『古
今
和
歌集
』八
九
二番
歌や
神楽
歌「
其駒
」
を
踏
ま
え
た
光
源
氏
と源
典
侍の
やり
とり
の
場面
との
繋
が
り
を
明ら
か
に
し
てい
きた
い。 
   
  
 
二、「紅葉賀」巻に
おける催馬楽  
『
源
氏
物
語
』「
紅
葉
賀
」
巻
に
お
い
て
、
催
馬
楽
「
山
城
」
と
催
馬
楽「
東
屋
」
は
、
次
の
よ
う
に
ほ
ぼ
連続
し
て物
語に
用い
られ
てい
る
。 
 
 
①
御前
な
どに
ても
、男
方
の
御
遊
び
に
ま
じ
り
など
して
、
こ
と
にま
さる
人な
き上
手な
れ
ばも 
の恨
めし
う
おぼ
え
け
る
を
りか
ら、いと
あ
は
れ
に
聞
こ
ゆ
。「
瓜
作
り
にな
りや
し
な
ま
し
」と
、
声は
いと
を
かし
う
て
う
た
ふぞ
す
こ
し
心づ
き
な
き
。
鄂州
にあ
り
け
む
昔
の
人
も
かく
や
をか
しか
りけ
む
と、
耳と
ま
り
て聞
きた
ま
ふ。
弾き
や
み
て、
い
と
い
たう
思ひ
乱
れ
たる
け
はひ
な
り
。君
、東
屋
を
忍
びや
かに
うた
ひ
て寄
りた
まへ
る
に、「
おし開
い
て
き
ま
せ
」と
うち
添
へた
るも
、
例に
違
ひ
た
る
心地
ぞす
る
。 
  
  
た
ち濡
るる
人し
も
あ
ら
じ
東
屋
に
うた
ても
かか
る雨
そ
そ
き
か
な 
  
とう
ち
嘆く
を、
我
ひ
と
り
しも
聞
きお
ふま
じけ
れど
、
疎
ま
しや
、何
ごと
をか
くま
で
は、 
  
とお
ぼ
ゆ。 
  
  
人
妻は
あな
わづ
ら
は
し
東
屋
の
ま
やの
あま
りも
なれ
じ
と
ぞ
思
ふ  
 
 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
（紅
葉賀 
①三
三
九
～
三四
〇
頁
） 
  
本
文①
に
おい
て、
温
明
殿を
訪れ
た
光源
氏は
、
ま
ず
、
催馬
楽
「
山
城
」
を
傍
線部
のよ
う
に歌
唱す
る源
典
侍の
声
を
耳
に
する
。 
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山城
の 
狛 こまのわ
た
り
の 
瓜
つく
り 
な
よや 
ら
いし
な
や 
さい
しな
や 
瓜
つ
く
り 
  
瓜つ
く
り 
はれ 
  
瓜つ
く
り 
我を
欲し
と
言
ふ 
い
かに
せむ 
な
よや 
ら
い
しな
や 
さ
い
し
な
や 
い
か 
  
にせ
む 
い
かに
せむ 
は
れ 
  
いか
に
せむ 
な
りや
しな
まし 
瓜た
つま
で
に
や 
らい
し
な
や 
さ
いし
なや 
瓜
た
つ 
  
ま 
瓜
たつ
まで
に 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
 
（
催馬
楽「
山
城」） 
  
本
文①
で
は、
源典
侍
の
歌唱
後、
光
源氏
も催
馬
楽
「
東
屋」
を
歌
い
か
け
る
。
源典
侍は
そ
れに
歌い
添え
、「
東屋
」
の詞
章
を踏
まえ
た
和歌
のや
り
と
り
が
続
く
。
波線
部が
、「
東
屋」
の詞
章
に
拠っ
て
い
る
と
考
え
ら
れる
表現
であ
る
。催
馬
楽「
東
屋」の
第一
段
は
、雨
の
中
、女
の
家に
訪
れ
、
戸を
開
け
る
よ
う
に
言
う
男
の
歌
、
第
二
段
は
それ
に対
して
、戸
は
開い
て
い
る
の
で
入
って
く
る
よ
うに
と促
す
女の
歌と
して
解釈
さ
れ
て
いる
。 
   
東屋
の 
ま
や
の
あま
りの 
そ
の
雨そ
そき 
我
たち
濡
れ
ぬ 
殿
戸
開
か
せ 
  
鎹 かすがひも 
錠 とざしも
あら
ばこ
そ 
その
殿戸 
我鎖
さめ 
お
し
開
い
て
来
ま
せ 
我
や人
妻 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
（
催馬
楽「
東
屋
」） 
 ま
た
、
本
文
①
の
後
、
光
源
氏
と
源
典
侍
は
共
寝
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
へ
、
頭
中
将
が
現
れ
、
戯れ
ても
み
合っ
た
末
、
頭
中将
は光
源
氏の
端袖
を手
に入
れ、
光
源
氏
の
も
と
に
は
、
頭中
将
の帯
が届
けら
れ
る。
頭中
将が
端
袖
を
送
っ
て
き
た
た
め、
光源
氏も
帯
を返
却す
る。 
 
 
②
中将
、
宿直
所よ
り、「
こ
れ
まづ
と
ぢつ
けさ
せた
ま
へ
」
と
て
、お
し包
みて
おこ
せた
る
を、 
  
いか
で
取り
つら
む
と
心
や
まし
。
この
帯を
得ざ
らま
し
か
ば
と思
す。
その
色の
紙に
つ
つみ 
  
て、 
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中
絶え
ばか
ごと
や
お
ふ
と
あ
や
ふ
さに
はな
だの
帯は
取
り
て
だ
に
見
ず 
  
とて
遣
りた
まふ
。
た
ち
返
り、 
  
  
君
にか
く引
き取
ら
れ
ぬ
る
帯
な
れ
ばか
くて
絶え
ぬる
中
と
か
こ
た
む 
  
え逃
れ
させ
たま
は
じ
」とあ
り
。   
  
 
  
  
 
  
 
（
紅
葉
賀 
①三
四
五頁） 
  
本
文②
に
おけ
る二
人
の
和歌
のや
り
とり
には
、
次
の
催
馬楽
「
石
川
」
の
詞
章
が踏
まえ
ら
れて
いる
。 
   
石川
の 
高 こ
麗 ま
人 うどに 
帯
を取
られ
て 
か
らき
くい
す
る 
 
  
いか
な
る 
いか
なる 
帯
ぞ 
縹 はなだの
帯の 
な
かは
た
い
れ
な
る
か 
 
  
かや
る
か 
あや
るか 
な
かは
た
いれ
たる
か 
  
  
 
    
  
（
催馬
楽「
石
川
」） 
  
「
石川
」
の第
一段
は
、
高麗
人
こ
ま
う
ど
の男
に帯
を
取ら
れ
た
女の
歌と
解さ
れ
て
い
る。
一
方
、
第
二
段
と第
三段
が
誰の
歌
か
と
い
うこ
とに
つ
いて
は、諸
注
釈
に
お
い
て
やや
見解
が分
かれ
てい
る
が
⑷、
こ
の
詞
章
全
体
は
、
い
ず
れ
の
注
釈
に
お
い
て
も、
帯に
つい
て尋
ね
る
第
三
者
と
女
と
の
問答
が
行
わ
れて
いる
歌
とし
て捉
え
ら
れて
いる
。
第二
段と
第三
段
の
「な
か
は
た
い
れ
な
（
た
）
るか
」
は、
催馬
楽の
譜
によ
っ
て
異
同
があ
り、
天
治本
『
催
馬
楽
抄』
にお
い
て
は
「な
かは
たい
た
る
」、『仁
智
要
録
』、『
三
五
要録
』に
お
い
て
は「な
か
は
た
え
た
る
」と
なっ
てい
る
⑸。『
源
氏物
語
』に
おけ
る
本
文
②
の
和
歌
や
、
後
に
掲
げ
る
『
赤
染
衛
門集
』に
おけ
る
詞
章
の踏
まえ
られ
方な
ど
か
ら
、平
安中
期に
は、天
治
本
や『
仁智
要録
』、『
三
五
要
録
』にみ
られ
る
よう
に、「
中
は
絶
え
たる
」と
捉
え
ら
れ
て
い
た
ら
しい
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
第一
段の
「帯
を取
ら
れ
て 
か
らき
く
い
する
」
と
い
う
詞
章
の
内
容
か
ら、共
寝
が
連
想さ
れ
たと
考え
られ
、「中
は
絶
え
た
る
」に
は、単
に
帯が
切
れ
る
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
なく
、男女
の仲
が
絶え
る
と
い
う
意味
が読
み
取
ら
れて
いた
と考
え
ら
れ
る。 
 
ま
た
、
平
安
中
期
に
お
け
る
「
石
川
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
植
木
朝
子
の
論
⑹が
あ
る。
植
木
は
、
当
時、「帯」と言
えば
、ま
ず
男
性の
帯
が連
想さ
れた
と考
え
ら
れ
るこ
とか
ら、少な
くと
も
平安
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中期
にお
い
て、「石
川
」の
第一
段は
、高麗
人
に帯
を
取ら
れた
男
の歌
とし
て解
釈さ
れ
た
可
能
性
が
あ
るの
で
は
な
いか
と
論
じ
る
。植
木
も言
及し
てい
るが
、
催
馬
楽「
石川
」の
詞章
は
、
し
ばし
ば平
安中
期
の和
歌に
取
り
込ま
れて
い
るこ
とが
確
認
で
き
る
。
次
の『
赤染
衛門
集』
の一
一
〇番
歌の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
和
歌で
は、「
縹
の
帯
」
は
、
男
性の
帯と
し
て
詠
ま
れ
てい
る。 
 うら
むべ
き
こと
や
あ
り
け
ん、
さ
う
す
く
せ
さ
せ
し
人
の
ひ
さ
し
く
お
と
も
せ
ぬ
に
、
しく
し
て
おび
に
むす
びつ
けて
やり
し 
結ぶ
とも
と
くと
も
な
く
て
中た
ゆる
は
なだ
のお
びの
こ
ひ
は
い
か
がす
る 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
（『
赤
染
衛
門集
』 
一
一〇
） 
 
 
「縹
の
帯」か
ら
男性
の
帯が
連想
さ
れて
い
た
と
す
れば、「
紅
葉
賀
」巻
にお
け
る「石
川」を
踏
まえ
たや
り
とり
で、
帯
を
取ら
れた
人
物が
、男
性で
あ
る
頭
中
将
に重
ねら
れて
いる
こと
と
も繋
がろ
う。 
 
以
上、『
源
氏
物
語』「
紅
葉賀
」巻
に
おい
て、
三
曲
の
催
馬楽
が
用
い
ら
れ
る
場
面に
つい
て
それ
ぞれ
確認
し
た。
次
節
で
は
、こ
れら
の
催馬
楽の
詞章
が持
つ
共
通
点に
つい
て考
察す
る。 
   
  
 
三、
詞章に共通する「こま
」  
催馬
楽「
石
川」
の
詞
章
に
登場
する
「
高麗
人」
は、
朝鮮
半島
か
ら
渡
来
し
た
人
物
を
指す
と
考
えら
れる
が
、こ
こで
看
過
で
き
ない
の
は
、「紅
葉賀
」巻
に
お
い
て
源
典
侍
が
歌唱
する「
山
城
」の
詞
章
の「
瓜
作
り」も「
狛 こま」とい
う
地
に
かか
わ
る
人
物
であ
ると
い
う点
であ
る
。「
狛」は
、現
在
の
京
都
府
相
楽
郡
に位
置
し
た
山
城国
の
地
名
であ
るが
、や
は
り
朝
鮮半
島か
ら渡
来し
た
人
々
との
関係
が深
い
地だ
った
とみ
ら
れ
る
⑺。と
も
に「紅
葉
賀
」巻
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る「山
城」と「
石
川」
の詞
章
に、「
こ
ま」
と
いう
こと
ば
が共
通し
て
い
る
と
い
う
こ
とは
注目
され
る。
なぜ
な
ら
、
「こ
ま」は
、次
に掲
げる
よ
う
に
、「紅
葉賀
」巻
に
お
い
て
源典
侍
が
初
め
て
登
場
する
場面
に
も用
いら
れて
い
るか
ら
で
あ
る
。 
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 ③片
つ方
に
、手
は
い
と
さ
だ過
ぎた
れ
ど、
よし
なか
らず
「森
の
下
草
老
い
ぬ
れ
ば
」
など
書
き 
  
すさ
び
たる
を、言し
もあ
れう
た
ての
心
ば
へ
や
、と
笑ま
れな
が
ら、「
森
こ
そ
夏
の
、と見
ゆ 
  
める
」
とて
、 
  
何く
れ
との
たま
ふ
も
、
似
げな
く
、人
や見
つけ
んと
苦
し
き
を、
女は
さも
思ひ
たら
ず
。 
  
  
君
し来
ば手
なれ
の
こ
ま
に
刈
り飼
はむ
さか
り
過
ぎ
た
る
下葉
なり
と
も 
  
と言
ふ
さま
、こ
よ
な
く
色
めき
た
り。 
  
  
篠
分け
ば人
や咎
め
む
い
つ
と
な
く
こ
ま
なつ
くめ
る森
の
木
が
く
れ 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
（紅
葉賀 
①三
三
七
～
三三
八
頁
） 
 
 
 
無
論、
こ
こで
光源
氏
と
源典
侍の
和
歌に
詠ま
れ
て
い
る
「こ
ま
」
は
「
駒 こま」
であ
り
、
源
典
侍
の
扇
に
書か
れ
てい
る次
の『
古今
和歌
集
』八
九
二
番
歌
が踏
ま
え
ら
れて
いる
。 
   
おほ
あ
らき
の森
の
下
草
お
いぬ
れ
ば
駒
も
す
さめ
ずか
る
人
も
なし 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
 
（『
古今
和
歌
集
』巻
十七 
雑
歌上 
八
九
二） 
  
一
方で
、「
駒
」
は
、
音
が
通
じ
ると
こ
ろか
ら、
平安
中
期
に
お
い
て、「
狛
」
と
掛
け
て
用い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
⑻。
例
え
ば
、
次
の
『
道
綱
母
集
』
の
歌
で
は
、
地
名
の
「
狛
」
が
、
明
ら
かに
駒競
べ
の「
駒」
との
掛
詞
に
な
っ
て
い
る。 
   
  
こ
ま
く
らべ
のま
けわ
ざと
お
ぼし
く
て
、し
ろか
ねの
う
り
わ
り
ご
を
し
て
、院に
たて
ま 
  
  
つ
らむ
とし
給ふ
に
、
こ
の
け
に
う
たん
とて
、□
□と
の
よ
り
と
て
、
う
た
き
こえ
さ
せ
給 
  
  
ひ
けれ
ば 
  
ちよ
も
へよ
たち
か
へ
り
つ
つや
ま
しろ
の
こ
ま
に
くら
べ
し
う
りの
すゑ
なり 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
 
（『
道
綱
母
集
』 
三
七
） 
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ゆ
えに
、本
文
①、本
文
②
の
場面
に
おい
て、「こ
ま
」と
いう
こと
ば
が
詞
章
に
共
通
する
催
馬
楽
「山
城」
お
よび
催馬
楽
「
石川
」が
引
用さ
れる
のは
、
こ
の本
文
③
の
や
り
と
り
を
踏
まえ
た
、こ
とば
の繋
が
りが
意識
さ
れ
たた
めだ
と
考え
られ
るの
では
な
い
か
。 
 
ま
た
、
本
文
①
に
お
い
て
、
催
馬
楽
「
山
城
」
に
続
い
て
歌
わ
れ
る
催
馬
楽
「
東
屋
」
の
詞
章
に
は
、
「こ
ま」
と
いう
こと
ば
は
含ま
れな
い
が、「
ま
や」
と
いう
こと
ば
があ
り
、
光
源
氏の
、「
人妻
は
あ
な
わ
づ
ら
は
し
」
と
いう
和歌
に
も用
いら
れ
て
い
る
。近
年
の
催
馬
楽
の注
釈書
にお
い
て、
この
「
ま
や
」は
、
寄
棟
造
の「
東
屋
」
に
対
す
る
切妻
造の
「真
屋
」と
し
て
解
さ
れ
る
場合
が
多
い
が
⑼、
木
村
紀
子
⑽は
、「
東
屋
の
ま
や
」
を
「
寄
棟
造
の
切
妻
造
」
と
訳
し
て
は
意
味
が
通
ら
な
い
と
指
摘す
る
。さ
ら
に
、詞章
に「鎹
も 
錠
もあ
らば
こ
そ
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、「な
ぜ
まっ
とう
な
家に
そ
れ
が
な
い
と
い
うの
か
分
か
ら
ない
」
と
し
て、「ま
や
」は
、「
馬
屋
ま
や
」の
意な
の
では
な
い
か
と注
釈
し
てい
る。こ
の
解
釈は
、平
安
中
期
に
お
け
る「
東
屋
」の解
釈
を
考
える
上で
重要
だ
と
考え
る
。
なぜ
なら
、
切妻
造の
意
の
「真
屋」
の
用例
は
、
管
見
の
限
り
、
平
安中
期の
文学
作
品
にお
い
て
、
みら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る。ま
た、「
東屋
」に
つい
て
は
、平
安期
の和
歌
に
し
ば
し
ば
み
られ
る
こ
と
ばで
ある
が
、そ
こで
は
寄
棟造
とい
う
建築
様式
は特
に意
識さ
れ
て
お
ら
ず
、
単
に
、
茅葺
な
どの
東国
風の
田
舎家
の意
で
用
い
ら
れて
い
ると
みら
れる
。 
一方
、「
馬屋
ま
や
」は
、「
むま
や」
とい
う形
で
はあ
るが
、
次
に
掲
げ
る
よ
うに
、平
安中
期の
和歌
にみ
られ
、
東国
の景
物
と
し
て
詠み
込
まれ
てい
るこ
とが
注
目
さ
れる
。 
 
 
  
なつ
く
べき
人も
は
な
て
ば
陸奥
の
む
ま
や
か
ぎり
にな
ら
む
と
すら
む 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
 
（『
蜻
蛉
日
記』上 
一二
〇
頁） 
  
 
  
むま
や 
  
あづ
ま
ぢの
むま
や 
む
まや
とか
ぞ
へつ
つあ
ふみ
の
ち
か
く
な
るが
うれ
しさ 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
（『
古今
和歌
六
帖
』
第
二 
一一
〇
三） 
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 ま
た
、
少
し
時
代
は
下
っ
て
し
ま
う
も
の
の
、
平
安
時
代
末
期
成
立
の
『
色
葉
字
類
抄
』
⑾に
は
山
間
の
駅 むまやを指
す「山
郵」につ
い
て、「
山郵
サ
ン
イ
ウ 
マ
ヤ 
行
旅部
駅伝
分
」と
あ
り
、「
む
まや
」が「
ま
や
」
と呼
称さ
れ
るこ
と
も
あ
っ
たこ
とが
確
認で
きる
。 
さ
ら
に
、
本
文
①
の
催
馬
楽
「
東
屋
」
を
踏
ま
え
た
光
源
氏
の
歌
に
は
、「
ま
や
の
あ
ま
り
も
な
れ
じ
とぞ
思ふ
」とい
うよ
う
に、「
馴
る
」と
いう
こと
ば
が
用い
られ
て
いる
。「
馴る
」「懐
く」は、「駒
」
「馬
」の
縁
語と
し
て詠
み
込ま
れる
こ
とば
であ
り
、この
光源
氏
の和
歌の「
ま
や
」に
は、「
馬
屋
ま
や
」
の意
が意
識
され
てい
る
可
能性
は高
い
と考
え
る
。
平
安中
期に
お
い
て
、催
馬楽
「東
屋
」
の
詞章
の「ま
や」が「
馬屋
ま
や
」と解
さ
れて
いた
と
すれ
ば、「
駒」とか
かわ
り
の
深
い
こ
と
ば
を含
む催
馬
楽で
ある
と
捉え
られ
る。 
以
上
の
よ
う
に
、「
紅
葉
賀
」
巻
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
催
馬
楽
「
山
城
」、「
東
屋
」、「
石
川
」
の
三
曲
は、「
駒
」の
掛
詞
や
縁
語
を詞
章に
持
つと
いう
点が
共通
して
お
り、本
文
③
に
おけ
る光
源
氏と
源典
侍の
『
古今
和歌
集
』
八
九
二番
歌
を踏
まえ
たや
りと
りと
の
連
続
性
が
指
摘
で
き
る
。 
 
 
  
  
 
四、
源典侍に慕い寄る「こ
ま」 
 
次
に、「
紅
葉
賀
」
巻
の
源
典
侍
をめ
ぐ
る物
語に
おい
て
、「
こ
ま」
とい
う
こ
と
ば
が
ど
のよ
う
な
意味
を持
っ
てい
るの
かに
つ
い
て
考
察
し
て
いき
たい
。 
 
ま
ずは
、物語
の
展開
に
沿っ
て
本
文
③
か
ら
検
討す
る
。小
嶋
菜
温
子
⑿は
、「君
し来
ば手
な
れ
の
こま
に刈
り
飼は
む
」
とい
う源
典
侍の
和
歌
の
発
想の
下敷
きに
、
催馬
楽と
同じ
宮廷
歌
謡で
あ
る
神楽
歌
の一
曲、「其
駒
」
の
詞
章
の
表
現
が
あ
るこ
とを
指摘
し
てい
る
。 
  
  
 
  
  
本 
  
葦ぶ
ち
の 
や 
森の
下な
る 
若
駒
率
て
来 こ 
葦ぶ
ち
の 
虎
毛
の
駒 
 
  
末 
 
その
駒
ぞ 
や 
我に 
我
に 
草乞
ふ 
草
は取
り飼
は
む 
水
は
取り 
草
は取
り飼
はむ 
や 
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
 
（
神楽
歌「
其駒
」） 
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小
嶋は
、
光源
氏と
源
典
侍の
関係
に、「其
駒
」の
詞
章に
みえ
る
「
若
駒
」（
神
馬
）
と
そ
れ
を
迎
える
巫女
の
関係
が
寓
さ
れ
てい
る
と
読
み
取
っ
て
おり
、源
典侍
の
歌に
おい
て
は
、
光
源氏
が
、
源
典
侍
のも
と
に
積
極的
に慕
い寄
る若
い
男性
と
し
て
、「
駒」
に喩
え
られ
てい
ると
論じ
て
い
る
。 
 
一
方で
、光
源
氏の「
篠
分
け
ば
」と
い
う
返
歌
の
第
三句
と
第四句
に
注目
すれ
ば、「い
つと
な
く
駒な
つ
く
め
る」、つ
ま
り、「
源
典侍
には
常
に駒
が
なつ
いて
い
る
」
と
い
う
よ
うに
、光
源
氏
以外
の「
駒
」の
存在
が
匂
わさ
れて
い
る。
源典
侍
が
、
光
源氏
を
「
駒
」
に
重
ね
て、
自
ら
の
もと
に引
き
留
め
んと
す
る
積
極
的な
歌
を
詠
ん
だ
の
に
対し
て、
光源
氏
は、
源典
侍に
通う
他
の
恋
人の
存
在
を「
駒
」に
喩え
て詠
むこ
とで
は
ぐら
か
す
の
で
ある
。 
続い
て、本
文
①
の
催
馬
楽「
山
城」の歌
唱に
つい
て
みて
いく
と、『弄
花抄
』
⒀を
は
じめ
と
し
て、多く
の注
釈
書で
は、「
狛 、の
わ
た
り
の
瓜
作
り
」に
求
婚
さ
れ
て
迷う
女の
心情
に、源典
侍が
自
身
の
心
情
を
重
ね
て歌
っ
て
い
る
もの
と
解釈
され
てい
る。
こ
の
場
面の
直前
には
、源
典
侍
が
光源
氏の
つれ
な
い態
度に
悩
ん
でお
り、
そ
の代
わり
の
慰
め
と
し
て
、
言い
寄っ
てき
た頭
中将
と
も関
係を
持
っ
て
いる
こ
と
が
語
られ
てい
る
。 
 
 
 
④
頭中
将
聞き
つけ
て、
い
た
ら
ぬ
隈
な
き
心
に
て、
まだ
思
ひ
よ
らざ
りけ
るよ
と思
ふに
、
尽き  
 
  
せぬ
好
み心
も見
ま
ほ
し
う
なり
に
けれ
ば、
語ら
ひつ
き
に
け
り。
この
君も
人よ
りは
い
とこ 
  
とな
る
を、か
の
つれ
な
き人
の御
慰
めに
と思
ひつ
れ
ど、見
まほ
しき
は
限り
あ
りけ
ると
や
。 
  
うた
て
の好
みや
。   
  
 
  
  
  
  
  
 
  
 
（
紅葉
賀 
①三
三
九
頁） 
 
 
 
こ
の
こ
と
か
ら
、
八
島
由
香
⒁、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
Ｇ
・
ネ
ル
ソ
ン
⒂は
、「
山
城
」
の
詞
章
に
お
け
る
「
瓜
作り
」
に
、
頭中
将が
重ね
られ
て
いる
とみ
て
い
る。 
 
さ
らに
、
前章
で考
察
し
たよ
うに
、
催馬
楽「
山
城
」
の
詞章
の
こ
と
ば
は
、
平
安中
期の
和
歌に
多く
詠み
込
まれ
て
お
り
、そ
の中
で、「
瓜
作
り」に
は好
色
な男
性
の
イ
メー
ジが
付
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
源
典
侍
に
積
極
的
に
言
い
寄る
好き
者の
頭中
将
が
「
狛 、の
わ
た
り
の
瓜作
り
」
に
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重ね
られ
て
いる
と
み
て
よ
いの
で
は
な
いか
。
源
典侍
は、
光源
氏
以
外
の恋
人の
存在
を
「
こ
ま」
に
か
か
わ
る
人
物
に喩
え
て
歌
っ
てい
る
と捉
えら
れる
。こ
れ
は
、
先に
触れ
た本
文③
の
光
源
氏の
返歌
にお
い
て、
源典
侍
に
通う
他の
恋
人の
存在
が
「
駒
」
と
し
て
詠ま
れた
こと
が意
識さ
れ
た表
現だ
と
考
え
られ
る
。 
 
な
お、岡田
ひ
ろみ
⒃は
、本
文
①
に引
用
され
てい
る催
馬
楽「山
城」の
詞章
が、「
瓜作
り
に 、な
り
や
しな
ま
し」と
な
っ
て
おり
、現
存す
る「
山
城
」の
詞章
と
一
致
しな
いこ
とに
注目
して
い
る。
岡田
は、源
典
侍
が
、「瓜
作
りに
なっ
て
しま
おう
か
」と、自
身
が「瓜
作
り」に
なる
の
を
望
んで
いる
内容
と
して
「山
城」
の
詞
章
を
歌
い
替
え
て
いる
とい
う解
釈
を示
し
て
い
る
。 
 
し
かし
な
がら
、本
文①
の
「
瓜
作
り
に
な
り
や
しな
まし
」
を
詞
章の
歌い
替え
とみ
なす
こ
とに
は
疑
問
の
余
地
が
ある
。な
ぜな
ら、
こ
の箇
所に
は
本
文
の
異
同
が
あり
、河
内本
系
統
の
大
半
と
、
横山
本、
榊
原家
本
、
池
田
本、
穂久
邇
文庫
蔵本
など
の定
家本
系
統
の
本
文
で
は
「
う
りつ
く
りな
りや
しな
ま
し」と
、助
詞
の「に
」が
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
から
で
あ
る。「瓜
作り
」と「
なり
やし
なま
し
」は、現
存
する
催
馬楽「
山
城」の
詞
章で
は
連続
して
は
いな
いが
、『
源
氏
物
語
』にお
い
て、
こ
の
よ
うな
歌
謡
の
詞
章の
引き
方
は、「
明
石
」
巻
にも
みら
れ
る
。 
  
⑤
伊勢
海
なら
ねど
、「
清
き
渚
に貝
や
拾は
む」など
、声
よ
き
人
にう
たは
せて
、我
も時
拍々
子 
  
とり
て、声
うち
添へ
たま
ふを
、琴
弾
き
さ
し
つ
つめ
でき
こ
ゆ。  
（明
石 
②二
四
四
頁） 
  
本
文⑤
は
、明
石の
地
で
、光
源氏
と
明石
入道
が
琴
を
弾
きな
が
ら
語
ら
い
、
夜
の遊
宴と
な
る場
面で
ある
。
ここ
で
は
、
次
の催
馬楽
「
伊勢
海」
が歌
われ
て
い
る
。 
   
伊勢
の
海の 
清
き渚
に 
潮間
し
ほ
が
ひに 
な
のり
そや
摘ま
む 
貝
や
拾
はむ
や 
玉や
拾は
むや 
  
  
  
 
 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
 
（
催
馬
楽「
伊
勢海
」） 
 
こ
のよ
う
に、「
清き
渚に
」、「貝
や
拾は
む」と
い
う「
明石
」巻
に
引
か
れ
る
詞
章は
、現
存す
る
催馬
楽
の
詞
章
に
お
い
て
連
続
は
し
て
い
な
い
。
こ
うし
た歌
謡の
詞
章の
引用
は、
登場
人
物
が
歌謡
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を一
通り
歌
うと
い
う
描
写
の中
で
、
物
語に
お
い
て特
に重
要な
詞
章
の
みを
全体
の中
か
ら
抜
粋し
た
も
の
と
捉
え
ら
れる
。 
 
定
家本
系
統の
諸本
に
お
いて、「
瓜
作
りに
な
りや
し
なま
し」
と
い
う
本
文
を持
つ
も
の
と
、「
瓜
作り
なり
や
しな
ま
し
」と
いう
本文
を
持つ
もの
は数
の
上
で
ど
ち
らが
優勢
とい
うこ
とは
な
く
⒄、
い
ず
れ
を
採
用
す
る
べ
き
な
の
か
は
容
易
に
判
断で
きな
い。
しか
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
に
して
も
、
催
馬楽「
山
城」の
詞
章の
中
で、「
な
り
や
し
な
ま
し
」と
いう
、女
性が「
狛
の
わ
た
り
の
瓜
作
り
」の
求婚
を受
け
るか
否か
に
つ
いて
迷う
心
情が
あら
わ
さ
れ
た
部分
が
引
か
れ
て
いる
こと
は
揺
る
がず
、
本
文
①に
お
ける
源典
侍の
催馬
楽「
山城
」の
歌
唱に
は、つれ
な
い
光源
氏
では
なく、「
狛 、の
わた
り
の
瓜作
り
」の
イメ
ー
ジ
に重
なる
、
好き
者の
頭中
将の
方に
な
び
い
て
し
ま
お
う
か
どう
し
よう
かと
思い
悩
む源
典侍
の
心
情
が
込め
ら
れ
て
いる
と考
えら
れ
る
。 
 
こ
のよ
う
に、
源典
侍
に
言い
寄る
男
君が
「こ
ま
」
に
か
かわ
る
人
物
と
し
て
寓
され
ると
い
う表
現は
、催
馬
楽「
山
城
」
に
続い
て
歌
わ
れ
る
催
馬
楽「
東屋
」の
用
いら
れ方
にも
指摘
で
き
る
。
前
節
で
考察
し
たよ
うに
、「
東
屋」
の
詞
章
の
「
ま
や
」が
「
馬屋
ま
や
」の
意
味
で解
釈さ
れた
とす
れば
、
詞章
にお
い
て「
馬屋
ま
や
」に
い
る
女性
のも
と
に訪
れる
男
性
は、
馬に
乗
っ
て
い
る
か、
ある
いは
、
馬そ
のも
の
に重
ねら
れ
て
いる
と考
え
られ、「
紅葉
賀
」巻
に
お
け
る
光
源氏
の催
馬楽「東
屋
」の
歌唱
は、「
馬屋
ま
や
」に
いる
源典
侍
に慕
い寄
る
馬、すな
わ
ち「駒
」に自
身を
喩
え
た
も
のと
捉
え
う
る。
また
、
その
光源
氏
の
歌唱
に対
し
て「
おし
開
い
て
き
ませ
」
と
歌
い
添
え
、
さら
に「
東
屋」
の詞
章
を
踏
まえ
た
和
歌
を
詠む
源典
侍
は、「駒
」に重
ねら
れ
た
光
源氏
を積
極的
に迎
え入
れ
、引
き
留
め
よ
う
と
し
てい
る
と
読
み
取
れ
る
。
返
歌に
よっ
て光
源
氏
が
それ
を拒
むと
いう
点
も
含
め、
催馬
楽「
東
屋」
が踏
ま
え
られ
た本
文
①の
光源
氏と
源
典
侍
に
よ
る和
歌の
やり
とり
は、
本
文③
のや
りと
り
と非
常
に
よ
く
似て
いる
と
言え
よう
。 
 
さ
らに
、
同様
の表
現
の
繋が
りは
、
本文
②に
お
け
る
光
源氏
と
頭
中
将
の
催
馬
楽「
石川
」
を踏
まえ
た和
歌
のや
り
と
り
に
もみ
ら
れ
る
。
二
節
で
触れ
たよ
うに
、
催馬
楽「
石川
」の
帯
を
取
ら
れ
た
人
物に
は
頭中
将が
寓
さ
れ
て
いる
と
考え
られ
るが
、頭
中
将
の
「君
にか
く引
き取
られ
ぬ
る
」と
い
う
返
歌
に
よ
っ
て、「
石川
」の
詞
章
の
帯
を
取
った「
高
麗 、、人」に
は
、光
源氏
が重
ね
ら
れ
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るの
であ
る
。 
 
以
上の
よ
うに
、本
文①
、本
文
②
の催
馬
楽が
踏ま
えら
れる
場
面
に
お
い
て
、「
こ
ま
」と
い
う
こ
と
ば
は、
本
文③
の場
面
と
同様
、源
典
侍に
慕い
寄る
男性
の
象
徴
とし
て、
光源
氏や
頭中
将
に用
いら
れて
い
ると
考え
ら
れ
る
。 
  
 
  
  
 
五、「こま」に重ね
られる光源氏  
 
続
いて
、「
こ
ま
」
と
い
う
こ
と
ばが
持
つ好
色性
に注
目
し
て
、「紅
葉賀
」
巻
に
お
け
る
表現
に
つ
いて
検討
し
てみ
たい
。
催
馬楽
「山
城
」の
「狛 、のわ
たり
の
瓜
作り
」
が、
平
安
中
期
に
は
多
情な
好き
者と
し
て和
歌に
詠み
込ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、前
節で
確認
し
た通
りで
あ
る
。
さ
ら
に
、「
駒」
と
い
う
動
物
に
つ
いて
も
、
滑
稽
で好
色
なイ
メー
ジで
捉え
られ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
きる
。
例え
ば、『
落
窪
物
語
』
に
は
、
次
の
よ
うな
、「
面
白
の
駒
」
と
あ
だ
名
を
つ
けら
れる
好色
な男
性が
登
場
し、
人
々
の
物笑
い
の
種
に
なっ
てい
る
。 
   
さす
が
に笑
みた
る
顔
、色
は雪
の白
さ
にて
、首
いと
長う
て
、顔
つ
き
た
だ
駒
の
やう
に、鼻 
  
のい
ら
らぎ
たる
こ
と
限
り
なし
。「
いう
」
とい
な
な
き
て
引
き
離れ
て往
ぬべ
き顔
した
り
。 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
（『
落窪
物語
』巻
之
二 
一五
一
頁） 
  
本
文①
、
本文
③の
両
場
面に
おい
て
、源
典侍
は
、
光
源
氏を
「
こ
ま
」
に
喩
え
て引
き留
め
よう
とす
る和
歌
を詠
ん
で
い
る
が、光源
氏
は
返
歌
の
上
で
は
一
貫
し
て
源
典侍
の誘
いを
かわ
して
お
り
、
自身
が「
こ
ま」
に重
ね
ら
れる
こと
、
すな
わち
、好
色
性
を
付
与
され
るこ
とを
回避
し続
け
てい
ると
読み
取
れる
。本
文
②
の「
中絶
え
ばか
ご
と
や
お
ふと
」
とい
う、
頭
中
将
に
対
し
て
の
催
馬楽「
石
川
」を
踏
まえ
た
和歌
に
お
い
ても
、光
源
氏
は、「は
な
だ
の
帯
は取
り
て
だ
に
見ず
」と
し
て、
自身
は
「は
な
だ
の
帯
」を
取
っ
た
「石
川
」
の
「
高麗
人
、、
、」
で
は
な
い
と
い
う
よう
に詠
み
、や
は
り
「こ
ま
」で
ある
こ
と
を否
定し
て
いる
とみ
られ
る。
それ
に
対
し
、
頭
中
将
は
「
君に
か
く引
きと
られ
ぬ
る帯
」と
詠
み
、光
源氏
こ
そが
「
石
川
」
の
「
高麗 、、人
」
だ
と
光
源氏
の言
い逃
れ
を封
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じる
。こ
れは、「す
き心
な
し」（
紅葉
賀 
①
三三
八）と
評
さ
れ
て
い
た
光
源
氏が
、つい
に、「
狛 、
の
わ
たり
の
瓜
作
り」
に
重
ね
ら
れた
頭
中将
と同
様の
、好
色な
「
こ
ま
」
で
あ
る
こ
と
を顕
わ
にさ
れて
しま
っ
たや
りと
りだ
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。 
 
小
嶋菜
温
子
⒅は
、神
楽
歌
・催
馬
楽
の
表
現
を
通
し
て
、源
典侍
が、「
聖
」と「
俗
」の
両
義
性を
以っ
て光
源
氏の
身体
性
や
エロ
スを
喚
起さ
せ、
藤壺
と
の
密通
と
い
う
、
物
語
に
おけ
る「
罪
と犯
し」を
増幅
させ
てい
る
と
論じ
てい
る
。重
要な
指
摘
で
あ
ると
考
える
が、神
楽
歌
＝「
聖」、催馬
楽
＝
「俗
」
と二
項対
立
的
に捉
えて
い
るこ
とに
は疑
問の
余地
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
神楽
歌
も催
馬楽
も、
と
もに
地方
諸
国
で歌
われ
て
いた
俗
謡
が
そ
の
発
生に
深
く
か
か
わ
って
いる
と
み
ら
れる
か
ら
で
あ
る
⒆。
そ
の
た
め
、
御
神
楽
と
い
う
神
事
で
演
奏
さ
れ
る
歌
謡
で
あ
り
な
が
ら
、
多
く
の
神
楽
歌
の
詞
章
に
は
、「
俗」な
要
素
が
含ま
れ
てい
る。本文
③
の
やり
と
りに用
い
られ
てい
る神
楽
歌「
其
駒」に
つい
ても
、前述
の
よう
な、「
駒
」が持
つ
好
色
な
イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま
えた時
、神
馬
を迎
える
巫女
の歌
と
いう
だけ
では
な
く、好
色な
男性
と
女性
の
恋の
歌と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
。す
な
わち
、
神楽
歌の
詞
章そ
の
も
の
に
「聖
」と
「
俗」
の両
義性
が見
いだ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
一
方で
、
催馬
楽も
決
し
て「
俗」
な
側面
だけ
を
持
つ
わ
けで
は
な
い
。
催
馬
楽
「青
柳」
や
「真
金吹
」の詞
章が
、『
古今
和
歌集
』巻
二
〇
に「
神あ
そ
びの
うた
」とし
て和
歌
形
式で
収め
ら
れて
い
る
よ
う
に
⒇、
い
く
つ
か
の
催
馬
楽
は
、
宮
廷
に
お
い
て
は
、
神
事
と
縁
の
深
い
歌
謡
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
本
文
①
で
源
典
侍
が
歌
う催
馬
楽
「
山
城
」
に
関
し
ても
、近
年
、
飯
島
一
彦
( 2 1 )
が
論
じて
いる
よ
うに
、少
な
く
とも
十一
世
紀後
半に
は、
石
清
水臨
時
祭
に
お
い
て
歌
わ
れ
るこ
と
が恒
例
と
な
っ
て
いた
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、前
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
松
本
宏
司
( 2 2 )
に
よ
っ
て
、
早瓜
献
上
の儀
式
の際
に演
奏
さ
れ
て
いた
可
能性
も指
摘さ
れて
い
る
。
早瓜
献上
の儀
式に
つい
て
は演
奏記
録が
残
って
いな
いた
め
、こ
れ
を
論
証
す
る
こ
と
は
難
しい
が、『
好忠
集
』一
三〇
番
歌
の
表現
か
ら
、
平
安
中
期
に
お
い
て
、
山
城
の
「
狛
」
と
い
う
地
に
は
御
園
生
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
「狛 、の
わ
た
り
の
瓜
作
り
」
は
、
好
き
者
と
し
ての
イメ
ジー
の
他
に
、神
饌の
栽培
にか
かわ
る
人物
とし
ての
イ
メー
ジで
も捉
え
ら
れ
て
い
た
と
考え
られ
る。 
 
小
嶋論
で
も指
摘さ
れ
て
いる
が、
源
典侍
は、
典
侍
と
い
う職
に
あ
り
、
高
貴
な
人物
でも
あ
りな
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がら
、好
色
な老
女
で
あ
る
とい
う
明
確
な両
面
性
を持
たさ
れた
人
物
で
ある
。そ
して
、
そ
の
源典
侍
を
め
ぐ
っ
て
用
いら
れる
神楽
歌・催
馬楽
とい
う
宮廷歌
謡も
、「
聖
」と「
俗」の
両
方の
性
質を
併せ
持っ
て
いる
と捉
え
ら
れる
。こ
の
よう
な神
楽
歌
・
催
馬楽
の
詞
章
の
世
界に
、や
は
り
両
義的
なイ
メ
ー
ジ
を
帯
び
た「こ
ま
」とし
て
、頭
中将
とと
もに
取り
籠
めら
れる
こと
によ
って
、「
紅葉
賀」
巻に
お
ける
光源
氏
は
、そ
の「
俗
」な
一
面
を
照
らし
出さ
れ
、
両
面性
を明
らか
に
さ
れ
てい
る
と
読
み
取
る
こ
と
が
でき
よう
。 
  
  
 
  
  
 
六、
結び  
 
本
章で
は、『
源氏
物語
』の「
紅
葉賀
」巻
に
おけ
る
催馬
楽の
引
用に
つい
て
、平安
中期
に
おけ
る詞
章の
解
釈に
留意
しな
がら
論
じ
た
。
源
典
侍
の物
語に
おい
て
は、「
山
城」、「
東
屋」、「
石
川
」
とい
う
三
曲
の
催
馬
楽
が
引
用さ
れて
い
る。こ
のうち、「山城
」と「
石
川
」の
詞
章
に
は、「
こま
」
と
い
う
こ
と
ば
が
共
通
す
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る。
物語
にお
い
て
、
催馬
楽「
山城
」の
「
狛 、の
わた
りの
瓜作
り
」に
は頭
中
将
が、
催馬
楽
「石
川」
の
「
高
麗 、、人」
に
は
光
源
氏
が
、
そ
れ
ぞれ
重
ねら
れ
て
い
る
。ま
た
、催
馬
楽「東屋
」の
詞章
に
みえ
る「まや
」と
いう
こ
と
ば
は
、平
安
中
期に
は、
「
馬屋
ま
や
」
と
解
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
物
語
の
中
で
は
、
源
典
侍
の
も
と
を
訪
れ
る
光
源
氏
が
、
「
馬
屋
ま
や
」を
訪
れ
る
「
駒 こま」に
喩え
ら
れ
て
い
る
と
考
えら
れる
。 
 
源
典侍
に
慕い
寄る
男
性
を、「
こ
ま
」
に寓
す
ると
い
う表
現は
、『
古今
和
歌
集
』
八
九
二
番
歌
や
神
楽
歌
「
其
駒
」
が
踏
ま
え
ら
れ
た
本
文
③
の
光
源
氏
と
源
典
侍
の
や
り
と
り
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。
「紅
葉賀
」
巻に
おい
て
、
催馬
楽が
引
用さ
れる
一連
の
場
面に
は
、
こ
の
本
文
③
の場
面と
の
繋が
りが
持た
せ
られ
て
い
る
と
考え
られ
よ
う。「紅
葉
賀
」巻の
源
典
侍
をめ
ぐる
物語
にお
いて
、催馬
楽「山
城」、「東
屋」、「
石
川」は
、「
こま
」の
掛詞
や
縁語
が意
識
され
なが
ら
、連
想
的
に
用
いら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
三
曲
の
異
な
る
詞
章
の
世界
は、
源典
侍
と
彼
女に
慕い
寄る
「こ
ま
」
の
物語
とし
て一
つ
に結
び付
けら
れ、本文
③の
光源
氏
と源
典
侍の
やり
と
り
と
響
き
あ
わ
せ
ら
れて
い
る
。 
 
卑
俗な
詞
章を
持ち
なが
ら
も
、宮廷
の
文
化
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た神
楽歌
や
催
馬楽
は、「聖
」と
「俗
」の
両方
の
性質
を持
っ
て
いる
と
言
え
る。「
紅
葉
賀」巻に
おけ
る
神
楽
歌・催
馬楽
の引
用
は
、
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「聖
」と「
俗」、その
両
義
的な
イメ
ー
ジを
帯
び
た
詞
章の「
こ
ま
」と
、光
源
氏
と
を
重ね
る
こ
と
で
、
光源
氏
の併
せ持
つ
「
俗」
な一
面
を、
物語
上に
巧み
に引
き
出
す
と
い
う
機
能
を
果た
し
てい
ると
捉え
ら
れる
。 
 ※『
蜻蛉
日
記』
の
本
文
は
、新
編日
本
古典
文学
全集
１ ３
『
土
佐
日
記 
蜻蛉
日
記
』（
木
村
正
中 
伊 
 
牟
田経
久 
ほか 
校
注・
訳 
小学
館 
一
九九
五）
に拠
り
、
頁
数を
付し
た。 
※『
落窪
物
語』の本
文
は
、新
編日
本
古典
文
学
全
集
１ ７
『
落
窪
物
語 
堤中
納
言
物
語
』（
三谷
栄一  
  
三谷
邦
明 
ほ
か 
校注
・訳 
小
学
館 
二〇
〇〇
）
に
拠り
、
頁
数
を
付
し
た
。 
※『
赤染
衛
門集
』
は
榊
原
家本
「赤
染
衛門
集」、『道
綱母
集
』
は
冷泉
家時
雨亭
叢書
『平
安
私家 
 
集 
四
』所
収「
傅
大納
言
殿母
上集
」
に拠
り、
適
宜
、表
記を
改
め
た。『
好
忠
集
』は
天
理
図
書 
 
館
蔵九
一
一・
二三
・イ
一
九
九
「
曽
祢
好
忠
集
」に
拠っ
た
。 
    
注  
⑴ 
植田
恭
代『
源氏
物
語
の
宮
廷文
化』（笠
間
書院 
二
〇
〇
九
）、
ステ
ィ
ー
ヴ
ン
・
Ｇ
・ネ
ル
ソ 
  
ン「『
源
氏物
語
』に
お
ける
催馬
楽
詞章
の引
用 
エ
ロス
と
ユ
ー
モ
ア
の
表
現法
とし
て
 
  
」（『源
氏
物語
とポ
エジ
ー
』 
寺
田
澄江 
清
水
婦久
子 
田渕
句美
子 
編 
青
簡
舎 
二
〇一 
  
五）
な
ど。 
⑵ 
東洋
文
庫
７ ５ ０
『催
馬
楽
』（
木村
紀子 
訳
注 
平
凡社 
二〇
〇六
）。 
⑶ 
本塚
亘「
催
馬楽《貫
河
》考 
詞
章
解
釈
の
視
点
を定
める
」（『
法
政
大
学大
学院
紀
要
』 
  
七〇 
二〇
一三
・
三
）。 
⑷ 
催馬
楽「
石川
」の
諸注釈
の解
釈
につ
いて
は
、植木
朝子「催
馬楽「石
川
」小考 
源
典 
  
侍・朧
月
夜を
めぐ
っ
て
」（『
源
氏物
語の
鑑
賞と
基
礎
知
識No.22 
紅
葉
賀・花宴
』 
鈴 
  
木一
雄 
監修 
伊藤
博 
編 
至
文堂 
二
〇
〇二
）
にお
いて
整
理さ
れて
いる
が、
第
二
段
と 
  
第三
段
につ
いて
は
、Ａ「
両
段
と
も
に
第
三者
の
歌
と
す
る
説」、Ｂ「第
二
段
の「
縹
の帯
の 
な 
  
かは
た
いれ
なる
か
」とい
う部
分
のみ
女の
返
答
の
歌
と
し
、他
は
第
三者
の
歌と
する
説」、Ｃ 
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「
第二
段の「
縹の
帯
の 
なか
は
たい
れな
る
か
」及
び
第三
段を
女の
歌
と
す
る
説
」、Ｄ「
第 
  
二段
を
第三
者の
歌
と
し
、
第三
段
を女
の歌
とす
る説
」
に
分
かれ
てい
る。
Ａの
説を
と
る注 
  
釈書
は
、日
本古
典
文
学
大
系３
『
古代
歌謡
集』（
土
橋
寛 
小西
甚一 
校
注 
岩
波
書店 
一
九 
  
五七
）、
東洋
文
庫（
注
⑵前
掲注
釈）。
Ｂ
の
説
を
と
る
注
釈
書
は
、橘
守部
『催
馬楽
譜入
文』。 
  
Ｃの
説
をと
る注
釈
書
は
、熊
谷直
好『梁
塵後
抄』、鑑
賞
日本
古典
文
学第
四
巻『
歌
謡Ⅰ
』（
土 
  
橋寛 
池
田弥
三
郎 
編 
角
川書
店 
一
九七
五）。Ｄの
説を
と
る
注
釈
書
は
、新編
日
本
古
典
文 
  
学全
集
２ ５『神
楽歌 
催
馬
楽 
梁
塵
秘抄 
閑
吟集
』（
臼
田甚
五郎 
ほ
か 
校注・訳 
小
学
館 
一 
  
九七
六）。 
⑸ 
『催
馬
楽研
究』（藤
原
茂樹 
編 
笠
間書
院 
二
〇
一一
）。 
⑹ 
注⑷
前
掲の
植木
論
文
。 
⑺ 
井上
満
郎「
古代
南山
城と
渡
来
人 
馬
場
南
遺
跡文
化の
前
提
」（『京
都府
埋
蔵
文
化財 
  
論集 
第六
集 
創
立
三
十
周
年
記
念
誌
』 
京
都府
埋
蔵文
化財
調査
研
究
セ
ン
タ
ー 
 
  
二〇
一
〇）。 
⑻ 
三節
に
掲げ
た『
道
綱
母
集
』三
七
番歌
以外
の用
例と
し
て
は
、『定
頼
集
』［
尊経
閣叢
刊
「四 
  
条中
納
言集
」］
八六
番
歌「
山し
ろ
のと
ばの
わた
り
の
う
り
つ
くり
こ
ま
ほし
と思
ふを
り
ぞ 
  
おほ
か
る」
があ
る
。「
こま
ほし
」
には、「
来
ま
ほ
し
」
と
「
駒
欲し
」の
意が
掛け
られ
て
お 
  
り、「
駒
に
乗
っ
てあ
なたに
逢
い
に
行
き
た
い
」と
い
う
思い
が
詠
ま
れ
て
い
る
が、そ
れと
とも 
  
に催
馬
楽「
山城
」
の
詞
章
を踏
ま
えた
、地
名の
「狛
」
が
意
識さ
れて
いる
と考
えら
れ
る。 
  
また
、現
在に
は
伝
わ
って
いな
い
曲で
ある
が、高
麗
こ
ま
楽 がくに「
狛 こま
龍 りゅう」とい
う
曲があ
る
。この 
  
曲の
俗
称は「
駒形
こ
ま
が
た」と
言
い
、平
安
中期
にお
い
ては
、『御
堂
関
白
記』、『
小右
記
』など
の
漢 
  
文日
記
や、『う
つ
ほ
物
語
』、『
栄花
物語
』に用
例
が確
認で
き
る。狛近真（
一
一
七七
一
二 
  
四二
）の
著わ
し
た『
教訓
抄』に拠
ると
、「
狛龍
」は
、駒競
べの
行
事に
際
して
、舞
人が
馬 
  
の形
を
模し
た「
小 こ
馬 ま
形 がた」に
乗っ
て舞
う
曲で
あり
、「
狛 こま」「小
馬
こ
ま
」「
駒 こま」と
い
う
語
が
、音の 
  
繋が
り
によ
る連
想
で
結
び
付け
ら
れて
いる
と考
えら
れ
る
。 
⑼ 
一条
兼
良『
梁塵
愚
案
抄
』、
鑑
賞日
本古
典
文学
（
注
⑷
前
掲
注
釈）、
日
本古
典
文学
大系
（
注 
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⑷前
掲
注釈
）、
新編
日
本古
典文
学
全集
（注
⑷前
掲
注
釈
）。な
お、
本
居宣
長
『催
馬楽
考
』 
  
は、「ま
や
」を「
東
屋
」を
縮
めた
こ
と
ば
と
し
て
捉え
、同語
を繰
り返
し
て
いる
と
い
う
説を 
  
提示
し、『催
馬
楽譜
入
文』
もこ
の
説に
従う
。ま
た
、『
梁
塵後
抄』
は
、「ま
や」
に「
間屋
ま
や
」 
  
と漢
字
をあ
てて
い
る
。 
⑽ 
注⑵
前
掲注
釈。 
⑾ 
『色
葉
字類
抄研
究
並
び
に
総合
索
引』（
中
田祝
夫 
峯
岸
明 
共
編 
風
間
書
房 
一
九
七
七
）。 
⑿ 
小
嶋菜
温子
「光
源
氏
と源
典侍 
神
楽
歌か
ら
」（『
源氏
物
語批
評』 
有
精堂
出版 
一 
  
九九
五）、同「〈
老
い
〉の
身
体と
性 
源
典
侍
と神
楽
歌・再説
」（『源
氏
物
語
の
性
と
生誕  
  
王
朝文
化史
論』 
立
教大
学
出版
会 
二〇
〇四
）。 
⒀ 
「か
ゝ
る物
思ひ
を
せ
ん
よ
りは
か
るゝ
いや
しき
もの
の
妻
に
成て
なり
とも
思ひ
をな
く
さめ 
  
やせ
ん
」（彰
考
館
蔵
七
冊本『弄
花
』 
国
文
学
研究
資
料
館
蔵の
マイ
クロ
フ
ィ
ル
ム
資
料
）。 
  
なお
、
この
注記
は
、
伊
井
春樹
に
よる
『弄
花抄
』諸
本
の
分
類に
従え
ば、
増補
本第
四
類に 
  
のみ
確
認さ
れる
と
考
え
ら
れる
（
伊井
春樹
「『
弄
花
抄
』
の
諸
本 
第一
次
本・
第二
次
本 
  
およ
び
増補
本の
認
定
に
つ
いて
」〈『
源
氏
物
語注
釈史
の
研
究 
室
町前
期
』 
桜楓
社 
一 
  
九八
〇〉）。 
⒁ 
八島
由
香「
人物
フ
ァ
イ
ル 
源
典
侍
１ １ 
催
馬楽
の引
用
「山
城」
と源
典侍
の心
情
」 
 
（『
人
物
で
読
む
源
氏
物
語 
朧月
夜
・源
典侍
』 
室
伏
信助 
監
修 
上原
作和 
編 
二
〇
〇五
）。 
⒂ 
注⑴
前
掲の
ネル
ソ
ン
論
文
。 
⒃ 
岡田
ひ
ろみ
「催
馬
楽
「
山
城」
の
表現
力 
源
内
侍
と
光
源氏」（『共
同
研
究 
日
本
文学
に 
  
おけ
る
ジャ
ンル
の
交
錯
』
二五 
二〇
〇七
・
二
）。 
⒄ 
『
源氏
物語
大
成 
巻
一
』（
池田
亀鑑 
編
著 
中
央
公論
社 
一
九五
三）、『
河
内本
源氏
物
語校 
異集
成』（加
藤洋
介 
編 
風間
書房 
二〇
〇一
）、『
源氏
物語
別
本
集
成 
第二
巻
』（
源
氏
物 
語別
本集
成
刊行
会 
編 
桜
楓社 
一
九
八九）、『
源
氏
物
語
別
本
集
成 
続 
第
二巻
』（源
氏
物 
語別
本集
成
刊行
会 
編 
お
うふ
う 
二
〇〇
五）、「
源
氏物
語校
異
集成（
稿）」（
大阪
大学
文 
学研
究科 
加
藤洋
介
Ｈ Ｐ
内 http://www.let.osaka-u.ac.jp/~ykato/index.php
）を
参
照 
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した
。 
⒅ 
注⑿
前
掲論
文。 
⒆ 
志田
延
義『
日本
歌
謡
圏
史』（
至文
堂 
一
九五
八
）。 
⒇『
古今
和
歌集
』
巻
第
二
十 
神あ
そ
びの
うた 
  
  
か
へし
もの
のう
た 
  
あを
や
ぎを
かた
い
と
に
よ
りて
鶯
のぬ
ふて
ふ笠
は梅
の
花
が
さ 
  
  
  
（一
〇八
一） 
  
まが
ね
ふく
きび
の
中
山
お
びに
せ
るほ
そた
に河
のお
と
の
さ
やけ
さ 
  
  
（一
〇八
二） 
( 2 1 ) 
飯
島一
彦
「越
境の
歌謡 
催
馬
楽
「
山
城」を
手
掛か
り
に
」（『
日
本
歌
謡研
究』 
  
五六 
二〇
一六
・
一
二
）。 
( 2 2 ) 
松
本宏
司
「催
馬楽
「山
城
」
考
」（『
日
本
歌謡
研究
』三
三 
一
九九
三・
一
二
）。 
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第四章  
「藤裏葉」巻における催馬楽「葦垣」  
     
     
「年経にけるこの家の」考
  
          
     
一、はじめに 
本章
では
、『源氏物語』「藤裏葉」
巻に
おけ
る、催馬楽
「葦垣」の引
用につい
て取りあげ
る。次に
、そ
の詞
章を
掲げる。 
 
葦垣 
真垣 
真垣かきわけ 
てふ越すと 
負ひ越すと 
負
ひ越すと 
誰  
てふ
越す
と 
誰か 
誰か 
このことを 
親にまう讒 よこし
申しし 
とど
ろけ
る 
この家 
この家の 
おと嫁 
親にまう讒 よこし
けらしも 
天地
あ
め
つ
ちの 
神も神も 
証 そうしたべ 
我は
まう讒 よこし申
さず 
菅の
根の 
すがな 
すがなき
ことを 
我は聞く 
我は
聞くかな   
（催馬楽「葦垣
」） 
 
 
詞章の内容
は、
男が
垣根
を越えて女を盗もう
とす
る
⑴のを、親に知
られて失
敗し、
告げ
口の嫌疑
を掛
けら
れた「おと嫁」が自身の
潔白
を弁
明するというも
ので、問
答体の形をな
し
ている。なお、「葦
垣」を
扱った先行研究としては
、詞章の「
垣」が、「障害を
越えて男
女
が逢うといった密会のスリ
ルをテー
マとする歌謡・物語
にな
くてはならぬ言葉」
として
機能
して
いることを指摘した大津
武久
の論
⑵や、万葉集
歌の表現
との比較・分
析を通じ
て、
「
秘匿が露呈する兄の緊張感
と讒
言の主として疑われた「
弟嫁
」の緊張
感」を問答
体でつ
なぐこと
によ
って
、「享受者に〈
笑い〉を提供
」す
る歌と
みる中田幸司の論
⑶がある
。また、
植田
恭代
⑷は、『源
氏物
語』「浮
舟」
巻に描かれる、浮舟
の暮らす
宇治
の邸にめぐ
らされた
「葦
垣」が、女（
浮舟）を盗み出すことを失敗す
る男（匂宮
）と
監視する親（薫
）という、
催馬
楽「葦垣」の詞章を踏ま
えたものであると論じる
が、「葦
垣」には歌こと
ばとし
ての側
面
もあり、「浮舟」巻の用例が催馬楽のこと
ばと
とら
え
られるかどう
かは、議
論の余
地があ
ると考え
る。 
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一方
、植
田論でも言及されている
よう
に、『源氏物語』「藤
裏葉」巻においては、
催馬楽
「
葦垣」が弁の少将や内大臣
によって歌唱される場面があ
り、
その引用
が明らかで
ある。 
 ①七
日の
夕月夜、影ほのかなるに
、池
の鏡
のどかに澄
みわたれり。
げに、ま
だほのかな 
 
る梢どもの
さう
ざう
しき
頃なるに、いたうけ
しき
ばみ横たはれる
松の、木
高きほ
どに 
 
はあらぬに
、か
かれ
る花
のさま、世の常なら
ずお
もしろし。例の
弁の少将
、声い
とな 
 
つかしくて
葦垣
をう
たふ
。大臣
、「いとけやけうも仕う
まつるかな」とうち乱れ給ひて、 
 
「年経にけ
るこ
の家
の」
とうち加へ給へる。
御声
いとおもしろし
。をかし
きほど
に乱 
 
りがはしき
御遊
びに
て、
もの思ひ残らずなり
ぬめ
り。（
藤裏
葉 
③四
三九～
四四〇
頁） 
  
 
本文①では
、内
大臣
邸で
催された藤花の宴の
終盤
、美声の弁の少将が
「葦垣
」を歌い、
さ
らにそこに内大臣が声を加
えていく。ここで内大臣が歌
唱す
る「年経
にけるこの
家の」
は、
現在
確認
できる「葦垣」の詞
章と
一致
しないとい
う問題があり
、この点
については、
古くから諸注釈におい
て見
解が分かれている。本章
では、内大臣が意図
的に詞
章を歌い替
え
たととらえ、催馬楽「
葦垣
」の
詞章の内容と、「
少女
」巻における
展開との照
応関係から、
当該場面
の新
たな
解釈を試みる。 
      
二、弁の少将の「葦垣」歌唱  
内大
臣の
歌唱について考察する上
で、まず、弁の少将
が
当該場面において
催馬楽「葦垣」
を
歌った意図について確認
しておく。古注釈では、『
細流抄』が
次のように指
摘する
。 
 
夕霧
の方
より女の事をおやに申さ
んや
うに
取なしてうたふ
也      
（『細流抄
』） 
  
前節で触れ
たよ
うに
、催
馬楽「葦垣」の詞章
は、
何者かが親に告げ口
をした
ことによっ
て
、男が女の略奪に失敗する
とい
う内容を含むが、『細流抄』は、その「
親に告げ口をした」
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とい
う部
分に、夕霧が雲居の雁の
事で
「親
に結婚の申し入
れを
した」と
いう意が重ねられ
ているとみている
よう
であ
る。当該場面の藤花
の宴
は、夕霧と雲居の雁の結
婚を了
承する
た
めに内大臣によって設けら
れた場であり、「藤裏葉」巻にお
いて、夕霧と雲居
の雁の結婚
は、
内大
臣側
がい
わば負ける形で成立
する
。そ
れを、弁の
少将
は催馬楽
「葦垣
」の歌唱に
よって、まるで夕霧側
から
結婚の申し入れがあった
かのよ
うに
表現したとい
うので
ある。
日本
古典文学大系
⑸は、「
内大臣は、夕霧に負けた状態
になった
から、夕霧から
内大臣に
申
し
入れたように、わざと事情
が逆になるように、これを謡
った
のである
」との注を
付して
おり
、こ
の『
細流抄』の説に拠ったも
のと
考えられる。 
一方
、『源氏物語評釈』
⑹は、「この男を夕霧に、女を
雲居の
雁にみた
てて、かな
わなか
った二人の恋を、はや
し立
てた歌になる
」とい
うよ
うに、「男が女の略奪に失敗する
」とい
う催馬楽の詞章の
内容
を重
視した解釈を行って
おり
、先行
研究において広く
支持を
得てい
る
。夕
霧と
雲居
の雁の結婚
について、作中歌を中心に考
察を行った
小町谷照彦
⑺は、『源氏
物語
評釈』の解釈を支持し、「「葦
垣」の周囲の中傷によっ
て結
婚に失敗
した男は、
そのま
ま内大臣
の反
対に
よってなかなか結婚出来
なか
った
夕霧の姿に重な
り、夕霧
に対する当て
こ
すりということになる」
と述べる。また、当該場面
の藤花の宴の
機能につい
て詳
しく取
り上
げた
松井健児
⑻も、弁の
少将の「葦垣」歌唱
を、「長年
にわ
たり思い
をとげら
れなかっ
た、かつ
ての
夕霧
への強烈な揶揄表現で
ある」と位置づけ
、「敗者の側の屈折
が、儀
式的な
合意の後も決
して
癒さ
れていないことの噴
出で
ある
」と論じている
。 
弁の
少将
の歌唱に、夕霧と雲居の
雁の
結婚
に関して、
負けた内大臣
家側の、
夕霧に対す
る意趣返
しが
含ま
れて
いると読みとる点で
は、『細流
抄』と『源氏物語評
釈』の
見解は共通
している
が、『細流抄』の解釈は、引用元の催馬楽の詞章の内容
とあまりに乖離して
しまっ
ている。多くの先行研究と同様、「
葦垣」の詞章と物語
の展
開とをよ
り引きつ
けた解釈を
行
って
いる、『源氏物語
評釈』に
従うべきだろう。 
なお
、前
述の中田論では催馬楽「
葦垣
」を
「祝婚歌」
の性質をもつ
ものとし
てもとらえ
ている。
当該
場面
との
重なりを考えると興
味深
いが
、内大臣が弁の
少将の歌
唱を聴いて、
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「い
とけ
やけうも仕うまつるかな
」と
、催
馬楽「葦垣」が
場に
はそぐわ
ない異様な歌謡だ
と判じていること
や、
宴の
後の場面において、
夕霧
が「少将の進み出だしつ
る葦垣
のおも
む
きは、耳と
どめ
給ひつや。いたき主かな」（藤裏葉 
③四四一頁）と難
じてい
ることから
も、
当該
場面における少将の歌唱
は、
やは
り夕霧を揶揄す
るも
のとして
機能しているとみ
てよいだろう。「葦垣」の詞章のように、「親」から厳しく女
との仲を
隔てられ
る夕霧の姿
は「少女」巻に語られ
てい
た。弁の少将の「葦垣」
の歌唱は、かつて親に露見
し、失敗し
た夕
霧の幼恋を明らかに想起
させ
るものである。夕霧との
関係
によって
、雲居の雁
を東宮
に入内さ
せよ
うと
した
内大臣の思惑は水泡
に帰
した
。内大臣家の子
息として
は、夕霧の恋
の
成就をただ素直に祝福す
るということにはならない
ようで、夕霧
を雲居の雁
のも
とへと
案内
する
、弁の少将の兄、柏木（
中将
）の心中が、次のよ
うに
語られて
いる。 
 ②中
将は
心のうちに、ねたのわざ
やと
思ふ
ところあれ
ど、人ざまの
思ふさま
にめでたき 
 
に、かうも
あり
はて
なむ
と心寄せわたること
なれ
ば、うしろやす
く導きつ
。  
                             
（藤裏葉 
③
四四〇頁） 
 
 
本文②にみ
られ
る夕
霧を
祝福する一方で癪に
も感
じるという、この複
雑な思
いが、柏木
と
同様、少将の「葦垣」の歌
唱の裏にも存在すると考えら
れる
。 
      
三、内大臣の歌唱 
 
 
 
三
一、「年経にける」に関する説の検討  
つづ
いて
、内大臣の歌唱について
、従
来説
の検討をし
ていきたい。
内大臣が
声を加えた
「年経に
ける
この
家の
」という詞章は、催
馬楽
「葦
垣」の詞章と完
全には一
致しない。こ
の
点について、古くは『河
海抄』が「あしかきの哥に
年へにけると
いふ詞なき
歟」
と指摘
し、
さら
に「致仕大臣としへける
詠曲
をい
ま感にたへす哥
はれ
たるよし
歟」と「葦垣」と
は異なる歌謡
の歌
唱を
示唆
している。しかし、
内大
臣は「葦垣」を
歌う弁の
少将の
歌声に
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自ら
の歌
声を「うち加へ」たので
ある
から
、「葦垣」以
外の
歌謡を歌
ったとは
考
えられず
、
従い難い
。 
一方
、『花鳥余情』は、「年経にけ
る」
を「
葦垣」の詞
章が転訛した
ものであ
ると判断す
る。  とゝ
ろけ
るこの家とかくへきを例
の展
転し
てかく程にとゝ
ろけ
るをとし
へにけるとか
きなせる也                           
（『花鳥余情
』） 
 これ
に対
して、本文の転訛ではな
く、
内大
臣が敢えて
元の「葦垣」
の詞章を
、場にふさ
わしく歌
い替
えた
のだ
としているのが、『弄
花抄』、『
細流抄』などの注
釈であ
る。特に『細
流
抄』は
、以下
のように『花
鳥余情』の本文の転訛説に反論
する
姿勢を明
らかにして
いる。 
 
花鳥
とゝ
ろけるを年へにけると展
転書
写の
誤と云々
 
此義いかゝ
只わさ
と用い
かへて
うた
い給
なる
へし只今祝言の席なれは
とゝ
ろけ
るな
とは心つかひあ
るへき事
なるを弁
少将ふと用意
なら
てあ
りの
まゝ
にうたふへきお
ほして
内大臣こゝ
に声を
くはへ
てうた
ひ
かへ給たるなるへし                       
（『細流抄
』） 
 以降
、近
時の注釈書に至るまで、「藤裏葉」巻における内大臣の
「年経に
けるこの家
の」
と
いう歌唱については、『花鳥余情』の説
、あ
るいは、『弄
花抄
』『細流
抄』の
説のどちら
か
に
拠ることが多く、解釈が分
かれ
てきた。 
本文
の転
訛にかかわる問題として
は、『源氏物語』諸本において
、「としへにける
」の本
文
に異同が確認されることが
挙げられる。青表紙本系統で
は、
御物本が
「としへに
ける」
の「とし」をミセケチ
にし
て、「と
ろゝ」が加えられ「と
ろゝへにける」、また
横山本が「と
し
へにける」の「し
へに」をミセケ
チに
して
、「とろ」が
加えられ「と
とろける」とな
って
い
る。ただしこれらは、書写
者などが、元にした本文
と伝来してい
る催馬楽「
葦垣」の詞
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章「とゝ
ろける
」とが一致しないこ
とか
ら訂
正を加えた可能
性が
高いので
はないだろうか。
一方、別本では国冬本が「
ととろける」、麦生本、阿里
莫本は「年月」となっている。これ
らのうち、麦生本、阿里莫本の
本文
は「と
しへ
に」から「と
しつ
き」へ
の転訛が考え
られ
、
国冬本の場合は、先の
御物
本、横山本と同様、書写
者が恣意的に催馬楽
「葦垣
」の詞章を
復
元した可能性が指摘できる
⑼。以上のように、現存
する写本の
異同
から判断
すれば、「と
しへにける」
が「
とゝ
ろけ
る」からの転訛であ
る可
能性は、かなり低い
のでは
ないか。 
また
、前
節で確認したように、弁
の少
将の
「葦垣」の
歌唱には夕霧
を揶揄す
る意図が含
まれてい
ると
考え
られ
る。当該場面
にお
いて、内大臣は「いとけやけう
も仕うま
つる
かな
」
と、弁の少
将の
意図
を察知
しているとみられる。内大臣の
歌唱
のすぐ後に、「
もの思ひ
残ら
ずな
りぬ
めり
」と、内大臣側と夕霧に
あっ
たこだわり
が解消したよ
うだと語
られることか
らも、内
大臣
の歌唱は、弁の
少将の揶揄をとりなすも
のであったととらえ
るべき
であろう。
こ
の宴を主催し、夕霧との和
解を
望む内大臣が、夕霧の幼
恋の
失敗を想
起させる「
葦垣」
の詞章を
、何
の工
夫もなくそのまま声
にし
て、
弁の少将の歌唱に加
えるとは
考え難い。  
なお
、『源氏物語』に
おいて
、催
馬楽
の詞章を登場人物が意図を
もって言
い換えた例とし
ては、「花宴」巻で、光源氏が催馬楽「
石川
」の詞章を引用する
場面が挙
げられ
る。 
 ③「
扇を
とられて、からき目を見
る」
と、
うちおほど
けたる声に言
ひなして
、寄りゐ給 
 
へり。「あやし
くも
さま変
へける高麗
人か
な」と答ふ
るは
、心知らぬに
やあらん。答へ 
 
はせで、た
だ時
う々
ち嘆
くけはひする方に寄
りか
かりて、几帳ご
しに手を
とらへ
て… 
 
…     
                   
（
花宴 
①
三六五～
三六六頁） 
 
 
本文③では、光源氏は「帯」ということばを
朧月夜と
取りかわ
した「
扇」に替
えるなど、
前章でも取り上げた催
馬楽
「石川」の詞章の一部を
替えて用いて、朧月
夜を探
しているこ
と
が分かる。 
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石川
の 
高麗人に 
帯を取ら
れて 
からき悔す
る 
いか
なる 
いかなる 
帯ぞ 
縹の帯の 
中はたいれな
るか 
かや
るか 
あやるか 
中はたいれ
たる
か             
（
催馬楽「
石川」） 
  
 
このように
、「藤裏葉」巻
の本文①においても
、内大
臣が敢えて「葦垣
」の
詞章を
歌い替
えたと考える
べき
であ
ろう。しかしながら
、『弄花抄』『細
流抄』の
説に拠る先
行研究にお
いても、「年経にけるこの家の」の解釈は揺
れて
いる。日本古典文学
大系は、「年経にける
この家の」を「年
を経
てしまって古くなっ
てい
るこ
の家の。」と訳
す。同様の解
釈を示して
いる
と思われる新潮日本古典
集成
⑽は、「古
い家
であ
る我が家の
、と謙遜
の意を
示す。」
と
注
を付している。一方、『源
氏物語評釈』は、「年経に
け
るこ
の家
の」を
、「旧家
である
我が
家
の」と訳し、そこには内大
臣の自家に対する「長く
政権を担当し
ている藤原
氏の氏長者
であ
る」と
いう誇りが込められ
てい
ると
解釈している。『源氏物語の鑑
賞と基礎
知識』 ⑾は、
同
様の解釈をした上で、内大臣の歌唱
は、その場を「
内大
臣家
の家誉め
の場に転換
」させ、
夕霧を「
内大
臣家
を華やかに彩る存在」に
した
と指摘する。また、
前者の解
釈が「家」を
住
まいとしてとらえている
のに対し、後者の解釈では
家族集団とし
ての「家」
の意味合い
が強
いと言える。先行研究に
おけ
る「
年経にけるこの家の
」の
解釈は、
概ねこの「謙遜」
と「家誉め」の二説に分かれ
るが、妥当な解釈であろうか。次に、「年経
」とい
うことばに
ついて検
討し
てみ
たい
。 
「年
経」は、『日本国語
大辞
典』には「
年を
経」という
形で立項
され
ており、「
１
年月の
経過、長い年月を過ごす」こと、あるいは「
２
年齢
を重ねる、老
齢となる」ことを意味す
され
る
⑿。先行研究
は、
いず
れも「年経にける」を「家
」にかかるものと
みてお
り、
１
の
意味
から
、「年
経にける家」を「
長い
年月の経
過し
たふる
い
、
、、家」と
考える点は共通してい
る。
これ
を「謙遜
」とする説では、そのふるさ
、、
、を、「経年
による
劣化」として
否定
的
な意
味合い
で
とらえていると言えよう
。しかしながら、平安中期
にお
ける
用例をみる限
り、そ
うした
意味
合いで「年経」が用いら
れる
例は
限られている。 
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例え
ば、『源氏物語』において
、「年経」は当該場面を含めて
五二例確
認されるが
⒀、こ
の
うち、「年経」が、
ものを
対象として「経年による劣
化」
を示して
いる例は、「紫の紙の
年経にけ
れば
」（
末摘
花 
①二
八七
頁）、「いとかうばしき陸奥
国紙のす
こし年経
」（玉
鬘 
③
一三七頁
）、「
陸奥
国紙にて、年経にければ」（若菜上 
④一二四頁）とい
うわず
か三例であ
る。
すべ
てが「紙」という、経年
によ
る材
質の変化が見た
目に
顕著なも
のを対象としてい
ると言える。 
なお
、「明石」巻の明石の君の
歌、「年経つる苫屋も荒れて憂
き波のか
へるかたに
や身を
た
ぐへまし」（明
石 
②二六七頁）の「年経つる苫屋
」について
は、新日本古典文学
大系
⒁
のよ
うに
、「古
びたこの浦の陋屋」と、「年経」を明石の
君の謙遜とし
て、住ま
いの「苫屋」
がふるく
、、
、なっているととる注
釈が
ある。しかしながら、「年経つる苫屋
」は、新潮日本古典
集成
⒂と同じく、「
長年
住み
慣れたこの浦の苫屋」と解釈す
べきだと考える。似た表現
とし
て、「年
経つる浦を離れなむことあは
れに」（松
風 
②
四〇一
頁）、「年へつ
る古里とて」（玉
鬘 
③九九頁）、「こ
こら年経
たまへる御住みかの」（真
木柱 
③三七四
頁）など
が挙げられ
るが
、いずれも「年経」は「
年月
を過
ごした、住み慣
れた」と解釈
でき、修
飾する対象の
「経年による
劣化」を意味してはいな
い。本文①の「年経に
けるこの家」も、「家」を住
ま
いとして捉え、「
年経」を「
家」にかかるものと
みる
ならば、「
長年住み
慣れたこ
の家」と
解
釈すべきであり、特に「
謙遜」の意は読み取れない
ので
はな
いか。 
また
一方
で、「家誉め」とする
説で
は、「家」のふるさ
、、、を「長
年存続してい
る」と
いう
肯
定的
な意
味合いでとらえていると
言え
る。
確かに、『源氏物語』
にはみえ
ないが、『うつ
ほ
物語』や和歌などにおいては、「年経
」が「松」や「岩」を修飾し、そ
のふるさ
、、
、を肯定的に
表すという用例がある
⒃。しか
しながら
、このような用
いられ方も
、対象が「松」「岩
」と
いう
、そ
れ自体が恒久性や不
変性
を持
つものに限られ
てい
る。家族集団
としての「家」が、
「松」や「岩」な
どと
同様に「
年経」で
修飾
される
という
例は見いだせ
ず、「
年経にけ
るこ
の家
」が
「家
誉め」の表現として成立
する
とは考えられない。 
平安
中期
における「年経」の用例を見る限り、「
年経にけるこの
家の」を先行
研究のよう
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に解
釈す
ることは難しいと考える
。そ
こで
、次節では、こ
の「
年経にけ
る」が、物語には
引用されていない
下の
詞章
、すなわち、「おと嫁」とい
う人物を修飾
している
という可能性
について検討
して
みた
い。 
三
二、「年経にけるこの家の」の解釈  
催馬
楽「葦
垣」の元の詞章「とどろける」が、そも
そも「家」にかかる
のか、「
この家の
弟
嫁」にかかるのか、判然と
せず、催馬楽の諸注において
も古
来見解が
分かれてい
る
⒄。
しかしながら、「とどろける」を「騒いでい
る」
の意
と捉え、「
おと嫁」
にかかる
ものとし
て、「騒
がし
いこ
の家のおと嫁」と解釈すること
は可能
であろう。 
さて
、人
物にかかる「年経にける
」は
、「ただいたく年経にける
尼七八人
」（手習 
⑥
三
〇三
頁）のように、「年老いた
」と
いう意で理解されよう。「年経にける
」を「年
老いた」
と解
釈す
ると、当該場面における
内大
臣の
歌い替えの意図
は明
確となる
ようである。とい
うのも、「
少女」巻
に見
えて
いた「ねび人ども」が対応する
ように思
えるから
である。催
馬
楽「葦垣」の詞章において、親に讒言したと糾弾され
るの
が「おと嫁
」なの
に
対し、『源氏
物語
』に
おい
て、内大臣が夕霧と雲居
の雁
の恋仲を知った
のは
、この、
大宮に
仕える「ね
び人ども」の「後言」
を漏
れ聞いたからであった。 
 ④「
いと
ほしきことありぬべき世
なる
こそ
」と、近う
仕うまつる大
宮の御方
のねび人ど 
 
もささめき
けり
。大
臣出
で給ひぬるやうにて
、忍
びて人にものの
たまふと
て立ち
給へ 
 
りけるを、
やを
らか
い細
りて出で給ふ道に、
かか
るささめき言を
するに、
あやし
うな 
 
り給ひて、御耳とどめ給へ
ば、わが御上をぞ言ふ。    
（少女 
③三八
～三九頁） 
  
本文①にお
いて
「う
ち乱
れ」た内大臣は、こ
の「
ねび人ども」に言及
した可
能性が考え
ら
れる。すなわち、「
葦垣」
の詞章を踏まえつつ、「親」
の立場から、夕霧と雲
居の雁
の仲
を
知らせた女房たちの存在に
つい
て滑稽にほのめかす
という冗談に
して歌っ
た
のではない
か。そうすることで、弁の少将
の揶
揄を
笑いに紛らわせ
よう
とし
たと捉えられ
る。『源
氏物
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語』の本文に
引用
され
てい
ない詞章の「お
と嫁
」は、近時
の催馬楽
の注釈の
多
くでは「弟
」
の嫁と解
釈さ
れる
こと
が多いが、「おと
」は、年少者、年若いものを
指すこと
ば
として解さ
れる
⒅。人物にかかる、「年を取った」という意
味の
「年経にける」
は、「おと」
とは相反
す
ることばであり、「とどろけ
る」を「
年経
にけ
る」と歌
い替えること
で、「（若
いどころか）
たいそう年老いた、こ
の家
の（女が「親」の私に讒
言した
のだ
）」とい
うように
、「葦垣
」
の
詞章を知る者に通じるおか
しみ
が生まれる。 
 
さらに、詞
章の
「讒
し」（中傷する、讒言
する
）ということばに留
意すれば
、「少
女」巻
に
おいて、雲居の雁方の乳母
たちが、雲居の雁が内大臣邸
に引
き取られ
ることを喜
び、官
位の
低い
こと
を理由に、内大臣に
対し
て夕
霧を難じて
いたこととの
繋がりも
指摘できる。
特に、大輔の
乳母は「六位宿世」と夕霧を貶めた。こ
のことは、「藤裏葉
」巻に
おい
ても
再
び想起されている。 
 ⑤御
乳母
参りてもとめ奉るに、気
色を
見て、「あ
な心
づきなや、げに
、宮
知らせ
たまはぬ
こと
には
あらざりけり」と思
ふに
いとつらく、「いで
や、うかりける世か
な。殿の思し
給ふ
ことはさらにも聞こえず
、大
納言
殿にもいかに聞かせ
給は
ん。めで
たくとも、も
のの
はじ
めの六位宿世よ」とつぶやくもほの
聞こゆ
。   
（
少女 
③
五六～五七頁） 
 ⑥女
君の
大輔の乳母、「六位宿
世」とつぶ
やき
し宵の
こ
と、も
ののをり
をりに思し出でけ 
れば
、                         
（藤裏葉 
③四五五頁） 
  「葦
垣」
の詞章から想起される、
夕霧
と雲
居の雁の幼
恋、その二人
の仲を厳
しく隔てた
件につい
て、内大臣は、「そ
れは家の年老いた女
たち
の根も葉もない『讒し』のせいであっ
た
のだ」と、家の老女房らを
糾弾し、自らの弁明を加
えてもいるの
ではないだ
ろうか。当
該場
面の
藤花の宴において、内大臣家の女たちの
目や
耳も意識されて
いたであ
ろうこ
とは、
宴が始ま
る直
前に
おい
て、「のぞきて見
給へ
」（藤裏葉 
③四
三六頁）と、
北の方
や女
房ら
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に夕
霧の
姿を見せようとする内大
臣の
姿や
、宴
の後
の場面で、「
少将の進
み出だしつる葦垣
のおもむきは、耳とどめ給
ひつや」（藤裏葉 
③四四一
頁）と
雲居の雁
に尋ね
る夕霧の姿か
ら
推測できる。 
 
本文①にお
いて
、内
大臣は、「
老い
」を利用して自ら
を正
当化しつつ、夕霧
と雲居
の雁の
婚
姻が円満に成立するよう運
ぼう
としていると考えら
れる。唐突な
「謙遜」
や
、「
家誉め」
では、当該
場面
を締めくくる、「をかしきほ
どに
乱り
が
はし
き御
遊びにて、もの
思ひ残らず
なりぬめ
り。」という一文には繋が
るま
い。「年経にける
この家の
」という
歌い替えには、
夕霧の幼恋が
失敗
する
一因となった口さが
ない
老女
房たちを引き合
いに出す
ことで自らを
棚
上げし、笑いの内に、夕霧
との和解を推し進めよう
とする内大臣
のしたたか
さを読みと
るべ
きで
はないだろうか。 
  
     
四、『源氏物語』における問答体を持つ詞章の引用  
続い
て、「葦垣」の詞
章が問
答体の形式になっている
こ
とにも注目し
ておきた
い。という
のも、「葦垣」の詞
章において、内大臣が
引用している部分を
含む「とどろ
ける 
こ
の家 
こ
の家の 
おと嫁 
親にまう讒
しけ
らし
も」は、その前
の「誰か 
誰か 
このこ
とを 
親に
ま
う讒し申し」に対する応答
と解
せるわけ
だが
、「藤裏葉」巻においては
、この応答の始ま
りの
部分から内大臣が声を加
えた
ことが、詞章の引用によ
って
示されて
いる。 
『源
氏物
語』においては
、「葦
垣」の
他に
も問
答体の詞章
を持つ催馬楽の
引用がみ
られる。
た
とえば、前章で論じた「紅
葉賀」巻の催馬楽引用では、
光源
氏が催馬
楽「東屋」
を歌う
のに
対し
て、
源典侍は、その詞章
の女
性の
応答の部分
の「おし開い
てきませ
」というとこ
ろに声を添えて、光源
氏の
来訪を受け入れる意を示
していた。 
 
 
⑦君、東屋を忍びやかにうたひて寄り給へ
るに
、「おし開いて来ませ
」と
うち添へたるも、 
  
例に違ひたる心地ぞする
。                
（紅葉賀 
①三
四〇頁） 
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東屋の 
まやのあまりの 
その雨そそ
き 
我たち濡れ
ぬ 
殿戸開か
せ 
  
鎹 かすがひも 
錠 とざしもあ
らば
こそ 
その
殿戸 
我鎖さめ 
おし開
いて来ませ 
我や人妻 
                                 
（催馬
楽「東屋
」） 
 また
、「薄雲」の巻では、催馬
楽「
桜人
」の男女の問答の詞章が
、光源氏
の口ずさみ
と、
光
源氏と紫上の和歌のやり
とりでそのまま利用されて
いる
。 
 ⑧「
明日
帰り来む」と口ずさびて
出で
給ふ
に、渡殿の
戸口に待ちか
けて、中
将の君して 
 
聞こえ給へ
り。 
    
舟とむるをちかた人
のな
くこそは明日帰り来む夫
と待ち見め 
  
いたう馴れて聞こゆれば
、いとにほひやかにほほ
笑みて、 
    
行きて見て明日もさ
ね来
むなかなかにをちかた人
は心おくとも 
  
何ごととも聞き分かで、
戯れ歩き給ふ人を、上は
うつくしと見
給へば、を
ちかた人の
めざ
まし
さもこよなく思しゆるさ
れに
たり
。          
（薄
雲 
②四
三九頁） 
   
桜人 
その舟止 ちぢめ 
島つ田を 
十町
と
ま
ち
つく
れる 
見て帰
り来む
や 
そよや 
明日
あ
す
帰り来 
  
む 
そよや 
明日
あ
す
帰り
来む 
そよや 
  
言をこそ 
明日
あ
す
とも言はめ 
彼方
を
ち
か
たに 
妻去 さる夫 せなは 
明
日
あ
す
も
真 さね来
じや 
そよや 
さ明日
あ
す 
  
も真 さね来じや 
そよや                      
（催馬
楽「桜
人」） 
 『源
氏物
語』において、催馬楽の
詞章
が登
場人物によ
って口に出さ
れる時、
そこには人
物のその
場面
にお
ける
心情、意図が反映さ
れる
。特
に、詞章が問答
体である
催馬楽が引用
さ
れる場合、その詞
章を用
いて相手を意識したやり取
りが行わ
れている。「藤
裏葉」巻にお
ける
「葦垣」の引用もまた、
弁の
少将
の問い掛けの歌唱に
対す
る内大臣
の応答という、詞
章の問答体の
形式
が活
かされたものとして捉え
るこ
とができよう。 
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また
、「藤裏葉
」巻
においては、本文①
の少し後、夕
霧が雲
居の
雁と結ばれる場面に
おい
て、
催馬楽「河口」の引用が
なさ
れて
いる。 
  
⑨「少将の
進み
出だ
しつ
る葦垣のおもむきは
、耳
とどめ給ひつや。い
たき主
かな。河口 
  
のとこそ、さし答へまほ
しかりつれ」とのたまへ
ば、女いと聞
きぐるしと
思して、 
   
「あさき名
をい
ひ流
しける河口はいかがもらし
し関のあらがき 
  
あさまし」 
 
とのたまふ
さま
、い
と児
めきたり。すこしう
ち笑
ひて、 
   
「もりにけ
るく
きた
の関を河口のあさきにのみ
はおほせざらなん
……」 
                         
（藤裏葉 
③
四四一～
四四二
頁） 
   
河口の 
関の荒垣や 
関の荒垣や 
まもれども 
はれ 
  
まもれども 
出でて 
我寝ぬや 
出でて 
我寝ぬ
や 
関の荒垣  
（催馬
楽「河
口」） 
 催馬
楽「
河口」は、親の守りをか
いく
ぐっ
て恋人と共
寝をしたとい
う内容の
歌である。
「
少将の進み出だしつる葦垣
のおもむきは
……」と
あるところから
、夕霧は
、本文
①で歌
われた「葦垣 、」か
ら、
同じ
催馬楽である「河口」の
「関の荒垣 、」という
詞章
を
連想し
たと
考えられよう。「
荒垣」という語は、『
源氏
物語』以前
には『万葉
集』や『
古今和
歌六帖』
に
用例がみえる。これ
らの
歌で、「荒
垣」は目が粗い垣
根である
ということから
、守りが手
薄で
、男
女の密通に繋がるものと
して
詠ま
れていると言え
る。 
 さと
びと
の 
ことよせづまを 
あらかきの 
よそにや
わがみむ 
に
くくあら
なくに               
                    
（『万葉
集』巻第十
一 
正
述心緒 
二五六
二） 
 かは
ぐち
のせきのあらがきまもれ
ども
いら
でわれねぬ
しのびしのび
に 
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（『古
今和歌六帖』第二 
せき 
一〇二
九） 
 かは
ぐち
のせきのあらがきいかな
れば
よる
のかよひを
ゆるさざるら
ん 
                     
（『古
今和歌六帖』第二 
せき 
一〇三
〇） 
 本文
⑨で、夕霧は、幼い恋の失
敗を
あて
こする弁の少将
の「葦
垣」の
歌唱に、「河口
の」、
すな
わち
、「内大臣の守りは手薄で
あり、雲居の雁との
共寝には成功
した（実
は失敗してい
ない
）」と言い返したかったと述べて
いると捉えられよ
う。催馬楽「河口
」の詞章
自体は問
答体
の形式ではないが、催馬楽「葦垣」との対比によ
り、「葦垣
」の詞章で話
題にな
ってい
る内容を否定
する
もの
として用いられてい
る。
ここ
では、ある催馬
楽の詞章
の内容に対し
て
、別の催馬楽の詞章を用い
て応答するという、非常
に凝った引用
がなされて
いると考え
られ
る。 
 
     
五、結び 
本章
では
、『源氏物語』「藤裏葉」
巻に
おけ
る催馬楽「
葦垣」の引用
、内大臣
の歌唱「年
経にける
この
家の」について考察し、「
年経
にけ
る」が、「
この家」で
はな
く、「おと嫁」（
な
ら
ざる老女房）という、『源氏
物語』本文には引用され
てい
ない詞章
にかかる可
能性を指
摘
し
た。「年経
にけ
るこ
の家の
」という、詞章の歌い替
えに込めら
れた内大臣の
意図は
、「葦
垣」によ
って揶揄された、夕霧の幼恋の失敗の
責任
を自家の老女房
に負わせ
、「葦
垣」の詞
章の問答体を
活か
して
、笑
いに紛らわそうとす
るも
のだと考える。そこには
、長年
二人を
隔
ててきた事実を棚上げにし
つつ、夕霧との和解と円
満な結婚の成
立を図る内
大臣のした
たか
さが
認め
られよう。 
以上
のよ
うに、『源氏物語』「藤裏葉」巻における催馬楽「葦
垣」は、
詞章が含む
問答の
内
容と、当座にいる人物の情
況とが密接に重なり合うよう
に用
いられて
いると考え
る。 
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注  
⑴ 
『催馬楽譜
入文
』は
、「
負ひ越す」を「追ひ越す
」と
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する説を提唱するが、少
なくとも『源氏物語』に
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考えられる。 
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三）。 
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馬楽』「
葦垣」攷 
「弟嫁」問答
歌と『万葉集』巻
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える匂宮」（『源氏物語の
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二〇〇
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⑸ 
日本古典文学大系
１ ６
『源
氏物語三』（山
岸徳
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六一）
補注。 
⑹ 
玉上琢彌『
源氏物語評
釈六 
御幸・藤袴・真木柱・梅枝・藤裏葉』（角川
書店 
一九
六 
  
六）。 
⑺ 
小町谷照彦「方法としての作
中歌 
夕霧と雲居雁との結
婚譚に即
して
」（『和歌 
  
文学論集三 
和歌と物語
』 
風間書房 
一九九三）。 
⑻ 
松井健児「『
源氏
物語』「藤裏葉」
の藤
の宴
」（『源
氏物語
の生活世界』 
翰林書房 
二 
  
〇〇〇）。 
⑼ 
工藤重矩「国冬本源氏物語藤裏
葉巻
の本
文の疵と物語世
界 
別本の物語世
界を論ず  
  
る前提として
」（『中
古文
学』九二 
二〇一三・
一一
）。
なお、この工藤論文で
は、 
  
内大臣が弁少将の「不用
意を修正」し、「
言い直
し（縁起直
し）」を
行ってい
るという 
  
解釈から、国冬本の本文
を不適切としている。 
⑽ 
新潮日本古典集成『源氏
物語四』（石田穣
二 
清水好子 
校
注 
新潮社 
一
九七九）。 
⑾ 
吉野瑞恵「鑑賞欄」（『源氏
物語
の鑑
賞と基礎知識No.31 
梅
枝・藤裏葉』 
鈴
木一雄 
監 
  
修 
河添房江 
編 
至文堂 
二〇〇三）。 
⑿ 
『日
本国語大辞典』（小学館 
「ジャパンナレッジLib
」 http://japanknowledge.com
）の 
  
「
年を経」の項。 
⒀ 
『ＣＤ-
ＲＯＭ版 
角川古典大
観 
源氏物語』（伊井春樹 
編 
角川書
店）に
よる検索。 
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⒁ 
新日本古典文学大系２『
源氏物語二』（柳
井滋 
ほか 
校注 
岩波
書店 
一
九九四）。 
⒂ 
新潮日本古典集成『源氏
物語二』（石田穣
二 
清水好子 
校
注 
新潮社 
一
九七七）。 
⒃ 
「年経たる岩の、いろい
ろの苔
お
は
（おひカ）やうも、……」（楼の上上 
九三九）、「とし
へた 
  
る松だになくはあさぢは
らなにかむかしのしるし
ならまし」（『
後拾遺和歌
集』巻第十 
  
八 
雑四 
一〇四四 
江侍従）な
ど。 
⒄ 
「とどろけ
る」
についての
解釈
も諸
説あり、「家」に
かか
るものとみる
説では
、「家の 
  
落ちやぶれたる心」（『梁塵愚案
抄』）、「かの讒言につきて、家の
内なりと
ろゞきて、さ
わがしきよし
」（『催馬楽譜入
文』）、「繁栄の
大家」（『
梁塵後抄』）。近年の注釈は
多く『催
馬楽
譜入文』に従
って
いるが、必ずし
も根
拠は
明らかでな
い。「お
と嫁
」にかか
るもの
と
みる説では、「
物騒
がしき
生まれなる弟嫁」（『
催馬楽
考』）、「あの
うるさい、
この家
の
弟嫁」（鑑賞日本古
典文学第四巻『歌謡Ⅰ』 
土橋寛 
池田弥三郎 
編 
角川書
店 
一
九七
五）、「「
弟嫁
」にかかると見るな
ら、やた
ら騒ぎ
立てる
意か」（
東洋文庫
７ ５ ０
『催馬
楽』 
木村紀子 
訳注 
平凡社 
二〇〇六）
など
がある
。 
⒅ 
「おとよめはたゞ
若きよ
し」（『催馬楽譜入文』）。 
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第
五
章  
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
風
俗
歌  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
若
紫
」
巻
の
光
源
氏
の
歌
唱
を
中
心
に
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
、
は
じ
め
に 
『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
は
、
催
馬
楽
に
比
す
れ
ば
そ
の
数
は
少
な
い
も
の
の
、
風
俗
歌
の
歌
唱
場
面
及
び
風
俗
歌
の
詞
章
を
踏
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
表
現
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
表
現
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。 
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
催
馬
楽
と
風
俗
歌
の
用
い
ら
れ
方
に
明
確
な
差
異
が
み
て
取
れ
る
と
す
る
指
摘
が
あ
る
が
、
二
節
で
は
、
こ
の
指
摘
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
ま
た
、三
節
で
は
、二
節
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
若
紫
」巻
に
お
い
て
、光
源
氏
が「
常
陸
に
は
田
を
こ
そ
作
れ
」
と
い
う
風
俗
歌
を
歌
唱
す
る
場
面
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
現
行
の
注
釈
書
の
多
く
は
、
こ
の
光
源
氏
の
歌
唱
を
、
葵
の
上
に
対
す
る
思
い
を
込
め
た
も
の
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
な
ぜ
、
敢
え
て
常
陸
国
の
風
俗
歌
が
用
い
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
十
分
に
解
き
明
か
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。そ
こ
で
、古
注
釈
に
お
け
る
説
も
再
検
討
し
な
が
ら
、「
若
紫
」
巻
に
お
け
る
光
源
氏
の
風
俗
歌
「
常
陸
」
の
歌
唱
に
つ
い
て
、
新
た
に
解
釈
を
試
み
る
。 
  
 
 
 
 
二
、『
源
氏
物
語
』
と
風
俗
歌 
ま
ず
、
風
俗
歌
の
歌
唱
場
面
、
あ
る
い
は
、
風
俗
歌
の
詞
章
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
表
現
と
し
て
認
め
ら
れ
る
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
で
、
諸
注
釈
に
も
指
摘
が
あ
る
も
の
を
以
下
に
す
べ
て
掲
げ
る
（
本
文
①
～
⑨
）。
山
田
孝
雄
の
研
究
⑴
を
嚆
矢
と
し
て
、
既
に
複
数
の
先
行
研
究
⑵
に
お
い
て
、
同
様
の
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
研
究
者
ご
と
に
差
異
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
改
め
て
私
見
を
示
し
て
お
き
た
い
。
参
考
と
し
て
掲
げ
た
風
俗
歌
の
詞
章
に
つ
い
て
は
、
鍋
島
家
本
『
東
遊
歌
風
俗
歌
』
に
拠
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
文
②
・
③
の
風
俗
歌
「
伊
予
湯
」
と
本
文
⑤
・
⑥
の
風
俗
歌
の
詞
章
は
、鍋
島
家
本
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。本
文
②
・
③
の
詞
章
は『
體
源
抄
』、本
文
⑤
・
⑥
の
詞
章
は
『
政
事
要
略
』
に
残
る
も
の
を
示
し
た
。 
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①
あ
る
じ
も
、肴
求
む
と
、こ
ゆ
る
ぎ
の
い
そ
ぎ
歩
く
ほ
ど
、…
… 
 
 
 
（
帚
木 
①
九
四
） 
 
 
 
 
 
 
 
玉
垂
れ
の
瓶 かめを
中
に
据
ゑ
て
主 あるじは
も
や
肴 さかな求 ま
き
に
肴 さかな取
り
に
こ
ゆ
る
ぎ
の
磯
の
若 わか藻 め 
 
 
 
 
 
刈 か
り
上
げ
に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
風
俗
歌「
玉
垂
」） 
 
 
②
「
十
、
二
十
、
三
十
、
四
十
」
な
ど
数
ふ
る
さ
ま
、
伊
予
の
湯 ゆ
桁 げたも
た
ど
た
ど
し
か
る
ま
じ
う 
 
 
見
ゆ
。す
こ
し
品
お
く
れ
た
り
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
帚
木 
①
一
二
一
） 
 
③
国
の
物
語
な
ど
申
す
に
、「
湯
桁
は
い
く
つ
」
と
問
は
ま
ほ
し
く
思
せ
ど
、
…
… 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
夕
顔 
①
一
四
五
頁
） 
 
 
 
イ
ヨ
ノ
ユ
ノ
、
ユ
ケ
タ
ハ
イ
ク
ツ
、
イ
サ
シ
ラ
ス
ヤ
、
カ
エ
ス
ヨ
マ
ス
、
ヤ
レ
ソ
ヨ
ヤ
ナ 
 
 
 
ヨ
ヤ
、君
ソ
シ
ル
ラ
ウ
ヤ
、  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
風
俗
歌「
伊
予
湯
」） 
 
④
あ
づ
ま
を
す
が
掻
き
て
、「
常
陸
に
は
田
を
こ
そ
作
れ
」
と
い
ふ
歌
を
、
声
は
い
と
な
ま
め
き 
 
て
、す
さ
び
ゐ
給
へ
り
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
若
紫 
①
二
五
一
～
二
五
二
頁
） 
 
 
 
 
 
 
常
陸
に
も
田
を
こ
そ
作
れ
あ
だ
心
や
か
ぬ
と
や
君
が
山
を
越
え
野
を
越
え
雨
夜
来
ま
せ
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
風
俗
歌「
常
陸
」） 
 
 
 
 
常
陸
に
は
田
を
こ
そ
作
れ
あ
だ
心
か
ぬ
と
や
君
は
山
を
越
え
野
を
越
え
雨
夜
来
ま
せ
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
風
俗
歌「
常
陸
歌
」） 
 ⑤ 
「
た
だ
梅
の
花
の
色
の
ご
と
、
三
笠
の
山
の
、
を
と
め
を
ば
、
す
て
て
」
と
、
う
た
ひ
す
さ
び
て
出
で
た
ま
ひ
ぬ
る
を
、
…
… 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
末
摘
花 
①
三
〇
一
頁
） 
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⑥ 
「
あ
ら
ず
。
寒
き
霜
朝
に
、
か
い
錬
好
む
め
る
は
な
の
色
あ
ひ
や
見
え
つ
ら
む
。
御
つ
づ
し 
 
 
り
歌
の
い
と
ほ
し
き
」と
言
へ
ば
、…
… 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
末
摘
花 
①
三
〇
一
頁
） 
  
 
 
 
た
た
ら
め
の
花
の
如 ごと 
か
い
錬 ねり好
む
や 
実 げ
に
紫 むらさきの
色
好
む
や 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
衛
門
府
風
俗
歌
） 
 ⑦
つ
れ
づ
れ
と
心
細
き
ま
ま
に
、 
 
 
 
伊
勢
人
の
波
の
上
こ
ぐ
小
舟
に
も
う
き
め
は
刈
ら
で
乗
ら
ま
し
も
の
を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
須
磨 
②
一
九
五
頁
） 
 
 
 
 
 
 
伊
勢
人
は 
あ
や
し
き
者
を
や
何 な
ど
て
と
は 
小
舟
を
ぶ
ね
に
乗
り
て
や
波
の
上
を
こ
ぐ
や
波
の 
 
 
 
 
と
を
こ
ぐ
や 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
風
俗
歌「
伊
勢
人
」） 
 ⑧
あ
づ
ま
の
調
べ
を
す
が
掻
き
て
、「
玉
藻
は
な
刈
り
そ
」
と
う
た
ひ
す
さ
び
た
ま
ふ
も
、
…
… 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
（
真
木
柱 
③
三
九
三
頁
） 
 
 
 
鴛
鴦
を
し
鳧 たかべ鴨 かもさ
へ
来
ゐ
る
は
ら
の
池
の
や
玉
藻
は
ま
ね
な
か
り
そ
や
お
ひ
も
つ
く
が
に
や 
 
 
お
ひ
も
つ
く
が
に
ね 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
風
俗
歌
「
鴛
鴦
」） 
  
 
鴛
鴦
を
し
鳧 たかべ鴨 かもさ
へ
来
ゐ
る
は
ら
の
池
に
お
ふ
る
玉
藻
は
や
よ
き
草
の
ゆ
か
り
そ
や
ま
ね
な 
 
 
か
り
そ
や 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
風
俗
歌
「
鴛
鴦
鳧
」） 
 
 
 
⑨
憎
か
ら
ぬ
ほ
ど
に
、「
神
の
ま
す
」
な
ど
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
匂
兵
部
卿 
⑤
三
五
頁
） 
 
 
 
 
 
 
八
少
女
や
を
と
め
は
我
が
八
少
女
や
を
と
め
ぞ
立
つ
や
八
少
女
や
を
と
め
立
つ
や
八
少
女
や
を
と
め
神
の
や
す
高
天
原
た
か
ま
の
は
らに
立
つ
八 や 
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少
女
を
と
め
立
つ
八
少
女
や
を
と
め 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
風
俗
歌
「
八
少
女
」） 
 以
上
の
よ
う
に
、『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
、
風
俗
歌
の
詞
章
が
踏
ま
え
ら
れ
た
表
現
は
、
全
九
例
存
在
す
る
と
考
え
る
。
こ
の
う
ち
、
登
場
人
物
に
よ
っ
て
風
俗
歌
が
歌
唱
さ
れ
て
い
る
の
は
、
本
文
④
・
⑤
・
⑧
・
⑨
の
四
例
で
、
他
の
五
例
は
演
奏
を
伴
わ
ず
に
詞
章
の
一
部
が
地
の
文
や
登
場
人
物
の
発
言
、和
歌
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』中
に
、複
数
の
風
俗
歌
の
詞
章
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
事
象
の
指
摘
・
整
理
に
と
ど
ま
ら
ず
に
表
現
を
分
析
し
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、植
田
恭
代
の
論
⑶が
挙
げ
ら
れ
る
。植
田
は
、風
俗
歌
と
催
馬
楽
を
比
較
し
た
上
で
、
正
式
な
雅
楽
と
し
て
は
宮
廷
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
風
俗
歌
と
、
雅
楽
演
奏
に
合
わ
せ
ら
れ
た
催
馬
楽
は
、音
楽
面
で
一
線
を
画
す
と
し
、『
源
氏
物
語
』に
お
い
て
も
そ
の
差
異
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。そ
の
根
拠
と
し
て
、「
帚
木
」巻
の
用
例
を
挙
げ
て
お
り
、同
場
面
で
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
催
馬
楽
「
我
家
」
と
比
較
し
て
、
光
源
氏
と
空
蝉
や
軒
端
荻
と
の
恋
に
関
係
す
る
「
我
家
」
に
対
し
、
風
俗
歌「
玉
垂
」（
本
文
①
）、
お
よ
び
、風
俗
歌
「
伊
予
湯
」（
本
文
②
・
③
）
は
、
紀
伊
守
の
一
族
に
「
地
方
土
着
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
空
蝉
と
の
印
象
を
塗
り
分
け
る
」
演
出
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。ま
た
、玉
鬘
に
関
連
す
る「
真
木
柱
」巻
の
風
俗
歌「
鴛
鴦
」（
本
文
⑧
）
に
つ
い
て
扱
っ
た
中
西
智
子
⑷
も
、
植
田
論
を
引
用
し
な
が
ら
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
風
俗
歌
に
つ
い
て
、「
催
馬
楽
と
は
ま
た
ひ
と
味
違
う
、洗
練
さ
れ
て
い
な
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
小
道
具
と
し
て
登
場
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
捉
え
る
。
中
西
も
、
や
は
り
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
催
馬
楽
の
用
い
ら
れ
方
と
比
較
し
た
上
で
、風
俗
歌
は「
男
性
が
独
り
で
ゆ
っ
た
り
と
口
ず
さ
ん
で
こ
そ
、
場
面
に
あ
る
種
の
艶
め
い
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
」
と
概
観
し
て
い
る
。 
 
し
か
し
な
が
ら
、『
源
氏
物
語
』に
お
け
る
催
馬
楽
と
風
俗
歌
の
用
い
ら
れ
方
に
、そ
れ
ほ
ど
明
確
な
線
引
き
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
第
一
部
の
第
二
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
践
祚
大
嘗
祭
に
お
い
て
悠
紀
国
・
主
基
国
が
奉
る
悠
紀
主
基
風
俗
歌
に
は
、
雅
楽
器
に
よ
る
演
奏
が
付
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
⑸
。
現
存
す
る
風
俗
歌
の
全
て
が
大
嘗
祭
の
際
に
奉
ら
れ
た
も
の
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だ
と
は
断
定
で
き
な
い
に
せ
よ
、
そ
う
で
な
い
風
俗
歌
も
公
の
場
で
全
く
演
奏
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
。例
え
ば
、『
源
氏
物
語
』に
お
い
て
も
、本
文
⑨
の「
匂
兵
部
卿
」巻
の
用
例
で
は
、六
条
院
に
お
け
る
賭
弓
の
還
饗
で
薫
が
「
八
少
女
」
を
歌
唱
し
て
い
る
。
こ
の
「
八
少
女
」
の
詞
章
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
、
鍋
島
家
本
『
東
遊
歌
神
楽
歌
』
の
裏
書
に
「
春
日
歌
」
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
注
記
に
よ
る
と
、
東
遊
の
後
に
多
く
歌
わ
れ
た
歌
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
⑹
。
一
方
、
催
馬
楽
が
私
的
な
場
で
演
奏
さ
れ
た
り
、
独
唱
さ
れ
た
り
す
る
場
面
も
『
源
氏
物
語
』
に
は
少
な
く
な
い
。
そ
も
そ
も
、
第
二
部
の
第
一
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
催
馬
楽
の
演
奏
場
面
が
三
十
三
例
あ
る
の
に
対
し
、
風
俗
歌
の
場
合
は
わ
ず
か
五
例
し
か
な
く
、
そ
の
比
較
の
み
に
よ
っ
て
両
歌
謡
の
音
楽
的
特
徴
を
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。
平
安
期
に
お
け
る
風
俗
歌
の
旋
律
や
演
奏
形
態
を
明
確
に
示
す
資
料
が
現
存
し
て
い
な
い
以
上
、
当
時
の
催
馬
楽
と
風
俗
歌
の
間
に
、
実
際
に
ど
れ
ほ
ど
の
差
異
が
あ
っ
た
の
か
を
推
し
量
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。 
ま
た
、『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
は
、
催
馬
楽
に
つ
い
て
も
、
風
俗
歌
に
つ
い
て
も
、
地
の
文
や
登
場
人
物
の
や
り
と
り
な
ど
の
中
で
詞
章
を
踏
ま
え
た
表
現
が
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
音
楽
面
の
み
な
ら
ず
、
歌
謡
が
持
つ
詞
章
の
内
容
が
非
常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
平
安
期
の
宮
廷
歌
謡
で
あ
る
催
馬
楽
・
神
楽
歌
・
風
俗
歌
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
発
生
に
地
方
諸
国
で
歌
わ
れ
た
俗
謡
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
志
田
延
義
⑺
は
、
こ
れ
ら
の
歌
謡
を
「
全
く
一
連
の
風
俗
歌
的
歌
謡
群
と
し
て
発
足
し
た
」
と
位
置
付
け
て
お
り
、
志
田
の
捉
え
方
を
踏
襲
し
た
小
野
恭
靖
⑻
も
、
こ
れ
ら
の
宮
廷
歌
謡
を
「
風
俗
圏
歌
謡
」
と
総
称
し
て
い
る
。
催
馬
楽
・
神
楽
歌
・
風
俗
歌
に
含
ま
れ
る
全
て
の
曲
の
出
自
が
同
一
と
言
え
る
か
ど
う
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
も
の
の
、そ
れ
ら
の
詞
章
に
は
多
く
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。前
述
の
植
田
論
で
は
、
「
帚
木
」
巻
の
風
俗
歌
「
玉
垂
」
の
詞
章
が
踏
ま
え
ら
れ
た
本
文
①
と
、
次
に
掲
げ
る
催
馬
楽
「
我
家
」
の
詞
章
が
踏
ま
え
ら
れ
た
本
文
⑩
と
を
比
較
し
、
両
歌
謡
の
用
い
ら
れ
方
の
差
異
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
読
み
取
り
に
は
疑
問
が
あ
る
。 
 
 
⑩
「
と
ば
り
帳
も
い
か
に
ぞ
は
。
さ
る
方
の
心
も
な
く
て
は
、
め
ざ
ま
し
き
あ
る
じ
な
ら
む
」
と 
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の
た
ま
へ
ば
、「
何
よ
け
む
と
も
う
け
た
ま
は
ら
ず
」
と
、
か
し
こ
ま
り
て
さ
ぶ
ら
ふ
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
帚
木 
①
九
五
頁
）  
 
 
 
 
我 わ
家 いへは 
帷
帳
とば
りちゃうも 
垂
れ
た
る
を 
 
 
 
 
大
君
来
ま
せ 
聟 むこに
せ
む 
御
肴
み
さ
か
なに 
何
よ
け
む 
 
 
 
 
鮑 あはび栄
螺
さ
だ
を
か 
石
陰
子
か
せ
よ
け
む 
鮑 あはび栄
螺
さ
だ
を
か 
石
陰
子
か
せ
よ
け
む 
 
 
（
催
馬
楽「
我
家
」） 
 
 
 
本
文
⑩
は
、
方
違
え
の
た
め
に
紀
伊
守
の
邸
を
訪
れ
た
光
源
氏
が
、
紀
伊
守
と
や
り
と
り
を
す
る
場
面
で
あ
る
。諸
注
釈
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
我
家
」の
詞
章
の「
御
肴
」の
貝
類
に
は
女
性
の
寓
意
が
あ
り
、
詞
章
を
用
い
る
こ
と
で
、
光
源
氏
は
紀
伊
守
に
対
し
て
、
暗
に
女
性
の
接
待
を
求
め
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
先
の
本
文
①
は
、
こ
の
本
文
⑩
の
直
前
の
場
面
で
あ
り
、
光
源
氏
ら
を
も
て
な
す
紀
伊
守
の
様
子
を
表
す
の
に
、風
俗
歌「
玉
垂
」の
詞
章
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。「
玉
垂
」の
詞
章
も
、主
が「
肴
」を
用
意
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
も
の
で
、「
若 わか藻 め
」は「
若
女
わ
か
め
」と
掛
け
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
⑼
。
つ
ま
り
、「
玉
垂
」
の
詞
章
も
「
我
家
」
の
詞
章
も
宴
席
の
「
肴
」
と
し
て
女
性
が
所
望
さ
れ
て
い
る
猥
雑
な
内
容
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
両
歌
謡
の
詞
章
を
踏
ま
え
た
表
現
は
、
い
ず
れ
も
、
光
源
氏
の
紀
伊
守
邸
の
女
性
た
ち
、
特
に
空
蝉
に
対
す
る
関
心
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
催
馬
楽
を
用
い
た
表
現
の
み
が
光
源
氏
の
恋
に
関
連
す
る
と
い
う
植
田
の
指
摘
に
は
同
意
し
難
い
。 
 
一
方
で
、
風
俗
歌
の
詞
章
は
、
空
蝉
（
本
文
①
）、
軒
端
の
荻
（
本
文
①
・
②
）、
末
摘
花
（
本
文
⑤
・
⑥
）、
六
条
御
息
所
（
本
文
⑦
）、
玉
鬘
（
本
文
⑧
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
地
方
と
つ
な
が
り
の
あ
る
女
君
た
ち
に
か
か
わ
っ
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
植
田
・
中
西
が
述
べ
る
よ
う
に
、
風
俗
歌
が
持
つ
「
地
方
土
着
の
イ
メ
ー
ジ
」、「
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
雰
囲
気
」
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
大
半
の
風
俗
歌
の
詞
章
に
は
、
地
方
の
国
名
や
地
名
、
風
景
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
⑽
。
風
俗
歌
の
音
楽
的
性
質
に
つ
い
て
は
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
風
俗
歌
の
詞
章
が
地
方
と
の
結
び
つ
き
を
強
く
想
起
さ
せ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
催
馬
楽
の
詞
章
の
多
く
に
も
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
風
俗
歌
が
関
わ
る
女
君
た
ち
の
う
ち
、
空
蝉
と
軒
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端
の
荻
に
関
し
て
は
、
先
に
確
認
し
た
通
り
、
催
馬
楽
「
我
家
」
が
、
そ
し
て
、
末
摘
花
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
催
馬
楽
「
妹
之
門
」
と
催
馬
楽
「
東
屋
」
の
詞
章
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
諸
注
釈
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 
  
⑪
「
い
で
や
、
さ
や
う
に
を
か
し
き
方
の
御
笠
宿
り
に
は
え
し
も
や
と
、
…
…
」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
末
摘
花 
①
二
七
六
頁
） 
 
 
 
⑫
雨
降
り
出
で
て
、
と
こ
ろ
せ
く
も
あ
る
に
、
笠
宿
り
せ
む
と
は
た
思
さ
れ
ず
や
あ
り
け
む
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
末
摘
花 
①
二
八
六
頁
）  
 
 
 
 
 
 
妹 いもが
門 かど 
夫 せなが
門 かど 
行 ゆ
き
過
ぎ
か
ね
て
や 
我
が
行 ゆ
か
ば 
 
 
 
 
 
肘 ひぢ笠 かさの 
肘 ひぢ笠 かさの 
雨
も
や
降
ら
な
む 
し
で
田 た
長 をさ 
 
 
 
 
 
雨
宿
り 
笠
宿
り 
宿
り
て
ま
か
ら
む 
し
で
田 た
長 をさ 
 
 
 
 
 
（
催
馬
楽「
妹
之
門
」） 
  
本
文
⑪
は
、
大
輔
命
婦
が
、
末
摘
花
が
光
源
氏
の
訪
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
女
君
で
な
い
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
、
本
文
⑫
は
、
一
度
の
逢
瀬
の
後
、
光
源
氏
が
再
び
末
摘
花
を
訪
れ
る
気
を
な
く
し
て
い
る
こ
と
を
推
察
す
る
箇
所
で
あ
る
。「
笠
宿
り
」
と
い
う
語
は
、『
源
氏
物
語
』
以
前
に
は
催
馬
楽
以
外
に
は
み
ら
れ
ず
、「
妹
之
門
」の
詞
章
が
意
識
さ
れ
た
表
現
だ
と
考
え
ら
れ
る
。な
お
、先
に
挙
げ
た
本
文
⑤
は
、
本
文
⑪
の
後
、
清
涼
殿
の
台
盤
所
を
訪
れ
、
大
輔
命
婦
に
末
摘
花
へ
の
返
歌
を
渡
し
た
光
源
氏
が
、
去
り
際
に
「
た
だ
梅
の
花
の
ご
と
…
…
」
と
い
う
風
俗
歌
⑾
を
口
ず
さ
む
場
面
で
、
末
摘
花
の
赤
い
鼻
を
「
梅
の
花
」
に
喩
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
⑥
は
そ
れ
に
対
す
る
大
輔
命
婦
の
発
言
で
、
同
じ
風
俗
歌
の
詞
章
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
や
は
り
末
摘
花
の
鼻
の
色
の
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。さ
ら
に
、「
蓬
生
」巻
で
、光
源
氏
が
久
方
ぶ
り
に
末
摘
花
の
も
と
を
訪
れ
る
場
面
に
用
い
ら
れ
る
「
雨
そ
そ
き
」
も
、
催
馬
楽
「
東
屋
」
の
詞
章
を
う
け
た
こ
と
ば
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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⑬
雨
そ
そ
き
も
、な
ほ
秋
の
時
雨
め
き
て
う
ち
そ
そ
け
ば
、…
… 
 
 
（
蓬
生 
②
三
八
三
頁
） 
 
 
 
 
 
 
 
東
屋
の 
ま
や
の
あ
ま
り
の 
そ
の
雨
そ
そ
き 
我
た
ち
濡
れ
ぬ 
殿
戸
開
か
せ 
 
 
 
 
鎹 かすがひも 
錠 とざしも
あ
ら
ば
こ
そ 
そ
の
殿
戸 
我
鎖
さ
め 
お
し
開
い
て
来
ま
せ 
我
や 
 
 
 
 
人
妻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
催
馬
楽「
東
屋
」） 
 
 
 
ま
た
、玉
鬘
に
関
し
て
は
、「
常
夏
」巻
に
お
い
て
、催
馬
楽「
我
家
」と
催
馬
楽「
貫
河
」の
詞
章
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 
  
⑭
「
…
…
ま
じ
り
も
の
な
く
、
き
ら
き
ら
し
か
め
る
中
に
、
大
君
だ
つ
筋
に
て
、
か
た
く
な
な
り 
 
 
と
に
や
」と
の
た
ま
へ
ば
、「
来
ま
さ
ば
と
い
ふ
人
も
侍
り
け
る
を
」と
聞
こ
え
給
ふ
。「
い
で
、 
 
 
そ
の
御
肴
み
さ
か
なも
て
は
や
さ
れ
ん
さ
ま
は
願
は
し
か
ら
ず
。…
…
」（
常
夏 
③
二
二
八
～
二
二
九
頁
） 
 
 
 
⑮「
貫
河
の
瀬
々
の
や
は
ら
た
」と
、い
と
な
つ
か
し
く
う
た
ひ
た
ま
ふ
。「
親
避
く
る
つ
ま
」は
、 
 
 
す
こ
し
う
ち
笑
ひ
つ
つ
、…
… 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
常
夏 
③
二
三
二
頁
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
貫
河
の 
瀬
々
の
柔
ら
手
枕
た
ま
く
ら 
柔
ら
か
に 
寝 ぬ
る
夜
は
な
く
て 
親
放 さ
く
る
つ
ま 
 
 
 
親
放 さ
く
る 
つ
ま
は 
ま
し
て
る
は
し 
し
か
さ
ら
ば 
矢
矧
や
は
ぎ
の
市
に 
沓 くつ買
ひ
に
か 
 
 
 
む 
 
 
 
沓 くつ買
は
ば 
細
鞋
せ
ん
が
いの
細 ほそ底 じきを
買
へ 
さ
し
履
き
て 
上
裳
と
り
着
て 
宮
路
通
は
む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
催
馬
楽
「
貫
河
」）  
 
 
本
文
⑭
は
、光
源
氏
と
玉
鬘
が
、夕
霧
と
雲
居
雁
の
結
婚
を
許
さ
な
い
内
大
臣
の
態
度
に
つ
い
て
、
「
我
家
」
の
詞
章
を
用
い
て
や
り
と
り
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
ま
た
、
本
文
⑮
は
そ
の
直
後
の
場
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面
で
あ
り
、
光
源
氏
が
、
親
に
仲
を
裂
か
れ
る
恋
人
た
ち
を
歌
っ
た
催
馬
楽
「
貫
河
」
を
、
和
琴
を
弾
き
な
が
ら
歌
い
、
表
向
き
に
は
父
娘
で
あ
る
自
ら
と
玉
鬘
の
関
係
に
も
重
ね
て
い
る
。
な
お
、
本
文
⑧
は
、
玉
鬘
が
鬚
黒
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
後
、
光
源
氏
が
や
は
り
和
琴
を
演
奏
し
な
が
ら
風
俗
歌
「
鴛
鴦
」
を
歌
唱
す
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
先
に
も
挙
げ
た
中
西
論
で
詳
し
い
考
察
が
な
さ
れ
、「
鴛
鴦
」の
詞
章
の
水
鳥
に
は
光
源
氏
自
身
を
も
含
め
た
求
婚
者
が
、玉
藻
に
は
玉
鬘
が
喩
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
解
釈
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。場
面
の
状
況
か
ら
、「
貫
河
」と
同
様
に
、「
鴛
鴦
」の
歌
唱
に
も
光
源
氏
の
玉
鬘
に
対
す
る
恋
心
が
込
め
ら
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。 
 
こ
の
よ
う
に
、
風
俗
歌
が
用
い
ら
れ
る
大
半
の
女
君
は
、
催
馬
楽
の
引
用
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
催
馬
楽
に
も
風
俗
歌
に
も
光
源
氏
と
女
君
の
恋
に
関
係
す
る
用
例
が
あ
り
、
そ
こ
に
両
歌
謡
の
音
楽
的
差
異
の
反
映
が
あ
る
か
ど
う
か
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
む
し
ろ
、
確
実
に
意
識
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
は
、
と
も
に
地
方
の
俗
謡
が
成
り
立
ち
に
深
く
関
係
し
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
み
ら
れ
る
詞
章
の
共
通
性
な
の
で
は
な
い
か
。『
源
氏
物
語
』に
お
い
て
、催
馬
楽
と
風
俗
歌
が
同
じ
女
君
に
か
か
わ
っ
て
用
い
ら
れ
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
章
が
共
通
し
て
持
つ
地
方
性
や
官
能
性
が
際
立
つ
よ
う
、
相
乗
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。 
   
 
 
 
 
三
、「
若
紫
」
巻
に
お
け
る
風
俗
歌
「
常
陸
」  
三
一
、
問
題
の
所
在 
 
さ
て
、
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
風
俗
歌
の
多
く
の
詞
章
に
は
、
地
方
の
国
名
や
地
名
が
み
ら
れ
る
。
特
に
、
本
文
②
・
本
文
③
の
「
伊
予
湯
」
と
本
文
⑦
の
「
伊
勢
人
」
に
つ
い
て
は
、
詞
章
に
含
ま
れ
る「
伊
予
」「
伊
勢
」と
い
う
国
名
が
、伊
予
介
と
そ
の
娘
の
軒
端
の
荻
、伊
勢
に
下
向
し
た
六
条
御
息
所
と
い
う
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
縁
の
あ
る
人
物
に
関
連
し
て
本
文
に
引
か
れ
て
い
る
。一
方
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
本
文
④
の
「
若
紫
」
巻
の
用
例
で
あ
る
。
前
後
の
文
脈
も
含
め
、
次
に
再
掲
す
る
。 
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君
は
大
殿
に
お
は
し
け
る
に
、
例
の
、
女
君
と
み
に
も
対
面
し
た
ま
は
ず
。
も
の
む
つ
か
し
く 
 
お
ぼ
た
ま
ひ
て
、
あ
づ
ま
を
す
が
掻
き
て
、「
常
陸
に
は
田
を
こ
そ
作
れ
」
と
い
ふ
歌
を
、
声 
 
は
い
と
な
ま
め
き
て
、
す
さ
び
ゐ
給
へ
り
。
参
り
た
れ
ば
、
召
し
寄
せ
て
あ
り
さ
ま
問
ひ
た
ま 
 
ふ
。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
若
紫 
①
二
五
一
～
二
五
二
頁
） 
 
 
 
左
大
臣
邸
で
葵
の
上
の
つ
れ
な
い
態
度
に
接
し
た
光
源
氏
が
、和
琴
を
弾
き
な
が
ら
、風
俗
歌「
常
陸
」
を
歌
唱
す
る
場
面
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
多
く
の
注
釈
書
に
お
い
て
、
場
面
の
状
況
か
ら
、
こ
の
光
源
氏
の
歌
唱
は
葵
の
上
へ
の
思
い
を
込
め
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
葵
の
上
は
常
陸
と
い
う
地
方
と
は
無
縁
の
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
場
面
で
は
、
な
ぜ
、
風
俗
歌「
常
陸
」が
歌
わ
れ
、「
常
陸
」と
い
う
国
名
を
含
む
詞
章
が
本
文
に
引
か
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
古
注
釈
で
は
『
細
流
抄
』
が
興
味
深
い
解
釈
を
示
し
て
い
る
。 
  
 
今
案
い
ま
葵
上
の
れ
い
の
と
み
に
も
た
い
め
ん
せ
す
物
む
つ
か
し
き
や
う
な
る
を
う
ら
め
し
く 
 
 
思
て
さ
ま
〳
〵
の
事
人
の
う
へ
な
と
思
出
給
に
末
摘
の
事
を
ふ
と
思
出
給
な
る
へ
し
末
摘
は
常 
 
 
陸
の
宮
の
御
む
す
め
也
然
も
末
摘
に
逢
給
事
此
時
分
に
あ
た
る
へ
し 
 
 
 
 
（『
細
流
抄
』） 
  
『
細
流
抄
』
は
、
光
源
氏
の
歌
唱
が
、
葵
の
上
で
は
な
く
故
常
陸 、、宮
の
末
摘
花
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
の
も
の
だ
と
解
釈
す
る
。「
若
紫
」巻
の
場
面
で
、常
陸
国
の
風
俗
歌
が
用
い
ら
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
た
注
釈
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
他
に
な
く
、
注
目
さ
れ
る
。
一
方
で
、
こ
の
解
釈
に
は
問
題
点
も
あ
る
。末
摘
花
は
、次
巻
の「
末
摘
花
」巻
で
初
め
て
登
場
す
る
女
君
で
あ
り
、「
若
紫
」巻
に
お
い
て
は
一
切
言
及
が
な
い
。ま
た
、『
源
氏
物
語
』正
篇
の
諸
巻
を「
若
紫
系
」と「
玉
鬘
系
」に
分
け
て『
源
氏
物
語
』の
成
立
を
捉
え
る
見
方
に
立
て
ば
、「
玉
鬘
系
」に
属
す
る「
末
摘
花
」巻
は
、「
若
紫
系
」の「
若
紫
」巻
が
成
立
し
た
後
に
書
か
れ
、挿
入
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
⑿
。『
源
氏
物
語
』諸
巻
の
成
立
の
順
序
に
関
し
て
は
な
お
決
定
的
な
説
を
み
る
に
至
っ
て
い
な
い
が
、「
若
紫
」巻
に
次
巻
の「
末
摘
花
」巻
の
伏
線
的
な
内
容
が
含
ま
れ
う
る
の
か
ど
う
か
は
、
1 8 5 
 
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。 
 
さ
ら
に
、『
細
流
抄
』は
、本
文
に
引
か
れ
て
い
る
詞
章「
常
陸
に
は
田
を
こ
そ
作
れ
」が
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
明
確
に
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
点
は
、
現
行
の
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
に
お
い
て
も
な
お
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
風
俗
歌
「
常
陸
」
の
詞
章
が
難
解
で
あ
り
、
さ
ら
、
に
現
存
す
る
詞
章
に
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。 
 
一
つ
は
、
二
節
で
掲
げ
た
鍋
島
家
本
『
東
遊
歌
風
俗
歌
』
に
み
ら
れ
る
詞
章
⒜
・
⒝
の
よ
う
に
、
「
あ
だ
心
」
と
い
う
こ
と
ば
を
含
む
も
の
で
あ
る
⒀
。 
 
 
 
⒜ 
常
陸
に
も
田
を
こ
そ
作
れ
あ
だ
心
や
か
ぬ
と
や
君
が
山
を
越
え
野
を
越
え
雨
夜
来
ま
せ
る 
 
 
 
⒝ 
常
陸
に
は
田
を
こ
そ
作
れ
あ
だ
心
か
ぬ
と
や
君
は
山
を
越
え
野
を
越
え
雨
夜
来
ま
せ
る 
 
 
 
現
行
の
大
半
の
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
「
あ
だ
心
」
を
含
む
詞
章
を
注
に
掲
げ
て
い
る
。詞
章
の
解
釈
と
し
て
は
、日
本
古
典
文
学
大
系
⒁
に
お
い
て
、小
西
甚
一
が
、「
他
心
が
あ
る
な
ら
、
山
を
越
え
て
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
来
る
と
は
変
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
本
来
の
詞
章
は
「
あ
だ
心
置
か
ぬ
」
す
な
わ
ち
、
浮
気
心
は
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
、
農
作
業
を
手
伝
う
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
山
を
越
え
て
ま
で
雨
夜
に
来
て
く
れ
た
男
へ
の
感
謝
を
歌
っ
た
女
の
歌
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
小
西
は
、「
あ
だ
心
」と「
か
ぬ
」の
間
の「
や
」
は
囃
子
詞
で
あ
り
、こ
れ
を
歌
わ
な
い
時
は「
あ
だ
心
置
か
ぬ
」と
続
い
た
た
め
、「
あ
だ
ご
こ
ろ
」の「
ろ
」の
影
響
で
、「
お
か
ぬ
」の
語
頭
母
音
の「
お
」が
脱
落
し
た
の
だ
と
す
る
。一
方
、『
源
氏
物
語
』の
注
釈
に
お
い
て
は
、『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
が
、「
あ
だ
心
か
ぬ
」
を
、「
あ
だ
心
兼
ぬ
」、
浮
気
心
を
併
せ
持
つ
意
と
捉
え
、
恋
人
の
浮
気
を
疑
っ
て
野
山
を
超
え
て
恋
人
に
会
い
に
来
た
女
の
歌
と
解
釈
し
、
光
源
氏
は
、
葵
の
上
に
浮
気
を
疑
わ
れ
て
い
る
自
身
と
重
ね
合
わ
せ
て
歌
唱
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
⒂
は
、『
玉
の
小
櫛
』
と
ほ
ぼ
同
様
の
解
釈
を
示
し
た
上
で
、
小
西
の
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説
も
紹
介
し
、「
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
葵
の
上
の
態
度
と
対
照
的
」
と
す
る
。 
 
も
う
一
方
の
風
俗
歌
「
常
陸
」
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、『
承
徳
本
古
謡
集
』
に
み
ら
れ
る
、「
誰
を
か
ね
」
と
い
う
こ
と
ば
を
含
む
も
の
あ
る
。 
 
 
 
⒞ 
常
陸
に
は 
田
を
こ
そ
作
れ 
誰
を
か
ね 
山
を
越
え 
野
を
も
越
え 
君
が 
雨
夜
来
ま 
 
 
せ
る
や 
  
詞
章
の
解
釈
と
し
て
は
、「『
承
徳
本
古
謡
集
』注
釈
」 ⒃
に
お
い
て
、内
藤
英
人
が
、「
誰
を
か
ね
」
を「
誰
を
予 か
ね
」、す
な
わ
ち
、「
い
っ
た
い
誰
と
共
寝
し
よ
う
と
予
定
し
て
」と
解
釈
し
、「
田
作
り
に
忙
し
い
な
か
、
険
し
い
道
の
り
を
経
て
雨
降
る
夜
中
に
自
分
を
訪
問
し
て
く
れ
た
、
男
の
熱
烈
な
愛
情
に
対
す
る
」女
の
歌
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』の
注
釈
に
お
い
て
は
、『
源
氏
釈
』
の
諸
本
の
多
く
⒄
が
こ
ち
ら
の
詞
章
を
引
い
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
襲
す
る
形
で
、
以
降
の
古
注
釈
の
大
半
は
⒞
の
詞
章
を
掲
げ
て
い
る
。そ
の
中
で
、「
常
陸
」の
詞
章
の
解
釈
に
言
及
し
て
い
る
注
釈
と
し
て
、
賀
茂
真
淵
の
『
源
氏
物
語
新
釈
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
賀
茂
真
淵
も
「
誰
を
か
ね
」
を
「
誰
を
予
ね
」
と
捉
え
て
お
り
、
他
な
ら
な
い
恋
人
に
は
る
ば
る
会
い
に
来
た
と
い
う
詞
章
の
内
容
を
、
葵
の
上
に
会
い
に
行
っ
た
光
源
氏
の
心
情
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
行
の
注
釈
で
は
、新
潮
日
本
古
典
集
成
⒅
が
、⒞
の
詞
章
を
載
せ
て
い
る
。や
は
り
、「
誰
を
か
ね
」を「
誰
を
予
ね
」と
捉
え
た
上
で
、「
常
陸
で
は
田
作
り
に
忙
し
い
の
に
、一
体
誰
を
お
め
あ
て
に
あ
な
た
は
山
を
越
え
野
を
越
え
雨
夜
を
わ
ざ
わ
ざ
い
ら
し
た
の
」と
、女
の
歌
と
し
て
詞
章
を
解
釈
し
、「
わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
来
た
の
に
相
手
に
な
っ
て
く
れ
な
い
葵
の
上
へ
の
あ
て
こ
す
り
に
歌
っ
て
い
る
」
と
、
真
淵
と
は
異
な
る
見
解
を
述
べ
て
い
る
。 
 
以
上
の
よ
う
に
、『
源
氏
物
語
』「
若
紫
」
巻
に
お
け
る
風
俗
歌
「
常
陸
」
の
歌
唱
場
面
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
は
、
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
詞
章
を
⒜
（
な
い
し
は
⒝
）
と
、
⒞
の
ど
ち
ら
と
し
て
想
定
す
る
か
、
そ
し
て
、
詞
章
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
「
若
紫
」
巻
の
光
源
氏
の
心
情
と
ど
う
重
ね
ら
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
三
つ
の
問
題
が
あ
り
、
先
行
研
究
に
お
け
る
見
解
は
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そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
一
つ
目
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
大
き
な
異
同
が
あ
る
「
あ
だ
心
か
ぬ
／
誰
を
か
ね
」
の
部
分
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
判
断
は
非
常
に
難
し
い
。
そ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
二
つ
目
の
問
題
点
、⒜・⒝・⒞
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
章
の
解
釈
に
つ
い
て
、検
討
を
試
み
た
い
。 
 三
二
、
風
俗
歌
「
常
陸
」
の
解
釈 
 
は
じ
め
に
、
⒜
と
⒝
の
「
あ
だ
心
や
か
ぬ
と
や
」
の
解
釈
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。「『
承
徳
本
古
謡
集
』
注
釈
」
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
田
を
作
り
、
山
越
え
を
し
て
雨
夜
に
や
っ
て
来
る
の
は
男
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
風
俗
歌
「
常
陸
」
は
、
男
を
迎
え
る
女
の
歌
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。よ
っ
て
、「
あ
だ
心
」を
持
っ
て
い
る
男
が
は
る
ば
る
会
い
に
来
る
と
い
う
の
は
不
可
解
だ
と
す
る
小
西
の
指
摘
は
妥
当
で
あ
る
。
一
方
で
、
本
来
の
詞
章
は
「
あ
だ
心
置
か
ぬ
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
説
に
つ
い
て
は
確
証
に
欠
け
よ
う
。
現
存
す
る
詞
章
は
す
べ
て
「
か
ぬ
」
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
仮
に
「
お
」
の
脱
落
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
鍋
島
家
本
『
東
遊
歌
風
俗
歌
』
な
ど
の
風
俗
歌
の
譜
が
成
立
し
た
時
点
で
は
、こ
の
部
分
は「
お
か
ぬ
」で
は
な
く「
か
ぬ
」と
し
て
、人
々
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
そ
こ
で
、注
目
さ
れ
る
の
は
詞
章
の「
と
や
」で
あ
る
。「
と
や
」の
「
や
」
に
つ
い
て
、従
来
の
注
釈
で
は
間
投
助
詞
と
さ
れ
て
い
る
が
、
反
語
の
係
助
詞
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、「
か
ぬ
」
は
併
せ
持
つ
意
の
「
兼
ぬ
」
と
取
り
、「
あ
だ
心
や
兼
ぬ
と
や
」を
、「
あ
だ
心
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
の
か
、い
や
持
っ
て
い
な
い
」と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
歌
謡
の
詞
章
に
お
け
る
「
や
」
は
、
間
投
助
詞
な
の
か
係
助
詞
な
の
か
、
判
断
が
難
し
い
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、
二
節
に
掲
げ
た
催
馬
楽
「
東
屋
」
の
詞
章
の
最
後
の
「
我
や
人
妻
」
の
「
や
」も
二
通
り
に
解
せ
る
が
、現
行
の
催
馬
楽
の
注
釈
で
は
、詞
章
の
内
容
か
ら
反
語
と
捉
え
て
、
「
私
は
人
妻
だ
ろ
う
か
。
い
や
人
妻
で
は
な
い
」
と
す
る
解
釈
が
主
流
で
あ
る
。
⒜
と
⒝
の
詞
章
に
お
い
て
は
、「
あ
だ
心
や
か
ぬ
」
の
前
に
、「
常
陸
に
も
（
は
）
田
を
こ
そ
作
れ
」
と
あ
り
、
係
助
詞
「
こ
そ
」
と
已
然
形
の
用
法
か
ら
、
両
者
の
こ
と
ば
の
関
係
は
逆
接
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
常
陸
に
も
田
を
こ
そ
作
れ
あ
だ
心
や
か
ぬ
と
や
」
と
い
う
詞
章
の
部
分
は
、「
常
陸
に
も
田
を
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作
っ
て
い
る
の
に
（
こ
う
し
て
来
た
の
だ
か
ら
）
浮
気
心
を
持
っ
て
い
る
は
ず
が
な
い
」
と
、
田
作
り
に
忙
し
い
中
、
は
る
ば
る
女
の
も
と
を
訪
れ
た
自
身
の
誠
意
を
訴
え
る
男
の
こ
と
ば
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
⒜
と
⒝
の
詞
章
の
試
訳
を
示
す
と
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。 
 ［
⒜
・
⒝
試
訳
］「
常
陸
に
も （は）田
を
作
っ
て
い
る
の
に
、（
こ
う
し
て
や
っ
て
来
た
私
が
）浮
気
心
を 
 
 
 
 
 
 
 
持
っ
て
い
る
と
い
う
の
か
、い
や
持
っ
て
い
る
は
ず
が
な
い
」。山
を
越
え
、野
越 
 
 
 
 
 
 
 
え
、
君
が （は）雨
夜
に
（
共
寝
を
し
に
）
い
ら
っ
し
ゃ
る
。 
  
次
に
、
⒞
の
解
釈
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
諸
注
の
解
釈
通
り
、「
誰
を
か
ね
」
は
「
誰
を
予
ね
」、
「
い
っ
た
い
誰
を
期
待
し
て
」と
捉
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。『
源
氏
物
語
新
釈
』や「『
承
徳
本
古
謡
集
』
注
釈
」
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
表
現
は
男
の
目
当
て
は
他
な
ら
な
い
自
分
で
あ
る
と
い
う
女
の
恋
情
を
暗
に
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
戯
れ
て
空
と
ぼ
け
て
い
る
よ
う
な
表
現
で
あ
り
、
男
へ
の
軽
い
か
ら
か
い
が
含
ま
れ
て
い
よ
う
。
⒞
に
関
し
て
は
、「『
承
徳
本
古
謡
集
』
注
釈
」
の
解
釈
に
ほ
ぼ
同
意
で
は
あ
る
が
、
次
に
試
訳
を
示
す
。 
 ［
⒞
試
訳
］（
君
は
）
常
陸
に
は
田
を
作
っ
て
い
る
の
に
、
い
っ
た
い
誰
を
期
待
し
て
、
山
を
越
え
、 
 
 
 
 
 
野
を
も
越
え
、君
が
雨
夜
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か（
そ
れ
は
私
と
共
寝
を
す
る
た
め
だ
）。 
  
以
上
の
よ
う
に
、
風
俗
歌
「
常
陸
」
は
、
い
ず
れ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
も
、
女
が
男
の
来
訪
を
迎
え
る
歌
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
男
女
の
親
密
な
共
寝
を
匂
わ
せ
る
官
能
的
な
内
容
と
し
て
解
釈
し
う
る
の
で
は
な
い
か
。
よ
っ
て
、『
源
氏
物
語
』「
若
紫
」
巻
に
お
い
て
、
ど
ち
ら
の
詞
章
が
想
定
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
特
定
で
き
な
く
と
も
、
解
釈
に
は
問
題
が
な
い
と
考
え
る
。 
 
ま
た
、「
常
陸
に
も（
は
）田
を
こ
そ
作
れ
」と
い
う
表
現
か
ら
は
、男
が
別
の
国
か
ら
国
境
を
越
え
て
常
陸
の
地
へ
田
作
り
に
赴
い
て
い
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
第
二
部
第
三
章
に
お
い
て
、
催
馬
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楽
「
山
城
」
が
石
清
水
八
幡
宮
臨
時
祭
で
歌
わ
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
飯
島
一
彦
の
論
⒆
に
触
れ
た
が
、
飯
島
は
、
風
俗
歌
「
常
陸
」
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
、
詞
章
に
含
ま
れ
る
土
地
に
、
国
境
な
ど
の
境
界
領
域
を
抜
け
て
訪
れ
た
際
に
歌
わ
れ
る
例
が
あ
る
「
越
境
の
歌
謡
」
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
風
俗
歌
「
常
陸
」
は
、
男
の
越
境
行
為
が
歌
わ
れ
て
い
る
曲
で
あ
る
と
も
捉
え
ら
れ
る
。こ
の
こ
と
と
か
か
わ
ら
せ
な
が
ら
、次
節
で
は
、三
つ
目
の
問
題
点
で
あ
る
、「
若
紫
」巻
に
お
け
る
光
源
氏
の
風
俗
歌
「
常
陸
」
の
歌
唱
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。 
 三
三
、『
源
氏
物
語
』「
若
紫
」
巻
に
お
け
る
風
俗
歌
「
常
陸
」  
 
本
文
④
の
光
源
氏
の
風
俗
歌
「
常
陸
」
の
歌
唱
を
考
え
る
際
に
、
看
過
で
き
な
い
の
が
、
非
常
に
よ
く
似
た
事
態
が
語
ら
れ
て
い
る
次
の
「
花
宴
」
巻
の
場
面
で
あ
る
。 
 ⑯
大
殿
に
は
、
例
の
、
ふ
と
も
対
面
し
た
ま
は
ず
。
つ
れ
づ
れ
と
よ
ろ
づ
思
し
め
ぐ
ら
さ
れ
て
、 
 
筝
の
御
琴
ま
さ
ぐ
り
て
、「
や
は
ら
か
に
寝 ぬ
る
夜
は
な
く
て
」
と
う
た
ひ
た
ま
ふ
。
大
臣
渡
り 
 
た
ま
ひ
て
、一
日
ひ
と
ひ
の
興
あ
り
し
こ
と
聞
こ
え
た
ま
ふ
。 
 
 
 
 
 
（
花
宴 
①
三
六
一
頁
） 
 
 
例
に
よ
っ
て
、
葵
の
上
に
冷
淡
な
仕
打
ち
を
受
け
た
光
源
氏
が
、
左
大
臣
邸
で
筝
の
琴
を
弾
き
な
が
ら
催
馬
楽
「
貫
河
」
を
歌
唱
す
る
場
面
で
あ
る
。
本
文
に
引
か
れ
て
い
る
詞
章
「
や
は
ら
か
に
寝
る
夜
は
な
く
て
」
は
、
女
君
と
共
寝
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
光
源
氏
の
嘆
き
と
一
致
し
て
い
る
。催
馬
楽
の
注
釈
書
で
は
、「
貫
河
」は
恋
人
同
士
で
あ
る
男
と
女
の
問
答
の
歌
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、「
貫
河
の
」
か
ら
「
親
放
く
る
つ
ま
」
ま
で
の
詞
章
は
、
概
ね
女
の
こ
と
ば
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
塚
亘
⒇
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
源
氏
物
語
』
の
時
代
に
は
、「
貫
河
の
」
か
ら
「
沓
買
ひ
に
か
む
」ま
で
は
、男
の
こ
と
ば
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、光
源
氏
は「
貫
河
」
の
詞
章
の
男
に
自
身
の
思
い
を
重
ね
て
歌
唱
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。ま
た
、「
貫
河
」の
詞
章
全
体
を
考
慮
す
る
と
、
恋
人
た
ち
は
親
の
妨
害
に
よ
っ
て
共
寝
で
き
な
い
だ
け
で
、
心
は
通
じ
合
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
光
源
氏
と
葵
の
上
の
関
係
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
先
行
研
究
( 2 1 )
に
お
い
て
、
こ
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の
光
源
氏
の
歌
唱
は
、「
貫
河
」の
詞
章
の
女
と
葵
の
上
の
冷
淡
な
態
度
を
比
較
し
あ
て
こ
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
川
正
美
( 2 2 )
は
、
葵
の
上
の
父
親
の
左
大
臣
が
光
源
氏
を
賛
美
す
る
場
面
が
連
続
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
敢
え
て
親
に
仲
を
裂
か
れ
る
「
貫
河
」
の
詞
章
と
は
異
な
る
状
況
を
設
定
す
る
こ
と
で
、「
光
源
氏
の
不
満
と
怒
り
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
」と
す
る
。さ
ら
に
、
岡
田
ひ
ろ
み
( 2 3 )
は
、「
つ
れ
づ
れ
と
よ
ろ
づ
思
し
め
ぐ
ら
さ
れ
て
」
の
文
言
に
注
目
し
、「
貫
河
」の
歌
唱
に
は
、葵
の
上
だ
け
で
は
な
く
、藤
壺・紫
の
上・朧
月
夜
と
い
う
、い
ず
れ
も
、「
親
」
が
恋
の
妨
げ
と
な
る
女
君
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
も
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。  
こ
う
し
た
「
花
宴
」
巻
の
先
行
研
究
も
踏
ま
え
な
が
ら
、「
若
紫
」
巻
に
お
け
る
風
俗
歌
「
常
陸
」
の
歌
唱
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。前
項
で
確
認
し
た
よ
う
に
、「
常
陸
」は
女
の
歌
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
文
に
引
か
れ
て
い
る
「
常
陸
に
は
田
を
こ
そ
作
れ
」
と
い
う
部
分
の
主
体
は
男
で
あ
る
。
「
花
宴
」
巻
に
お
け
る
「
貫
河
」
の
用
い
ら
れ
方
と
相
似
す
る
と
み
る
な
ら
ば
、
光
源
氏
は
、
風
俗
歌
「
常
陸
」
の
詞
章
に
登
場
す
る
、
情
熱
的
な
様
子
で
女
を
訪
ね
る
男
に
、
葵
の
上
の
も
と
を
訪
ね
た
自
身
を
重
ね
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。す
な
わ
ち
、先
行
研
究
の
中
で
は
、『
源
氏
物
語
新
釈
』の
真
淵
の
解
釈
が
適
切
で
あ
ろ
う
。さ
ら
に
、「
常
陸
」の
詞
章
の
全
体
を
み
れ
ば
、雨
夜
に
来
訪
し
た
男
を
迎
え
る
官
能
的
な
女
の
様
子
も
読
み
取
れ
、葵
の
上
の
冷
淡
な
態
度
と
は
異
な
る
。「
花
宴
」巻
に
お
け
る
催
馬
楽
「
貫
河
」
の
歌
唱
と
同
様
に
、
光
源
氏
の
風
俗
歌
「
常
陸
」
の
歌
唱
に
は
、
詞
章
の
女
と
は
異
な
る
葵
の
上
の
態
度
へ
の
不
満
が
表
出
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。 
そ
の
よ
う
に
捉
え
た
上
で
、「
常
陸
に
は
田
を
こ
そ
作
れ
」
の
「
常
陸
」
に
、
何
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
、「
常
陸
」
と
い
う
こ
と
ば
は
多
く
登
場
す
る
が
、
大
半
は
人
名
に
冠
せ
ら
れ
る
用
例
で
あ
る
。
長
谷
章
久
( 2 4 )
は
、
常
陸
の
地
に
対
す
る
具
体
的
描
写
が
乏
し
い
こ
と
を
指
摘
し
、「
紫
式
部
の
常
陸
に
対
す
る
知
識
が
人
聞
き
以
上
に
出
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
。ま
た
、森
本
茂
( 2 5 )
は
、長
谷
と
同
じ
見
解
を
示
し
た
上
で
、「
あ
づ
ま
ぢ
の
み
ち
の
は
て
な
る
ひ
た
ち
お
び
の
か
ご
と
ば
か
り
も
あ
ひ
み
て
し
か
な（『
古
今
和
歌
六
帖
』第
五 
お
び 
三
三
六
〇
）」の
影
響
か
ら
、『
源
氏
物
語
』に
お
け
る「
常
陸
」に
は
、「
東
路
の
道
の
果
て
」に
あ
る
「
辺
境
」
の
地
と
し
て
「
東
」
を
代
表
さ
せ
た
意
識
が
読
み
取
れ
る
と
し
て
い
る
。
本
文
④
に
お
い
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て
、「
あ
づ
ま
」
琴
で
演
奏
さ
れ
る
「
常
陸
」
に
も
、
常
陸
国
そ
の
も
の
で
は
な
く
、「
東
」「
辺
境
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
負
わ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
( 2 6 )
。
こ
の
場
面
で
は
、
光
源
氏
が
風
俗
歌
「
常
陸
」
を
歌
唱
し
た
直
後
に
、
惟
光
が
参
上
し
て
い
る
。
紫
の
上
の
も
と
へ
遣
わ
し
て
い
た
惟
光
か
ら
、
兵
部
卿
宮
が
紫
の
上
を
引
き
取
ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
情
報
を
得
た
光
源
氏
は
、
夜
も
明
け
な
い
う
ち
に
、
急
ぎ
紫
の
上
を
二
条
院
へ
と
迎
え
る
。
本
文
④
の
場
面
に
お
い
て
、
光
源
氏
の
心
に
は
紫
の
上
へ
の
思
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
北
山
か
ら
帰
京
し
た
紫
の
上
の
住
居
の
所
在
で
あ
る
。 
 
 
 
⑰
月
の
を
か
し
き
夜
、
忍
び
た
る
所
に
か
ら
う
じ
て
思
ひ
た
ち
た
ま
へ
る
を
、
時
雨
め
い
て
う
ち 
 
 
そ
そ
く
。
お
は
す
る
所
は
六
条
京
極
わ
た
り
に
て
、
内
裏
よ
り
な
れ
ば
、
す
こ
し
ほ
ど
遠
き
心 
 
 
地
す
る
に
、
荒
れ
た
る
家
の
、
木
立
い
と
も
の
古
り
て
、
木
暗
う
見
え
た
る
あ
り
。
例
の
御
供 
 
 
に
離
れ
ぬ
惟
光
な
む
、「
故
按
察
使
大
納
言
の
家
に
は
べ
り
。…
…
」 
（
若
紫 
①
二
三
五
頁
） 
 
本
文
⑰
か
ら
は
、
六
条
京
極
近
辺
に
、
光
源
氏
が
忍
ん
で
通
っ
て
い
る
女
( 2 7 )
が
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
付
近
に
紫
の
上
の
祖
父
の
故
按
察
使
大
納
言
の
邸
が
あ
り
、
紫
の
上
が
身
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
六
条
京
極
は
内
裏
か
ら
離
れ
た
都
の
東
端
、
す
な
わ
ち
「
東
の
果
て
」
に
位
置
す
る
。「
常
陸
に
は
田
を
こ
そ
作
れ
」の「
常
陸
」に
は
、紫
の
上
や
忍
ん
で
通
う
女
が
い
る
六
条
京
極
近
辺
と
い
う「
辺
境
」が
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。「
澪
標
」巻
で「
下
つ
方
の
京
極
わ
た
り
な
れ
ば
、人
げ
遠
く
、山
寺
の
入
相
の
声
々
に
添
へ
て
も
、…
…（
澪
標 
②
三
一
八
）」と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
六
条
京
極
は
、
東
山
を
間
近
に
し
た
都
の
外
れ
の
地
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
次
の
『
伊
勢
集
』
三
七
五
番
歌
に
お
い
て
も
、
京
極
大
路
周
辺
は
、
道
案
内
が
必
要
な
ほ
ど
の
、
都
の
「
ほ
と
り
」
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。 
 
 
 
 
 
京
ご
く
な
る
人
の
い
へ
に
き
て
、
か
た
た
が
ふ
と
て
、
そ
の
わ
た
り
な
る
人
に 
 
 
こ
の
さ
と
に
し
る
べ
に
君
も
い
で
き
な
む
み
や
こ
ほ
と
り
に
我
は
き
に
け
り 
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（『
伊
勢
集
』 
三
七
五
） 
 
 
 
ま
た
、
室
城
秀
之
( 2 8 )
は
、『
う
つ
ほ
物
語
』
に
お
い
て
、
正
頼
の
家
の
空
間
が
、「
…
…
京
極
よ
り
西
は
、異
人
の
家
な
し
」（
沖
つ
白
波 
五
〇
三
）と
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、物
語
に
お
い
て
京
極
の
地
が〈
都
市
〉の
秩
序
が
届
か
な
い
異
界
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
論
理
に
か
か
わ
る
指
摘
で
あ
る
が
、
物
語
が
正
頼
の
支
配
す
る
空
間
の
東
限
を
京
極
と
設
定
し
、
そ
の
よ
う
に
描
写
す
る
の
は
、
や
は
り
、
平
安
中
期
に
お
い
て
、
こ
の
地
に
辺
境
性
が
感
じ
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 
さ
て
、
本
文
④
の
場
面
の
前
日
に
、
光
源
氏
は
六
条
京
極
の
故
按
察
使
大
納
言
の
邸
で
夜
を
過
ご
し
て
い
る
。
そ
し
て
帰
る
道
す
が
ら
、
本
文
⑰
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
忍
び
た
る
所
」
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
光
源
氏
は
、
女
の
邸
の
門
を
行
き
過
ぎ
難
い
と
い
う
心
情
を
、
催
馬
楽
「
妹
之
門
」
の
詞
章
を
踏
ま
え
た
和
歌
で
表
現
し
て
い
る
。 
 
 
⑱
い
み
じ
う
霧
り
わ
た
れ
る
空
も
た
だ
な
ら
ぬ
に
、
霜
は
い
と
白
う
お
き
て
、
ま
こ
と
の
懸
想
も 
 
 
を
か
し
か
り
ぬ
べ
き
に
、
さ
う
ざ
う
し
う
思
ひ
お
は
す
。
い
と
忍
び
て
通
ひ
た
ま
ふ
所
の
道
な 
 
 
り
け
る
を
思
し
出
で
て
、門
う
ち
た
た
か
せ
た
ま
へ
ど
、聞
き
つ
く
る
人
な
し
。か
ひ
な
く
て
、 
 
 
御
供
に
声
あ
る
人
し
て
歌
は
せ
た
ま
ふ
。 
 
 
 
朝
ぼ
ら
け
霧
立
つ
空
の
ま
よ
ひ
に
も
行
き
過
ぎ
が
た
き
妹
が
門
か
な 
 
 
と
、二
返
り
ば
か
り
歌
ひ
た
る
に
、…
… 
 
 
 
 
 
 
（
若
紫 
①
二
四
六
～
二
四
七
頁
） 
  
注
目
し
た
い
の
は
、本
文
に
直
接
引
か
れ
て
い
な
い
部
分
で
は
あ
る
も
の
の
、「
妹
之
門
」の
詞
章
に
、「
し
で
田
長
」と
い
う
こ
と
ば
が
含
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。催
馬
楽
の
注
釈
書
に
お
い
て
は
、郭
公
の
異
名
と
す
る
解
釈
と
農
夫
の
長
へ
の
呼
び
か
け
と
す
る
解
釈
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
田
長
」と
い
う
こ
と
ば
か
ら
は
田
作
り
が
連
想
さ
れ
る
。本
文
④
で
、光
源
氏
が
風
俗
歌「
常
陸
」
の
詞
章
の
常
陸
で
田
を
作
る
男
に
自
身
を
重
ね
る
の
は
、
そ
の
未
明
に
、
六
条
京
極
の
「
忍
び
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た
る
所
」
で
、
農
夫
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
詞
章
を
持
つ
催
馬
楽
「
妹
之
門
」
の
詞
章
に
自
身
の
心
情
を
重
ね
た
こ
と
と
繋
が
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
本
文
④
の
場
面
で
は
、
六
条
京
極
に
住
む
女
た
ち
の
も
と
へ
行
っ
て
い
た
の
に
、
葵
の
上
を
求
め
て
訪
れ
た
と
い
う
光
源
氏
の
状
況
が
、
風
俗
歌
「
常
陸
」
の
詞
章
の
、
越
境
し
て
来
訪
す
る
男
の
姿
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
( 2 9 )
。 
「
常
陸
に
は
田
を
こ
そ
作
れ
」
の
部
分
が
、
紫
の
上
や
六
条
京
極
の
女
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
と
捉
え
れ
ば
、
本
文
④
の
場
面
で
な
ぜ
敢
え
て
常
陸
国
の
風
俗
歌
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
も
説
明
が
つ
こ
う
。
紫
の
上
は
、
光
源
氏
の
心
を
強
く
ひ
き
つ
け
て
は
い
る
が
、
ま
だ
幼
く
、
共
に
夜
を
過
ご
し
て
も
「
ま
こ
と
の
懸
想
」
の
相
手
に
は
な
ら
ず
、
六
条
京
極
の
女
は
、
門
前
の
光
源
氏
を
迎
え
入
れ
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
訪
れ
た
葵
の
上
も
頑
な
な
態
度
を
崩
さ
ず
、
光
源
氏
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
官
能
的
な
風
俗
歌
「
常
陸
」
を
、
ひ
と
り
歌
う
光
源
氏
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
女
君
へ
の
満
た
さ
れ
な
い
思
い
を
そ
の
歌
唱
に
込
め
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。 
   
 
 
 
 
四
、
結
び 
 
『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
、
風
俗
歌
は
、
詞
章
に
含
ま
れ
る
国
名
や
地
名
と
縁
の
深
い
女
君
と
光
源
氏
の
か
か
わ
り
の
中
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
で
、
風
俗
歌
が
用
い
ら
れ
る
女
君
の
大
半
は
、
催
馬
楽
の
引
用
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
催
馬
楽
と
風
俗
歌
は
、
ど
ち
ら
も
そ
の
発
生
に
地
方
諸
国
の
俗
謡
が
深
く
関
係
し
て
お
り
、
そ
の
詞
章
は
、
非
常
に
似
通
っ
た
も
の
が
多
い
。『
源
氏
物
語
』に
お
い
て
、催
馬
楽
と
風
俗
歌
が
同
じ
女
君
に
か
か
わ
っ
て
用
い
ら
れ
る
と
き
は
、
両
歌
謡
の
詞
章
の
類
似
性
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
章
が
共
通
し
て
持
つ
地
方
性
や
官
能
性
が
際
立
つ
よ
う
、
相
乗
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
 
そ
の
よ
う
に
考
え
た
際
、
光
源
氏
が
風
俗
歌
「
常
陸
」
を
歌
唱
す
る
「
若
紫
」
巻
の
場
面
と
、
催
馬
楽「
貫
河
」を
歌
唱
す
る「
花
宴
」の
巻
の
場
面
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
る
。場
面
の
状
況
か
ら
、
い
ず
れ
の
歌
唱
に
も
光
源
氏
の
葵
の
上
に
対
す
る
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
葵
の
上
は
地
方
性
と
は
無
縁
の
女
君
で
あ
る
。特
に
、「
若
紫
」巻
に
お
い
て
、な
ぜ
敢
え
て
常
陸
国
の
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風
俗
歌
が
用
い
ら
れ
、「
常
陸
に
は
田
を
こ
そ
作
れ
」と
い
う
詞
章
が
本
文
に
引
か
れ
る
の
か
、従
来
の
説
で
は
検
討
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
因
と
し
て
、
現
存
す
る
風
俗
歌
「
常
陸
」
の
詞
章
に
は
、「
あ
だ
心
」と
い
う
こ
と
ば
を
含
む
も
の
と
、含
ま
な
い
も
の
の
、大
き
く
分
け
て
二
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。し
か
し
な
が
ら
、
前
者
の
詞
章
の
「
や
」
を
、
従
来
説
の
間
投
助
詞
で
は
な
く
反
語
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
で
、
ど
ち
ら
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
、
国
境
を
越
え
て
来
訪
し
た
男
と
、
そ
れ
を
迎
え
る
女
の
官
能
的
な
恋
の
歌
と
し
て
解
釈
し
う
る
。 
 
光
源
氏
は
葵
の
上
を
求
め
て
は
る
ば
る
会
い
に
来
た
の
だ
と
い
う
恋
情
を
、「
常
陸
」の
詞
章
の
男
の
様
子
と
重
ね
て
歌
っ
て
お
り
、
ま
た
詞
章
の
女
と
は
違
っ
て
冷
淡
な
葵
の
上
へ
の
不
満
を
訴
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。そ
し
て
、「
常
陸
に
は
田
を
こ
そ
作
れ
」の「
常
陸
」に
は
、常
陸
国
で
は
な
く
、
光
源
氏
が
前
夜
か
ら
未
明
に
か
け
て
訪
れ
て
い
た
都
の
「
東
の
果
て
」
で
あ
る
六
条
京
極
の
地
が
重
ね
ら
れ
、
そ
の
近
辺
に
住
む
紫
の
上
や
「
忍
び
た
る
所
」
の
女
と
光
源
氏
の
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
六
条
京
極
に
住
む
女
た
ち
の
も
と
へ
行
っ
て
い
た
の
に
、葵
の
上
を
求
め
て
訪
れ
た
と
い
う
光
源
氏
の
状
況
が
、「
常
陸
」の
詞
章
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
忍
び
通
い
先
に
立
ち
寄
っ
た
際
の
光
源
氏
の
和
歌
に
は
、
田
作
り
の
農
夫
が
想
起
さ
れ
る
詞
章
を
持
つ
催
馬
楽
「
妹
之
門
」
が
踏
ま
え
ら
れ
て
お
り
、
風
俗
歌
「
常
陸
」
の
歌
唱
に
お
い
て
、
光
源
氏
が
詞
章
の
田
作
り
を
す
る
男
と
自
身
を
重
ね
る
こ
と
と
の
繋
が
り
が
指
摘
で
き
る
。 
 
「
若
紫
」巻
の
風
俗
歌「
常
陸
」の
歌
唱
場
面
と
、「
花
宴
」巻
の
催
馬
楽「
貫
河
」の
歌
唱
場
面
は
非
常
に
相
似
し
て
い
る
と
言
え
る
。先
行
研
究
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
貫
河
」の
歌
唱
に
も
、光
源
氏
と
葵
の
上
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
同
時
期
に
光
源
氏
が
思
い
を
寄
せ
て
い
る
藤
壺
・
紫
の
上
・
朧
月
夜
と
の
関
係
が
ほ
の
め
か
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
光
源
氏
が
、
葵
の
上
の
冷
淡
な
態
度
を
う
け
て
歌
唱
す
る
風
俗
歌「
常
陸
」、催
馬
楽「
貫
河
」の
響
き
は
、地
方
性
や
官
能
性
を
持
つ
女
君
と
光
源
氏
の
関
係
を
も
想
起
さ
せ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
対
照
的
に
、
気
位
が
高
く
親
し
み
や
す
さ
に
欠
け
る
葵
の
上
の
性
質
が
よ
り
印
象
付
け
ら
れ
、
光
源
氏
の
満
た
さ
れ
な
い
思
い
が
強
く
描
き
出
さ
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れ
て
い
る
と
考
え
る
。 
 ※
『
伊
勢
集
』
は
西
本
願
寺
蔵
三
十
六
人
集
「
い
せ
」
に
拠
り
、
適
宜
、
表
記
を
改
め
た
。 
 
注  
⑴ 
山
田
孝
雄
『
源
氏
物
語
之
音
楽
』（
宝
文
館 
一
九
三
四
）。 
⑵ 
志
田
延
義
『
続
日
本
歌
謡
圏
史
』（
至
文
堂 
一
九
六
八
）、
小
野
恭
靖
「
平
安
文
学
と
風
俗
圏 
 
 
歌
謡 
『
枕
草
子
』と『
紫
式
部
日
記
』に
見
る
催
馬
楽
・
風
俗
歌
」（『
歌
謡
文
学
の 
 
 
心
と
言
の
葉
』 
和
泉
書
院 
二
〇
一
六
）
な
ど
。 
⑶ 
植
田
恭
代
「
歌
謡
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
る
か
」（『
源
氏
物
語
講
座
』
第
六
巻 
今
井 
 
 
卓
爾
ほ
か 
編 
勉
誠
社 
一
九
九
二
）。 
⑷ 
中
西
智
子「
真
木
柱
巻
の
玉
鬘
と
官
能
性
の
表
現 
『
源
氏
物
語
』に
お
け
る
風
俗
歌
お
よ 
 
 
び
古
歌
の
引
用
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国
文
学
研
究
』
一
五
二 
二
〇
〇
七
・
六
）。 
⑸ 
日
本
古
典
文
学
大
系
３『
古
代
歌
謡
集
』（
土
橋
寛 
小
西
甚
一 
校
注 
岩
波
書
店 
一
九
五
七
）、 
 
 
小
西
甚
一
に
よ
る
「
東
遊
歌
拾
遺
」
頭
注
。 
⑹ 
飯
島
一
彦
「
悠
紀
主
基
風
俗
歌
の
変
容
」（『
古
代
歌
謡
の
終
焉
と
変
容
』 
お
う
ふ
う 
二
〇 
 
 
〇
七
）。 
⑺ 
注
⑵
前
掲
の
志
田
著
書
。 
⑻ 
注
⑵
前
掲
の
小
野
論
文
。 
⑼ 
歌
謡
研
究
会 
編
「『
承
徳
本
古
謡
集
』
注
釈
（
前
編
）」（『
歌
謡 
研
究
と
資
料
』
六 
一
九
九 
 
 
三
・
一
〇
）。 
⑽ 
た
だ
し
、
地
方
の
国
名
や
地
名
、
風
景
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
現
存
す
る
風 
 
 
俗
歌
の
全
て
が
、
地
方
諸
国
で
成
り
立
っ
た
も
の
だ
と
は
考
え
難
い
。
例
え
ば
、
践
祚
大
嘗
祭 
 
 
の
悠
紀
主
基
風
俗
歌
の
変
容
に
つ
い
て
は
、
飯
島
一
彦
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
（
注
⑹
前
掲
の 
 
 
飯
島
論
文
）。か
つ
て
は
悠
紀
国・主
基
国
の
歌
人・歌
女
が
奏
す
る
在
地
風
俗
歌
だ
っ
た
も
の 
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が
、
仁
明
天
皇
の
頃
に
は
、
宮
廷
の
歌
人
に
よ
っ
て
悠
紀
国
・
主
基
国
の
地
名
を
詠
み
込
ん
だ 
 
 
歌
が
作
ら
れ
、
宮
廷
の
楽
人
に
よ
っ
て
音
楽
が
付
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な 
 
 
り
、そ
の
形
式
が
三
条
天
皇
の
頃
に
確
立
す
る
。『
源
氏
物
語
』に
用
い
ら
れ
て
い
る
風
俗
歌
の 
 
 
中
に
も
、
宮
廷
に
お
い
て
、
あ
く
ま
で
「
在
地
風
俗
歌
風
」
に
作
ら
れ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い 
 
 
る
可
能
性
は
高
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
方
と
の
結
び
つ
き
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
し
て 
 
 
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
⑾ 
『
政
事
要
略
』
に
残
る
詞
章
は
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
と
は
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。
誤
写
と 
 
 
す
る
説
も
あ
る
が
、少
な
く
と
も
、『
源
氏
物
語
』に
お
い
て
は
、紅
色
の
花
の
こ
と
を
歌
っ
た 
 
 
歌
謡
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。 
⑿ 
青
柳
（
阿
部
）
秋
生
「
源
氏
物
語
執
筆
の
順
序 
若
紫
の
巻
前
後
の
諸
帖
に
就
い
て
 
 
 
（
上
）・（
下
）」（『
国
語
と
国
文
学
』一
六
八
～
九 
一
九
三
九・八
～
九
）、武
田
宗
俊「
源 
 
 
氏
物
語
の
最
初
の
形
態
（
上
）・（
下
）」（
武
田
宗
俊
『
源
氏
物
語
の
研
究
』 
岩
波
書
店 
一 
 
 
九
五
四
）
な
ど
。 
⒀ 
鍋
島
家
本
『
東
遊
歌
風
俗
歌
』
に
お
い
て
、「
常
陸
」
か
ら
始
ま
る
詞
章
は
、「
常
陸
」
と
し
て 
 
 
⒜
、「
常
陸
歌
」
と
し
て
( a)´
と
⒝
の
三
種
類
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
⒜  
と
( a)´
の
詞
章
は
重
複
し 
 
 
て
い
る
が
、
字
母
や
空
白
の
入
れ
方
等
が
異
な
る
）。
な
お
、
文
治
二
年
本
に
お
い
て
は
、「
常 
 
 
陸
歌
」と
し
て
、「
ヒ
タ
チ
ニ
ハ
タ
ヲ
コ
ソ
ツ
ク
レ
ア
ダ
ゴ
コ
ロ 
カ
ヌ
ト
ヤ
キ
ミ
ハ
ヤ
マ
ヲ
コ 
 
 
エ 
ノ
ヲ
コ
エ 
ア
マ
ヨ
キ
マ
セ
ル
」、『
體
源
抄
』
に
お
い
て
は
、
や
は
り
「
常
陸
歌
」
と
し 
 
 
て
、「
ヒ
タ
チ
ニ
ハ
タ
ヲ
コ
ソ
ツ
ク
レ
ア
タ
心
カ
メ
ト
ヤ
キ
ミ
ハ
山
ヲ
コ
ヘ
野
ヲ
コ
ヘ
ア
マ
ユ
キ 
 
 
マ
セ
ル
」
と
い
う
、
⒝
に
類
す
る
詞
章
の
み
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。 
⒁ 
日
本
古
典
文
学
大
系
３『
古
代
歌
謡
集
』（
土
橋
寛 
小
西
甚
一 
校
注 
岩
波
書
店 
一
九
五
七
）。 
⒂ 
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
２ ０
『
源
氏
物
語
①
』（
阿
部
秋
生 
ほ
か 
校
注
・
訳 
小
学
館 
一 
 
 
九
九
四
）。 
⒃ 
歌
謡
研
究
会 
編
「『
承
徳
本
古
謡
集
』
注
釈
（
後
編
）」（『
歌
謡 
研
究
と
資
料
』
八 
二
〇
〇 
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〇
・
一
〇
）。 
⒄ 
源
氏
物
語
古
注
集
成 
第
十
六
巻『
源
氏
釈
』（
渋
谷
栄
一 
編 
お
う
ふ
う 
二
〇
〇
〇
）所
収
の
五
本
の
『
源
氏
釈
』
の
う
ち
、「
冷
泉
家
本
」「
前
田
家
本
」「
都
立
中
央
図
書
館
本
」
が
⒞
の
詞
章
を
記
し
て
い
る
。「
源
氏
或
抄
物
」
に
は
詞
章
の
記
載
が
な
く
、「
吉
川
家
本
勘
物
」
は
⒜
の
詞
章
を
記
し
て
い
る
。 
⒅ 
新
潮
日
本
古
典
集
成『
源
氏
物
語
一
』（
石
田
穣
二 
清
水
好
子 
校
注 
新
潮
社 
一
九
七
六
）。 
⒆ 
飯
島
一
彦
「
越
境
の
歌
謡 
催
馬
楽
「
山
城
」
を
手
掛
か
り
に
」（『
日
本
歌
謡
研
究
』 
 
 
五
六 
二
〇
一
六
・
一
二
）。 
⒇ 
本
塚
亘
「
催
馬
楽
《
貫
河
》
考 
詞
章
解
釈
の
視
点
を
定
め
る
」（『
法
政
大
学
大
学 
 
 
院
紀
要
』
七
〇 
二
〇
一
三
・
三
）。 
( 2 1 ) 
注
⒅
前
掲
注
釈
、
注
⒂
前
掲
注
釈
な
ど
。 
( 2 2 ) 
中
川
正
美
『
源
氏
物
語
と
音
楽
』（
和
泉
書
院 
一
九
九
一
）。 
( 2 3 ) 
岡
田
ひ
ろ
み
「「
花
宴
」
巻
「
や
は
ら
か
に
寝
る
夜
は
な
く
て
」
考
」（『
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
ン
』 
 
 
二 
一
九
九
七
・
三
）。 
( 2 4 ) 
長
谷
章
久
『
古
典
文
学
の
風
土 
諸
国
編
』（
学
燈
社 
一
九
六
三
）。 
( 2 5 ) 
森
本
茂
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
「
常
陸
」
に
つ
い
て 
風
土
的
考
察
」（『
相
愛
女
子
大
学
研
究
論
集
』
一
四 
一
九
六
七
・
二
）。 
( 2 6 ) 
『
平
中
物
語
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
1 2
『
竹
取
物
語 
伊
勢
物
語 
大
和
物
語 
平
中 
 
 
物
語
』 
清
水
好
子 
ほ
か 
校
注・訳 
小
学
館 
一
九
九
四
）に
も
、「
か
の
志
賀
の
事
の
み 
 
 
恋
し
か
り
け
れ
ば
、女
は
じ
め
言
ひ
た
る
歌
を
振
り
上
げ
つ
つ
甲
斐
歌
に
歌
ひ
ゆ
き
け
り
」（
二 
 
 
十
五
段 
四
九
八
）の
よ
う
に
、東
国
の
風
俗
歌
を
、東
国
そ
の
も
の
で
は
な
く
、単
に「
東
」 
 
 
の
地
を
想
起
さ
せ
な
が
ら
歌
っ
て
い
る
と
お
ぼ
し
き
例
が
あ
る
。
志
賀
寺
に
詣
で
た
際
に
出
会 
 
 
っ
た
女
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
男
は
、
帰
京
後
、
逢
坂
で
女
が
詠
み
か
け
て
き
た
和
歌
を
甲 
 
 
斐
歌
、
す
な
わ
ち
、
甲
斐
国
の
風
俗
歌
の
節
で
歌
う
。
男
は
、
女
と
の
思
い
出
の
地
で
あ
る
逢 
 
 
坂
や
志
賀
を
、
都
よ
り
東
に
位
置
す
る
地
方
と
し
て
捉
え
、
東
国
の
雰
囲
気
と
重
ね
合
わ
せ
て 
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い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
( 2 7 ) 
こ
の
女
に
つ
い
て
は
六
条
御
息
所
と
す
る
説
も
あ
る
が
、「
若
紫
」
巻
に
お
い
て
は
そ
の
素
性 
 
 
が
分
か
る
記
述
は
一
切
な
い
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
頭
注
は
、
こ
こ
で
は
女
の
身
分
が
さ 
 
 
ほ
ど
高
く
な
い
様
子
が
読
み
取
れ
る
と
し
、「
高
貴
で
奥
ゆ
か
し
い
御
息
所
像
は
ま
だ
で
き
あ
が 
 
 
っ
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 
( 2 8 ) 
室
城
秀
之
「
う
つ
ほ
物
語
の
後
半
の
始
発
に
お
け
る
〈
蔵
開
き
〉
の
意
味
」（『
う
つ
ほ
物 
 
 
語
の
表
現
と
論
理
』 
若
草
書
房 
一
九
九
六
）。 
( 2 9 ) 
な
お
、
田
作
り
に
行
っ
た
先
に
他
の
恋
人
が
い
る
と
い
う
内
容
は
、
催
馬
楽「
桜
人
」に
も
歌 
 
 
わ
れ
て
い
る
。 
  
 
 
 
桜
人 
そ
の
舟
止 ちぢめ 
島
つ
田
を 
十
町
と
ま
ち
つ
く
れ
る 
見
て
帰
り
来
む
や 
そ
よ
や 
 
 
 
 
 
明
日
あ
す
帰
り
来
む 
そ
よ
や 
明
日
あ
す
帰
り
来
む 
そ
よ
や 
 
 
 
 
言
を
こ
そ 
明
日
あ
す
と
も
言
は
め 
彼
方
を
ち
か
たに 
妻
去 さ
る
夫 せなは 
明
日
あ
す
も
真 さね来
じ
や 
そ
よ
や 
 
 
 
 
さ
明
日
あ
す
も
真 さね来
じ
や 
そ
よ
や 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
催
馬
楽「
桜
人
」） 
  
 
風
俗
歌
「
常
陸
」
で
歌
わ
れ
る
「
常
陸
に
田
作
り
に
行
っ
た
」
と
い
う
内
容
に
も
、
暗
に
、
常 
 
 
陸
の
地
に
別
の
恋
人
が
い
る
こ
と
が
匂
わ
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。 
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終章 
 
 
   
  
 
一、
本論文のまとめ  
本論
文で
は
、『う
つ
ほ物
語
』『
源
氏
物
語
』
に
み
られ
る
催馬
楽・
風
俗
歌
の
引
用表
現を
中
心
に
検
討
を行
っ
た
。
従来
、
作
り
物
語に
み
られ
る催
馬楽
・風
俗歌
が
論
じ
ら
れ
る
際
に
は
、歌
謡
の歴
史的
・状
況
的な
動態
の
把
握が
不十
分
であ
るこ
と
が
多
く
、こ
れ
ら
の
歌
謡
の
発
生に
、
地
方
諸国
の俗
謡
が
か
かわ
っ
て
い
る
とい
う
面
が
重
視
さ
れ
てき
た。
対し
て
、本
論文
では
、歌
謡
の
動
態性
に
留
意し
、
平安
中期
と
い
う流
行の
最
盛期
にお
いて
、催
馬
楽
・
風俗
歌が
、ど
のよ
うに
演
奏さ
れ、
解釈
さ
れて
いた
の
か
とい
う点
を
解き
明か
し
な
が
ら
、
同
時
代の
文学
にお
け
る
催馬
楽
・
風
俗歌
の
受
容
の
諸
相
を
捉え
た。 
 第一部  
『うつほ物語』と催馬楽・風俗歌 
 
 
 
第一部では
、『
うつ
ほ
物
語
』
にみ
ら
れる
催馬
楽・
風
俗
歌
に
つ
い
て
扱
っ
た
。 
 
「第一章  
『うつほ
物語』における唐楽・高麗楽・催馬楽の演奏
描写  
平安中期の
演奏
記録
との
比較
を通
して
」では
、音
楽
とし
ての
催
馬
楽
の
用
い
られ
方を
捉
え
る
た
め
に
、催
馬
楽の
みな
ら
ず、
唐楽
・
高
麗楽
の演
奏
場面
の
描
写
に
光を
当て
、
漢
文
日記
など
にみ
ら
れ
る
平安
中
期
の
演
奏
記
録
や、『
源
氏
物語
』を
はじ
め
とす
る他
の文
学
作
品
の用
例と
照ら
し合
わ
せ
な
がら
考察
を進
め
た。『う
つほ
物
語』に
おけ
る唐
楽・高
麗
楽・催
馬楽
の
用
例
をみ
る
と、平
安
中
期に
特に
よく
演
奏さ
れ
て
い
た
と考
え
ら
れ
る曲
が
多
く用
いら
れて
い
る
こ
とが
分か
る。
ま
た
、
平安
中
期
の
管
絃
の
遊
びに
おい
ては
、調子
や唐
楽・催
馬
楽
の
曲
の
旋
法
を「呂
」「
律
」の
二
分類
で捉
え
、「
呂
」か
ら「
律」、
あ
る
い
は
「
律
」
か
ら「
呂」
に移
り
変
わ
るよ
うに
演奏
する
こ
と
で
、旋
法の
対照
性
が楽
しま
れ
て
いた
と想
定
され
るが
、『
う
つ
ほ
物
語
』
にお
いて
も、「
呂」
と「
律」
の曲
が交
互
に配
され
る
演
奏場
面が
確
認で
きる
ほ
か
、
唐
楽曲
の
「
万
歳
楽
」
演
奏場
面
に
関
して
は、
音
楽
の
旋律
を
歌
う
唱
歌に
つ
い
て
も
描
か
れ
るな
ど、
舞だ
け
では
なく
その
音楽
の
面
白
さに
焦
点
が当
て
られ
てい
る
こ
とが
指摘
で
きる
。こ
うし
た演
奏
描
写
には
、当
時の
音楽
の演
奏
状況
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や音
楽観
が
反映
さ
れ
て
い
ると
考え
ら
れよ
う
。一
方
で、「菊
の宴
」巻
の
嵯
峨
の
院
大
后の
六
十
賀
の
場
面で
は
、唐
楽の
「
陵
王」
に先
ん
じて
、高
麗楽
の「
落蹲
」
が
舞
わ
れ
る
と
い
う
、平
安
中期
にお
ける「
陵王
」と「落
蹲
」の
演
奏状
況
と
は
大
き
く
異
な
る
描
写
も存
在
す
る
。これ
は、「俊
蔭
」
巻の
場
面
に
おい
て
、
か
つ
ての
嵯
峨
の
院
の
御
賀
で正
頼が
「落
蹲
」を
見事
に舞
った
と
語
ら
れ
る
こ
と
とか
か
わっ
て、
物
語
の前
半部
で
は「
陵王
」よ
りも
「
落
蹲
」が
重視
され
たた
めだ
と
考え
られ
る。『う
つほ
物
語』は
作り
物語
で
あり
、こ
のよ
うに
、平
安中
期
の音
楽が
あり
の
ま
ま
映し
出
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
面
も
あ
る
が
、
その
音楽
描写
に
成
立
当時
の現
実の
音楽
の
影
響
があ
るこ
とは
確
かで
ある
。
物
語の
音楽
を
、音
楽史
的位
置
づ
け
の
中
で捉
える
こと
で、
物語
が
音楽
を描
写す
る
のに
どの
よ
う
な工
夫を
し
てい
る
の
か
と
いう
点
を
、
より
明確
に
す
る
こ
とが
で
き
る
と
考
え
る
。 
第二章から
第四
章では
、
催
馬楽
・
風
俗
歌
が
特
徴
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
場
面
に
つ
いて
、
個々
に
検
討
を
行
っ
た
。 
まず
、「第
二章  
「祭の使」巻
と「菊の宴」巻
の催馬楽引用  
「声振り」に注
目して
」では
、「
祭
の
使
」
巻
、「
菊
の
宴
」
巻に
み
ら
れる
催
馬楽
の
楽
曲
の
「
声
振
り
」
を用
い
て
和
歌
を「
歌
う
」と
い
う
、他
の
文
学作
品に
は
見ら
れ
な
い
催
馬楽
の
引
用
につ
いて
考察
し
た。「
声
振
り」
は同
時
代
に
は確
認
で
き
な
い語
であ
る
が、『残
夜
抄
』など
の
中
世
の楽
書に
用例
が見
られ
る
。こ
れ
ら
の
用
例
を
踏
まえ
る
と、『う
つほ
物
語』
に
お
い
て
、「声
振り
」
を用
い
る
作
中
人物
たち
は
、
い
わ
ば「
替
え
歌
」の
よ
う
に
、
催馬
楽
の楽
曲に
合わ
せて
自作
和
歌
を
歌
っ
て
い
る
も
のと
解
釈で
きる。「
祭の
使
」巻
では
、源
正
頼が
催
馬楽「我
家
」の「
声
振
り
」で和歌
を
歌
うが
、従
来
、正
頼
が
歓
迎
の
意
を
示し
て
い
る
場
面だ
と
捉え
られ
てき
た。
し
か
し
、こ
こで
は「
我家
」
の
「
大君
来ま
さば
」と
い
う
詞
章
が
引用
され
て
いる。平
安中
期
に
おい
て、「
大
君
」は
、主
に
天
皇
、ま
た
は天
皇の
子
息を
指す
。
正
頼の
念頭
に
は、
兼
雅
で
は
なく
、
あ
て
宮求
婚譚
の勝
者
と
なる
東
宮
を
含
む
求
婚
者
の
皇
子
た
ちの
存在
があ
る
ので
はな
い
か
と
考
えら
れ
る
。対
し
て
、兼
雅
は
催
馬
楽「
伊
勢海
」
の
「
声
振
り
」
で
和
歌を
歌
う
。
兼
雅
は
、
歌語
の「
伊勢
海
」か
ら連
想さ
れる
「
深
き
心」
が
、
他の
求
婚者
には
な
い
こと
を強
調
する
が、
これ
は正
頼
が
暗
に込
めた
、自
分以
外の
求
婚者
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への
意識
を
読み
取
っ
た
た
めだ
と捉
え
られ
る。また
、「菊
の
宴
」巻
に
おい
ては
、源
実忠
が催
馬
楽
「
妹之
門
」の
「声
振
り
」で
和歌
を
歌う
。こ
の場
面で
は、
催
馬
楽
「
妹
之
門
」
の
詞章
の
内容
が「
夫が
偶
然妻
の家
に
立
ち寄
る」
と
いう
物語
の
展
開
と
重な
り
、
作
中
の
聞き
手で
あ
る
北
の方
と袖
君
に
、
か
つ
て
の
暮ら
しを
回想
さ
せて
いる
。 
 
「
祭の
使
」巻、「
菊
の
宴
」
巻
にお
い
て、
催馬
楽の
詞
章
は
、「声
振り
」
を
通
し
、
和
歌の
内
容
と併
せて
仄
めか
され
る
と
いう
形で
利
用さ
れて
い
る
と
考
え
ら
れ
る。
この
方法
は、
物語
の
状
況
と詞
章
の
内
容
が
示
唆
的
に
重
ね
合
わ
さ
れ
、
用い
た人
物の
意図
し
ない
内
容
ま
で
も
聞
き手
に
伝
わ
ると
いう
展
開を
可能
にし
てい
る
。『
う
つほ
物
語
』に
み
ら
れ
る「声
振り
」を
用
い
た
や
りと
り
は
、
作
り
物語
に
おけ
る、
巧み
な催
馬楽
引
用の
手
法
の
先
駆と
して
認
め
る
こと
が出
来る
。 
 
ま
た、「第
三章  
平安中期における風俗歌「大鳥」  
「内侍のかみ」巻
の唱和歌の解釈
を
め
ぐ
っ
て
」
で
は
、
平
安
中
期
に
お
け
る
風
俗
歌
「
大
鳥
」
の
詞章
の
解
釈
に
つ
い
て
考
察
し
た
上
で
、
そ
の
詞
章
が踏
まえ
られ
てい
る
「内
侍の
か
み
」
巻
の唱
和
歌
に
つ
い
て検
討し
た。「大
鳥
」
は、「
大鳥
の羽
に霜
が
降っ
た
と
言
っ
た
の
は
誰か」と
い
う
問
い
に
対し
、それ
を
言っ
た者
と
して、
「千
鳥」、「
鸚 かやくき」、「
蒼鷺
み
と
さ
ぎ」の
名が
挙
げら
れ
て
疑
わ
れ
る
と
い
う
内
容
の問
答
形式
の
詞
章
を
持
つ
。
注目
され
る
のは
、
現
存
す
るい
くつ
か
の詞
章
に
お
い
て、
問い
に
対
す
る最
終的
な答
え
の
部
分が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
てい
ると
いう
点で
あ
る。この
こ
とから
、風
俗
歌「
大
鳥」は、「大
鳥
の羽
に霜
が
降
っ
た
」
と
い
う
問
い
の
前
提
す
ら
不
確
か
な歌
謡と
して
捉
え
ら
れて
いた
ので
はな
い
か
と
考え
られ
る。また
、「
羽
に
降
る（置く
）霜」を
詠ん
だ和
歌
表
現
な
ど
との
関わ
り
か
ら
、大
鳥
の
羽
の
「霜
」に
は
、霜
夜
に
相
手
を恋
い
侘
び
る
と
い
う
情景
が読
み取
ら
れて
いた
こと
が推
測
さ
れ
る
。
平
安
中期
に
お
い
て、
風
俗
歌
「
大鳥
」
の詞
章は
、「『
大鳥
が
霜
夜
に恋
い侘
びて
いる
』
と
言
った
のは
誰か
」
とい
う、
色
恋
に引
きつ
け
た内
容で
解
釈
さ
れ
て
い
た
可能
性が
指摘
でき
る。
平
安中
期の
文
学
に
お
い
て
は
、『
う
つほ
物語
』
のほ
かに
、『
和
泉式
部日
記
』
に
も「
大鳥
」
の
詞
章
を
踏
ま
え
た
表
現
が
み
ら
れ
るが
、こ
うし
た
用例
とも
照
ら
し
合
わ
せ
る
こと
によ
って
、「
内
侍の
か
み
」
巻の
一連
の
唱和
歌に
つい
て
、「
大
鳥」の
詞
章が
踏
ま
え
ら
れ
る
意
図を
明ら
かに
しな
がら
解
釈を
試み
た
。
兵
部卿
の
宮
の
歌
は、
評
判
に
な
っ
て
い
る承
香殿
の女
御
との
仲
を
否
定
す
る
ため
に
、
当
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該歌
謡の
不
確か
さ
を
利
用
した
も
の
と
解釈
し
う
る。
それ
に対
し
て
、
弾正
の宮
の歌
は
、
兵
部卿
の
宮
が
評
判
通
り
の「
あだ
人」だと
決定
づ
ける
内容
とし
て捉
え
ら
れ
る
。「内
侍
の
か
み
」巻
に
お
け
る「
大
鳥
」は
、色
恋
に
引き
つ
け
て
解
釈
さ
れ
た上
で、兵
部
卿
の
宮、兼雅
、仲
忠
ら「
あだ
人」
の
道
な
ら
ぬ
恋
を
示唆
する
文脈
で活
か
され
てい
る
と
結
論
付け
た
。 
 
さ
ら
に
、「第
四章  
「蔵開」
巻における風
俗歌「名取川」  
仲忠
と「
こ
れこ
そ」
のや
り
とり
をめ
ぐ
って
」では
、「
蔵
開
」
巻
に
お
け
る
風
俗
歌「
名
取
川
」
の
用
い
ら
れ
方に
つ
い
て
論
じた。風
俗歌「
名
取川」の
詞
章
は
、「
名
取
川
の瀬を
幾つ
渡
っ
た
のか
」と
い
う
問
い
と
、「（真
夜
中に
渡っ
た
ので
、よ
く
見
えず
）知
ら
ない
よ」
とい
う応
答で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
歌
枕と
し
ての
「名
取川
」
のイ
メー
ジ
か
ら、
この
詞
章は
、
色
恋
に
かか
わる
も
の
と
し
て
捉え
られ
て
い
た
可能
性
が
高
く
、
恋
人
の
も
と
へ
忍
ん
で
通
う
様
子
や、
それ
が露
見
し
、
噂に
なっ
てし
まっ
た
様
子
を想
起さ
せる
。「
蔵開
上」巻
に
おい
ては
、現
存
する
詞章
と
は
完全
には一
致
し
な
い
も
の
の
、童
た
ち
によ
って
、
風俗
歌
「
名
取
川」
に
類
す
る
歌
謡
が
歌わ
れて
いる
と
考え
られ
る場
面が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、詞
章
中
の
名取
川
を
渡
る
人物
と
して
、仲
忠が
重ね
ら
れ
て
いる
とみ
られ
、そ
の
好
色
性が
囃し
立て
ら
れて
いる
。そ
れ
に
対し
て
、仲
忠
は
、「
知
ら
ず
うや
」と
い
う
詞章
を
用い
、はぐ
らか
すよ
う
に
応
答す
る
。さ
ら
に
、「
蔵開
中」巻、「
蔵
開
下
」巻
で
は、こ
の
仲
忠
の
応
答
に
対
し、「
こ
れこ
そ」
と
いう
女
童
が
、
やは
り
「
名
取川
」
の
「夜
し来
しか
ば
」と
いう
詞
章
を
踏
まえ
た
機
知
に
富
む
切
り
返
し
を行
い
、
仲
忠
の関
心
を引
いた
こと
に関
する
話
題
が
語
ら
れ
て
い
る
と解
釈
され
る。
これ
ら
の一
連の
場
面
にお
いて
注
目さ
れる
の
は
、
仲
忠の
好
色
性
や
、
仲
忠
とさ
ま宮
の
接近
が描
か
れ
る
こと
で
あ
る
。「
蔵開
上」
巻
の風
俗歌
「
名
取
川
」
の
歌
唱は、「
名取
川
」が
、忍
び
通
いの
噂
が
立
つ
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
詞
章
を
持
つこ
とを
考え
併せ
れ
ば、
仲
忠
と
さ
ま
宮
の道
な
ら
ぬ
恋を
ほの
め
かす
もの
と
し
て捉
えら
れ
る。
この
よう
な描
写は
、
本
筋
に
お
い
て
は
語
られ
る
こと
のな
い人
物
の一
面や
、
物
語
の
展開
の
可能
性を
示唆
して
い
る
と
考え
られ
る。 
 
以
上、第一
部
では
、従来
、あま
り注
目
され
て来
な
かっ
た、『
うつ
ほ
物
語』に
お
け
る
催
馬
楽
・
風俗
歌
に
か
かわ
る
表
現
に
つい
て分
析
し、解釈
を
試みた
。その
結
果
、『
うつ
ほ
物
語
』が、先
駆
的
な
手
法
で
、
催
馬楽
・
風
俗歌
を
巧み
に
取
り込
ん
で
いる
こ
と
が
明
ら
かに
な
っ
た。
第一
章で論
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じた
よう
に
、『
うつ
ほ物
語
』に
は
、平
安
中期
の音
楽
の状
況や
音
楽観
が反
映さ
れて
い
る
と
考
え
ら
れ
、旋法や
旋
律に
注目
し
た
演
奏
描
写
が
確認
でき
る。特
に、「菊
の宴」巻の
唱
歌
の
場面
で
は
、
人
々
が、
声
で旋
律を
歌
う
こと
によ
り
、唐
楽の
「万
歳楽
」の
演
奏
に
参
加
し
て
祝
意
を表
す
様子
が描
かれ
て
いる
が、これ
は、第二
章で扱
った
催馬
楽の「声
振
り
」、す
なわ
ち
、旋
律に
合
わせ
て和
歌
を
歌
う
と
い
う
行
為
と
も
深
く
か
か
わ
っ
て
こよ
う。
歌謡
で
ある
催
馬
楽
の
場
合
、詞
章
が
存
在
す
るた
め、「
祭
の
使
」巻
、「
菊
の
宴
」巻で
は、「
声
振り
」を
通し
て
、「
音楽
の
旋律
」「
詞
章の
内容」「
和歌
の
内
容
」とい
う
三
つ
の
要
素
が
重ね合わ
せら
れ
る
と
いう
、非常
に
凝
っ
た催
馬
楽
の
演奏
の描
写
がな
され
てい
ると
言
え
る
。 
 
ま
た、第三
章、第四章で論
じた
よ
うに
、「内
侍
の
かみ
」巻
や「
蔵開
」巻
に
お
い
て
は
、風
俗
歌が
登
場人
物
た
ちの
や
り
とり
や
場面
の
展
開
に
活
か
さ
れ
て
いる
。
第三章
で取
りあ
げ
た風
俗歌
「
大
鳥
」
も
、
第四
章で取
りあ
げ
た風
俗
歌
「名
取
川
」も
、
恋の
噂
に
つい
て
問
答
す
る
詞
章
を持
ち
、さ
らに
、問
いか
けに
対
する
結論
の
部分
が曖
昧
で
あ
る
と
い
う
共通
点が
ある
。『
う
つ
ほ
物
語』
は
、
こ
れ
ら
の
詞
章
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
兵
部卿
の宮
と承
香殿
の
女
御
、
兼
雅
と
仁
寿
殿の
女
御
、
仲忠
とあ
て
宮、
仲忠
と
さ
ま宮
とい
っ
た登
場人
物た
ち
の
道な
ら
ぬ
関
係
を
、
あ
くま
で「
そ
のよ
うな
噂が
立
って
い
る
」
と
いう
形で
朧
化し
なが
ら示
唆し
て
い
る
と捉
えら
れる
。 
  第二部  
『源氏物語』と催馬楽・風俗歌  
 
第二部では
、『
源
氏
物
語
』に
お
け
る
催
馬
楽・風
俗
歌に
つい
て
扱い
、こ
れ
ら
が
、『
源
氏
物
語
』
に用
いら
れ
るこ
とで
獲
得
した
新た
な
表現
につ
いて
論じ
た。 
 
「第一章  
『源氏物語』における唐楽・催
馬楽の演奏場面  
「呂」「
律」の分類とのか
か
わり
」では
、平
安
中
期
に
おい
て
確立
され
てい
った
とみ
ら
れる
、調
子や
曲の
旋法
を「
呂」
「律
」に二
分類
し
て捉
え
ると
いう
概
念が
、『
源氏
物
語』に
ど
の
よ
う
に
反映
さ
れて
いる
の
かを
論
じ
た
。『源
氏物
語』に
お
け
る
唐
楽
と
催
馬
楽の
全演
奏例
を
検
討
した
結果
、唐
楽・催馬
楽
と
も
に
、春
の
場面
には「
呂」、秋の
場
面
に
は「
律」に
分
類
さ
れ
る
調
子・曲
が
用い
ら
れ
る
傾
向
にあ
り
、陰
陽
五
行
思想
の
影響
のも
と、「
春
」「
秋」と「
呂
」「
律」を
結
び
つ
け
る見
方が
踏
ま
え
ら
れ
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てい
ると
考
えら
れ
る
。平
安中
期に
お
ける
演奏
記録
との
比較
か
ら
、『
源
氏物
語
』の
音
楽の
演奏
場面
では
、
演奏
曲目
が
網
羅的
に列
挙
され
て
い
る
わ
けで
はな
く
、
調
子名
や曲
名の
い
く
つ
かが
抜
粋
さ
れ
て
描
写
され
て
い
る
こ
とが
読
み
取
れる
が、
その
選
択
の
基準
の一
つと
して
、
音
楽
の旋
法と
いう
音
楽的
な側
面が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
言
える
。ま
た、『
源
氏物
語』に
お
い
て
は
、音
楽
の
描写
に
も
「
呂
」「
律
」の
区
別が
表れ
て
いる
。「
呂」
の
音は
「
は
な
やか
」と
形
容
され
、主
に
行
事
な
ど
の「
晴
れ
」の
場
を
彩
る
。一方
、「律
」の
音は「
なつ
か
し
」と
形
容
さ
れ
、御遊
終盤
の
く
だけ
た雰
囲
気を
象徴
す
る
こと
が多
く
、私
的な
演
奏
の
場
にお
い
て
は
、
し
ばし
ば演
奏
者
の
憂愁
と重
な
る
よ
う
に
用
い
られ
てい
る
。調
子
や
曲を「
呂
」「律
」の二
分類
で
捉え
、その
対
照
性
に面
白
さ
が見
出
され
たと
み
ら
れる
平安
中
期の
音楽
の状
況が
、
曲
の
旋法
をも
場面
と調
和す
る
よう
意識
した
音
楽描
写に
反
映
さ
れ
てい
る
と考
える
。 
第二章から
第五章では
、『源氏
物
語
』に
お
いて
新た
な
表
現
を
獲
得す
る
に
い
た
っ
た
催
馬
楽
・
風
俗
歌の
引
用の
中で
、
特
に、
従来
の
研究
にお
いて
十分
明ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
考え
ら
れる
場面
を中
心
に、
個々
に
検
討
を
行っ
た
。 
「第二章  
平安中期における催馬楽「山城」  
「瓜たつ」の解釈をめ
ぐって
」で
は
、
催
馬
楽
「
山
城
」
の詞
章
の
解
釈
につ
い
て、
平安
期の
和歌
を手
掛
か
り
に
し
な
が
ら
考
察し
た
。催
馬楽「
山
城
」の
詞
章の
解
釈に
つい
て
は、従
来、多
く
の
議
論
が
なさ
れて
きて
おり
、特
に
、「
瓜
た
つ
ま 
瓜
たつ
まで
に
」
の「
たつ
」
をめ
ぐっ
て
は
、
決
定
的
な
用例
が示
され
ない
まま
様
な々
説が
提唱
さ
れて
いる
。
そ
こで
、平
安
期の
「
瓜
」
と
「た
つ」
を
詠
ん
だ和
歌に
つい
て
検
討
した
と
こ
ろ
、「
瓜
た
つ」は、当
時
、「（
瓜
の蔓
を断
っ
て
）収穫
する
」の
意
で
捉
えら
れ
て
いた
可
能性
が高
い
こ
と
が判
明
し
た
。そ
れ
ゆえ
、平
安
期
に
お
い
て
、「山
城
」の「
瓜た
つ
ま 
瓜
たつ
ま
でに
」
は
、「（瓜
作
りが
）瓜
を
収
穫す
る間 
収穫
する
ま
で
に
」
と理
解
さ
れ
て
い
たと
考え
る。
ま
た、
和歌
にお
い
て「
瓜
」は
し
ば
し
ば
女
性
に
喩
えら
れて
おり
、「
瓜の
収
穫」に
は、好
色
な男
性
が
女
性
を
手
に
入
れ
る
こと
が
重
ね
ら
れて
い
た
と
みら
れる
。平
安中
期
に
お
い
て
、
催
馬
楽
「山
城
」
の
詞章
は、瓜に
見
立
て
ら
れ
た
女
性が
、「瓜
作
り」に
対
して、収
穫
の
時
ま
で
に
実（身）を
任
せ
て
しま
おう
か
どう
か悩
む
と
いう
内容
と
して
理解
され
て
い
たと
み
ら
れ
、
和
歌
に
巧
み
に利
用
され
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てい
る。 
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
続
く
「第
三章  
「紅
葉賀」
巻
の催
馬
楽引用  
源
典
侍
の
物
語
にお
ける「
こ
ま
」の繋
がり
」では
、「紅
葉賀
」巻
に
お
け
る
催
馬楽
の引
用
に
つ
い
て論
じ
た
。
「
紅
葉賀
」巻
の
源
典
侍
を
め
ぐ
る
物
語
に
お
い
て
は、「
山城
」、「東
屋」、「
石
川
」と
い
う三
曲
の催
馬
楽
が
ほ
ぼ
連
続
して
引用
され
る
。こ
の
三
曲
の
詞
章
に
は、「
駒 こま」の掛
詞
や縁
語
が
含
ま
れ
る
と
い
う繋
がり
が
指摘
でき
る
。源典
侍の「
山
城
」の歌
唱
場面
では
、「
狛 こまの
わた
り
の
瓜
作り
」に
好色
な頭
中将
が
重ね
られ
、
頭
中将
にな
び
いて
し
ま
お
う
か
ど
う
か
悩
む、
源典
侍の
心
情
が表
さ
れ
て
いる
と
考
え
ら
れ
る
。続
い
て用
いら
れ
る「
東
屋
」の
詞章
の「
まや
」は
、大
半
の注
釈で「
真屋
ま
や
」
とさ
れる
が
、平
安中
期
に
おい
ては
「
馬屋
ま
や
」の
意で
解
釈
さ
れ
て
いた
可能
性が
高く
、当
該場
面
で
、
光
源
氏
は
「
馬
屋
」
に
い
る
源
典
侍
を
訪
れる
「駒
」に
喩え
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
う
る。
ま
た
、
後の
場面
の
光源
氏と
頭
中
将の
「石
川
」を
踏ま
えた
和
歌
にお
い
て
は
、
詞
章
の
「
高
麗
人
こ
ま
う
ど
」に、
頭中
将の
帯
を手
に入
れ
た
光
源
氏が
寓
され
てい
る
。い
ず
れ
の
場
合も、「
こ
ま
」に
は
源典
侍
に
慕
い
寄
る
男
性
が
象
徴さ
れ
て
お
り、「
紅葉
賀」
巻
に
お
い
て源
典侍
が
初
め
て
登
場
す
る場
面の
、『
古
今集
』八
二
九番
歌や
神
楽
歌を
踏ま
え
たや
りと
り
と
の
繋
が
り
を
持た
せら
れて
いる
と考
え
られ
る。「
紅
葉
賀
」巻
に
お
い
て
、催
馬
楽「
山城
」、「
東
屋」、「
石
川」の
三曲
の異
な
る
詞
章
の
世
界
は、
和
歌
表
現
に
お
け
る「
こ
ま
」
の
掛詞
や
縁
語
が意
識さ
れな
がら
、
源
典
侍
と
彼
女
に
慕
い寄
る
「こ
ま」の
物
語
と
し
て一
つ
に
結
び
付け
ら
れて
用い
られて
い
る
と
言
え
る
。「
聖」と「俗
」の両
義的
なイ
メー
ジ
を帯
び
た
、
詞
章の
「
こ
ま
」
に
重
ね
られ
るこ
とで
、
光源
氏は
、そ
の「
俗
」
な
一
面
を
顕
わに
さ
れ
て
いく
と考
えら
れる
。 
 
「第四章  
「藤裏葉」巻における催馬楽「葦垣」  
「年経にけるこの家の」
考
」で
は、「
藤
裏
葉
」巻
に
おけ
る
催馬
楽「
葦
垣」
の引
用に
つい
て考
察
し
た。「
葦垣
」
の詞
章は
、
男
が垣
根を
越
えて
女を
盗
も
う
と
した
と
ころ
、女
の親
に知
られ
て
失敗
し
、「
誰
か 
誰
か 
こ
のこ
とを 
親
に
まう
讒 よこし申
しし
」と
、そ
の
讒
言し
た
人
物
が
探
さ
れ
、「
こ
の家
の 
お
と嫁 
親
に
ま
う
讒 よこし
け
ら
し
も
」
と
応
答
が
あ
り
、
嫌
疑
を
掛
け
ら
れ
た
「
お
と
嫁
」
が
「
我
は
ま
う
讒 よこし
申
さ
ず
」
と
自
身の
潔白
を
弁明
する
と
い
う
も
の
で
、三
者
の
問
答
の形
式に
な
って
いる
。「
藤
裏葉
」巻
に
は
、
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内大
臣邸
で
催さ
れ
た
藤
花
の宴
の
終
盤
、美
声
の
弁の
少将
が「
葦
垣
」
を歌
い、
さら
に
そ
こ
に内
大
臣
が
声
を
加
え
てい
くと
いう
場面
が
ある
。こ
こで
内大
臣が
歌
唱
す
る「
年経
にけ
るこ
の
家の」
は、
現
在
確
認
で
き
る
「
葦
垣
」
の
「
と
ど
ろ
ける
この
家」
とい
う
詞章
と
一
致
せ
ず
、
内大
臣
が
歌
い替
えを
行
って
いる
と考
えら
れ
る
。「
葦垣
」の
詞
章
の内
容を
踏
ま
え
れ
ば
、弁
の少
将
の「
葦
垣」
の歌
唱は
、
かつ
て
内
大
臣
に露
見
し
、
失
敗
し
た
夕霧
の幼
恋を
揶
揄し
たも
のと
捉え
ら
れ
、
内
大
臣
の
歌い
替
えは
、そ
れを
取り
なす
も
のと
考
え
ら
れ
よう
。そ
こで
、「年
経
る
」とい
う
こ
と
ばの
用例
につ
い
て検
討し
た
結
果、
内大
臣
の歌
い替
え
た
「
年
経
に
け
る」
とい
うこ
とば
が、
従
来解
釈さ
れ
て
い
る
よ
う
に「
家
」を
修
飾
す
るの
では
な
く、「お
と
嫁」と
い
う、本
文
には
引用
さ
れて
い
な
い「
こ
の家
の」
に
続
く詞
章に
か
かる
可能
性が
高い
と
結
論
付け
た。「少
女
」巻
にお
い
て
、
夕霧
と雲
居
雁の
関係
が内
大
臣
に
知
ら
れ
て
し
ま
った
のは
、大
宮に
仕える「ね
び人
」の「後
言」
を漏
れ聞
い
たか
らで
あり
、こ
の「年
経に
け
る」、老
女
房
が
、親
に
讒
言し
たと
疑
わ
れる「
お
と
嫁
」
と重
ね
られ
てい
る
と
考え
られ
る
。内
大臣
は、「（若
い
ど
ころ
か）
た
い
そ
う
年
老
い
た
、
こ
の家
の（
女房
が「
親」の
私に
讒言
し
たの
だ
）」と「
葦垣
」の
詞章
の
、讒
言
し
た
人
物
を
聞
かれ
て応
答す
る
部分
を歌
い
替
える
こと
に
よっ
て
、
夕
霧
の幼
恋の
失
敗
の
責任
を自
家の
老
女
房
に負
わ
せ
、
笑
い
に
紛
ら
わ
そう
とし
てい
る
と解
釈で
き
る
。 
 
「第
五章  
『源氏物語』におけ
る風俗歌  
「若紫」巻の光源
氏の歌唱を
中心に
」で
は、『
源氏
物
語』に
お
ける
風
俗
歌
の
引
用
に
つい
て考
察し、特
に「若
紫」巻
で
、光源
氏
が「常
陸に
は田
を
こそ
作
れ
」と
風
俗
歌「
常
陸
」を
歌
唱す
る
場
面
に
つ
い
て解
釈を
試み
た。『
源
氏物
語』
に引
用さ
れ
てい
る風
俗
歌
の多
くは
、
地方
とつ
なが
りの
ある
女
君
と
光
源
氏
の
か
か
わり
の
中で
用い
られ
て
いる
と言
え
、
風俗
歌が
持
つ地
方
性
が
強
く意
識さ
れ
て
い
ると
言え
る。
一
方
で
、風
俗
歌
が
か
か
わ
る
女
君
の
大
半
は
、
催
馬
楽
の
引用
にも
かか
わ
っ
て
いる
こと
が指
摘で
き
る
。
催馬
楽の
いく
つ
かの
楽曲
は
風
俗歌
と同
様
、そ
の成
り立
ち
に
地
方
諸
国の
俗謡
がか
かわ
って
い
る可
能性
が高
く
、催
馬楽
と風
俗歌
の詞
章
は、非
常
に似
通っ
たも
の
が多
い。『
源
氏
物
語
』に
おい
て
、
催馬
楽と
風
俗歌
が同
じ
女
君に
かか
わ
って
用い
られ
る
と
きは
、
両
歌
謡
の
詞
章
の類
似性
が
意識
され
、そ
れ
ぞれ
の
詞
章
が
共通
し
て
持
つ
地
方
性
や官
能性
が際
立
つよ
う、
相乗
的に
用
い
ら
れ
て
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いる
と捉
え
るべ
き
で
あ
ろ
う。そ
のよ
うに
考
えた
際
、光
源
氏
が
風
俗
歌「
常
陸
」を歌
唱す
る「若
紫」
巻の
場
面と
、催
馬
楽
「貫
河」
を
歌唱
す
る
「
花
宴」
の
巻
の
場面
の問
題が
浮
か
び上
が
る
。
場
面
の
状
況
か
ら
、
い
ず
れ
の
歌
唱
に
も
光
源
氏の
葵の
上に
対す
る
思
い
が
込
め
ら
れ
て
いる
と
考
え
られ
るが
、葵
の
上は
地
方
性
と
は
無
縁
の
女
君で
ある。特
に、「
若紫
」巻
に
おい
て
、な
ぜ
敢
え
て
風俗
歌「
常
陸」
の「
常
陸
には
田を
こ
そ作
れ」
とい
う詞
章が
本
文
に
引
か
れ
る
の
か
、従
来
の説
では
検討
が
不十
分で
あ
っ
た。
そこ
で
風俗
歌
「
常
陸
」の
詞章
の
内
容
につ
いて
検討
す
る
と
、国
境
を
越
え
て
ま
で
来
訪
し
た
男
と
、
そ
れ
を
迎
える
女の
官能
的
な
恋
の歌
とし
て解
釈し
う
る
。
光源
氏は
葵の
上
を求
めて
はる
ばる
会
い
に
来
た
の
だ
とい
う恋
情を
、「
常陸
」の
詞
章
の男
の様
子
と重
ねて
歌っ
て
おり
、ま
た
詞
章の
女と
は
違っ
て
冷
淡
な
葵の
上
へ
の
不満
を訴
え
て
い
る
と考
え
ら
れ
よ
う。そ
して
、「常
陸
に
は
田を
こそ
作
れ」の「
常
陸
」に
は、常
陸
国
で
はな
く
、光源
氏
が
前
夜
か
ら
未明
に
かけ
て訪
れて
いた
都
の「東
の
果て」で
あ
り
、「
辺境
」の
六
条京
極の
地が
重ね
ら
れ、
その
近辺
に
住む
紫
の
上
や
「忍
び
た
る
所」
の
女
との
光源
氏の
関
係を
示唆
し
て
い
る
もの
と
捉
え
ら
れ
る
。 
 
以
上、第二
部
では
、『源
氏物
語
』にお
け
る催
馬楽・風俗
歌
に
か
かわ
る表
現に
つ
い
て
分
析
し、
解釈
を試
み
た。第一
章で明ら
かに
し
たよ
うに
、『
源
氏物
語』の音
楽
の
演
奏
場
面
に
お
い
て
、催
馬楽
は
、唐
楽と
とも
に
、そ
の
旋
法
が「呂
」「
律
」ど
ちら
に
類
す
るか
とい
う音
楽的
な
側
面
が意
識さ
れて
物
語に
取り
込ま
れ
て
い
る
と
言
え
る。 
 
無
論、
催
馬楽
・風
俗
歌
の場
合、
音
楽的
な側
面
だ
け
で
はな
く
、
そ
の
詞
章
の
内容
が重
視
され
て
用い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
第二
章から
第五
章で論
じ
た
通
り
で
あ
る。
催
馬
楽
・
風
俗
歌
の
詞章
は、
登
場人
物
た
ちの
心
情
や
物
語
の
状
況
と
、
非
常
に
緻密
に
重
ね
ら
れ
てい
る
。
特
に
、第三章で
論じ
た「
紅
葉賀
」巻
に
お
ける
催馬
楽
引用
では
、異
な
る
詞章
を
持
つ
三
曲
の
催
馬楽
を、
縁
語や
掛詞
とい
っ
た、
和
歌
表
現
を踏
ま
え
た
連想
か
ら
一つ
に結
び付
け
、
物
語の
展開
と連
繋
さ
せ
ると
い
う
技
巧
が
凝
ら
され
てい
る。 
 
こ
うし
た『源
氏物
語』にお
け
る
催
馬
楽・風
俗
歌
の
引
用は
、第
一部
で
論じ
た『
う
つ
ほ
物語
』
にみ
られ
る
表現
を、さ
ら
に
発
展さ
せ、深
化さ
せ
た
も
の
と
し
て
捉え
られ
る。催
馬
楽
の
曲
の「
呂
」
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「律
」の
旋
法
へ
の
意
識は
、『う
つほ
物
語
』に
おいて
も読
み
取
る
こと
がで
きた
が、第一
章で考
察し
た
よ
う
に
、『
源
氏物
語
』に
おい
て
は
、物語
を通
して
、ほ
ぼ徹
底
的
に
曲
の
旋
法
と場
面
の
季
節
と
の調
和
が図
られ
て
お
り、
催馬
楽
の音
楽的
側面
がよ
り描
き
出
さ
れ
て
い
る
と
考
えら
れ
る。
また
、『
う
つ
ほ物
語
』の
よ
うに
「
声振
り
」
を使
っ
た
引用
は
みら
れ
な
い
も
の
の
、
第四
章では
、
登
場
人
物
が
、
も
と
の
詞
章
の
内
容
を
想
起
さ
せな
がら
、問
答体
の
詞
章
を
活
か
し
て
当
意即
妙
に
歌
い替
える
と
いう
場面
があ
るこ
と
を
論
じ
た
。 
 
ま
た、『
う
つ
ほ
物
語
』
に
お
い
ても
、『
源氏
物
語
』
に
お
い
て
も
、
催馬
楽・
風俗
歌
は
、卑
俗
な
詞章
を持
つ
「俗
謡
」
と
し
ての
一
面
と
、
管
絃
の
遊び
を彩
る「
宮
廷歌
謡」
と
し
て
の
一面
が
、
そ
れ
ぞ
れ物
語
の
描
写に
活か
され
てい
る
と考
え
ら
れ
る
が、第三章で
論じ
たよ
う
に、「
紅
葉
賀
」巻
の
源
典侍
を
め
ぐ
る物
語
で
は
、
そう
し
た歌
謡の
持つ
両面
性
が
意
識的
に利
用さ
れて
い
る
と
考え
られ
る。 
   
  
 
二、
今後の課題と展望 
 
 
 
本論
文
で
は
、『
う
つほ
物
語』『
源
氏物
語
』
に
み
られ
る催
馬楽
・
風俗
歌
の
引
用
表
現
の分
析
を
中心
に、平安
中
期の
文学
にお
け
る
催
馬
楽・風
俗歌
の受
容に
つ
い
て
考
察
し
た
。た
だ
し
、『
源
氏
物
語
』
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
の
用
例
を
論
じ
得た
わけ
では
ない
。
ま
た
、
平
安
中
期
の
文学
に
お
い
ては
、催
馬
楽・
風俗
歌
と
同様
、そ
の
発生
に地
方諸
国
の
俗謡
が
か
か
わ
る
神
楽
歌
・
東遊
歌
の引
用も
みら
れ
るが
、本
論
文
では
その
一
部し
か
取
り
あ
げら
れな
か
っ
た
。今
後は
、神
楽
歌
・
東遊
歌
に
か
か
わ
る
表
現も
併
せ
て
検
討し
、
さ
ら
に、『源
氏
物
語
』
以
降
の文
学も
視野
に
入
れな
が
ら、
平安
期を
代
表す
る神
楽
歌
・催
馬楽
・
東遊
歌・
風俗
歌
と
いう
宮
廷
歌
謡
が
、
そ
れ
ぞ
れ、
ど
のよ
うに
文学
に
取り
込ま
れ
て
い
る
のか
を
明ら
かに
した
いと
考
え
る
。 
 
平
安期
に
流行
した
こ
れ
ら四
種の
宮
廷歌
謡は
、
中
世
以
降、
徐
々
に
衰
退
し
て
いく
が、
そ
の詞
章は
平安
後
期以
降
も
盛
ん
に和
歌や
物
語な
どの
宮廷
にお
け
る
文
学に
引用
され
てい
る。特
に『古
今和
歌集
』
と『
源氏
物
語
』に
、こ
れ
らの
歌謡
の
詞
章
が
多
く
取
り込
まれ
てい
るこ
とが
大
きな
影響
を
及
ぼ
し、
歌
学
書
や
『源
氏
物
語
』
の
古
注
釈に
おい
て、
こ
れら
の歌
謡
の
詞
章
の解
釈
が
試
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みら
れ、
積
み重
ね
ら
れ
て
いく
こ
と
に
なる
。
神
楽歌
・催
馬楽
の
注
釈
書の
嚆矢
であ
る
一
条
兼良
（
一
四
〇
二 - 
一
四
八一
）の『
梁
塵
愚案
抄
』の
成立
には
、こ
うし
た
歌
学
や
源
氏
学
にお
け
る解
釈の
蓄積
が
影響
して
い
る
と考
えら
れ
る。
平安
後
期
以
降
の神
楽
歌
・
催
馬
楽
・
東遊
歌・
風
俗歌
の詞
章
の
解
釈を
知
る
手
掛
かり
と
し
て
、
歌
学
書
や古
注釈
の記
事
の分
析も
進め
てい
く
必
要
が
あ
ろ
う
。 
 
近
年、こ
れ
ら
の
宮
廷
歌
謡
に
つ
いて
は、音楽
学
や
文
献
史
学
の
見
地
から
捉え
なお
さ
れ
てお
り
、
従来
は不
透
明だ
っ
た
成
立
の過
程
や
演
奏
の
実
態
など
が徐
に々
明
らか
にさ
れ
つ
つ
あ
る。
本
論
文
で
論
じた
よ
う
に
、文
学
に
お
け
る歌
謡
の描
かれ
方に
は、
文学
が
成
立
し
た
時
代
の
演
奏状
況
や音
楽観
が反
映
され
てい
る
と
考え
られ
、
その
描写
を
音
楽
史
的な
位
置
づ
け
の
中で
論じ
る
こ
と
は、
表現
の
解
明
に
も
繋
が
る
。
今
後
も
、
こ
う
し
た
音
楽学
や文
献史
学
にお
ける
歌謡
研究
と
の
連
携を
図
り
なが
ら
研究
を深
め
、
歌謡
がい
か
に宮
廷に
おけ
る文
学
に
影
響を
与え
たの
かと
いう
点
を解
き明
かし
て
いき
たい
。 
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初出一覧  
※す
べて
の
章に
お
い
て
初
出稿
に加
筆
修正
を施
した
。た
だ
し
、
いず
れも
大幅
な論
旨の
変
更は 
 
し
てい
な
い。 
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